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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ







　──現実はいつだって公式からはみ出す。

　それは自分にとって信条というよりは教訓、教訓というよりは達観に近い考えだった。

　世で起こる事々は今もなお神様の掌てのひらの上。例たとえどれだけ綿めん密みつに計画を立て、それを正確に実行に移したとしても、ときに気き紛まぐれなサイコロ遊び一発で人間は足あし下もとを掬すくわれる。かつて偉大な数学者が提唱した『すべてを予知する悪あく魔ま』は、一九世紀も半なかばに差し掛かろうかという現在に至っても、未いまだ自分たちの前に姿を現していない。

　不確定要素は万事に必ずつきまとう。理り不ふ尽じんは常に唐突かつ一方的に訪れる。

　けれど、「それが世のなかだ」と割り切ってしまえば、どんな予想外に見み舞まわれても人の心は概おおむね平へい穏おんに保てるものだ。もう既すでに起きてしまったイレギュラーには、嘆くよりも速すみやかなるフォローで以もって当たったほうが遥はるかに建設的だろう。

　果か断だん即そく応おう。不ふ言げん実じつ行こう。黙ってクールに為なすべきことを為すのが『いい女』の条件。

　ただ──それでもやはり、物事には限度というものがあった。

「どうしてこうなるのよ!?」

　半ば現実逃避気味に心中で垂れ流していたモットーを脇わきにうっちゃって、ジャンヌ＝アンリエット・カジミール・ファーブルは遂ついに感情の赴おもむくまま叫さけび声ごえをあげた。

　夜だ。月明かりさえ届かないほどの、深い夜。

　空はぶ厚い雲に覆おおわれており、先刻から俄にわかに降り始めた雨は今や霧きり雨さめとなって、終日、蒸じよう気きに煙けぶるのが常のイースの街まちをいつも以上に白くぼやけさせている。

　靄もやがかる街並みのあちこちには、頼りなさげに瞬またたく幾いくつかの光点。宵よいっ張ぱりな住民か夜回りの警けい官かん、もしくは危険な夜行性の〈蟲ギヴル〉の注意を惹ひきつける都市防衛用の『誘ゆう蜜みつ灯とう』が齎もたらす光だろう。黒と白に塗り分けられたそんな天地の境に、アンリはどこか蜂はちを彷ほう彿ふつとさせる外観の軽飛行機に乗って、推進剤でまっしぐらに一本の白線を引いてゆく。

「あいつッ……あれだけ自重しろって言い聞かせといたのに、また一人で先走って！　帰ったらお仕置きだわ、絶対！　二時間くらい土下座させて──わぷっ！」

　前面から吹きつけてくる雨滴で、瞬く間にゴーグルのレンズが埋うめ尽つくされ、慌あわててそれを飛ひ行こう帽ぼうごと顔から毟むしり取とる。枯かれ葉は色いろの長い髪かみが風に煽あおられ、たちまち好き放題に暴れ始めた。

「あぁもう、鬱うつ陶とうしいわね！　なんで毎度毎度こーなるのよ!?　どうしてもっとスマートにやれないわけ!?　あのダンゴムシは、あたしになんか恨うらみでもあるのか！」

　愚ぐ痴ちりつつも焦しよう燥そうは隠せない。目的地はもう目と鼻の先で、大規模な港こう湾わん施し設せつを有すイースの街まちに相応ふさわしく、そこにはドミノ倒しの牌はいのように整然と並ぶ、無数の倉庫が見受けられた。

　その倉庫街の一画で、今もまた夜の静せい寂じやくを打ち壊す盛大な轟ごう音おんが一つ。

　先刻から間を置いて響ひびくそれこそ、まさしく自分の公式が無む惨ざんに瓦が解かいする音だろう。

　遠目にも明らかな濛もう々もうたる煙。散発的に聞こえてくる銃じゆう声せい。やがて距離が詰つまり、ひっきりなしにあがる男たちの怒声や、遂ついには人のものとは思えないナニかの鳴き声まで耳に届くに至り、アンリはいよいよ腹を決めて腰のベルトに差していた得え物ものの銃じゆう把はに手を伸ばす。

　次いでスロットル全開。赤い機影──シエルバレが一層鋭く雨風を切った。

　小こ利り口こうな大人の判断など望むべくもない、最近できた助手の暢のん気きな顔が脳のう裏りをよぎる。アンリは短銃の撃げき鉄てつを起こし、苛いら立だちと心配がない混ぜになった声で彼の名を叫さけんだ。

「あとでひどいわよ、これ！　覚悟しときなさい、慧けい太た郎ろう！」




　　　　○




「ごめん、アンリ！　たぶん怒るだろうから、今のうちに謝あやまっておく！」

　それで彼女が許してくれるとも思えなかったが、けじめとして不在の友人に反省の言葉だけは送り、秋あき津つ慧太郎は全速力で貨か物もつ車しや輌りようの行き来が考こう慮りよされた幅広な道を駆かけてゆく。

　さながら一いち陣じんの風だ。今や戦場と化した倉庫街で、一人だけ時間の流れが違うかのよう。

　途中、風かざ切きり音おんも高らかに一発の弾だん丸がんがこめかみを撫なでたが、ひやりとしたのも束つかの間ま、慧太郎は湧わき上あがる恐きよう怖ふを胆たん力りよくで捻ねじ伏ふせ、なるべく複雑な軌き道どうで以もってなおも走る。

　敵は概おおむね前方で固まっていた。男ばかりが約二〇名ほど。唯ゆい一いつ、扉とびらが開け放たれた倉庫を背に、鶴かく翼よくの陣よろしく横に広がって、フリントロック式の火器を並べている。遮しや蔽へい物ぶつの乏とぼしい屋外で複数の銃に狙ねらわれ、あまつさえ雨で敵の目視さえ難しい現状、闇やみ夜よに瞬またたく発はつ砲ぽう炎えんだけでは弾道を読み切るのにも限界がある。一いつ瞬しゆんとて足を止めるわけにはいかなかった。

「野郎っ、死ねやぁ！」

　業ごうを煮にやした男の一人が濁だみ声ごえをあげ、大振りの手て斧おのを叩たたきつけてくる。だが、慧太郎はそれを難なく躱かわすと、携えていた鞘さやぐるみの愛刀『無む垢く嬢じよう矩のり安やす』を相手の顎あご先さきに一いつ閃せん。できるだけ穏おん便びんに男を昏こん倒とうさせてやり、続いて襲おそいかかって来た新あら手ても同じ要領で無力化していく。

「すっげえ！　ケイ姉ちゃん、かっけー！」

「お前、捕まってるのに余裕だな!?」

　疎まばらに立つガス灯の下、開放された倉庫の前には、大きな檻おりが幾いくつも鎮ちん座ざしていた。そのうちの一つに囚とらわれた知ち己きの少年が、先刻から場違いにも元気なエールを送ってくれている。

「その男みたいな格かつ好こうはどうかと思うし、自分のこと『僕』って言うのも色気ないけど、でも頑張れ姉ちゃん！　おれはケイ姉ちゃんのそういうとこ好きだかんな！」

「ありがたいけど……ッ、なんか釈しやく然ぜんとしないな！　男らしくて当然なんだよ、僕は！」

　慧けい太た郎ろうはとある理由から、普段、性別を偽いつわって生活している。今はちゃんと男装をしているけれど、初めに「女である」と先入観を植えつけられた者は、もういくら自分が装いを改めても勘違いに気づいてくれない。いい加減、あの少年の誤解くらいは解くべきかと思う。

「……くそっ！　何を手こずってんだ、お前ら!?　あんな東洋人の猿さる一匹に！」

　そうこうするうちに、焦じれて距離を詰つめた仲間を一人、また一人と減らされ、男たちもとうとう危機感を募らせたらしい。数人が何事か怒鳴り合い、倉庫のなかに逃げ込んでゆく。

「いっそガキどもを盾たてに取ったらどうだ!?　そうすりゃ奴やつも簡かん単たんには──」

「馬ば鹿かっ、大事な商品だぞ!?　もう値がついてるのだっている！」

「いいから、さっさとアレを出せ！　野郎を踏ふみ潰つぶせ！」

　何か切り札でもあるのか？　倉庫内から聞こえた会話でそう懸け念ねんを抱くも、こっそりと横に回り込んでいた敵に榴りゆう弾だん発はつ射しや機きを向けられ、慧太郎は仕方なく追つい撃げきを諦あきらめて身を翻ひるがえした。

　直後、榴弾が車道の真ん中で炸さく裂れつする。いっとき大量の黒煙が視界を塞ふさいだ。その黒煙の向こうから、ぬっと巨大な影が差したのは、慧太郎が再び駆かけ出だそうとした矢先のことだった。

　全高は四メートルほどにもなるだろうか？　煙を掻かき分わけて目の前に現れたのは、鋼はがねで構成された歪いびつな人型だった。丸太みたく野太い手足に、反して骨組みだけで形作られた胴体。その中央に設しつらえられた空間には、男が一人、すっぽりと収まっている。

「ッ、自じ動どう甲かつ冑ちゆう!?」

　そう称される高度なカラクリが存在するのは知っていた。産業革命と共に急発達した数ある蒸じよう気き機き械かいのなかでも、取り分け魔ま女じよの技術が色濃く出ている代しろ物ものだという。元はホムンクルスなる人造人間を生み出す過程で、人体への別アプローチから派生した、自動人形と同じ副産物だという話だが──しかし、まさかこんな大層なものまで出てくるとは。

　おそらく重機なのだろう。非武装で両腕の先端に鋏はさみが備わっている。それもかなり初期のモデルなのか、カーキ色の塗装はところどころ剥はがれ落おち、あちこち突き出したパイプやチューブは一部が破損して、どろりと黒い液体燃料アンフイニーネの飛沫しぶきを辺りに散らしていた。

「クソガキがぁ！　調子に乗りやがって、ぶっ殺してやる！」

　立ち乗り状態で機体に搭とう乗じようしている男が獰どう猛もうに歯を剥むき、次いで全体的にどこか丸っこい輪郭の自動甲冑が、やかましい駆く動どう音おんを奏でながら突進を開始する。背負った大型の蒸気機関が膨ぼう大だいな量のスチームを噴出させ、雨う中ちゆうの倉庫街を一層深く霧きりの海に沈めた。

「チッ……！」

　慧太郎は舌打ちを一つ、今宵こよいは抜く気がなかった得え物ものを、遂ついに鞘さやから解放する。

　激げき化かする戦せん闘とうのなか、沸ふつ騰とうする意識の果てでは、今いま更さらのように事の経緯が想起されていた。




　原因を一言に集約すれば、つまり「物事には限度がある」ということなのだ。

　後先考えて分別を持って行動するのが一番なのは承知している。が、だとしてもやはり意に沿わないものは意に沿わない。ときに打算が平気で吹き飛ぶこの性格が、自分の短所であり長所でもある──そう言ってくれるのは、友人にして雇こ用よう主ぬしのアンリ・ファーブルだ。

　順を追って説明しよう。慧けい太た郎ろうがそんな彼女と共に、聖カトリーヌ学園の学園長、マザー・テレーズを介してイース港の管理組合から依頼を受けたのは、かれこれ五日前のことだった。

　──〈蟲ギヴル〉の密輸業者たちの尻尾しつぽを掴つかんでほしい。最近、自分たちの縄なわ張ばりに胡う乱ろんな連中がこそこそ出入りしているが、警けい察さつを動かすだけの証拠が得られず困っている。

　アンリは学業の傍かたわら、個人で〈蟲ギヴル〉関連のトラブル解決業を営いとなんでいる。だが、犯罪絡がらみの危険な仕事にまで手を出すのは非常に稀まれだ。

　今回、彼女が主義に反して腕まくりする気になったのは、どの国でも大抵は輸出入が固く禁じられている〈蟲ギヴル〉を商品とする相手に、専門家として強い憤いきどおりと危機感を覚おぼえたからだったのだろう。まだ生態に不明な点が多い〈蟲ギヴル〉は、環境の変化でどのような反応を示すか分からず、場合によってはアバドン・ショック並みの大だい惨さん事じすら想定されたからだ。

　依頼を受じゆ諾だくして昼夜を問わず捜査を続け、広い倉庫街から件くだんの密輸業者が所有する一棟を発見したのが、つい数時間前のこと。アンリは事態を認めて渋じゆう面めんを作ったものだった。

　──やばっ！　あいつら、もう荷の積み込み始めてるじゃない！

　──こりゃもう悠ゆう長ちように構かまえてる時間はないわね……よし、ならあたしは一度戻って装備を整えてくる。警察が動くかどうかは微妙だけど、とりあえずマザーにも報告しなきゃだし。

　──はい、というわけで慧太郎クン？　それまで見張りよろしくね♪

　任せろっ、と男らしく二つ返事で頷うなずいたのまでは良かった。

　既すでに荒あら事ごとを演じる気満々のアンリに多少物申したい気持ちはあったが、そこは自分の実力を見込んでのことだろうと納得もした。問題だったのは、彼女が去ったあとだ。

　標的たる男たちが倉庫から運び出した荷物のなかに、慧太郎の倫りん理り観かんに則のつとれば、到底、看過できないモノが混じっていたことが、この後に続く騒そう動どうのいわば皮切りだったわけである。




　好こう事ず家か、と呼ばれる人種のことが、慧太郎にはほとほと理解できない。

　剣以外に取り立てて趣味も持たない無ぶ骨こつ者ものだから、大枚を叩はたいて海の向こうから危険な生物を違法に取り寄せ、ただの嗜し好こう品ひんとして愛めでるその感性に欠片かけらも考えが及ばない。

　ましてや──人間の売買まで行なう手合いとなると、そんな悪あつ鬼きの性根に思いを馳はせること自体、もう胸がむかついて仕方がないのだった。

「ケイ姉ちゃんっ、危ない！」

「分かってる！」

　慧太郎は外野の声に律りち儀ぎに応こたえ、殆ほとんど出で鱈たら目めに腕を振り回してくる自じ動どう甲かつ冑ちゆうの、常に背後か側面へ回り込む。ちらりと辺りに目を配れば、多様な〈蟲ギヴル〉が収まった鉄てつ檻おりに紛まぎれ、同じく囚とらわれの身となった小さな人影が、肩を寄せ合って鉄てつ格ごう子しの向こうで震えていた。

　その数ざっと一〇余り。いずれも尋じん常じような容姿ではなく、皆、顔や手足、あるいはもっとはっきりと身体からだ全体が、昆虫のそれらしき器官に置き換わっている。

〈裸蟲ミルメコレオ〉の子供たちだ。

　しかもおそらくは、全員が孤児。

　寄生虫型の〈蟲ギヴル〉に肉体を変異させられ、親からも社会からも見捨てられた幼い命たち。

　身元さえ定かではない彼らは、失しつ踪そうしたところで誰だれからも気にされず、だからこそ密輸犯たちに『商品』として目をつけられた──今ではそう大おお方かたの事情を察している慧けい太た郎ろうだが、それでも一度切れた堪かん忍にん袋ぶくろの緒おは生なま半なかなことでは繋つながらない。あまつさえ、攫さらわれて身売りされる子供の内に、自分の顔かお馴な染じみまで交じっていては、もう我が慢まんしろというほうが無理だった。

「うわわ！　危ないっ、危ないってば姉ちゃん！　やられちまうよ！」

「……ッ、大丈夫だから少し静かにしててくれ、ジャン！　頼むから！」

　鉄てつ格ごう子しにかぶりつき、血気盛んに喚わめいている少年。キリギリスと人間が合わさったような面おも差ざしの彼は、名前をジャンという。つい先日、とある縁で知り合った〈裸蟲ミルメコレオ〉の浮ふ浪ろう児じだ。

　あれ以来、何か所用で街まちに出かけるたび、様子見がてら親しん睦ぼくを深めていたのだけれど──依頼に奔ほん走そうしていたこの数日のあいだに、まさか悪あつ漢かんどもの手に落ちていたとは。

　己おのれの行く末を憂うれいて意い気き消しよう沈ちんしていた子供たちのなかで、唯ゆい一いつ、希望を捨てず激はげしく人攫いどもを面めん罵ばしていた彼が、いつしか逆上した男の一人に打ちよう擲ちやくを受けた。それこそが、慧太郎にこうして段取りを無視させて行動に至らせた、直接の引き金だったのだ。

　そう、物事には限度がある。

　例たとえ愚おろかな行いと分かっていても、人には為なすべきを為さねばならないときがある。

「子供を物みたいに金銭で扱うなんて……ッ、お前たち気は確かなのか!?」

　自じ動どう甲かつ冑ちゆうと大立ち回りを演じているあいだも、依然、他の男たちから銃じゆう撃げきは続いていた。忙しいことこの上なかったが、慧太郎は俊しゆん敏びんに体たいを捌さばきつつも相手を糾たださずにはいられない。

「もう一度、冷静になってよく考えてみろ！　ただの盗品や〈蟲ギヴル〉を密輸するのとはわけが違う！　相手はお前たちと同じ人間なんだぞ!?」

「ハッ、何が同じ『人間』だ！　そこのガキどもは『化ばけ物もの』じゃねぇか！」

　侮ぶ蔑べつも露あらわにそう応じたのは、自動甲冑に乗っている大おお柄がらな男だった。

「どうせほっといても野垂れ死にするのが関の山なんだ！　欲しがってる連中にくれてやって、俺おれたちは懐ふところが潤うるおう！　ガキどもも存在意義が持てる！　何が悪ぃ!?」

「…………ッ、この恥知らずが！」

　ただでさえ煮えていた頭が、そのやり取りで一気に臨界点を突破する。慧太郎は腹の底から雄お叫たけぶと、無む垢く嬢じよう矩のり安やすを垂直に立てたまま、やおら右肩に担かつぐように掲げた。

　ただの一撃一撃に全ぜん身しん全ぜん霊れいを込める、薩さつ摩ま示じ現げん流りゆうが『蜻蛉とんぼ』の構かまえ。

　次いで慧太郎は、あたかも雲に運ばれるが如ごとき軽かろやかな足捌きで地を疾しつ駆くした。

　振り下ろされる木で偶くの左腕をかい潜くぐって入り身するや、すり抜けざまにまず内部構造が露ろ出しゆつした肘ひじ部分に袈け裟さ懸がけの一ひと太た刀ち。続けて機体の背面に回り込むと、捻ねん転てんを充分に利かせた横よこ薙なぎを、がら空きの左ひだり脚きやく部ぶへ叩たたき込こむ。すべての動作が一ひと繋つなぎとなった、神速の二連れん撃げきだった。

「ッ！　な、なんだぁ!?」

　太刀筋すじを見切るはおろか、こちらの姿さえ視認できなかったのだろう。背後で残ざん心しんする慧けい太た郎ろうに気づかぬまま、搭とう乗じよう者しやの男が慌あわてふためく。しかし、一拍遅れて自機が大きく左に傾き、なす術すべもなく車道に膝ひざをつけば、少なくとも攻撃を受けたことは知れたはずで、

「お、おまっ──」

　恐おそる恐る振り返った自じ動どう甲かつ冑ちゆうの中央で、搭乗者の男がはっきりと双そう眸ぼうに畏い怖ふを溜ためた。今の衝しよう撃げきで操そう作さ盤ばんにぶつけでもしたか、額ひたいの一部が赤く腫はれ上あがっている。

「……観念して縄なわにつけ。これ以上やるなら、タンコブ程度じゃ済まさない」

　剣けん尖せんを向けて告げた。けれど、やはり男は勧告に従わなかった。手て負おいの獣けものめいた声で吠ほえると、もはやまともに歩けもしない自動甲冑を、今度は闇やみ雲くもに暴れさせ始める。

　誰だれにとっても予想外が起きたのは、その直後だった。

　元からガタがきていたか、先の攻撃で不具合でも生じたか──片足を引ひき摺ずりながら暴れていた自動甲冑が、突とつ如じよ、振り抜いた己おのが腕に身体からだを持って行かれ、その場で錐きり揉もみしたのだ。

「あ」

　という間抜けな声は、いったい誰が発したものだったか。

　自身の豪ごう腕わんに振り回されるかたちで、自動甲冑が今度こそ派手に転倒した。乗っていた男は勢い良く機外に放り出され、そして遠心力に負けた機械の左腕が、関節部から千切れて本体を捨て置き、まるで冗談のように倉庫のほうへ吹っ飛んでゆく。

　一発の砲ほう弾だんと化した巨大な腕は、幸さいわいにして誰一人、犠ぎ牲せい者しやを出すことはなかった。

　代わりに、立ち込める白煙を穿うがち、並べられていた檻おりの一つに激げき突とつするや、頑丈な鉄てつ格ごう子しを歪ゆがませてそこに大穴を開け、なかに閉じ込められていた一匹の〈蟲ギヴル〉を外へ──

「あ」

　今度は分かった。呆ほうけた声を洩もらしたのはジャンだ。

　そして次の瞬しゆん間かん、これまでに倍する銃じゆう声せいと怒号、悲鳴、何より人ならざるモノの甲かん高だかい咆ほう哮こうが、宴えんも酣たけなわとばかりに倉庫街を震しん撼かんさせた。




　　　　○




「づあ～っ、やっぱりロクでもないことになってる！」

　シエルバレで倉庫街の上空まで辿たどり着つき、眼下の惨さん状じようをちらりと一いち瞥べつしただけで、アンリは何も見なかったことにして回れ右をしたい衝動に駆かられた。

　道路の至るところに刻まれた弾だん痕こん。銃じゆうを構かまえて右往左往する男たち。車道の中央では雨にも負けず盛大に篝かがり火びが焚たかれている。仰ぎよう臥がしているあれは……まさか自じ動どう甲かつ冑ちゆうか？

　更さらには頑丈なはずの鉄てつ檻おりが一つもぬけの空からになっており、その付近にはやたらと細くて長い四本の節足を有す異形の影があった。アンリは思わず目を瞠みはって叫さけぶ。

「『高脚アメンボゲリデイー・エシエル』!?　よりにもよって厄やつ介かいなのが……っ！」

　体長が六メートル近くもあるとか、触角の形状や体色が微妙に違うとか。とにかく、そういった多少の相違点に目を瞑つむれば、確かにその生き物は昆虫のアメンボに酷こく似じしていた。

〈蟲ギヴル〉──一八世紀中なか頃ごろにヨーロッパで発生し、爆ばく発はつ的てきな速度で世界を覆おおい尽つくした、正体不明の巨大生物。ムシ好き女を自称するアンリにとっては愛らしくも貴重な研究対象であり、異国から来た助手と自分を引き合わせてくれた、いわば仲人なこうど的存在でもある。

　アンリは機速を落として高度を下げると、既すでに大半が戦せん意い喪そう失しつしているらしい密輸犯たちを背に庇かばい、高たか脚あしアメンボと一人で対たい峙じしている件くだんの助手、秋あき津つ慧けい太た郎ろうに大声で呼びかけた。

「慧太郎っ！」

「……ッ、アンリか!?」
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　黒くろ髪かみを高結いにした純じゆん朴ぼくそうな少年が、ハッと頭上を仰あおいでくる。相変わらず男の格かつ好こうをしていても、高い確立で性別を間違われそうな容姿だ。彼は喜色を浮かべて更に続けた。

「良かった！　アンリ、来てくれたん──」

「ごめんなさいは!?」

「…………ごめんなさい」

　一応、自分がやらかしたという自覚はあるらしい。深々と頭まで下げてきた。

　しかし、すぐに今はそんな場合ではないと気づいたか、慧けい太た郎ろうは再びアメンボに向き直る。

「僕はこいつをなんとかする！　きみは残った犯人を拘こう束そくして、子供たちを保ほ護ごしてくれ！」

「は？　子供？　って、うわ！　なんでジャンがいるのよ!?」

　おーい、アンリエット姉ちゃ～ん、という声に視線を転じれば、慧太郎の紹介で最近知り合った〈裸蟲ミルメコレオ〉の少年が、なぜか檻おりのなかで手を振っていた。この状況で意外と肝きもが太い。他にも何人か〈裸蟲ミルメコレオ〉の子供が捕まっているのを認め、アンリは事情を察して歯は軋ぎしりする。

「……なるほどね。連中、人身売買にまで手を染めてたってわけ」

　最悪だ。これでは慧太郎がキレたのも仕方ない。土下座は一時間にまけてやるべきか？

　などと思っていたときだった。今の今までのっそりと地を這はっていた高たか脚あしアメンボが、いきなり巨体にそぐわぬスピードで動いたのだ。機敏、と呼ぶにも馬ば鹿かげた瞬しゆん発ぱつ力りよくだった。

　高脚アメンボが口こう吻ふんを大きく開き、正面にいた獲え物ものに襲おそいかかる。慧太郎は咄とつ嗟さに刀を立てて喰くわれるのを避け、自みずから背後に跳とぶことで突進の威力を殺す。しかし、アメンボはなおも止まらなかった。そのまま慧太郎を半なかば宙ちゆう吊づりにして、埠ふ頭とうのほうへ一直線に駆かけてゆく。

　アンリは血相を変えた。まずい。海に出られたら、『彼』は手がつけられなくなる。

　慌あわててシエルバレの機首をそちらに向けようとするが、

「僕に構かまうな！　先に子供たちを！」

「っ」

　倉庫街を突っ走るアメンボのほうから、当の慧太郎が切迫した声で機先を制してきた。

　自分の窮きゆう地ちでも、まず他人の心配。らしいと言えばらしいが、いい加減、周まわりの気持ちも少しは考えてほしいものだ。心配なのはこっちも一緒なのに。

　けれど、迷ったのは一瞬だった。どのみち子供たちと密輸犯を放置してはいけない。

「──慧太郎っ、『彼』は見た目よりも、ずっと凶きよう暴ぼうよ！　肉食性で、水上だと更さらにもう一段階速くなる！　けど、切り返しはそれほどでもないわ！　そこを狙ねらって！」

　忠告が届いたかどうかは分からない。言い切る前にもう〈蟲ギヴル〉の姿は見えなくなっていたからだ。続いてアンリは手に持っていた短たん銃じゆうを、狙いもそこそこに地上へ向けて発はつ砲ぽうする。

「はい、そこ！　混乱に乗じてムッシュ・ゴキブリキヤフアールみたく逃げようとしない！」

　もはや商売の続行は不可能と判じたのだろう。密輸犯たちが今しも隠れてこの場を立ち去ろうとしていた。しかし、その足元に突とつ如じよ、エメラルドの閃せん光こうが突き刺さる。危あやうく直ちよく撃げきを喰くらいかけた男が、穿うがたれたクレーターの前に尻しり餅もちをつき、呆ぼう然ぜんとこちらを見上げてきた。

「ま、魔ま女じよ？　まさか、軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しなのか……？」

　そう、アンリ・ファーブルは魔女。〈蟲ギヴル〉が出没し始めたのとほぼ同時期に表おもて舞ぶ台たいに姿を現し、今の世の在あり方かたを大きく塗り変えた、古いにしえの秘ひ儀ぎを振るう者。

　軍属ではなかったものの、この場合、密輸犯たちの勘違いは都合が良かった。

「そうよ、あたしは軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師し！　あんたらのやったことは、もう政府の知るところになってるわ！　じきに本隊が到着するから、諦あきらめて投降しなさい！」

　それが決め手だった。間もなく男たちが悔しげに唸うなり、次々に武器を捨てて手を上げ始める。

　随分とあっさり降伏したのは、たぶん〈蟲ギヴル〉と対等に渡り合う魔ま女じよないし魔術師が、一般的に強大な存在と認知されているからだろう。あるいは「密輸していたのは〈蟲ギヴル〉と〈裸蟲ミルメコレオ〉だけなのだから、少なくとも極刑は免まぬがれる」と悪知恵を働かせたのかもしれない。

「……ったく。公式ってのはいい方向には、なかなか外はずれないものなんだから」

　男たちの計算は卑ひ怯きようだが正しい。人々の不理解から〈蟲ギヴル〉も〈裸蟲ミルメコレオ〉も、今の社会にその存在を軽視されがちだ。だから、連中もこれだけあくどい真ま似ねをしておきながら、きっと数年かそこらで刑務所を出てくる。そう考えるとやるせなかった。

「なぁ、アンリエット姉ちゃん！　早くここから出してくれよ！」

　この場で一人だけ元気なジャンが、鉄てつ格ごう子しの向こうで騒さわいでいた。出会った当初は人間不信で大人ぶっていた彼だけれど、今ではもうすっかり歳とし相そう応おうに振ふる舞まうようになっている。

「はいはい、あいつが戻って来てからね！　もう少し待ってなさい！」

「……ケイ姉ちゃん、大丈夫かなぁ？　美人なのにお転てん婆ばだから、おれ、すげえ心配だよ」

「…………あのね、ジャン。前にも言ったと思うけど、あいつに年とし頃ごろの男の子特有の甘あま酸ずっぱい気持ちを抱くのはやめときなさい。それ、不幸の始まりよ？」




　　　　○




　地を疾しつ走そうする巨大なアメンボの頭に掴つかまり、慧けい太た郎ろうは遂ついに港の端にまでやって来ていた。

「ぐっ……くぅぅ……！」

　猛もう然ぜんとこちらを噛かみ砕くだきにくる大おお顎あごを、なんとか刀を盾たてにして防ぐも、いい加減そろそろ腕が限界だ。振り落とされて、この速度で路面に叩たたきつけられるのは、さすがに少しまずい。

　が、そこで不意に激はげしい衝しよう撃げきが身体からだを襲おそった。

　高たか脚あしアメンボが海に飛び出したのだ──そう気づいたときには、慧太郎は掴まっていた手を滑すべらせ、放物線を描いて凄すさまじい勢いで宙をすっ飛んでいた。

「う、うわ……!?」

　夜空を滑かつ空くうしたのは数秒のこと。やがて容赦なく落下が始まり、海面がぐんぐん近づいてくる。このまま海中に没しようものなら、その後は高脚アメンボの餌え食じきになるしかない。

　だが、慧太郎には確信があった。根拠はなかったものの、「大丈夫だ」という強い確信が。

　そして事実、海面に右足から着水した瞬しゆん間かん、バヂッと何か空気が爆はぜるような音がして、俄にわかに身体からだが浮き上がる感覚を得た。慧けい太た郎ろうは迷わず、そのまま左足を前に出す。

　走った。

　夜の海を。水の上を。原理も分からぬまま。

　驚おどろきつつも視線を落とせば、左右の足裏が海面に接触するたび、そこで何やら小さな雷かみなりが発生している。高速で後ろに流れてゆく暗い海には、人ひと魂だまが一つぼんやりと映り込んでいた。

　慧太郎はそれですべてを悟さとり、なんともいえない気分になって嘆息する。

「手を貸したり貸さなかったり……どうにも信用できない左目だな、お前は」

　自分の目に向けて言う台詞せりふではなかったが、それも仕方がない。何しろ慧太郎は、今おそらく琥こ珀はく色いろの輝きを燦さん然ぜんと発しているだろうこの左目に、何か得え体たいの知れない意識のようなものが介在しているのを、一ヵ月前の事件よりたびたび感じていたのだから。

　けれど、数あま多たある疑問や不満は、ひとまず呑のみ込こむ。今は他に優ゆう先せんすべきことがあった。

　高たか脚あしアメンボは十数メートル先にいた。従来の昆虫と同じく、水面を滑すべって移動している。

　昔、故郷で博はく識しきな兄から「アメンボは表面張力で浮く」と教わったことがある。けれど、あんな巨体にまでその理屈が適用されるかは怪しいものだ。鼻を衝つく甘ったるい匂においと、海水に少し粘ねばつきが生まれていることから、たぶん何かの分ぶん泌ぴつ物ぶつで水に薄い膜まくを張って、その上を滑っているのではないかと思う。とまれ、厄やつ介かいなのはその速力だった。

「速い……っ！」

　地上を走っていたときも充分に速かったが、しかし今はそれさえも比較にならない。

　左目のおかげで身体能力が上がっている慧太郎は、その気になれば最高速度の蒸じよう気き自じ動どう車しやさえ追い抜けるのに、前をゆくアメンボとの距離が一向に縮ちぢまらなかった。

　アンリは「切り返しの隙すきを狙ねらえ」というようなことを言っていたけれど、そもそも向こうは方向を転じる気がないらしい。よほど興こう奮ふんしているのか、殆ほとんど暴走状態にあるようだ。

　こちらを無視するならば、いっそ放っておいてもいいか──僅わずかにそう考えもしたが、イースはこの国で最大の港こう湾わん都と市しだ。必ひつ定じよう、付近の海域を多くの船が時間を問わず行き来する。もし高脚アメンボがそれに激げき突とつして沈ちん没ぼつなどという事態になったら、同じく海上の遭そう難なんで命からがら陸地に流れ着いた経験を持つ慧太郎は、長らく眠れぬ夜を過ごすことになるだろう。

　ならば答えは一つ。相手が切り返さぬなら、こちらで切り返させるまで。

「──喝かッッッ！」

　腹ふく腔こうに溜ためおいた呼気を、横おう隔かく膜まくを限界まで震わせ、一挙に喉のど奥おくから放出した。

　元は中国武術の内ない家か法ほう、更さらに原型を求めればインドのヨーガに辿たどり着つく、声を武器として用いた威い嚇かく技わざだ。殊ことのほか発声に重きを置く示じ現げん流りゆうの修得者、しかも常人を超こえる身体能力を得ている今の慧太郎が行なえば、それはもはや物理的な衝しよう撃げきさえ伴う音の砲ほう撃げきだった。

　常人相手に至近から浴びせれば鼓こ膜まくすら叩たたき割わる音おん塊かいの一撃が、凪ないでいた沖合いの海を轟ごう然ぜんと渡り、水みず飛沫しぶきを巻き上げながら高脚アメンボに着ちやく弾だんした。

　無論、こんなものは小手先の技に過ぎない。強きよう靭じんな〈蟲ギヴル〉にさしたる効果はないだろう。

　しかし、狙ねらいどおり相手の注意を惹ひきつけることには成功した。振り落としたはずの敵がまだ追ってきていることに気づき、高たか脚あしアメンボが速度を落として旋回を始める。

　千せん載ざい一いち遇ぐうの隙すきだった。慧けい太た郎ろうは即座に蜻蛉とんぼに構かまえると、纏まとめておいた重心を前方に向けて矢のように弾はじき出だす。極端ともいえる加速を経て、彼ひ我がの間合いが瞬しゆん時じにゼロに変わった。

　機会はおそらく一度きり。これを逃のがせば次はいつ肉迫できるか分からない。示じ現げん流りゆうの最さい眼がん目もくたる『二の太た刀ち要いらず』を、今この瞬間に過あやまたず体現するために。

　雲うん耀よう。

　ゆえに、まさしく疾しつ風ぷう迅じん雷らいの如ごとく！

「雄お雄ぉッ！」

　狙ったのは右の前足。無む垢く嬢じよう矩のり安やすを一条の稲いな妻ずまとせしめ、渾こん身しんの力で振り下ろした。

　一拍置いてあがる壮絶な金切り声。闇やみ夜よに舞まう寸断された節足と大量の体液。

　続けて慧太郎は高脚アメンボの傍かたわらをすり抜けるや、反転して海面でもがいていたその巨体の上に飛び乗った。体たい躯くに比してひどく小さい頭に、刀の切っ先を突きつけて大だい喝かつをあげる。

「鎮しずまれ！　これ以上、傷つけたくない！」

　人語など解しようはずもない〈蟲ギヴル〉に、しかし今なら自分の言葉は届くと、やはりそんな根拠のない確信が胸の内にあった。

　果たして、アメンボは暫しばらく身震いしていたものの、ほどなく残ったすべての足を折ってその場に蹲うずくまる。同時、背後では何やらビキビキという音。今しがた斬きり落おとした右前足が、早くも化石化を始めたのだろう。その音が完全に止やんだ頃ころ、慧太郎も肩の力を抜いた。

　高脚アメンボは大人しくなっていた。ここまでの暴れっぷりが、まるで嘘うそのように。

　王に傅かしずく臣下の如きその従順な態度は、しかし慧太郎にとって既き知ちのものだ。以前、スカラベ・ケプリを斬ったときも、〈蟲ギヴル〉は同じような反応を見せていた。

「……これもお前のおかげか？　我わがことながら、わけが分からないな」

　海に映っていた琥こ珀はく色いろの人ひと魂だまが、音もなくすぅっと消えてゆく。それを横目にしながら、慧太郎は愛刀を迎え鞘さやに納めた。張はり詰つめていた神経が緩ゆるまり、周囲にまで気を配る余裕ができれば、いつの間にか雨は止んでいて、晴れ始めた雲の隙すき間まからは円まるい月が覗のぞいている。

　だからだろうか？　ふと、おかしなことを考えてしまった。

　月は見る場所によって表情が変わるというけれど、日本の薩さつ摩までは毎年この時期、いったいどんな月を拝むことができていたっけな、と。

　思い出せない。里帰りして確認したくても、今の自分にはそれさえままならない。

　一ヵ月前、慧太郎はとある事件に巻き込まれ、帰国の術すべを失ってフランスはブルターニュの地に辿たどり着ついた。現在、世界でもっとも〈蟲ギヴル〉が多く生息するといわれる欧州、そのなかでも特に〈裸蟲ミルメコレオ〉に関する重大な社会問題を抱えている、革命の火ひ種だね多きこの荒地アルマスに。

　秋あき津つ慧けい太た郎ろうはここでは余よ所そ者ものだ。右も左も分からない、それこそ子供のようなもの。

　けれど、幸さいわいなことに迷い子ではない。

　帰れる場所なら、ちゃんとある。未いまだ故郷の土を踏ふむ算段はまるでついていなくとも、己おのれの居場所と定めた女ひとならいる。それだけで心は幾いくぶん軽くなるというものだった。

「……よし、アンリのところに戻ろうか。お前、三本足でもちゃんと走れるか？」

　月の光に中あてられ、俄にわかに胸の奥に湧わいた望郷の想おもい。それを振り捨てて足元に語りかければ、アメンボは応こたえるように一声鳴いた。──なぁに支障はないさ、なんなら乗せて行ってやろうか？　なんだかそう言われた気がして、慧太郎はわけもなく頬ほおを緩ゆるめる。

「和解の記念に、か？　じゃあ、お言葉に甘えるよ。よろしく頼む」

　背中を軽く撫なでてやってからそこに胡坐あぐらをかけば、すぐに高たか脚あしアメンボは来た道を戻り始めた。星明かりを照り返す穏やかな海の上を、波間に漂ただようような速度でゆっくりと。

〈蟲ギヴル〉に乗って一人のサムライが海をゆく。それは一八四〇年現在のヨーロッパの常識に当あて嵌はめれば、あらゆる意味で奇妙かつ不可解な光景だ。

　しかし、それでもアンリエット・ファーブルなら、きっと笑って言ったことだろう。

　興味深いわね、慧太郎。あんたこそ『世界の公式から外はずれた存在』そのものだわ──と。













　　　　第一章　平穏の陰で波乱は足音を殺し







　ふっ、という呼吸音が耳じ朶だを掠かすめたときには、既すでに敵の接近をかなり許していた。

　左斜め下方から、まるで地を這はうように迫せまる影。その身に乗馬服にも似た衣装を纏まとい、編み上げた長い髪かみで金の尾おを曳ひきながら、手にした得え物ものを一息に喉のど元もとへ送り込んでくる。陽光を受けて輝く青い目には、微かすかに笑みの気配があったように思う。

「貰もらいましたよ、ケイ！」

「いやいや、そう簡かん単たんには」

　秋あき津つ慧けい太た郎ろうは相手の叫さけびに軽く応じながら、膝ひざを抜いて速すみやかに重心を横へ逃がした。

　まず先んじて連れん撃げきを浴びせ、こちらが後ろに退ひいたと見るや、すかさず大だい胆たんに急きゆう襲しゆう──そう目もく論ろんでいたに違いない敵が、しかしあっさりと会心の一撃を外はずされ、泡を食ってたたらを踏ふむ。慧太郎はそのあいだに、まんまと間合いを突き離していた。

「こっちだよ、クロエ。後ろ後ろ」

「ッ、んな!?　い、いつの間に……!?」

　凝ぎよう然ぜんと背後を振り返った少女──クロエ・エマニュエル・ド・ラ・ロシュジャクランが、朝あさ靄もや漂ただよう爽そう気きのなかで、あからさまに目を白黒させる。次いで剣を携え急ぎこちらに駆かけて来るが、その面おも持もちは普段の騎き士し然ぜんとした凜り々りしさを忘れ、どこか子供っぽい感情を滲にじませていた。級友の彼女が実は相当の負けず嫌いであると知ったのは、ここ半時ほどのことだ。

　慧太郎は苦笑しつつ、やがて再び一足一刀の間合いに立った彼女と、己おのが得物を抜き合わせて構かまえた。こちらは自作した木刀を中段に。クロエは刃引きされた細剣レイピアを刺し突とつ重視に。

「──じゃあ、もう一回いくよ？」

「はい！　今度こそ一本取ってみせます、ケイ！」

　直後、二人が同時に互いの刃圏をじりじりと侵おかし始はじめ、剣先三寸の攻防と熾し烈れつな空中戦を繰くり広ひろげたのち、この朝、何度目かの立ち合いが開始される。

　早朝。まだ地平線の向こうから陽ひが差して間もない時刻のことだ。

　フランス最西端に位置するフィニステール県、その更さらに端の端に存在する聖カトリーヌ学園の中庭で、慧太郎はクロエと以前交わした約束を、今日ようやく果たすことが叶かなっていた。

　学園に入学して早一ヵ月。当初はバタバタしていて行なえなかった剣の修練を、慧太郎は最近になって再び己おのれに課し始めていたのだけれど、昨晩、クロエのほうから急に申し入れがあったのだ。明日の早い時間、前々から願っていた手合わせをどうか、と。

　無論、慧太郎にも異存はなかった。扱う流儀に東洋と西洋の違いはあれど、共に若くして剣の道を邁まい進しんする者同士。一度は彼女と腕を競い合ってみたいと思っていたからだ。

　ただ、これまでは互いの時間がなかなか合わなかった。何しろクロエは多忙の身で、剣術部と馬術部を掛け持ちしているうえ、級長としての仕事や聖せい歌か隊たいの練習まである。慧けい太た郎ろうは慧太郎で、放課後は結構な頻ひん度どでアンリと共に秘密の野外活動だ。結果、もうかなり前から示し合わせていたことにも拘かかわらず、今日までずるずると持ち越してしまったわけなのだった。

「今日はわたしの我わが儘ままにおつき合い頂き、心より感かん謝しやします、ケイ！」

　微かすかに息を乱しながらそう言って、クロエが鋭い連突きを見み舞まってくる。慧太郎は半なかば滑すべるように芝生の上を後退し、驚おどろくべき手数で迫せまる剣けん刺しをひょいひょいと躱かわしてゆく。

「我儘なんてそんな。僕も望んでたことだしさ。けど、なんで昨日になって急に？」

「実はっ、前々からこの時間が双そう方ほうにとってっ、一番都合がいいのではないかと考えていたのですが！　さすがに早朝は厚かましいかとも思いっ、ずっと言い出せずにいました！」

「ははあ。でも僕が最近になって朝あさ稽げい古こを始めたから、『これなら』って思ったわけだ」

「はい！　それであのっ、少し不ぶ躾しつけな質問になるのを許してほしいのですが……ケイ、貴女あなたは授業が終わったあと、日ひ頃ごろいったいどちらに!?　いつも所用と仰おつしやっておられますが！」

「あ～、えぇっと……さ、最近、イースに友達が出来てさ。よく会いに行ってるんだよ」

　ダシに使ったのは、もちろんジャンだった。二日前の事件であやうく海外に売り飛ばされかけた彼は、しかし意外なほどけろりとした様子で、今も学園の城下町とでもいうべきあのイースのどこかにいる。ジャンによく会いに行くのはあながち嘘うそでもなかったが、放課後、慧太郎が出払っているもっぱらの理由は、先にも述べたとおりアンリの仕事の手伝いなのだ。

「なるほどっ、既すでに学外にもご友人が！　それは喜ばしい限りです、ね──ッ！」

　台詞せりふの終わりでクロエが仕掛けてきた。数あま多た打った虚手のなかに周到に紛まぎれ込こませた本命の一刺しが、素晴らしい伸びを見せてこちらの眉み間けんを狙ねらう。腿たい力りよくを利かせた見事な一いち撃げきだった。

　だが、慧太郎はそれを完全に読んでいた。革かわ靴ぐつに包まれた爪つま先さきに僅わずかに力を込め、一いつ旦たん、身体からだを横に振ったのち、下か肢しを急きゆう激げきに脱力させて先手に対応する。

「っ!?」

　クロエが瞠どう目もくした。間かん髪ぱつ入れず青玉サフアイアの双そう眸ぼうが脇わきに逸それる。こちらが今の一撃を避けるやいなや、瞬しゆん発ぱつ力りよくで自みずからの視線を切って、またぞろ背後に回り込んだと錯さつ覚かくしたのだ。

　けれど実際は違った。慧太郎はただその場に軽く腰を落としただけで、元いた位置を殆ほとんど動かなかったのだ。クロエが反射的に追ってしまったのは、意図して彼女の視界の端を横切らせた、こちらの髪かみの先に過ぎない。必ひつ定じよう、彼女は敵の眼前に無防備な背中を晒さらすことになり、

「クロエ、目に頼り過ぎだ」

　慧太郎は立ち上がって、その背中に木刀の柄つか頭がしらを押し当てた。びくりと華きや奢しやな肩が大仰に跳はね、ややあってクロエが振り返る。完全に混乱し切った表情がそこにあった。

「そんな……なぜ？　今、確かに貴女はっ……」

「違うよ。それは間違い。打突のときは視野がすごく狭せばまるから、目だけで相手を追ってると今みたいなことになるんだ。動体視力がいい人ほど嵌はまりやすい失敗だよ」

　あと、彼女は非常に攻め上手だが、そのぶん守りがやや杜ず撰さんだ。なまじ軽くて扱いやすい得え物ものなせいか、ややもすると攻こう撃げき一辺倒になってしまう。巻まき藁わらが相手ならともかく、生身の人間を打ち込み放題にしていると、ときに手痛いしっぺ返しを喰くらうこともあるだろう。

　などといった具合に鹿しか爪つめ顔がおで説明すれば、ほどなくクロエが剣を下ろして悄しよう然ぜんと呟つぶやいた。

「……さすがに、少し自信をなくします。まさか貴女あなたとここまで技量に差があったなんて」

「あぁいや、たぶんきみが考えているほどじゃ……ないと思うよ？」

　そうは言ってみたものの、自分でも下へ手たな慰なぐさめだとは感じていた。何せ試合形式で稽けい古こを始めてから三〇分、クロエは一度としてこちらに剣を掠かすらせることもできなかったのだから。

「ケイは手心まで加えてくれたというのに、これではあんまりにも情けない。先祖代々、騎き士しとして国や民のために剣を振るってきた、ロシュジャクランの名が泣きます」

「や、僕は別に手心なんて……」

　おろおろと言いかけた途端、クロエがキッと睨にらみつけてきた。

「嘘うそを仰おつしやらないでください！　いつもの貴女はもっとこうっ……剣を右肩に担かつぐような変則的な構かまえで練習しているではないですか！　あれがケイの本領のはずだ！」

「へ？　み、見てたのか？　僕が朝、稽古してるところ？」

「見てました！　ええ、毎朝見てましたとも！　それに限らず、最近のわたしはふとした拍子に、貴女の姿を目で追っていることが多い！　自分でもちょっとどうかと思うくらいケイのことばかり見ている！　なのに……なのに、この体ていたらく！　く、くううぅぅ……っ！」

　クロエが手を上下に振り回し、悔しそうに地じ団だん駄だを踏ふむ。もう子供っぽいどころか、完全に子供だ。切っ先を相手に向けて構えるのが彼女の流儀なら、こちらもそれに合わせたほうが良かろうと中段に切り替えたのだけれど、どうも矜きよう持じに障さわったらしい。

「ご、ごめんごめん！　僕が悪かったから！　変な気の遣い方をして、すまなかった！」

「べ……別にっ、謝あやまってほしいわけではありません！　ただ、自分の未熟さが嘆かわしいだけです！　同じ女として、これほどの差を感じてしまっては……さすがに焦あせりも覚おぼえるっ」

　ようやく苛いら立だちの発散を終えたクロエだったが、そっぽを向いて膨ふくれっ面つらで何を言っても説得力には欠ける。ただ、それ以上に慧けい太た郎ろうは、彼女の何気ない一言に身を強こわ張ばらせていた。

　同じ女として。

　そう──そうなのだ。慧太郎は女なのだ。少なくとも表向きは。

　今は動きやすい服装で長い髪かみも一本に纏まとめているため、どっちつかずな印象に映るかもしれないが、この聖カトリーヌ学園では基本、『秋あき津つケイ』という名の女生徒で通している。

　理由は世間の目を欺あざむくため。渡払の際に乗り込んだルクレール号の沈ちん没ぼつ、その事件を引き起こした犯人の一人であるという冤えん罪ざいは、あれから一ヵ月経った今も晴れていない。

　男子禁制の寄宿学校での生活にも既すでにだいぶ慣れてしまい、遺い憾かんながらわざわざ演技をしなくても周まわりが性別を誤解してくれることもあって、最近では自分が女のフリをしている事実をともすれば忘れがちだ。今も男としてクロエに接していたため、いきなり現実を思い知らされて、おかしな反応をしてしまった。幸さいわい彼女には見み咎とがめられなかったようだけれど。

　気をつけなければ。そう訓くん戒かいを胸に刻みながら、慧けい太た郎ろうは言葉を紡つむぎ出だす。

「同じ女として、だなんて……クロエ、ひょっとしてきみは、剣の優ゆう劣れつが男か女かで決まると思ってるのか？」

「まさか！　わたしだって武器の利ぐらい弁わきまえています！　剣は往々にして必殺っ、例たとえ非ひ力りきな女子供でも急所さえ狙ねらえば、たちどころに屈強な男を倒すことができる！」

　そう誇らしげに語った彼女だったが、しかしすぐにまた萎しおれるように勢いを落とし、

「……ただ、周りがどう捉とらえるかは別の話です。昔から何かにつけて『女のくせに』と嫌味を言われましたし、家族もわたしが剣に打ち込むのを、あまり快く思っていませんから」

　なるほど、と慧太郎は得心する。未いまだ社会は男性優位の風ふう潮ちようが強く、そのうえクロエは学園の大半の生徒たちがそうであるように貴族でもある。なまじ技量が高いぶん、了見の狭い意見を向けられる場面は、さぞや多かったことだろう。少し自分と境遇が似ている気がした。

「ですので、そんな世間の荒波にも負けず剣をこなす貴女あなたに、勝手ながら強い共感を抱いていたのですが……わたし如ごとき未熟者が共感など、どうやらおこがましい話だったようだ」

「い、いやいやいや！　さすがにそれは卑ひ屈くつになり過ぎだから！」

　怒ったり落ち込んだりで、たいへん忙しい。自分に負けず劣らず難なん儀ぎな子だ。

　遂ついにはその場に蹲うずくまって、何やら指で芝生に文字を書き始めるクロエ。そんなイジイジする級長に、慧太郎はどうしたものかと考え、やがてある提案を持ちかけてみることにした。

「……じゃ、じゃあさ？　これから暫しばらくのあいだ、僕の稽けい古こにつき合ってみないか？」

　クロエの肩がピクッと反応した。

「ほら、一緒に稽古すれば、お互い身につくものもあるだろうしさ。きみが最初に気にしてた僕の足あし捌さばき、あれもたぶん教えてあげられると思うんだよ。膝ひざの使い方に少しコツがあるんだけど、クロエくらい身体からだが出来てれば、短期間で修得するのも夢じゃないと──」

　クロエの肩がピクピクッと反応した。

　ほどなく彼女が俯うつむけていた顔を上げる。慧太郎は内心で「うわぁ」と、よく分からない声をあげた。クロエのつぶらな瞳ひとみが、餌えさを与えられた雛ひな鳥どりみたく、きらきらと輝いていたからだ。

「そ、それはつまり……毎朝ここで、わたしと二人っきりで、ということですか？」

「え？　あ、うん。そうだね」

「誰だれにも邪じや魔まされることなく、しっぽりと手取り足取り？」

「い、いや、なんかその言い方は語ご弊へいを感じるけど……駄だ目め、かな？」

　彼女の都合がつかないようなら、他の手を考えるつもりだった。が、果たしてクロエは、なぜか頬ほおをカ～ッと上気させるや立ち上がり、肩かたを怒いからせてこちらに詰つめ寄よって来て、

「ケ、ケイは魔ま性しようの女ですね！　すぐにわたしをそっちの道に誘おうとする！」

　と、いきなりわけの分からないことを宣のたまい始はじめた。慧けい太た郎ろうは思わず目を点にする。

「へ？　ま、魔性？　道!?　なんの!?」

「も、申し出は喜んで受けさせてもらいますがっ、妙な勘違いだけはしないで頂きたい！　アンリエットにも以前言いましたが、わたしは歴れつきとした『男好き』なのです！　むくつけき肉体の殿との方がたらしい殿方に惹ひかれるのです！　非生産的な趣味は持ち合わせていない！」

「なんでアンリ、じゃなくてアンリエットの名前が……あぁいや、それ以前にちょっと落ち着こう、クロエ！　なんかきみ、とんでもないことを口走ってる気がする！」

「いいえ、落ち着きません！　このままなし崩くずし的に変な性せい癖へきに目め覚ざめさせられ、たわっ!?」

　足元が疎おろそかになっていたか、クロエが突然すっ転ころんだ。しかも咄とつ嗟さにこちらの袖そでを掴つかんで。

　これには慧太郎も抗あらがいようがなかった。呆あつ気けなく姿勢を崩され、そのままクロエと共に芝生の上に倒れ込む。彼女を押おし潰つぶさないよう、片腕を地面に立てるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　しかし直後──むにゅ、という恐おそろしいまでに柔らかな感触。

　それを得た瞬しゆん間かん、慧太郎は自分が痛つう恨こんの失敗を犯したことを悟さとった。

「あ、あ、あああぁぁ……」

　クロエのわななくような声。それも宣むべなるかな、何しろ慧太郎は仰ぎよう臥がした彼女の上に半なかば覆おおい被かぶさっており、しかも本来なら地面につくはずだった右手の五指を、あらぬものに埋めてしまっていたのだ。なんというか、こう──リンゴでも握り潰すような感じで。

　暫ざん時じの沈ちん黙もく。クロエがぷるぷると震え、慧太郎も動くに動けない。過去にアンリのせいで錯さく乱らんした彼女になます斬ぎりにされかかった経験があるから、この後の惨さん劇げきに背せ筋すじが凍りつく。

　だが、一周巡めぐって逆に冷静になったのか、クロエはふと凪ないだ顔つきになり、

「そんなに、えぐっ……だらしないのが、ひうっ……お好き、なんですか……？」

　思い過ごしだった。

　ただの嵐あらしの前の静けさだった。

「うわっ、うわわわ、ごめんごめんクロエ僕が全面的に悪かったッ！」

　直後、一気に決壊した彼女を、慧太郎は必死で宥なだめることになったのだけれど。




　──お詫わびに、わたしが歌う姿を見に来てください。ケイに拒きよ否ひ権けんはありません。

　涙目でそう凄すごまれてしまっては、頷うなずかないわけにもいかなった。

　が、しかしあのあと剣を振り回して散々に暴れたぶんの差し引きは、いったいどこに消えたのだろう？　僅わずかにそう理り不ふ尽じんを感じつつも、慧太郎は長い廊下をとぼとぼ歩いてゆく。

「……危なかったなぁ。太た刀ち筋すじが無茶苦茶なぶん、試合のときより読めないんだもんなぁ」

　ちなみに、そのクロエは今はいない。泣いて怒って大いに錯乱して、最後には自分の醜しゆう態たいにこの世の終わりのような面おも持もちになった彼女は、せめて別のところで格かつ好こうをつけなければ収まりがつかなかったのだろう。「今け朝さはこれから聖せい歌か隊たいの練習があるのです」と慧けい太た郎ろうを誘ったあと、一いつ旦たん、汗を拭ふいて制服に着替えるため自室に戻って行った。中庭で彼女と別れてから慧太郎も身み支じ度たくを整えに帰室したため、今いま頃ごろあっちはもう礼拝堂に着いているかもしれない。

「こんなに朝早くから稽けい古こを二つ続けてなんて、ほんとに忙しいんだな、クロエ」

　今日は平日であと二時間もすれば授業が始まる。余裕がない合間を縫ぬって自分との手合わせに臨のぞんでくれただろう彼女を傷つけてしまい、ひどく申し訳ない気持ちになっていた。

　なので、今は一刻も早くクロエに機き嫌げんを直してもらわないといけないのだが、

「……本当にこっちで合ってるのかな？」

　迷った。わけではないはずだ。今のところ教わった道順どおり進んでいる。

　ただ、こんなことならクロエと一緒に行けば良かったと、遅おそ蒔まきながら少し後悔もしていた。

　彼女のほうはかなり時間が押している様子だったので、先に行ってもらって慧太郎は独力で礼拝堂に向かうことにしたのだけれど、何ぶん聖カトリーヌ学園は広い。敷地内には様々な施設がひしめき、建物の内部も軒並み入り組んでいる。話によれば『迷宮学園』なんて呼び名まであるそうで、馴な染じみがない場所に赴おもむくのは、それだけでも大変な苦労なのだ。

「礼拝堂に用なんて、そうそうないしなぁ。この学園って元は修道院なんだっけ？」

　そのはずだ。だから聖カトリーヌ学園は、今でも随所に強い宗教色を残している。

　だが、生徒に信仰を強要するような真ま似ねまではしていないため、学内のあちこちに存在するその手の施設にとんとご無ぶ沙さ汰たな生徒は、実のところ自分以外にも多いはずだった。

　誰だれかが通りかかれば一発なのだ。生徒でも教師でもいい。道を尋たずねられる。けれど、本校舎から遠く離れた噴水つきの庭に面するこの廊下に、あいにく人ひと気けは皆無だった。

「……本当にこっちで合ってる、よな？」

　迷った。わけではないと信じたい。教わった道順どおり進んでいるのだから。

　しかし、いよいよ本気で果ては迷子か行き倒れかと、やや大おお袈げ裟さに気を揉もみ始はじめた頃──ふと耳の奥をくすぐるものがあり、慧太郎はその場で足を止めた。

　歌だ。

　美しい輪りん唱しようの調べ。

　行く手の先から、まるで誘うように響ひびいてきていた。

　どうやら道は合っているらしい。俄が然ぜん、勇気づけられた思いで、慧太郎はその歌声を目指して歩みを再開する。観かん音のん開びらきの大おお扉とびらの前に辿たどり着ついたのは、それから間もなくのことだった。

　樫オーク製せいの分厚い扉を、そっと開け放つ。ギィと微かすかに蝶ちよう番つがいが軋きしむ音。

　世界が一変した。黒から白へ。隘あい路ろから開けた空間へ。

　聖カトリーヌ学園の礼拝堂は、慧太郎が想像していたよりも、ずっと立派だった。

　ステンドグラスの精せい緻ちさ、並べられた長なが椅い子す、講こう壇だんに祭壇、設しつらえられた聖母像──そのどれもが歴史と荘そう厳ごんさを見事に同居させた、紛まがうことなき一級品の文化財だ。過か日じつとある理由からお邪魔した、あの音に聞こえしイース大聖堂も凄かったが、こちらもなかなかどうして負けていない。貴族の令れい嬢じようたちが通っているとはいえ、たかが一学校にこれほどの礼拝施設が備わっているのは異例だろう。元が修道院とは言っても、そんなものは所しよ詮せんピンキリなのだから。

　歌声の主たちは講壇の前にいた。慧けい太た郎ろうが今着ているのと同じ法衣を模した制服姿が、横三列に行儀良く整列して、指揮者の棒に合わせて一心に喉のどを震わせている。

　少女たちの数は三〇人ほど。その最前列の中央やや左寄りの位置に、胸の前で手指を組んだクロエの姿があった。歌いつつもこちらの存在を認めると、中庭での騒そう動どうを思い出してか少し恥ずかしそうに、けれどほんのりと目元を弓なりにしてみせる。

　──遅いですよ、ケイ。来てくれないかと心配したではないですか。

　──ごめん。今から拝はい聴ちようさせてもらうよ。

　視線と会え釈しやくでそう軽くやり取りを交わし、次いで慧太郎は講壇の隅にでんと置かれた、一台のリードオルガンアルモニオムに注意を向けた。その前に座って流れるように鍵けん盤ばんを弾ひき、先刻から堂内に荘そう厳ごんな音色を響ひびかせている少女に、我われ知らず目が引き寄せられてしまう。

　アンリだ。やはり今は皆と同じ制服姿で、演奏の妨げにならないよう考こう慮りよしてか、枯かれ葉は色いろの髪かみを緩ゆるく一本に纏まとめている。

　新鮮な気分だった。彼女の奏者としての側面を、慧太郎はこのとき初めて目にしたからだ。

　学内だと猫ねこを被かぶっていることが多いアンリは、今もどこかツンと澄ました雰ふん囲い気きを発していた。けれど、オルガンに向き合うその横顔は、とても静せい謐ひつで真しん摯しだ。なんだか侵おかし難がたいものさえ感じてしまい、最近、患わずらい始はじめた不整脈にいっとき胸が詰つまる。

　ジャンヌ＝アンリエット・カジミール・ファーブル。

　昆虫と〈蟲ギヴル〉の研究に耽たん溺できする、自称『ムシ好き女』。秋あき津つ慧太郎にとっては感かん謝しやしてもし足りない大恩人であり、そして同時にかけがえのない友人でもある少女。

　しかし、そんな彼女が手元から顔を上げ、ふと視線を横に流した。扉とびらのすぐ前に立っていたこちらの存在に、そこでやっと気づいたらしい。ハシバミ色の双そう眸ぼうが大きく見開かれ、

　──うげ!?　なんか女装した変態がいる！

　──ひどい！　さすがにその反応はひどいと思う！

　以心伝心。椅子の上で仰のけ反ぞりまでした彼女を、慧太郎は思わず無言で指弾してしまった。

　クロエが訝いぶかしげな表情になり、ちらりと肩越しに背後を窺うかがう。アンリが慌あわてて再び孤高の仮面を被り直す。横から失笑が聞こえたのは、そのときだった。

「相変わらず仲良しですね、貴方あなたたちは」

　穏おだやかな声に振り向けば、そこに柔和な笑みを浮かべた初老の女性がいた。見た目はいかにも敬けい虔けんなシスターといった趣おもむきなのに、どこか只ただ者ものではない気配を感じさせる人物だ。

「……マザー・テレーズ？　どうしてこちらに？」

　驚おどろいて小声で訊きけば、聖カトリーヌ学園の学園長、マザー・テレーズも小声で応じてきた。

「貴方あなたと同じで見学ですよ、マドモアゼル・秋あき津つ。普段から気が向いたとき、こうしてたまにお邪じや魔まさせてもらっているの。うちの聖せい歌か隊たいはなかなか評判が良いものですから」

「や、マドモアゼルはちょっと……でも、そうなんですか？」

「ええ。学外に呼ばれて歌声を披ひ露ろうする機会も多いんです。近々、パリでの公演が決まっていましてね。今日は少し仕上がりを見ておこうかと」

　言いつつテレーズがそばに寄って来る。慧けい太た郎ろうは「へぇ」と感嘆しながらも、そわそわと落ち着かない心地になった。どうも彼女には苦手意識があるのだ。

「──アンリエットから聞きましたよ？　一昨日おとといの夜は大変だったそうですね」

「倉庫街の一件ですか？　……ええ、まぁ」

　傍かたわらに立ったテレーズが更さらに声を潜ひそめ、慧太郎は二日前の事件を想起して顔をしかめた。

　密輸犯たちに誘ゆう拐かいされた〈裸蟲ミルメコレオ〉の子供たちは、案の定、ジャンを始めその全員が孤児だった。国こつ家か警けい察さつに彼らを任せれば、実験施設に送られる可能性が高かったため、結局あのあと慧太郎とアンリが独断で街まちに逃がしたけれど、あれが本当に適切な判断だったのかどうかは未いまだに自信が持てないでいる。根本的な問題の棚たな上あげという気がしてならなかった。

「仕方ありませんよ。皆を養うなどということができない以上、歯は痒がゆいけれど今は彼らに自力で生き抜いてもらう他ありません。擬ぎ態たいが完全に行なえるようになれば、また違った道も開けるでしょうから。だからムッシュ・秋津、貴方はまず自分が救えた命に胸をお張りなさい」

「……はい。アンリにも同じことを言われました」

　だが、それでも心にしこりは残る。ただ当座の危機を退しりぞけるだけで、迫害される〈裸蟲ミルメコレオ〉を真の意味では救えない自分の無力さが腹立たしい。社会が彼らを許容するようになるまで、あとどれほど月日が掛かるのか──それを考えると焦あせりを覚おぼえずにはいられなかった。

　だって、自分はその『いずれ』を待てなかった者を一人、既すでに手にかけているのだ。

　あの鮮せん烈れつに過ぎた男、哀かなしき修しゆ羅ら〈裸蟲ミルメコレオ〉ジョゼフを。

「難なん儀ぎな方ですね、貴方は」

　と、そこで不意に横からぽつりと言われ、慧太郎は沈みかけていた思考を引き上げた。

「あぁ、え～っと……すみません。ボーっとしてしまって」

「いいえ、構かまいませんよ。ただ──ええ、私も少し納得がいきました。アンリエットやロシュジャクランの末まつ裔えいが、なぜ貴方に惹ひかれるのか。その理由に」

　慧太郎は眉まゆを顰ひそめた。色々と事情を知っているテレーズがアンリの名前を挙げるのはともかく、どうしてここでクロエが出てくるのか。それに「ロシュジャクランの末裔」という言い回しも不可解だった。それではまるで彼女個人よりも、彼女の家系に何かあるように聞こえる。

　どういう意味か尋たずねてみようか。慧太郎がそう考えて口を開こうとした、そのとき。

「あぁ、駄だ目め……っ！　話にならないわ！　はい、皆さん一いつ旦たんやめてください！」

　指揮を取っていた女教師が不意に声をあげ、礼拝堂を震わせていた少女たちの歌が止やんだ。

　何か改善すべき点でも見つかったのだろう。続けて女教師が厳きびしい語調で生徒たちに叱しつ責せきを飛ばし始める。アンリとクロエも神妙な面おも持もちで指導に傾注していた。

「あら、これはちょうどいいかしら？」

「……は？」

　独白したのはテレーズだった。何か思いついた様子で、含み笑いなど洩もらしている。

「ムッシュ・秋あき津つ。今日はせっかく来たのだから、あの子の歌を聴きいておゆきなさい。いい気晴らしになるかもしれませんから」

　意味不明なことを語ったテレーズが、次いで聖せい歌か隊たいのほうへ向き直る。そして声を荒げていた女教師の背中に、「シスター・フランソワ」と静かに呼びかけた。

「え、あ……は、はいっ、なんでしょう学園長？」

「話は概おおむね聞かせてもらいました。今、問題になっているのは、全体のバランスではなく個々の技量ね？　ならシスター・フランソワ、まず皆にお手本を見せてあげてはどうかしら？」

「手本、ですか？　いえ、ですが……あの、それはつまり……？」

「ええ。──マルティナ・ロセリーニ、いるなら前に出てもらえませんか」

　いったい何が始まったのか、と慧けい太た郎ろうが呆あつ気けに取られていると、ややあってテレーズの呼びかけに応こたえる者がいた。まず蚊かの鳴くような声で返事があり、

「……はい」

　続いて聖歌隊の二列目から、小こ柄がらな人影がのろのろと姿を現す。

　正直かなり驚おどろいた。完全に一列目の陰に隠れていたため、今の今まで気づけなかったのだが──マルティナと呼ばれたその少女は、フランスだと少し珍めずらしい容姿の持ち主だったのだ。

　収まりが悪いぼさぼさの髪かみ。いかにも眠たげなぼんやり眼まなこ。

　そのどちらもが慧太郎と同じ、墨ぼく汁じゆうに浸つけたような黒色に染まっている。

　肌だけが抜けるように白く、また妙に無表情なこともあって、等身大のビスクドールか何かを思わせる風ふう貌ぼうだった。背丈は周まわりの生徒の胸ぐらいまでしかなく、ずり落ち気味の眼鏡めがねとだぼだぼの制服が、幼い容姿に更さらに拍車を掛けている。あれで同年代とは、俄にわかには信しんじ難がたい。

　マルティナは皆の前に進み出ると、テレーズに向けて一言訊きいた。

「歌えばいいの？」

　余計な装飾をすべて取っ払ったような、ごくごくシンプルな物言いだった。

「ええ、お願いできるかしら？」

　テレーズがそう返せば、マルティナは衒てらいなく頷うなずいて、シスター・フランソワと立ち位置を交換する。その間かん、他の生徒たちのあいだには、何かおかしな空気が流れていた。

　手本になるわけがないのに、とでも言いたげな嫉しつ妬とと羨せん望ぼう、けれど同時に大きな期待をも含んだ眼まな差ざし。アンリとクロエでさえ、それらの感情とは無縁ではなかったように思う。

　どうやら、あのマルティナという少女が、これから一人で歌うらしい。それが分かった慧けい太た郎ろうは、他ひ人と事ごとながら少し心配になった。身体からだはおろか肝かん心じんの声音さえひどくやせっぽちな彼女に、大勢が見守るなかでの独どく唱しようなどできるようには思えなかったからだ。

　だが、ほどなくマルティナが瞼まぶたを閉じて頤おとがいを上げる。

　伴奏も指揮も不要。それどころか合図さえなく、薄い唇がいきなり歌を紡つむいだ。
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「──────────────」

　耳にした瞬しゆん間かん、ぞわり、と全身の産うぶ毛げが逆立った。

　まるで神経に満まん遍べんなく冷水を流し込まれたような感覚。美しいだとか、上う手まいだとか、そんなありきたりな賛辞で片づけてはいけない、もっと異質な『ナニか』。

　慧太郎はオタマジャクシには疎うとい。専門用語を用いて事細かにその衝しよう撃げきを表現するのは無理がある。ただ、それでも自分の知る言葉で、感じたままを語ろうとすれば──

　それは『近過ぎる歌』だった。

　こちらが築いた城じよう壁へきを一瞬で喰くい破やぶり、本丸の最奥に潜もぐり込こむや致命の一ひと太た刀ち。

　あまりにも呆あつ気けなく心しん胆たん深くに食い込んでくるため、身の内に秘めたものを悉ことごとく暴き出されるような錯さつ覚かくに陥おちいる。初めて知った。感動も度が過ぎれば不安に変わるのだということを。

　礼拝堂の天井を貫き、その向こうの蒼そう穹きゆうまで突き抜けてゆく、圧倒的な声量。

　放ほう埓らつに周囲を躍おどり回まわり、あらゆる音域を縦ほしいままにする、瑞みず々みずしい歌唱力。

　なのに寒気が止まらない。ひどい孤独感に苛さいなまれて仕方がない。

　裸にされた心を庇かばいたくても、手足は痺しびれたように動かず、耳を塞ふさぐこともできなかった。あるいは人はそれを陶とう酔すいと呼ぶのかもしれない。だとすれは随分と甘美な拷ごう問もんもあったものだ。

　慧けい太た郎ろうだけではない。マルティナを除くその場にいた全員が、顔を歪ゆがめて痛みに耐えるように立たち尽つくしていた。歌が終わっても、暫しばらくは誰だれ一人、身動きが取れなかったほどだ。

　悠ゆう久きゆうのように長い静せい寂じやく。氷結したまま溶けない時間。

　しかし、それを最初に打ち破ったのもまた、マルティナ・ロセリーニだった。

「──これで満足？」

　がらんどうなその一言で、ようやく聴ちよう衆しゆうが呪じゆ縛ばくから解放される。たちどころに弛し緩かんする空気のなか、しかし拍手をする者までは現れない。さすがにそんな余裕はないからだ。皆が一様に青あお褪ざめ切きった顔で、「凄すさまじいものを聴きいてしまった」と無言のうちに語っていた。

「え、ええ……どうもありがとう、マルティナ。その、とても良かったですよ？」

　テレーズが引ひき攣つった笑みを浮かべ、なんとか労ねぎらいの言葉を搾しぼり出だす。その様子から察するに、やはり彼女の目算はアテが外はずれたらしい。テレーズが落ち込んでいた慧太郎の気を晴らそうとマルティナに歌声を披ひ露ろうさせたなら、はっきりいって逆効果もいいところだったからだ。

　やがてマルティナが列に戻る。聖せい歌か隊たいがぎくしゃくと練習を再開する。

　けれど、慧太郎の耳にはもう彼女たちの斉せい唱しようは届かなかった。鼓こ膜まくの奥には今しがた聴いた比類なき歌声の余よ韻いんが、引ひき剥はがせぬほどべっとりと染しみついている。

　戦せん慄りつの歌姫、マルティナ・ロセリーニ。

　その姿は生徒たちの陰に埋もれてしまい、やはり見つけることが叶かなわなかった。




　　　　○




「はぁ？　マルティナがどんな子か知りたい？」

　その日の夜、慧太郎は寮りようの二階にあるアンリの部屋を訪れていた。

　本来、陽ひが落ちてから婦女子の私室に立ち入るのなど、慧太郎の感性からすればとんだ破は廉れん恥ち行こう為いなのだけれど、このときはそもそもアンリのほうからお達しがあったのだ。可か及きゆう的てき速すみやかに部屋まで出頭し、今け朝さ、どうして急に聖歌隊の練習を見学しに来たのか説明せよ、と。

　この追及に対し、慧太郎が素直に「クロエと約束したから」と答えたせいで、またぞろアンリがへそを曲げて一ひと悶もん着ちやく起きたのだが──まぁそれはいいだろう。毎度の如ごとく土下座させられたうえ、床に正座だけなら今も継続中だが、あまり本ほん筋すじとは関係がないので置いておく。

　で、ようやくアンリが怒りの嵩かさを減らし始めた頃ころ、いい機会なのでふと尋たずねてみようと思ったのだ。朝からずっと気になっていた、あのマルティナ・ロセリーニのことを。

「……なにあんた。おっぱい騎き士しの次は、あのもっさりちんちくりんに手を出すつもり？」

　死ぬの？　とアンリが椅い子すに腰掛けながら、机つくえの上に置かれた短たん筒づつの引き金を、これ見よがしにカチャカチャさせてくる。慧けい太た郎ろうは慌あわてて首を横に振った。

「ち、違う違う！　そもそも手を出すってなんの話さ!?」

「はんっ、白々しい！　人じん畜ちく無む害がい気取って、その実、立派なアリジゴクのくせに！　あんたね、無む節せつ操そうに誰だれでも垂らし込む癖くせ、いい加減なんとかしなさい！　ダンゴムシになってる場合!?」

「やらせてるのはきみだろ!?　……っていうかアンリ、そろそろ立っていいかな？　この部屋散らかってるから、さっきから足にペンとか刺さって痛い……」

「駄だ目めよ、そんなの！　あんたの生いき甲が斐いでしょ!?　なんのためにフランスまで来たの!?」

「土下座のためじゃないことだけは確かだよッ！」

　限界だったので立ち上がる。足を刺していたのはペンではなくペーパーナイフだった。

　アンリの部屋は雑多な物で溢あふれ返かえっており、間取りは慧太郎の自室と同じなのに、いつも訪れるたび手狭という印象を受ける。椅子は机とセットのものが一いつ脚きやくきり。大抵それはアンリが使っているため、慧太郎は仕方なく自分の定位置となりつつあるベッドの上に座った。

「うぅ……女の子の寝具に触れるのが、当たり前になってきた自分が悲しい……」

「そして、いつか匂においを嗅かぐのも当たり前になるわけね。人間って堕おちる生き物だわー」

　そう思うなら椅子を明け渡してくれればいいのに。などと反抗しようものなら、どうせ手て酷ひどくからかわれるのがオチなので無論言わない。今のアンリはどこぞのお嬢じよう様さまかと疑うような可愛かわいらしい部屋着を着ていたけれど、中身はいつものとおり困ったマドモアゼルなのだから。

「──で、ほんとのところどうなの？　なんで急にマルティナのことなんか訊きくわけ？」

「別に他意はないよ。あんな歌を聴きいちゃったら、誰だって気になるだろ？」

「あ～……まぁ、確かにね」

　アンリはやや渋い顔つきになりながらも得心の声をあげ、

「けど、あたしもあの子については、そんなに話せることないわよ？　サルデーニャ王国からの留学生で、あたしと同じように聖せい歌か隊たいへの入隊を条件に学費を免除されてて、無口で無愛想で無む駄だが嫌いで、意外と食い意地が張ってて面倒くさがりで、あとはえ～っと……」

「ちょ、ちょっと待った。けっこう詳くわしいって言わないか、それ？」

　え、そう？　とアンリが目を丸くする。どうやら無自覚だったらしい。

「まぁ、あたしはたぶん他の連中よりあの子と仲いいだろうから、これくらいはね。貴族サマたちの巣のなかじゃ、浮いてる者同士ってことで割とつるみやすいわけ」

「あぁ、なるほど。じゃあ、もしかしなくても友達なんだ？」

「だ～か～ら～、そう胸張って言い切れるほどの仲でもないんだってば。それならもっと色々教えてあげられてるわよ。人間嫌いなのか、とにかく自分のことぜんぜん話さない子なの」

　どうも謎なぞめいた部分が多分にある生徒のようだ。確かにな、と慧太郎も頷うなずく。自分と同じ黒目黒くろ髪かみの彼女は、良くも悪くも一見からして周まわりから浮いた存在だった。

「他にあたしが知ってることといえば、もうあんたを始めみんなが理解してることくらいよ」

「？　僕やみんな？」

「──『天才』」

　アンリの声が厳おごそかな響ひびきを伴った。慧けい太た郎ろうも知らず表情を引ひき締しめる。

　そう、自分が彼女のことを気にしているのは、やはりその一点に尽つきるのだと思う。慧太郎は未いまだかつて今け朝さあのときほど、天才というものを強く意識したことはなかった。

　周囲から顰ひん蹙しゆくを買うのを承知で言わせてもらえば、他ならぬ自分もまた才人の一人に数えられるはずなのだ。こと剣術において秋あき津つ慧太郎は、確かに天から授さずかり物ものを受けている。

　だが──アレは違う。

　凡百の才能が悉ことごとく地に墜おちる真の天てん賦ぷ。世に数あま多たある努力が一いつ瞬しゆんで水泡に帰す埒らち外がい。

　単なる天才では生なま微ぬ温るい。アレはもう、ある種の怪物と呼ぶべきだ。

　遠からず歴史に名を刻むことが決定している者──『偉人モンストル』と。

「彼女は、その……いつもああなのか？　あんなに凄すさまじい歌声を？」

　不意に怖おぞ気けを感じて、それを振り払うように訊きく。アンリは神妙な顔でかぶりを振った。

「ううん、普段はあそこまで無茶苦茶じゃない。コーラスで歌うときはきちんと周まわりに合わせるし、ソロのときだってもう少し抑え気味。……あたしも初めて聴きいたわよ、あんなの。とんでもない奴やつだとは思ってたけど、まさかあそこまで手がつけられないなんてね」

　手がつけられない、とはまさに言い得て妙だった。男性の名義で譜ふ集しゆうまで出版しているアンリは、尚なお更さらそのあたりの隔へだたりを強く感じてしまったのだろう。口調に少し元気がない。

「……やっぱりあれは只ただ事ごとじゃなかったのか。けど、だったらなんで今日に限って？」

「さあね。でもまぁ、たぶん何かあったんだと思うわ」

「何か？」

「うん。あの子、平時の無感動っぷりが嘘うそみたいに、歌に気持ちを込めるのが上う手まいんだけど、今日の情感の乗り方は普通じゃなかったもの。きっと知らず知らずのうちに力んじゃうような出来事があったのよ。それが良いことか悪いことかまでは分からないけど」

　そこで僅わずかに吐息して、アンリは気持ちを切り替えるように明るく続けた。

「──ま、あれね。気にしたら負けよ。上には上がいるんだって、そう教訓を得られただけでも良しとしなくちゃ。それにあたしの本分は、あくまで昆虫と〈蟲ギヴル〉の研究なわけだし」

「さっぱりしてるなぁ。僕なんか畑違いでも相当こたえたのに」

　だが、同時に深く感動もした。鑑かん賞しよう中ちゆうはとても平静ではいられなかったけれど、確かにマルティナの歌は素晴らしかった。あのあとマザー・テレーズに聞いた話によれば、本人たっての希望で未いまだ学園に在ざい籍せきはしているものの、彼女は既すでに知る人ぞ知る音楽家として世間で注目を集めているそうなのだ。現状でさえ断り切れない公演依頼が多数あるらしい。

「そんな人間のコンサートを無タ料ダで聴けたと思えば、文句の出る余地はどこにもない、か」

「そうそう、何しろ無タ料ダだしね。無タ料ダは最強よ？　だってお金を払わなくていいんだもん。だからあんたも、『やった、ラッキー♪』くらいに考えときなさい」

　言って、アンリが立ち上がった。「さて、そろそろ行こうかしらね」と呟つぶやきながら。

「？　行くって、どこに？」

「銭湯。早くしないと閉まっちゃ──うわ!?」

　その瞬しゆん間かん、慧けい太た郎ろうは疾風はやての如ごとく動いていた。速すみやかにベッドを降り、ひと跨またぎで室内を横断するや、ドアの前に仁に王おう立だちしてアンリの通せんぼをしたのだ。これぞ示じ現げん流りゆうが雲の足運び。

「え？　な、なに急に？　っていうか速っ！」

　若じやつ干かん引き気味になっている彼女に、続いて慧太郎は地の裂け目から響ひびくような声で告げた。

「……行かせないぞ、アンリ。ここを通りたければ僕を──」

「斃たおせばいいのね？　貴方あなたのことは忘れない！」

「それっぽいこと言って迷わず鉄てつ砲ぽうを抜くなよ！　そ、そうじゃなくてっ……今日こそ僕を銭湯に連れて行ってもらう！」

　途端、アンリの表情が心底うんざりしたものに変わった。

「えぇ？　またその話なの？　あんたも懲こりないわね～」

「懲りるわけないだろ!?　いい加減こっちはもう限界なんだから！　これ以上、学園のみんなと風ふ呂ろになんか入ってたら、ほんとに鬱うつ病びようか何かになっちゃうよ！」

　慧太郎は切々と訴えた。聖カトリーヌ学園には当然男湯など存在せず、女装学生の慧太郎はいつも他の生徒たちと風呂を共にしているからだ。アンリの調合してくれた魔ま法ほう薬やくがあるため正体がバレることはないが、そもそもバレなきゃいいという問題でもないのだった。

「ストレスなんてものじゃないんだ！　時間厳げん守しゆで学年ごとに入浴するから、誰だれも入ってないときを見計らうこともできない！　最近じゃ夢にまで見るんだぞ!?」

「あのね、前にも言ったでしょ？　もう学園で孤立しちゃってるあたしならともかく、表向き普通の留学生ってことになってるあんたが悪目立ちすると、あとあとやりにくくなるって。それにイースの銭湯は、日本でいうところの『公衆浴場』とは、まったく別物なのよ？」

「それでもいいっ、いいから！　頼むアンリ！」

「あ～もう、しつこい！　駄だ目めなものは駄目っ！　あたしの楽しみが減るでしょ!?」

「楽しみ!?　楽しみって言ったか今!?　やっぱり僕を困らせたいだけなんじゃないか！」

　などと、すったもんだの末、遂ついには廊下に出てまで、ああだこうだ言い争っていると、

「……あの、何をやっているのですか？　お二人とも」

　不意に、すぐ後ろから誰かの困惑した声が投げかけられた。

　ハッと同時に振り返る二人。いつの間にかそこに、制服姿のクロエが佇たたずんでいた。

　慧太郎は慌あわててその場から跳とび退すさる。アンリもすかさずこちらと距離を離し、必死で体てい裁さいを取とり繕つくろう。いや、取り繕おうとしたのだろうが、さすがに焦あせったか微妙に地が出てしまった。

「きゅ、級長？　あんたっ、何でこんなところにいるのよ!?」

「いえ、それはその……アンリエット、貴女あなたに少し用があって来たのですが……」

　なぜか予想外の相手まで一緒にいた、という目つきでクロエがこちらを見てくる。

「……最近、こういったかたちでお会いすることが非常に多くありませんか、ケイ？」

「そ、そうかな？　気のせいだと思うけど。あ、あははは」

　笑って誤ご魔ま化かそうとするも、クロエはあからさまに不審げな表情だった。留学生である慧けい太た郎ろうのことを何かと気遣ってくれる彼女は、必然、今みたく都合が悪い場面にも鉢はち合あわせる機会が多くなり、このところ自分とアンリの関係を疑い始めている節ふしがあるのだ。

「何やら、お二人で楽しげに会話されていましたが、いったいなんの話を？」

「た、楽しげ？　そんなわけないでしょ！　なんであたしが留学生なんかと！」

「ほう。ではまた、いつものように『偶然ここで会っただけ』ですか？」

「ぐっ、なんか引っ掛かる言い方ね……そうよっ、悪い!?」

　相変わらず不仲な二人だった。いや、主おもに原因はアンリのほうにあるのだけれど。

　アンリは貴族や金持ちが嫌いだ。だから学園の生徒を自然と遠ざけてくれる一いつ匹ぴき狼おおかみのレッテルが剥はがれるのも、殆ほとんど接点がないはずの慧太郎との仲が周まわりに露ろ見けんするのも、ひどく嫌っている。しかし、さすがにもうクロエを同じ手で言いい包くるめるのは限界のような気がした。

「あ～、それでクロエ。彼女に用っていうのは？　僕は席を外はずしたほうがいいかな？」

　アンリに助け舟を出すつもりで言えば、クロエはまだ釈しやく然ぜんとしない様子ではあったものの、

「あぁ、いえ。別に込み入った話というわけではありませんから」

「じゃあ何よ？　あたし今急いで──」

「お風ふ呂ろです」

　アンリがぽかんとなった。たぶん慧太郎もだ。クロエは噛かんで含めるように繰くり返かえした。

「お風呂です。入浴です。命の洗せん濯たくです。定時になりましたので、お迎えに上がりました」

「……へ？　え、いや、ちょっ……迎えにって、なんで!?」

「貴女がいつも大浴場に姿を見せないと、生徒たちから不満の声が出ているからですよ」

「不満の声？」

　これを訊きいたのは慧太郎だった。クロエはこくんと頷うなずいて、苦々しげに続ける。

「大おお方かた、他の学年の入浴時間にお邪じや魔ましているのでしょうが、そういう協調性のない行動を取れば、面白くないと考える者が出てくるのも当然だ。皆、ルールを守って生活しているのですから。級長としてわたしは、これ以上、貴女の勝手を見過すわけにはいかない」

「だ、だから強引に連れて行こうっての？　あたしを？」

「はい。せっかくなので、これを機にわたしやクラスメイトたちと、親しん睦ぼくを深めましょう」

　げに恐おそろしきは、その律りち儀ぎさか。割と面倒見がいい人ひと柄がらであるアンリでさえ、このときは狼おおかみを前にした野の莵うさぎのように震えた。次いで彼女はバッとこちらを向き、顔をみるみるうちに真っ赤にさせる。すべてを承知しているがゆえ、最悪の結末を想像してしまったのだろう。

　そうなればアンリの決断は早かった。脇わき目めも振らずこの場から遁とん走そうしようとしたのだ。

「逃がしませんよ、アンリエット！」

「ッ!?」

　しかし、今日はクロエのほうが一枚上うわ手てだった。この展開を見越していたのか、逃げようとしたアンリの腕を素早くガシッと捕まえる。アンリが今度こそ顔面蒼そう白はくになった。

「ちょ、やだっ……嘘うそでしょ？　は、離して！」

「？　何をそんなに嫌がるのです。しょせんは、たかがお風ふ呂ろですよ？」

「違う、違うの！　たかがじゃないんだってば！　この学園にはダンゴムシという名のケダモノが潜ひそんでるの！　常にカルバリン砲ほうの脅きよう威いに晒さらされ続つづけてるのーっ！」

「……アンリエットはたまにわけが分からなくなりますね？」

　いや、よく分かる。というか、慧けい太た郎ろうも他ひ人と事ごとではない。アンリの『そういう姿』を見るのは、さすがに命に関わるだろう。なので、ここは三十六計・逃げるに如しか──

「おや、どこに行かれるのですか？　ケイ」

　ず、と考えたところでガシッと肩に手を置かれた。

　朝の稽けい古このときよりも格段に動きがいい気がするのはなぜか。慧太郎は泣きそうになりながら、クロエのほうを振り返った。待ち受けていたのは、善意一〇〇パーセントの笑顔だ。

「ケイも一緒に行きましょう。実は少しお願いしたいことがあるのです」

「…………はウいイ」

　観念して頷うなずく。もはや他にできることは何もなかった。

「いやーっ！　お嫁よめにいけなくなる、いや───っ！」

「アンリエット、少し静かにしてください！　今日の貴女あなたは色々おかしい！」

　アンリは未いまだに往おう生じよう際ぎわ悪く暴れていたけれど、徒と手しゆ空くう拳けんでクロエに勝てるはずもなく、半なかば引ひき摺ずられるようにして連行されてゆく。悲鳴だけが学がく生せい寮りようの廊下に長く長く尾おを曳ひいた。




　クロエのお願いというのは簡かん単たんで、要約すれば「今週末イースにつき合ってくれないか」というものだった。理由を尋たずねれば、彼女は少し照れくさそうに続けたものだ。

「贔ひい屓きにしている職人に、剣の手入れを頼んであるのです。で、それを引き取りに行きたいのですが、なにぶん店が不慣れな場所にあるものですから」

「不慣れ？　じゃあ、預けるときはどうしたのさ？」

「お恥ずかしい話ですが、剣術部の先せん輩ぱいに同伴してもらいました。というか、元々その先輩に紹介してもらった店なのです。ほら、今け朝さケイは『最近、イースの知人によく会いに行く』と仰おつしやっていたでしょう？　その方が住んでおられるという地区にある店でして」

　なるほど。主おもに貧民街がある辺りだ。確かに貴族は縁遠かろう。聞けば、その剣術部の先輩というのは相当な変わり者のようで、しかも今は家の都合で里帰りしてしまっているらしい。他に店の場所を心こころ得えている者は、クロエの知る限りにおいて学園にはいないそうだ。

「でも、贔ひい屓きってことはクロエも店に何度か足を運んでるんだろ？　だったら──」

「……ケイ、貴女あなたは今け朝さの手合わせのとき、わたしの『コレ』を握りましたね？」

　クロエの声が不意に温度を下げた。コレ、という言葉に反応して、思わず目を開けて横を向いてしまい、その先で湯船に浮いた豊かな双そう丘きゆうを目もく撃げきしてしまう。

　卒倒するかと思った。鼻の奥に不ふ穏おんな気配を感じ、慌あわてて頭上を仰あおいで再び目を瞑つむる。

「ええ、それはもう荒々しい手つきで、左のだらしないのを鷲わし掴づかみにされましたとも」

「ま、待って。その件については既すでに手打ちが……」

「聖せい歌か隊たいの練習のときは、マルティナ・ロセリーニの姿ばかり探していましたね？」

　やぶ蛇へびだった。どうやら礼拝堂でマルティナの歌を聴きいて以後、彼女に気を取られていたのを悟さとられていたらしい。クロエは今、さぞかし怖い笑みを浮かべていることだろう。

「──今週末です。まさか拒きよ否ひなどしないと思いますが」

「…………はウいイ」

　アンリに続いて最近はクロエの尻しりにも敷かれつつある。男の沽こ券けんはもはや風前の灯ともし火びだった。

　しかし、今はそれ以上に、より緊きん急きゆう度どの高い問題がある。そろそろ現実から目を背そむけているのも限界で、慧けい太た郎ろうは恐おそる恐る薄目を開けて周囲の様子を窺うかがった。

　風ふ呂ろだ。

　容赦なく風呂だ。

　なんの衒てらいもなく、凝こった形容もいらず、どこまでも全力で風呂だ。

　聖カトリーヌ学園の大浴場。またの名を──『女によ肉にくの森』。

　無論、辺りには大量の湯気が立ち込めていたし、ヨーロッパ人の感覚的にやはり人前で全裸になるのは抵抗があるのか、皆、タオルで最低限、際きわどい部分は隠していた。が、だとしてもそれがいったいなんの慰なぐさめになるというのか。

　常時どこかで必ずあがっている黄色い歓声。ふとした拍子にタオルから覗のぞく無防備な艶つや。

　そこらじゅう充満した妙に甘ったるい匂においが、どうしようもなく頭をくらくらさせる。

　時間厳げん守しゆ、といってもさすがに一いつ斉せいにとなると一学年全員は持て余す数だから、入れ替わり立ち代わりで入浴して、現在この場にいる生徒は六〇人ほど。子供から大人に変わりつつある思春期特有の絶妙な色香が、すわ興行所かと疑うほど広い浴場に溢あふれ返かえっていた。

「…………うぅ」

　まったく、冗談ではない。いくら魔ま法ほう薬やくの効果で周囲の認識が改かい竄ざんされているとはいえ、男が性別を偽いつわって女湯に紛まぎれ込こむなど、返す返すも正気の沙さ汰たではなかった。

　ましてや、今日は普段ならいるはずのない相手が自分のすぐ真後ろにいる。この状況を「羨うらやましい」とか「男の夢だ」とか思える人間は、きっと頭がどうかしているのだろう。

「……分かってるわね、慧けい太た郎ろう。こっち見たら絶交よ？」

「……はい。不ふ肖しよう、秋あき津つ慧太郎。全ぜん身しん全ぜん霊れいを傾けて前だけを見ます」

　背後から張はり詰つめた声。無論それは『見たら慧太郎がこの世と絶交する』という意味だ。

　大理石製の豪ごう奢しやな湯船に首まで浸つかった慧太郎は、あまり目を閉じてばかりいるのも不自然なので、仕方なく口からだばだば湯を吐き出すライオンと睨にらめっこする。雄お獅じ子しを模した彫刻だから、見ていると少し安心するのだ。後ろでは相変わらずアンリの愚ぐ痴ちが続いていた。

「あぁもう、ほんと最悪っ。どうしてあたしがこんな目に……」

「きっとバチが当たったんだよ。僕を置いて一人で銭湯に行こうとするから」

「うっさい！　何よあんた『いい気味だ』みたいな顔しちゃってさ！」

「してないって！　というか見えないだろ!?　だいたい道連れなんかで喜ぶか！」

　無理矢理ここまで連れて来られたアンリは、現在、クロエに見張られながら湯船の縁に突っ伏している。なぜ背中を向けている慧太郎にそれが分かるかというと、乳白色の湯にうっすらと彼女の姿が映っているからだ。もちろん、細部までは見通せないけれど。

　対して、アンリに背を向けると微妙に視界に入ってしまう位置にいるのがクロエだ。慧太郎としてはもう少し離れてほしいところだったが、ともあれ、そんな彼女がやや不満げに呟つぶやく。

「むぅ……またお二人でコソコソと会話して。やはり仲がよろしいのではないですか？」

「え？　あ、いや、それは……」

「馬ば鹿か言わないで。もうなんべんも説明したでしょ？」

　ぴしゃりとアンリが言った。背後から自分越しに、さも始末に負えないといった口調で。

「こんな田舎いなか者もののお守もりなんて、あたしはまっぴらごめんよ。開国したての国から、わざわざフランスくんだりまで留学に来るあたり、さぞお家いえ柄がらもいいことでしょうしねぇ？」

「貴女あなたという人は、どうしてそう……いえ、例たとえ富裕層に思うところがあるのだとしても、せめてもう少し社交的にはなれませんか？　せっかく大浴場までお連れしたのに、そんな噛かみつくような視線を皆に向けるものだから、誰だれも近寄って来ないではないですか」

　確かに。普段ならクロエはもちろんのこと、自分の周まわりにも生徒たちが集まってくるのに、今日はそれがない。皆、アンリの眼光に怖おじ気けづいて、こちらを遠巻きにするばかりだ。そんな彼女たちがひそひそと交わす会話は、言わずもがなアンリに対する中傷の類たぐいだった。

「──なんなんですの、あの態度！　まるで獣けものみたいにこちらを威い嚇かくして！」

「クロエ様とケイ様も、あんな身勝手な人、放っておけばよろしいのに」

「お二人とも義務感が強い方ですもの。クロエ様は級長としての務めを果たすため、ケイ様は入にゆう寮りようのとき受けた恩を返すため、必死で彼女に更生を促うながしているのですわ」

「だというのに、それを逆さか手てに取ってつけ上がって！　あんなの許せませんわ！」

「……マドモアゼル・ファーブルなんて、例の『死神ラ・モール』に殺されてしまえばいいのよっ」

「いいえ、それよりも呪のろいよ！　『魔本リーヴル・ド・デイアブル』さえ手に入ればわたしたちでも……」

　後半の発言はさすがに度が過ぎており、例たとえ非がアンリのほうにあるのだとしても、慧けい太た郎ろうは正直かなり頭に来た。よっぽど文句をつけてやろうかと思ったほどだ。

　それを踏ふみ止とどまった理由は二つ。一つは、当のアンリがクロエと何か口論しながら、さり気なくこちらの背中に手で触れてきたからだ。本人に機先を制されてしまい、何も言えなくなってしまった。そしてもう一つは、発言者たちの台詞せりふに気になる点があったからで、

「…………死しに神がみ？　魔ま本ほん？」

　なんの話だ、と眉び宇うを顰ひそめる。いや、死神は聞くだに物ぶつ騒そうな感じではあるけれど。

　アンリかクロエなら何か知っているだろうか？　そう思ったが、二人は相変わらず自分をあいだに挟んで喧けん々けん囂ごう々ごうとやり合っていて、とても話を聞けるような状態ではなかった。

「ま、また！　またわたしの胸を馬ば鹿かにしましたねっ、アンリエット！」

「何度でも言ってあげるわ、級長。あんたのその二つの肉袋は、男を歓よろこばせるしか能がない下品な女の武器よ。あんたが重んじてる黴かび臭くさい騎き士し道どうには、てんで似つかわしくない代しろ物ものね」

「げ、下品な女？　黴臭い!?　よ、よよ、よくもよくもわたしを前にそこまで言えましたね、貴女あなたは！　いくら自分がひもじいからといって、富とめる者を妬ねたむのはやめて頂きたい！」

「ひ……ひもじいですって!?　ふざけないでっ、そこまで貧しくないわよ、あたしの胸は！」

　口くち喧げん嘩かに白熱し過ぎた結果、遂ついには勢い余ってお湯から立ち上がる二人。揃そろって前を隠そうともしないから、クロエのだらしないのから視線を逸そらせば、今度はアンリのあられもないのを直視してしまって心しん臓ぞうが飛び出しそうになる。慧太郎の忍耐力もさすがに白旗を上げた。

　逃げよう。これ以上ここにいたら、今度こそ本当に憤死してしまう。

　もはや周まわりが見えていない様子の二人を残し、慧太郎はそそくさとその場をあとにした。




　とりあえず、湯船の反対側まで行ってみるつもりだった。

　浴場の出入り口からもっとも離れた場所に当たるため、そこなら他の生徒もあまりおるまいと踏んだのだ。これまで入浴のときは常に誰だれかが傍かたわらにいたから、まだ一度も奥まで行ったことがなく、そこがどうなっているのか多少の興味もあった。

「……はぁ。どうしてあんなに仲悪いんだろ？」

　アンリとクロエのことだ。慧太郎はあの二人の確かく執しつがいまいち理解できない。

　いや、アンリに問題があるのは分かっている。けれど、クロエのほうだってもう少し融ゆう通ずうが利いても良さそうなものだ。互いにほんのちょっとずつ歩み寄れば話は簡かん単たんなのに。

「まぁ、それができないから相性が悪いって言うんだろうけど」

　かぶりを振りつつ湯のなかを進むと、ほどなく浴よく槽そうの逆縁に到達した。案の定、そこには生徒が殆ほとんど見当たらず、湯気の向こうで動く気配は、せいぜい数人といったところだった。

　おそらくアンリと同じで、どこか周囲に馴な染じめない者たちなのだろう。誰一人として歓談に興じる者がおらず、全員互いに距離を取って黙々と湯ゆ浴あみに専念している。ほんの十数メートル後方からは、教師が不在なのをいいことに気き侭ままに騒さわぐ生徒たちの声が今も聞こえてくるのに、ここだけはまるで通つ夜やのあとのように静まり返っていた。

　慧けい太た郎ろうは孤独がさほど好きではない。自分が異い邦ほう人じんであることを思い出すからだ。

　アンリたちの裸体に恐おそれをなして逃げて来てしまったけれど、正直ここもあまり長居をしたい雰ふん囲い気きではなかった。もう充分に身体からだも温まったし、アンリとクロエの頭が冷えたら風ふ呂ろから出よう。そう考えてどこか適当に腰を落ち着けられる場所を探していると、

「？」

　ふと気になる人影を見つけ、慧太郎は湯のなかで足を止めた。

「マルティナ・ロセリーニ？」

「──誰だれ？」

　思わず名前を口に出してしまい、湯にちょこんと浸つかっていた少女がこちらを向く。水気を吸って海草みたいになった長い黒くろ髪かみの隙すき間まから、同じく黒い瞳ひとみが無感情に自分を映していた。

「あ、いや……ご、ごめん。別に何か用があったわけじゃないんだけど、つい……」

「………………」

　しどろもどろになって弁解するが、マルティナは何も応こたえてくれなかった。無視しているのではなく、何やら呆あつ気けに取られたような顔で、すぐそばに立つこちらを凝ぎよう視ししている。

　呆気に取られたような顔──それが、なんというか少し意外だった。

　朝、礼拝堂で初めて姿を見かけたときは、殆ほとんど無表情で通していたため、てっきり本心を顔に出すタイプではないのだろうと思っていたのだけれど。

「………………………………」

　今はちゃんと変わっている。というか、もう殆ど愕がく然ぜんと言ってもいいような形相だ。何がそんなに驚おどろきなのか、マルティナは黙りこくったまま、熱心にこちらを注視してきていた。

「あ、ひょっとして眼鏡めがねがないから、よく見えないとか？」

「……いいえ。違うわ」

　やっと喋しやべった。やはり声に抑よく揚ようはなかったけれど、表情にはまだ驚きの残ざん滓しがこびりついている。自分が何かひどく珍めずらしいものを──そう、それこそ本来ならあり得ないくらいの異例を目まの当あたりにしている気がして、慧太郎は急に落ち着かない気分になってきた。

『──たいね』

「ん？」

　慧太郎は首を傾かしげた。彼女がぼそりと何か零こぼしたのだけれど、あまりにも声が小さ過ぎて聞き取れなかったのだ。あと、フランス語でもなかったように思う。

「朝、見かけたときは気づかなかったわ」

「？？？　見かけたのに、気づかなかった？　……それはつまり、視界には入っていたけれど意識には入って来なかった、みたいな難しい話をしてる？」

「してない。馬ば鹿かなの？」

　にべもなく言われ、慧けい太た郎ろうはたちまち落ち込んだ。嫌われているのだろうか？

　マルティナは相変わらずこちらを見み詰つめてきていた。じっ──と、それこそ自分の身体からだに、穴でも開けようかという勢いで。このまま立ち去るには、さすがに視線の意味が気になり過ぎて、慧太郎はおっかなびっくりマルティナのほうに近づいて行った。

「え～っと……隣となり、いいかな？　駄だ目めだったら向こうに行くけど」

「好きにすれば」

　お許しが出たので、彼女の傍かたわらに腰を下ろす。幸さいわいマルティナは小こ柄がらで、座ると顎あごまで湯に浸つかった状態になるため、慧太郎としてもあまり気を遣わずに済んだ。もちろん、相手は婦女子なのだから、なるべく顔は向けないようにするけれど。

　と、そこで再びマルティナが呟つぶやいた。やはりフランス語とは別の言語で、

『勉強になるわ。人としてどうかと思うけれど』

『──あのさ、さっきからなんの話をしてるんだ？　勉強ってなんのこと？』

「ッ!?」

　二度目の驚きよう愕がくの表情。またもや珍ちん事じに遭そう遇ぐうしてしまった気分で、慧太郎は首を竦すくめる。今度はちゃんと内容が聞き取れたので、すぐに切り返したのだけれど、どうもまずかったらしい。

「ご、ごめん。ラテン語は分かるんだよ、僕。割と得意というか」

「……そう。『ひょっとして他の国の言葉も何か喋しやべれるのかしら？』」

　フランス語で頷うなずかれ、ラテン語で質問された。だから慧太郎も後者で返すことにする。

『英語とオランダ語、あと中国語も少し。あ、それともちろんフランス語も』

『開国して間もない国の人間が、何ヵ国語にも通じてるなんて普通ではないわね。となると──あなた、家族か知人に蘭らん学がく者しやがいるでしょう？　それもかなり優ゆう秀しゆうな』

　今度は慧太郎が目を丸くする番だった。

『すごいな。蘭学者なんて言葉知ってるんだ。あ、でも僕が日本人であることはなんで？』

『寄宿学校なんて閉へい鎖さ的てきな小コミューンの典てん型けいだもの。外から来た人間のことは嫌でもすぐ噂うわさになる。アンリエットのクラスに編入した留学生というのは、あなたのことでしょう？』

『あ、うん。如い何かにも。自分は秋あき津つ慧た……秋津ケイと申します。以後、お見知りおきを』

　と、そう名乗りおいたところで不意に違和感を覚え、

『……というかきみ、さっきまでと違ってずいぶん口数が多くないか？』

『慣れ親しんだ言葉だと舌の滑すべりがいいの。別にフランス語が苦手なわけではないわ』

『母国語ってこと？　でも、アンリはきみのことをサルデーニャの出身とか言ってたけど』

　あの国の共用語はラテン語ではなく、確かそれを語源とした別の言葉だったはずだ。慧太郎が不思議がっていると、マルティナが黒こく瞳どうをスッと細めた。ひどく微細な変化だったと思う。

　次いで彼女は、こちらの質問には答えず、代わりにまったく別のことを言った。

『アンリ、というのはアンリエットのことなの？』

『え？　──あっ！』

　しまった。完全に油断していた。他者の前で彼女のことを『アンリ』と呼んでしまうなんて。

『その様子だと秘密だったみたいね。抜けてるわ』

『あ、あ～……いや、えぇっと、これには色々とわけが……』

『安心なさい。わたしはアンリエットの地を知ってるし、学園でいつも一人だったあの子に、最近、友達ができたことも知ってる。それが偶然あなただった、というだけの話よ』

『？　？？？』

『一ヵ月くらい前、喧けん嘩かしたあなたたちの仲を取り持ってあげたのが誰だれだと思っているの』

　喧嘩？　アンリと喧嘩ならしょっちゅうしている。いったいどの喧嘩の話だ？

『……分からないならいいわ。それより、ラテン語で話すのはもうやめにしましょう』

『え、なぜ？　きみはこっちのほうが話しやすいんだろ？』

『いいから。カス喋しやべりがお望みなら、つき合ってあげるから。少し主義に反するけれど』

　まぁ本人が望むなら、と慧けい太た郎ろうは簡かん単たんに納得すると、続いてフランス語に切り替え、お近づきになれたのをこれ幸さいわいと、さっそく気になっていたことを尋たずねてみることにした。

「今け朝さの歌、すごかったよ。陳ちん腐ぷな言い方になるけど、鳥肌が立つくらい感動した。あれってさ、やっぱりどこかで専門的に歌い方を習ったりしたのか？」

「教えない」

　感情の薄い声色で、しかしきっぱりと拒きよ絶ぜつされた。慧太郎は頬ほおを引ひき攣つらせる。

「……話につき合ってくれるって言わなかった？」

「言った。でも、答えたくない質問にまで答えるとは言ってない」

「じゃ、じゃあ、歌が上う手まくなるコツは？」

「知らない」

「……もしかして僕のこと嫌ってる？」

「ふつう」

「………………」

「ふつうに、嫌ってる」

『よし、やっぱりこっちで話そうっ。そうしよう！』

『冗談よ。あと、その提案は却下。次にラテン語で喋ったら捻ひねり潰つぶすわ』

　捻り潰すって何!?　とは思ったが、語感から嫌な予感がしたので、慧太郎は仕方なく諦あきらめた。

　しかし、そうなると今度は話題がない。マルティナは自分から話を振ってくるようなタイプには見えないし、自分もまだ彼女のことを殆ほとんど知らない。どこまで突っ込んだ質問をしていいものか判断がつかなかった。何か当あたり障さわりのない話題はないものだろうか？

　そう考えていたところで、ふとさきほど耳を掠かすめた、『あの二つの単語』が思い浮かんだ。

「──死しに神がみ」

「と呼ばれたい年とし頃ごろなの？」

「いや違うから。あと、それと魔ま本ほん。この二つの単語に聞きき覚おぼえは？」

　僅わずかに沈黙があった。ややあってマルティナが投げ出すような口調で言う。

「あるわ。今、世間ですごい噂うわさだもの」

「噂？　そうか、噂話だったのか……えぇっと、それってどんな？」

「死神は捻ひねりのない通称そのまま。よくある話よ」

　マルティナがやおら立ち上がった。突然、眼前に水気を弾はじく真っ白な裸身を晒さらされ、慧けい太た郎ろうは全力であさってのほうを向く。話しているうちに、いつしか彼女を目路に収めてしまっていたのだ。起伏やくびれが殆ほとんどない、情欲を覚えるには、あまりに未成熟な身体からだだった。

「魔本も字じ面づらどおり。おかしな本のこと」

「お、おかしな？　それって、あの、魔ま女じよとかが読むっていう……」

「魔道書グリモワールとはまた別。詳くわしくはあの子に訊きけば？」

　あの子？　と首を傾かしげたところで、ぱしゃぱしゃと湯を掻かき分わける音。どうやらアンリかクロエが自分を探しに来たらしい。マルティナは人の接近を感じたから退散するつもりなのだろう。アンリが言っていたとおり、やはり人間嫌いなところがあるようだ。

「それと、これは忠告」

　振り向くに振り向けない慧太郎の背後で、完全に湯から上がったマルティナの声がした。

「死神にも魔本にも、関わるのはやめたほうがいい」

「……え？」

「特にあなたは」

　そんな謎なぞめいた台詞せりふを最後に残し、それっきり彼女の気配が遠とお退のいてゆく。慧太郎は眉み間けんに皺しわを寄せた。意を決して振り返るが、その後ろ姿さえ湯気に阻はばまれ、もはや見つけられない。

　関わる？　意味が分からなかった。噂なんて関わろうと思って関われるものなのか？

「あーっ！　やっと見つけた！　こんなところで何やってのよ、あんた？」

　入れ替わるように現れたのはアンリだった。慧太郎は後ろに立った気配が一つと判じて、

「なあ、アンリ。今ここにマルティ──」

「こっち向くな、馬ば鹿かっ！」

　回そうとした首を掴つかまれ、強制的に固定されてしまう。ぐぎっと嫌な音がした。

「ったく、こいつは～。で、なに？　マルティナがどうかしたの？」

「あ、あぁいや……」

　首の座りを確かめながら言葉を探す。慧太郎自身、まだ狐きつねに摘つままれたような感かん慨がいが強く、今しがたのやり取りをどう説明すればいいか分からなかった。

　ただ、とりあえずマルティナの言に従ってみようと思い立ち、

「アンリ。きみ、死しに神がみと魔ま本ほんの噂うわさって知ってるか？」

「は？　いやまぁ、知らないほうがどうかしてると思うけど。でも、くだらない話よ？」

　特に後者はね、と前置きしたうえで、彼女はあっさりと続けた。

　今、フランスを騒さわがせている神しん出しゆつ鬼き没ぼつの連続殺人犯と、そして手に入れた者にある異能を宿らせる不可思議な本の話を。




　　　　○




「……ったく、どうしていつもいつもこんな辺へん鄙ぴな場所に呼び出しやがるのかねぇ？」

　今いま更さらといえば今更の文句ではあったが、後ろ暗いところのある人間など大抵はそんなものかもしれない。面倒そうに口端を歪ゆがめ、フランソワ・ヴィドックは眼前の扉とびらを開けた。

　フランスはパリ。その郊外に位置する、信者からも神からも見放されたような、廃はい屋おく寸前にまで寂さびれた教会だった。なかに一歩踏ふみ入いると、床の掃除をしていた冴さえない風ふう貌ぼうの神父が、こちらの姿を認めて大仰に驚おどろいてみせる。自分の並々ならぬ体たい躯くに対する反応なのだろうが、もう何度も顔を合わせているのだし、いい加減、慣れてほしいものだ。

「よう、神父さん。俺おれの用件はいつものとおりだ。奴やつこさんは？」

「も、もう既すでにいらっしゃっています。あ、ああ、あちらに……」

　神父が今にも漏もらしそうな怯おびえぶりで、堂内の隅に設しつらえられた懺ざん悔げ室しつの扉を指し示す。

　自分はそれほど恐おそろしい容姿をしているだろうか？　そう僅わずかなりとも傷つきながら、ヴィドックは懺悔室の扉をくぐり、躊ちゆう躇ちよなく狭苦しい室内に入った。仕切りの向こうから挨あい拶さつも何も抜きにして不意に声が掛かったのは、みすぼらしい椅い子すに腰を下ろした直後のことだ。

「遅かったな。二〇分もの遅刻だぞ」

　若い男の声だった。せいぜい三〇代前半といったところか。ヴィドックは肩を竦すくめて応じる。

「そいつは失礼。だがね、あんた。そう思うんならもう少し場所を選べよ。いくら人目につきにくいとはいえ、尾び行こうの可能性を疑いながら、ここまで来るのは結構な手間なんだぜ？」

「それも貴様の仕事の内だ。見合うだけの額は払っている。それで、首尾のほうは？」

　こちらの都合などお構かまいなしに、事務的にさっさと話を進めてくる。ヴィドックは嘆息しながら、その声──実のところまだ顔も見たことがない、現在の雇やとい主ぬしにぞんざいに返した。

「手紙で報告した以上のことは何も。ルクレール号の沈ちん没ぼつ事件、イースの〈蟲ギヴル〉大量発生事件、どっちも特に進展はなしだ。これ以上探ってもお目当てのものは出てこないと思うがね」

「……そうか。まぁいい。予想していたことではある」

「ん？　随分とあっさり納得するんだな？　俺はまた何か言われるものと覚悟してたんだが」

「そう簡かん単たんに奴やつらに迫せまれるくらいならば、我われ々われとて貴様のような者を使おうとは思わん」

　さいで、と適当に相あい槌づちを打ちながら、ヴィドックは僅かに思し惟いを巡めぐらせる。

　実を言えば一ヵ月前に起きた二つの事件の調査で、「特に進展が見られない」というのは真っ赤な嘘うそだった。その両者に深く関わってきた二人の若者、日本から来た黒くろ髪かみの少年と、〈蟲ギヴル〉の研究に情熱を注ぐ少女の存在を、ヴィドックは敢あえて男に伏せている。彼らが今後も、男の言う『奴やつら』──〈ブリュム・ド・シャルール〉と接触する可能性が高いことも。

　理由は単純だ。依頼者がまるで信用できない。露ろ骨こつな上から目線で素性も明かさず、半なかば脅きよう迫はくに近いかたちで自分に依頼を持ち込んだこの男を、ヴィドックはひどく警けい戒かいしていた。

「……正しよう味みの話、本気でどこのどなた様なんだよ、あんた？　相手方の事情を詮せん索さくしないのは俺おれのモットーだが、依頼者の名前すら分からんってのはさすがになぁ」

「ふん。それこそお得意の推理で当ててみたらどうだ？」

　男は揶や揄ゆのつもりだったのだろう。だが、自称『世界で唯ゆい一いつの探たん偵てい』であるところのヴィドックは、ここぞとばかりに大おお真ま面じ目めで推理を開かい陳ちんしてやる。何しろ依頼主サマのご要望だ。

「仮説でいいなら幾いくらでも立つぜ。例たとえばイースの事件、あれは表向き〈ブリュム・ド・シャルール〉による謎なぞのテロなんて言われてるが、実際は謎でもなんでもない。連中の狙ねらいはバチカンの枢すう機き卿きようとティエール首相の秘密会談を潰つぶすことだった。あぁいや、正確にはコルアーノの暗殺かな？　会談の襲しゆう撃げきが首相の自作自演だった疑いがあるって報告は、もうしたよな？」

「……さて、そうだったかな？」

「そうさ。何しろせっかくの情報源、捕まえた例の〈裸蟲ミルメコレオ〉二人も、事件直後に拘こう置ち所しよから消えてる。ありゃスマート過ぎて、内部の手引きだってのがモロバレだ。首相と〈ブリュム・ド・シャルール〉の癒ゆ着ちやくは大いにあり得ると思うぜ？」

「……だからなんだ。何が言いたい？」

　つまりさ、とヴィドックは相手を追おい詰つめるときの癖くせで、自じ慢まんのモミアゲを弄いじりながら、

「あんたの依頼、『〈ブリュム・ド・シャルール〉を探れ』ってのは、実のところあんたの真意とは別なんじゃないかと思ってね。本命はティエールのほうなんじゃないのか？」

「………………」

「さて、あのタヌキの瑕か疵しを掴つかむのが狙いとなると、あんたの後ろにいる誰だれかさんもかなり絞しぼり込こめる。例えば──そう、『ティエールの失権を軸に現フランス政府を揺らし、帝てい政せい復ふつ古こを目もく論ろむボナパルト派はの御お大だい尽じん』とかなら、劇の筋すじ書がきとしちゃ及第点じゃねぇか？」

「そこまでにしておけ」

　男の声が危険な強こわ張ばりを孕はらんだ。それと同時、カチリと微かすかに金属音が鳴る。

　だが、ヴィドックはそんな男をせせら笑った。仕切り越しに銃じゆうで狙われていても遠えん慮りよなく。

「おいおい、よせよ。そんな分かりやすい真ま似ねされちゃ、ただの仮説だったものが一気に信しん憑ぴよう性せいを帯びちまう。俺を笑い死にさせたいのか、あんた？」

「貴様っ……」

「いいじゃねぇか、一方的なゲームなんぞ退屈だろ。あんたもせいぜい俺を警戒してくれ」

　圧のし掛かかるような沈黙が、懺ざん悔げ室しつのなかに垂れ込めた。だが、それもさほど長い時間のことではない。男がまたしても存外あっさりと引いてみせたからだ。

「……いいだろう。貴様が有能なのは分かった。今後、対応を変えるのも吝やぶさかではない」

「そりゃどうも。けど、俺おれの経験からするに、『ただし』ってつきそうな気配だな？」

「ただし、それは次の貴様の仕事振りを見てからだ。追加の依頼がある」

　やっぱり言いやがった、とヴィドックは辟へき易えきと呻うめいた。どうやらこれが今日の本題のようだ。

「魔ま本ほん、というものを知っているか？」

「？　ああ、そりゃな。今、若い娘むすめを中心に広まってる噂うわさだろ？　そのくせ誰だれも現物を拝んだことがないっていう。けど俺が知ってる限りじゃ、ありゃいかにもガセだぜ？」

「そうだな。確かに極きわめて低俗な話ではある。何しろ──」

　男が勿もつ体たいつけるように言葉を切る。そのとき、心なしか周囲の気温が下がったように感じられた。まるで神なき宿でも、件くだんの書物の異端さには恐おそれ慄おののくかのように。

「──『読むだけで誰もが魔ま女じよになれる本』だというのだからな」




　　　　○




　深夜。繁はん華か街がいの喧けん騒そうから少し離れた裏路地を、スザンヌ・アジャーニは足早に歩いていた。

　周囲に人ひと気けはない。薄暗い路地には彼女自身の靴くつ音おとだけが谺こだましている。その音がややも不規則になりがちなのは、急いでいるくせスザンヌの足取りが、どうにもおぼつかないからだ。

　仕事帰りだった。あまり他人に自じ慢まんできない職業──もっと端的に言ってしまえば、春を鬻ひさぐのが務めのスザンヌは、その日のノルマを達成すると、いつも人目を避けるようにこの道を使って帰宅する。そんな彼女は、先刻からずっと、歩きながら悪態をつき続けていた。

「……やってられないよ、くそったれの馬ば鹿か野や郎ろうが」

　別段、何か嫌なことがあったわけではない。ただ、酒が入った状態で一人きりになると、思考が内に向かってゆき、時折、今のように汚い言葉が口を衝ついて出る。彼女の悪い癖くせだった。

　いったいなぜこんなことになった？

　酩めい酊ていした頭の隅で聞こえたのは、もう何年も繰くり返かえしている自問の声だ。

　若い頃ころは良かったと思う。夢に溢あふれていたし、わざわざ媚こびて見せずとも、男どもがちやほやしてくれた。だが、転落を始めてからの自分の人生は、本当に目も当てられない。

　産業革命の只ただ中なかでたまたまひと山当てて財を成した、典型的な成金ブルジヨワジーだった生家は、しかし事業の失敗ですべてを失った。金という後うしろ盾だてをなくした家の娘むすめは、どれほど見目が良かろうと大きく買かい叩たたかれるものだ。酒乱の気がある資産家の元に嫁とつがされ、度たび重かさなる夫の暴力に嫌気が差して屋敷を出しゆつ奔ぽん、田舎いなか街まちで唯ゆい一いつの長所を活いかし、こうして一人暮らしを始めてもう何年になるだろう？　唯一の長所？　それも永久不変のものではないというのに。

　いったいなぜこんなことになった？

　初めは「まだやり直せる」と考えていた。だから元の生活も簡かん単たんに捨てられた。

　しかし、自分も気づけば三み十そ路じ間近だ。差し当たって今はまだ大丈夫だが、いずれ皆から年とし増ま扱いされて男に見向きもされなくなる。そしてある日、突然オーナーから言われるのだ。もう来なくていいよ、今までごくろうさま、と。はした金だけを投げ渡されて。

「ちくしょうっ、なんであたしばっかりがこんな……っ！」

　こんなはずではなかった。スザンヌは酒さけ浸びたりの頭で、苛いら々いらと美しい記き憶おくだけを顧かえりみる。

　若い頃ころ、世界はもっと輝いていた。そして何より自分に対して優やさしかった。

　なのに、たった一度の失敗、しかも親のしでかした不始末が原因で、どうして自分がここまで落ちぶれなければならない？　そんなの理り不ふ尽じんではないか。あんまりではないか。

「…………ッ」

　スザンヌはふらふらと足を止め、手に持っていた鞄かばんの中身を意識した。するとたちまち笑みが零こぼれ、今しがたまで胸の内で渦うず巻まいていた靄もや々もやが、嘘うそのように消えてゆく。

　そう、理不尽なのだ。あんまりなのだ。こんなものは全部、ただの悪い夢に違いない。

　だから──やり直すのだ。今度こそ本当に、何もかもすべてを。

　先にも述べたが、この日は別に嫌な出来事など何もなかった。悪わる酔よいでところ構かまわずくだを巻くのは普段からで、寧むしろ今宵こよいのスザンヌは最高に気分が良かったぐらいなのだ。足早に道を進んでいたのも、早く家に帰って『やり直しの続き』を始めたかったからに過ぎない。

「……ふふ。取り戻せるんだ、あたしは。全部……全部、ぜんぶっ！」

　どこか壊れたような笑みを浮かべたスザンヌは、もはや居ても立ってもいられなくなり、千ち鳥どり足あしのまま裏路地を駆かけ出だそうとした。だが、寸前でそれを思い留まる。

　前方に、誰だれかいた。

　今の今まで絶対に存在しなかったと断言できる。それほどの距離に、いつの間にか忽こつ然ぜんと。

　チカチカと明滅を繰くり返かえす死にかけの街灯の下、まるで地面からいきなり生はえでもしたかのように、枯かれ木きの如ごとき細いシルエットが佇ちよ立りつしていた。何かフードつきの外がい套とうを着ており、その人相は判然としない。だが、おそらく性別は──

「スザンヌ・アジャーニだな？」

　男だ。声で確信した。どこか芯しんの定まり切らない、妙に危あやうい感じのする声だった。

「な、なんだい……あんた？」

　物もの盗とりか？　そう思うも、どこか奇妙だ。なぜ自分の名前を知っている？　まさか無一文のボンクラが仕事上がりに待まち構かまえて、無タ料ダでやらせろなんて言うんじゃないだろうな？

　スザンヌはそう警けい戒かいしたが、続く男の言葉は予想の斜め上を行くものだった。

「数日前、娼しよう館かんを訪れた客から『ある物』を買ったな？」

「ッ!?」

　スザンヌは戦せん慄りつした。男の言い様は質問の形は取っていたが、もう殆ほとんど断じるのに等しかったからだ。持っていた鞄かばんを必死で胸に掻かき抱いだき、よろけるように路地を後ずさりする。

「あ、あんた、まさかコレが目当てで……？」

「──なかを読んだか？」

　三度目の一方的な問いかけ。それですべてがはっきりした。次の瞬しゆん間かん、スザンヌは反転するや来た道を駆かけ出だす。酔よいのせいで足は縺もつれ、とても満足に走れなかったが、それでも必死で。

　嫌だ、嫌だ嫌だ嫌だ。コレを失うのだけは絶対に嫌だ。

　高い金を払って手に入れたのだ。あの客にも目いっぱいサービスしてやった。他者に奪われてなるものか。もしそんなことになれば、自分はやり直すことができなくなってしまう。

「冗談じゃないよ……っ！　まだ半分しか読んでないのに、こんな──」

「そうか。既すでに半分も読んでしまったか」

　残念だ、というその呟つぶやきは、いきなり真横からした。直後、スザンヌは強きよう烈れつな違和感を覚おぼえて走るのをやめる。ふと己おのれの身体からだを見下ろせば、なぜか胸の中央で紅あかい花が咲いていた。

「……あ、れ？」

　膝ひざから力が抜けた。投げ出されるように顔から石いし畳だたみに倒れ伏す。それによる痛みは殆ど感じなかった。ただ、瞼まぶたを閉じていないにも拘かかわらず、急速に目の前が暗くなってゆく。

「ならば、きみはもう『手遅れ』だ。……すまない。救ってやることができず」

　薄うす闇やみの向こうから男の声。物もの盗とりのくせに、こいつは自分を救う気だったのか。俄にわかに妙な可お笑かしみが込み上げてきたけれど、無論、実際には笑うことなどできなかった。

　救い。そうだ、自分は救って欲しかった。このドブ底じみた現実から脱ぬけ出だしたかった。

　けれど、それももう叶かなわない。だってほら、持っていかれてしまう。今にも一切の光を失いそうな視界のなか、男が落ちた自分の鞄を物色している。やがてそのなかから、何かを抜き出し、それを矯ためつ眇すがめつ確認した。あぁ、とスザンヌの口から儚はかない吐息が洩もれる。

　本だ。

　黒い革表紙の、なんの変哲もない一冊の本。

　こんな惨みじめな自分を救ってくれるはずだった、やり直しの奇跡が記された魔ま法ほうの書物。

「あ、あぁ……返し、て……それ、あたし、の……」

　スザンヌは知らず手を伸ばしていた。最後の力を振ふり絞しぼって、奪われた己おのが希望へ。

「……哀あわれな」

　男がフードの奥で微かすかに表情を歪ゆがませた。だが、それも一瞬のこと。本を持ったまま踵きびすを返すと、あとはもう振り返りもしない。足音が遠ざかってゆくのが分かった。

　やがてスザンヌの手が、糸の切れた人形のように、ぱったりと地に落ちる。

　二度と浮かび上がることがない意識の果てで、しかし彼女は最さい期ごまで切実に思っていた。

　いったいなぜこんなことになった？　と。













　　　　第二章　牙を剥くときはあまりにも突然で







　唐突だが、アンリは貧乏揺すりが嫌いだ。その行為自体も、それをする人間も。

　なぜかといえば、それが苛いらついたときに出てしまう自分の悪あく癖へきだからで、普段は極力しないよう心掛けている。だって『貧乏を揺する』なんて最低ではないか。揺すられたところで出すものなど何もないというのに。やるなら金持ちを狙ねらえと思う。

　なので、アンリは貧乏揺すりが嫌いだ。だから今日は、朝から少し自じ己こ嫌けん悪おだった。

「……あの二人、もうイースに着いた頃ころかしら？」

　寮りようの自室で椅い子すに座りながら、忙せわしなく床板を踏ふみ鳴ならし続ける。時計を見ればまだ時刻は一〇時を回ったところで、せっかくの休日だというのに気分は早くも低落の一途を辿たどっていた。

　本当なら今日は、シエルバレで近くの高原まで、昆虫観察に出かけようと思っていたのだ。慧けい太た郎ろうを連れて、彼の好物をたくさん入れたお弁当を作って、さながらピクニック気分で。

「なのに、あいつ……っ！　ごめん無理って何よ!?　あぁもうっ、腹立つ！」

　いや、別に誘いを断わられただけなら、普段ここまで頭には来ないのだ。何しろこちらが都合を訊きいたとき既すでに慧太郎には先約があったのだから、仕方がないと言えるだろう。

　問題なのは、その先約の相手だった。

　だからこそアンリは、今こんなにも落ち着かない気分にさせられている。

「……っ」

　アンリは椅子から立ち上がり、今度は室内をぐるぐると回り出した。今からでも遅くはない、あとを追おうか？　何度もそう考え、しかしそのたびに首を横に振った。

　馬ば鹿かな。あり得ない。そんなの完全に間ま男おとこならぬ、間女の所業ではないか。到底、自分のプライドが許さない。慎つつしめ、アンリエット・ファーブル。

「～～～っ」

　次いでベッドに跳とぶ。シーツに包くるまってごろんごろんしたり、発作的にお気に入りの枕まくらを殴おう打だしたり、とにかく色々やったのち、唐突に虚むなしくなって再び椅子に戻る。

　馬鹿みたいだ、ほんと。

　なんだか急にしんみりしてきて、今日は一日、工房の裏庭アルマスで虫たちを愛めでて過ごそうと、またぞろ席を立ちかけた。が、そのときだ。ふと窓の外に意外な人物の姿が見えた。

「？　マルティナ？」

　遠間からでも見み紛まがうはずがない、幼児体形のもっさり頭が、てとてと寮の中庭を横切ってゆく。地味ではあったが装いは外出用のそれだ。出不精の彼女が休日に学外に出るのは非常に珍めずらしい。なんとなく気になってしまい、アンリはいつも寮りようを脱出するとき使っている縄なわ梯ばし子ごを取り出すと、それを用いてするすると二階の窓から地上に降りた。

「マルティナ！」

　走って行って背後から呼びかけると、物言わぬ冷めた瞳ひとみがこちらを向く。三日前、大浴場でなぜか慧けい太た郎ろうと世間話をしたという行動の読めない彼女は、今日はレースつきの黒いドレスを身に纏まとっていた。いつも黒い制服を着ているのだから、私服ぐらい別の色にすればいいのに。

「なに？」

「え？　あぁ、えっと……や、姿を見かけたからつい。あんた、どこ行くの？」

「イース」

「なんでまた？」

「欲しい物があるから」

「へぇ、なおさら珍しいわね。大抵の物は学園のなかで揃そろうでしょうに」

　そう相あい槌づちを打ちながら、アンリは「これは使えるかも」と邪よこしまな考えを巡めぐらせていた。

「ねね、マルティナ。なんだったらあたしが、シエルバレでばびゅんっとイースまで送ってあげましょうか？　ほら、大した距離じゃないけど、あんたってば歩くの苦手で──」

「目的はなに？」

　鋭ッ、とアンリは背せ筋すじを凍らせた。次いで、急いでそれっぽい理由をでっちあげる。

「い、いや、あたしも今日は暇ひまだから、ご一緒させてもらおうかな～、なんて」

　駄だ目め？　と訊きけば、マルティナは暫しばらく迷っていたようだが、やがて小さく頷うなずいた。どうにも不承不承といった体ていではあったけれども。

「貴女あなたは邪じや魔まだけど、シエルバレは惜しいわ」

「……や、さすがにそれは歯はに衣きぬ着せなさ過ぎでしょ」

「背に腹は代えられない。ここは妥だ協きようするしか」

「聞けよ、ちびっこ」

　けれどマルティナはこちらの訴えを黙殺して、シエルバレの格納庫に向けて歩き出してしまう。まったく困ったものだが、しかし企たくらみが順調なことを思えば、さして腹も立たなかった。

「～♪」

　これで建前ができた。誰だれに憚はばかることもなくイースに行ける。
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　根っからの剣術家である慧太郎にとって、そこはまさに夢のような場所だった。

「うわ、すごいな……」

　休日。約束どおりクロエとイースの街まちまでやって来た慧太郎は、貧民街のほど近くにある裏路地に店を構かまえていた目的の鍛か冶じ屋やに入るなり、思わず感嘆の声をあげていた。

　それなりの広さを有す店内の、壁かべという壁、棚たなという棚で、夥おびただしいほどの数の刃物が鈍にび色いろの輝きを放っている。典礼用・実戦用の武防具はもちろん、包丁などの雑貨から果ては鍬くわや鋤すきといった農具まで、なんでもござれといった有様だ。外から見たとき店の裏手に立派な鍛冶場が備わっていたので、さぞ品しな揃ぞろえも豊富だろうとは思っていたが、まさかこれほどとは。

「ふふ、なかなかのものでしょう？　ケイなら気に入ると思いました」

　そう嬉うれしそうに語ったのは傍かたわらに立つクロエで、今日の彼女は肩が大きく露ろ出しゆつした豪ごう奢しやなドレス姿だった。さすがは貴族というべきか、生地も意い匠しようも何もかも大変上等そうで、それを身に纏まとった今のクロエは、比ひ喩ゆではなく童話のなかのお姫様を連想させる。

「こんな店があったなんて全然知らなかったよ。この辺りはたまに来るんだけどな」

「無理もありません。少し入り組んだ場所にありますから。何度か来ているわたしでさえ、ケイと一緒でなければ迷っていたかもしれない。──あ、ムッシュ・リシャール」

　会話の途中で、クロエがカウンターで店番をしていた青年──ではなく、その奥で椅い子すに座っていた男性に呼びかけた。まず間違いなくこの鍛治屋の店主だろう。煤すすだらけの前掛けを身につけた、いかにも頑がん固こ一いつ徹てつといった風ふう貌ぼうの壮年だった。どうやら今は休きゆう憩けい中ちゆうらしい。

「おう、お嬢じようじゃねぇか。なんでえ、今日はやけにめかし込んで」

　髭ひげまみれの鬼おにもかくやといった面つら構がまえで、野太く笑んでみせるリシャール。慧けい太た郎ろうがクロエとカウンターまで進んでゆくと、続けて彼はこちらの存在を認め、何やら訳知り顔になった。

「ははぁん、デートの途中ってわけかい。けっ、ガキンチョが一丁前に色気づきやがって」

「ち、違いますっ！　よく見て欲しい、ムッシュ・リシャール！　ケイは女性です！」

　クロエがこちらを示せば、よほど意外だったのか、リシャールが目を皿のようにした。

「……ほんとだ。こりゃたまげた。男にしちゃ別べつ嬪ぴんすぎらぁ。しかし、ならなんでそんな酔すい狂きような格かつ好こうしてんだ、あんた？　役者でもあるめぇに」

「いや、これその……個人的な趣味、でして」

　リシャールが怪け訝げんな顔をしたのは、もちろん慧太郎が男装をしていたからだ。髪かみを解ほどいてさえいれば、ズボンを穿はいていても女で通せると最近になって学習した。しかし、動きやすい服装で出歩けるのはいいものの、正直、この格好は己おのれで己を貶おとしめかねない諸もろ刃はの剣つるぎでもある。

「……あの、やっぱり僕は男に見えませんか？」

「？　まぁ遠目なら割といけてるんじゃねぇか？　ツラ拝んじまうとさすがに駄だ目めだが」

「ケイは魔ま性しようの女ですよ。わざわざ殿との方がたに変装してまで、わたしを誑たぶらかそうとする」

　リシャールの感想はショックだったし、クロエの発言はもう何が何やら。ともあれ、慧太郎は気落ちした。自分に男の資質がないのは、いい加減、認めなければならない現実のようだ。

「ンで、お嬢。今日はどんな用向きだ？　あのアホ娘むすめは一緒じゃねぇのか？」

「ミゼット先せん輩ぱいなら今は帰省中です。わたしは頼んでおいた剣を受け取りに来ました」

「おおっ、あれか！　仕上がってるぜ、ちょいと待ってな。鍛か冶じ場ばのほうに置いてあるんだ」

「あ、でしたらわたしがそちらに向かいます。握りなどは微調整が必要でしょうし」

　そう言うと、続けてクロエは「すみません、ケイ。少し行ってきます」と自分に告げ、長いスカートを翻ひるがえして店を出て行ってしまった。リシャールはこの場に残ったところを見ると、おそらく研とぎ直なおしなどの重要な仕事に関しては自信があるのだろう。そのあいだ店内を見て回ろうと思った慧けい太た郎ろうは、何気なく首を巡めぐらせた先で意外なものを発見した。

「日本刀……？」

　壁かべの一画に掛かっていたのは、紛まぎれもなく故郷の武器類だった。刀だけでなく槍やりや薙なぎ刀なたまである。西せい洋よう拵ごしらえの他の商品と比べると、明らかに店のなかで異彩を放っていた。

「あの、ムッシュ。まさかとは思いますが、ここでは日本刀の鍛たん造ぞうまで？」

「ん？　いや、ありゃ単に輸入品を売ってるだけだ。異国の同業者が打った段だん平びらに興味があったもんでな。ちっとばかし奮ふん発ぱつして仕入れてみたのよ。──おぉ、そういやあんた、東洋人みてぇだが、ひょっとして日本から来たのかい？」

　ええまぁ、と後ろ暗い素性の手前、曖あい昧まいに頷うなずきながら、慧太郎は背負っていた刀袋を下ろした。いつまでもクリケットのバットケースではあんまりだと思い、先日、港近くの市場で投げ売りされていたものを買い求めたのだ。その結び目を解き、鞘さやぐるみの愛刀を取り出す。

「もし日本刀に造ぞう詣けいがあるなら、いずれこいつの手入れをお願いしてもいいですか？」

「あん？　どれ、見せてみ──お、おいおいおい！　なんだそりゃ!?」

　無む垢く嬢じよう矩のり安やすをカウンターに置いて鯉こい口ぐちを切ると、奥からやって来たリシャールが目の色を変えた。店番の青年も驚おどろいた表情を浮かべている。次いで巨きよ漢かんの店主が呻うめくように言った。

「……すげぇな。生なま唾つばもんじゃねぇか。あんたの得え物ものなのか、これ？」

「はい、師から譲ゆずってもらった品です。やっぱり業わざ物ものって分かりますか？」

「や、だってこりゃ……うちの店にある数打ちなんかたぁ、明らかに風格が違うぜ？」

　リシャールはしきりに首を振っていた。怖こわ々ごわと掲げ持った無垢嬢矩安を窓から差し込む光に翳かざしたり、刃は金がねを爪つめで弾はじいて音を確かめたりしながら、やがて震える声で言葉を重ねる。

「お嬢じようの知り合いなんて言うから、てっきり同じクラブの仲良しこよしぐらいに思ってたんだが……どうもあんたは普通じゃないみてぇだな。最近、かなりヤバイのと一戦交えたろ？」

　慧太郎は驚いた。リシャールの言う「ヤバイの」とは、ほぼ確実にジョゼフのことだ。しかし、〈裸蟲ミルメコレオ〉である彼の体組織は化石化してしまうため、痕こん跡せきとして無垢嬢矩安に残っているはずがない。どうやら刀身の摩ま耗もう具合だけで、慧太郎が何者かと激はげしく斬きり結むすんだことや、その相手の実力まで、ある程度推おし測はかってみせたらしい。なるほど、確かにいい刀工だ。

「ええ、僕もそれが気になってるんです。今はまだ平気なんですが、これからも酷こく使しが続くとなると、さすがに本格的な研ぎ直しが必要かなと。ムッシュならどうにかできますか？」

　は？　とリシャールが顎あごを落とした。しかしすぐに刀を鞘に納めてこちらに突き返し、

「ば、ばっきゃろう！　無理だ、無理！　できるわけがねぇ！」

「……やっぱり、駄だ目めですか」

「あったりめぇだ！　こんなとんでもない代しろ物もの、半はん端ぱな知識じゃおっかなくて火にかけらんねぇよ！　うちでやれんのは、せいぜい柄つかや鍔つばの修しゆう繕ぜんぐらいだ！」

　それは半なかば予想していたとおりの回答だった。慧けい太た郎ろうも殆ほとんど駄目元で頼んでみたのだ。リシャールは職人として歯は痒がゆそうだったけれど、やはり馴な染じみの薄い日本刀は手に余るのだろう。

「すみません、無理を言ってしまって。他を当たってみます」

「……いや、あんたが悪いわけじゃねぇよ。あぁ、そうだ。なんなら俺おれのほうで商工会に口を利いてやろうか？　探せばそいつを扱える職人が街まちのどこかにいるかもしれねぇ」

「ほ、本当ですかっ？　お手数でなければぜひ！」

　慮りよ外がいの申し出に慧太郎が勢い込んで食いつけば、リシャールは「任せな」と二つ返事で請うけ負おってくれた。そのすぐあとだ。店のドアが開いてクロエが帰って来たのは。

「ただいま戻りました、ケイ。お待たせして申し訳ありま──おや、どうされました、ムッシュ・リシャール？　なんだか難しい顔をなさって」

「いやなに、手て前めぇの未熟を痛感してただけだ。それより仕上がりのほうはどうだった？」

「あ、はい。申し分ありません。さすがの仕事だ。感服しました」

　クロエが微ほほ笑えんで手にした長方形のケースを掲げてみせる。慧太郎は少し眉まゆを寄せた。たかが剣一本収めているだけにしては、やけにケースが大きいように感じられたからだ。まぁ、油やら柄巻きやら、そういったこまごまとしたものが一緒に入っているのかもしれないけれど。

「しっかし、あれだな。最近じゃ野郎だって実戦用の剣なんざ滅多に買わねぇのに、迷宮学園のお嬢じようさん方がたはなんとも勇ましいな。似合いのカップルに映るぜ、お前ら」

　得意客から太たい鼓こ判ばんを貰もらって幾いくぶん自信を回復させたのか、リシャールが先刻までの軽い調子に戻って茶化すように言う。クロエが途端に頬ほおを上気させ、あわあわと目を泳がせた。

「な、ななな何を馬ば鹿かなことを！　繰くり返かえしますが、ケイは女性なのです！　ど、同性にだらしないのを色々されて心地いいとか、そんな……そんな濡ぬれそぼった雌め蕊しべのような関係っ、断じて受け容れませんからね、わたしは！」

「落ち着こう、クロエ！　表現が生々し過ぎて、ちょっと聞くに堪たえない！」

　今にもケースから剣を抜きそうなクロエを、慧太郎はなんとか宥なだめにかかる。リシャールだけが一人この場において楽しそうで、彼は続けてこんなことを口にした。

「いっそのこと、今、巷ちまたを騒さわがしてる連続殺人犯でも討うち取とって、大いに箔はくをつけてくれや。お前らが評判になりゃ、うちの売上も良くなるかもしれん」

　連続殺人犯。殺さつ人じん鬼き──つまり、死しに神がみ。

　そして、世間でまことしやかに囁ささやかれているもう一つの噂うわさ、魔ま本ほん。

　リシャールの発言が呼び水となり、慧太郎はクロエを羽は交がい絞じめにしながら、アンリに聞かせてもらったそれらの概がい要ようを、ふと脳のう裏りで反はん芻すうしていた。話はおよそ三日前まで遡さかのぼる。
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「一概に噂うわさって言ってもね、その二つには決定的な差があるのよ」

　大浴場の片隅で、背中合わせに湯に浸つかりながら、アンリはそう切り出した。

「死しに神がみのほうには事件性があるの。もう被害者が何人も出てて、国こつ家か警けい察さつも本腰を入れて捜査してる。で、逆に魔ま本ほんのほうは、まさしく根も葉もないってやつね。単なるゴシップなのよ」

「？　でも、きみはどちらも下らない話って言ってなかったか？」

　特に後者が、とはつけ加えていたけれど、実害があるなら死神のほうは軽視できない。

「あぁ、違う違う。下らないのはあとからついた尾おひれのほうで、そりゃ事件そのものは笑いごっちゃないわよ？　ほら、死神って通称。これね、早い時期から民間に定着してたんだけど、数少ない目もく撃げき者しやの証言によると、その犯人って馬ば鹿か長い『鎌かま』を持ってるらしいのよね」

「鎌？　つまり大鎌ってことか？　それはまた希け有うな……」

　確かに死神といえば大鎌なのかもしれない。けれど、慧けい太た郎ろうに言わせれば、あれは中途半端な得え物ものだ。せっかくの竿さお状じよう武器の利点を、色々と殺してしまっている。

「最初の事件は、あんたが海岸に流れ着くより前だから──そうね、ざっと二ヵ月くらい前かしら？　プロイセン王国の片かた田舎いなかで起きた、通とおり魔ま殺人が皮切りだったの」

「プロイセン？　じゃあ、元は国外の事件だった？」

「ええ。それから王国内で同じようなことが何度か起きて、そのいずれも手口が似通っていたうえ『ある特徴』が見られたことから、晴れて連続殺人事件に認定。そのまま犯人は国境を越えてフランスに侵入して、各地で被害者を出しながら、ついこのあいだまでパリにいたわ。ヴィドックも一時期追ってたみたい。その後は西へ西へ活動範囲を広げてるって話ね」

　とすると、フィニステール県にも来る可能性があるのか。なるほど、女子が騒さわぐわけだ。

「なら、その『ある特徴』っていうのは？」

「凶きよう器きが不明なのよ。刃物っぽい、ってことしか分からないんだって」

「は？　いや、ちょっと待ってくれ。きみはさっき、犯人は大鎌を持ってるって……」

「だから、それはただの尾ひれなんだってば。今のところ目撃者の見間違いって線が濃厚なの。ただ、殺さつ人じん鬼きがそんな外け連れん味みたっぷりの凶器を使ってればセンセーショナルだから、新聞がこぞって『死神現る！』みたいな惹じやつ句くで世間を煽あおっただけ。第一、考えてもみなさいよ？　そんな目立つもの凶器にしてたら、もうとっくに殺人鬼なんて捕まってるでしょ？」

「……まぁ、確かに少し嵩かさ張ばり過ぎるか。分解できる構造だとしても限界があるだろうし」

　何かに収納して持ち運ぼうにも、到底、慧太郎の愛刀みたくさり気なさは装えまい。服の下に隠そうとしても、最近は春はる爛らん漫まんといった陽気だから、厚着をすれば逆に目につく。

「なんか、すごい鋭利な傷口らしくてね？　殆ほとんど胸とか首とか急所に一発で終わらせてるんだって。骨まですっぱりで、ちょっと普通の刃物じゃ考えられないそうよ。で、現場に争った形跡は殆どなし。被害者は現在、確認されてるだけで一七人ね」

「じゅ、一七!?　たった二ヵ月で一七人!?」

「そ。とんでもないハイペースでしょ？　およそ三日に一人の割あ──ってこら、こっち見ない！　何回おんなじこと言わせんの、あんたは!?」

「ご、ごめんっ。びっくりしてつい。決してわざとじゃないんだけど……」

「けどなに？　それでも見たいの？　お姉ちゃんのツンと澄ました生意気なのがいいの？」

　物もの凄すごい蔑さげすみの気配を感じる。ここで素直に「きみとクロエがさっき喧けん嘩かしてたとき、彼女の共々もう見せてもらったよ。綺き麗れいだった、特に脚あしの線が」とか白状したら絶対に殺される。

「でも、そうか。もう一七人も犠ぎ牲せい者しやが……酷ひどいな、まさに悪あつ鬼きの所業じゃないか」

　慧けい太た郎ろうが僅わずかに怒りを込めて呟つぶやくと、アンリが俄にわかに焦あせった声になって言ってきた。

「ちょ、ちょっとちょっと！　あんた、また馬ば鹿かなこと考えてないでしょうね!?」

「え？　あぁいや、もちろん『退治してやろう』なんて大それたことは思ってないよ？」

　例たとえどんな事情があっても、慧太郎は人を殺あやめる手合いが赦ゆるせない。如何いかんともし難がたい状況だったとはいえ、既すでに一人の〈裸蟲ミルメコレオ〉を斬きっている己おのれ自身にさえ思うところがあるのだ。が、だからといって一七件も犯行を繰くり返かえしておきながら、未いまだに警けい察さつの手を逃のがれ続つづけている周到な相手と、そう運良く会敵できるわけがないのも重々承知していた。

　噂うわさとは己から遠い事こと柄がらだからこそ噂と呼ばれる。些いささか口くち惜おしい気持ちは湧わかないでもなかったが、やはりマルティナの言うように、自みずから進んで関われるような類たぐいのものではない。

「なら、魔ま本ほんのほうは？　きみが言うところの根も葉もないやつ」

「そっちはほんとに馬鹿げた話よ。何しろ『読むだけで魔ま女じよになれる本』なんていう眉まゆ唾つばな代しろ物ものが、どこかにあるっていうんだから」

　慧太郎は我わが耳を疑った。読むだけで魔女に？　それはつまり──

「ま、魔術が使えるようになるってことか!?　充分、大おお事ごとじゃないか！」

「ならないわよ。そんな簡かん単たんになれるなら、あたしなんか商売あがったりじゃない。──あのね、慧太郎。あんた基本的なこと忘れてるでしょ？　魔術は『血で扱う』ものなのよ？」

「……あ」

　慧太郎は間の抜けた声を発した。それが一般にも知られている魔術の大原則だったからだ。

「え、あれ？　じゃあ本当に……？」

「そーよ。単なるデマ。要はみんなお遊び感覚なのよ。ちょっと前に流は行やったウィジャ盤ばんなんかと同じで、怖いもの見たさで単に『オカルトごっこ』がしたいんだと思う。だって、本を読んで魔女になれば『第二の人生が始まる』とか『見ている世界が変わる』とか、話がいちいち子供じみてるんだもん。魔術はそんなメルヘンチックなもんじゃないっての」

　魔ま術じゆつの危険性をよく理解しているがゆえか、若き魔ま女じよは少なからず憤ふん慨がいしている様子だった。

「噂うわさの出所とか詳くわしいことは知らないけど、基本、やっぱり若い娘むすめたちを中心に広まってるみたい。本物は一向に見つからないくせに、魔ま本ほんって名前でインチキ本が山ほど出回ってるあたり、どっかの出版社が仕掛けた経営戦略なのかもね。ま、なんにしてもその程度の話よ」

　アンリがそう軽く締しめ括くくった。それで慧けい太た郎ろうも胸を撫なで下おろしたけれど、すぐに今度は別の疑念が湧わいてくる。ならば、なぜマルティナはあんな意味深なことを言ったのだろう？

　マルティナ・ロセリーニ。ある意味、彼女が一番の謎なぞだ。

「あ～、ところでさ、慧太郎。唐突に話は変わるんだけど」

「うん。──あ、え？　なに、話？」

「べ、別に大したことじゃないわよ。ただ、その……あんたって、今週末……暇ひま？」

　あとになって思う。このときの自分は、意識の殆ほとんどをマルティナに持って行かれていた。だから、アンリのどこか期待するような眼まな差ざしにも、まったく気づくことができなかった。

　もし気づけていれば、同じ断わるにしても、せめて言葉ぐらいは選んだはずだ。




　　　　○




「……アンリ、まだ怒ってるかなぁ。きっと怒ってるよなぁ」

　ごめん無理、クロエと約束がある──図らずもそんな素っ気ない対応をしてしまったあのあと、アンリは急きゆう激げきに不ふ機き嫌げんになって、以来、ずっと満足に口も利いてくれない。彼女とクロエの不仲は分かっていたのだから、もう少し配はい慮りよすべきだったと遅おそ蒔まきながら後悔していた。

「どうしました、ケイ？　顔色が優すぐれませんが。あ、もしかして酔よいましたか？」

「う、ううん、大丈夫。なんでもないから」

　隣となりで吊つり革かわに掴つかまっているクロエに、心配させまじとなんとか笑みで応じる。現在、慧太郎たちは路面機関車に揺られ、街まちの中心部に向けて移動中だった。クロエの用件が済んでしまった時点で、もう今日の目的は達成しているのだが、時刻はまだ正午前。せっかくイースまで来たのだから、少し遊んでいこうという話になったのだ。差し当たって、まずは昼食だった。

「中心街のほうに小こ洒じや落れたカフェがあるのです。味もなかなか悪くない」

「へえ、それは楽しみだな。あぁでも、あんまりお高いのは……」

「ふふ、ご心配なく。わたしも堅苦しい店は趣味ではありませんから」

　ほっと安あん堵どする。本来ならこういう場合、男が女性の代金も払うべきなのだろうが、あいにく慧太郎はあまり懐ふところに余裕がない。アンリの助手として依い頼らい報ほう酬しゆうの一部を給料代わりに頂いてはいるのだけれど、それも決して多い額ではないのだ。

　ちなみに、当初、慧太郎はその報酬の受け取りを拒きよ否ひした。恩人のアンリのためならばタダ働きでも一向に構かまわなかったし、それでなくとも彼女は得た収入の多くを実家に仕送りしている。とても貰もらえないと思ったのだ。ところが、アンリは厳きびしく言ったものだった。

　──お馬ば鹿かっ！　タダ働きなんて自分の安売りもいいとこでしょ!?　そういう真ま似ねはね、あんただけじゃなく、あんたを認めてくれた人のことも貶おとしめるの！　分かった!?

　分かった。まったく以もって道理だと思った。彼女はいつだって筋すじの通し方を間違えない。

「？　何を一人でうんうん頷うなずいているのです、ケイ？」

「へ？　あ、あぁ、え～っと……うわ、クロエ見てくれ！　あの犬、毛むくじゃらだぞ！」

「ポメラニアンです。ちなみに、さっきもしたやり取りですがこれ」

　ガタゴトと揺れる車内、席に座った老婦人の膝ひざの上で、ポメラニアンなる犬が一声吠ほえた。それを指差して演技までした慧けい太た郎ろうは硬直し、そして隣となりではクロエがむーと膨ふくれっ面つらになる。

「……どうせまたアンリエットのことでも考えていらしたのでしょう？」

　鋭い。慧太郎は所在なく手を下ろし、しどろもどろになって弁明する。

「い、いや、そんなことは。というか、僕と彼女はクロエが考えてるような間あいだ柄がらじゃ……」

「さすがにもう苦しいですよ、その言い訳は。わたしの目だって節ふし穴あなではない」

　ごもっとも。慧太郎もそう思う。しかし、アンリが意地でも自分たちの関係を明かしたがらない以上、自分が先に口を割るわけにもいかないではないか。

「……ごめん、クロエ。別にきみを侮あなどってるわけじゃないんだけど」

「え？　あぁいえ、そんな本気で受け取られずとも。大おお方かた、アンリエットに口止めでもされているのでしょう？　彼女の貴族嫌いは筋すじ金がね入いりですからね」

　貴族制度が形けい骸がい化かしつつある現代で、それでもなお騎き士しのように振ふる舞まい、貴とうとき者ものたらんとするクロエは、やはりアンリの偏見が引っ掛かるのだろう。口元に苦い笑みを浮かべていた。

「クロエはさ、やっぱり彼女のことが好きになれない？」

「……どうでしょう？　たぶん以前ほど悪い印象は持っていないと思います。協調性のなさは相変わらずですし、それでよく揉もめもしますが、最近は割と楽しく喧けん嘩かできているので」

「楽しく喧嘩？」

「ええ、少し前までの彼女は本当に取っつきにくかったですから。貴女あなたのことになるとすぐムキになって、分かりやすい難なん癖くせをつけてくる今の彼女は、寧むしろ小気味いいくらいです」

　なるほど、少し理解できる気がした。確かにああいうときのアンリは、不思議と喧嘩になってもあまり怖くない。今現在のように本気で怒らせると、無視されるのでとても辛つらいけれど。

「そうか。クロエはアンリエットと、もっと仲良くなりたいって思ってるんだ？」

「あ、改まってそう訊きかれると面おも映はゆいですが、ええまぁ……」

　困ったように頬ほおを掻かいたクロエは、しかし続いて「た～だ～し！」と語調を変え、

「わたしがアンリエットについてどう思っていようと、デートの最中に他の女性のことを考えるのはマナー違反ですよ？　ケイ」

「デ、デート？　リシャールさんが言ってたこと、まさか真まに受けてるのか？」

　そう尋たずねれば、彼女は吊つり革かわを離して腰に手を当てると、前まえ屈かがみになって下からこちらを覗のぞき込こんできた。珍めずらしく稚ち気きに富んだ表情をしていて、わけもなく体温が急上昇する。

「おや、だって今日のケイは、そんな格かつ好こうをしているではないですか。それは『殿との方がたのようにわたしをエスコートしたい』という意味なのでしょう？　ならば、ぜひそうしてもらわねば」

「ち、違う違う！　これは別にそういう意図があったわけじゃなくて！」

「……三日前の朝。稽けい古このとき。左のだらしないの」

　慧けい太た郎ろうは「うっ」と怯ひるむ。そうだった。今日の外出は彼女への侘わびも兼かねているのだった。

「はぁ、分かったよ。誠心誠意エスコートさせて頂きます、マドモアゼル」

「はい。素直で大変よろしいですね、ムッシュ・ケ──」

　イ、と続けかけたとき、路面機関車がカーブに差し掛かり、吊り革を離していたクロエが体勢を崩くずした。慧太郎は咄とつ嗟さに彼女の身体からだを抱き止める。近くに立っていたのが幸さいわいした。

「「………………」」

　そして、図らずも車内の真ん中で抱き合う格好になってしまい、互いに言葉を喪そう失しつして至近から見み詰つめ合あう。周まわりの乗客たちが、何やら囁ささやき合あうのが聞こえた。「ママン、あの二人いけないことしてるー」「こら、見ちゃいけません！」「おやおや、女の子同士でねぇ」「爛ただれておりますな」「……あいつ、あとで絶対シメる！」「醜みにくい嫉しつ妬とね」などと言いたい放題だ。なんだか開けられている窓の外から、馴な染じみのある声まで聞こえた気がした。

　ともあれ、慧太郎たちは直後に相手から離れ、照れ隠しにわざとらしい会話を交わす。

「あああ、あのっ、ときにケイ！　実は一つお伺うかがいしたいことがあるのですが！」

「な、ななな何かなクロエ！　遠えん慮りよしないで、なんでも訊きいてくれよ！」

「…………三日前といい今といい、思わずヘンな声が出そうになる感じで、わたしの胸を握りますが、これはもしや『ジゲンリュー』とやらの必殺技ですか？」

「真顔でなんてこと言うんだ！　そんなわけないだろ!?」

　羞しゆう恥ちのあまり、もはや泣きそうだった。




　　　　○




「……あいつ、あとで絶対シメる！」

「醜い嫉妬ね」

　アンリは車内で起きた一部始終を視認していた。路面機関車の後ろを追走する、二人乗りの馬車の座席からだ。蒸じよう気き自じ動どう車しやが復旧したあとも、この手の昔ながらの移動手段は、細々とではあるが未いまだに街まちなかを走っている。傍かたわらで所感を述べたのは、もちろんマルティナだった。

「何よ、デレデレ鼻の下を伸ばしちゃってさ！　なっさけない！　ねえ見た、マルティナ!?　あいつ、どさくさに紛まぎれて痴ち漢かん行こう為いを働いたわよ!?」

「手慣れてる。たぶん常習犯よ」

　興味なさげに答えるマルティナ。アンリは「まったくよ！」と力いっぱい頷うなずいた。

　ちなみに、陽ひ射ざし避よけが備わった座席に並んで腰掛けているアンリたちは、もし追跡対象がこちらに気づいた場合に備えて、現在、簡かん単たんにではあるけれど変装をしている。今日はアンリもドレス姿で来たため、つばの広い帽ぼう子しを被かぶって首にスカーフを巻いてみた。しかし、さすがに色つきの眼鏡めがねはやり過ぎだったか、御ぎよ者しやの男がたまに不審げな目でこちらを眺めてくる。

　マルティナも押し着せでだいたい似たような格かつ好こうだったが、さきほど店頭で見かけて思わず衝しよう動どう買がいしてしまった黒いミニハットを被せてみたら、案の定、ちょっと反則気味な外見になった。あまり身なりに気を遣わない子だけれど、やっぱり元は良いのだと思う。

「どこに行く気かしら、あの二人？　──あ、もうちょいスピード緩ゆるめて、御者の人」

　ダウジングで運良く慧けい太た郎ろうたちを発見できたとはいえ、ここで見失っては次も同じ方法で捕ほ捉そくできるとは限らない。アンリは細心の注意で路面機関車を追うよう御者に指示を飛ばす。

「食事？　買い物？　ねぇマルティナ、あんたはどう思う？」

「真っ昼間からしけ込むに一票」

「ぶっ……!?　ま、まさか一足飛びに大人の階段ってこと!?」

「昇れるときは迷わず昇れ。ｂｙプラトン」

「それ絶対、プラトン違う！　っていうか、もしそんなことになったら……っ！」

　殺やる。それ以外の選せん択たく肢しはあるまい。問題なのはどちらを先に殺やるかだ。アンリが短たん銃じゆうを抜いて荒い息をついていると、マルティナが「ところで」といきなり話の矛ほこ先さきを変えた。

「わたし、もう行ってもいい？」

「──？　え!?　な、なんで急に!?」

「欲しい物があるって言ったわ。ここまで強引に連れ回されたけれど」

「あ、いや、それはそうだけど……で、でも、あともう少しだけつき合って！　お願い！」

「……理由は？」

「り、理由!?　えっと、それはその……ほ、ほらあれよ！　楽しいじゃないっ、二人でたまの休みに斥せつ候こうごっこ！　ね、ねっ？　楽しいわよね!?」

　自分でも無理があると思う理屈で訴えてみるが、やはりマルティナの白けたような表情は変わらなかった。ほどなくして彼女は、小さく溜ため息いきをつき、もごもごと何かを口走る。

『わたしがいなくなると、見つかったときの言い訳が難しくなるからでしょう？　わたしにつき添ってイースに来ただけ、という建前がなくなるから。……ぅあ、難なん儀ぎな子』

　なんだろう？　今、何かすごい哀あわれみを受けた気がする。台詞せりふはさっぱりだったけれど。

「……いいわ。もうちょっとだけ連れ回されてあげる」

「ほんと!?　ありがとうメルシー、マルティナ！」

　しかし、ひとくさりそう喜んだあと、すぐに無視できない違和感を覚おぼえて、

「でも珍めずらしいわね？　自分で頼んどいて言うのもあれだけど、あんたがこんな無む駄だなことに時間を費やすなんて。もしかして慧けい太た郎ろうに何か感じるところでもあるの？」

　大浴場でもう面識ができているならいいか、とマルティナには既すでに自分と慧太郎の関係を教えてある。彼と仲なか違たがいしたとき思いがけず助言をもらった一ヵ月前の件もあり、マルティナもおおよその事情は察していたようだ。日本では男性名に当たる『慧太郎』も、愛称だと言い張れば一応は信じてもらえた。無論、さすがに本当の性別までは明かしていないけれど。

「それとも、まさかお目当てはあの堅かた物ぶつのほう？　聖せい歌か隊たいであんたたちが話してるところなんて見たことないけど」

「──そうね。気になると言えば、どちらも気になるわ」

　またもや意外な返答だった。マルティナが他者に関心を持つなんてよっぽどだ。

　慧太郎に関しては、まぁ分からないでもない。同じ黒目黒くろ髪かみのよしみで、親近感くらい湧わくだろう。けれど、クロエのほうは彼女が興味を惹ひかれる要素がない気がする。

　自分のように、何か特とく殊しゆな感情が働いているわけでもなかろうし。

「…………」

　正直、アンリはクロエのことが嫌いだ。彼女が貴族だからとか、性格が合わないとか、そういった事々とは別のところで、はっきりとお近づきになれる気がしない。

　理由があるのだ。クロエのほうはいまいち理解が及んでいないだろうが、一年前のまだ入学したての時期、アンリはそのことが原因で会ったばかりの彼女と口論になった。以来、何かにつけて衝しよう突とつしてきた犬けん猿えんの仲だけれど、アンリのなかには常にその一年前の出来事がある。

　慧太郎や他の生徒たちが、彼女に惹かれるのも分かるのだ。何しろ普通に生活してる限りでは品行方正で器量もすこぶるいい、まるで絵に描いたような優ゆう等とう生せいなのだから。

　だが、自分は駄目だ。やはりどうしても反そりが合わない。

　土台、ムシ好き女があのロシュジャクランと仲良くなるなど、無理がある話なのだと思う。

「──っと、いけない。今は尾び行こうに専念しなきゃ」

　まだ路面機関車を降りないところを見ると、どうやら二人は中心街に向かうらしい。あわやアバドン・ショックの再来かと思われた一ヵ月前の騒そう動どうで、未いまだにあのへんの目抜き通りには壊れた建物が多いのだけれど、それでも復興が進んだおかげで、だいぶ見れるようにはなってきた。やはりどこかで昼食を摂とるか、でなければ百貨店で買い物というパターンだろう。

「芸がないわねー。今なら劇場テアトルで面白い『幻灯ショーフアンタスマゴリー』やってるのに」

「それも割と定番だと思うけ──ッ!?」

　珍しくツッコミを入れてきたマルティナが、しかしその途中で急に血相を変えた。

　まるで猫ねこが全身の毛を一いつ斉せいに逆立てたような風情で、座席から腰を浮かして前方の宙を睨にらみ据すえる。数十メートルほど先の道路脇わきに建つ、小さなアパートの四階付近だった。

「な、なに？　どうしたの、マルティナ？」

「……驚おどろいた。たまには遠回りもしてみるものね」

　マルティナは独ひとりごちるように続けた。前をじっと見たまま、声に多少の緊きん張ちようを乗せて。

「見つけたわ」

　次の瞬しゆん間かん、何かけたたましい音が鳴なり響ひびき、続けて身も世もない壮絶な悲鳴があがった。

　ぎょっとそちらに視線を移せば、マルティナが凝ぎよう視ししていた例のアパート、その四階の窓が割れており、そこから今まさに飛び出したらしい人影が、中空でもがきながら真まっ逆さかさまに車道へ落ちてゆくところだった。いや、より正確にいえば──

「ちょっ、嘘うそでしょ!?」

　あろうことか、自分たちの少し前を走っていた路面機関車に向けて。




　　　　○




　どん！　と何かひどく重たい音が車体の屋根を打ったのは、慧けい太た郎ろうがクロエにせがまれて故郷の風習や土下座の極ごく意いを語り聞かせていたときのことだった。突然の事態に他の乗客らと共に頭上を振ふり仰あおげば、なぜか天井の一部が車内に向けて大きく凹へこんでいるではないか。

「なっ……？」

　どうも外から何かが激げき突とつしたらしい。それは弥いやが上うえにもすぐ察せられた。

　しかし、たまさか建物から煉れん瓦がが落ちてきたとかにしては、できた隆起があまりにも激はげし過すぎる。凄すさまじく嫌な予感に駆かられて、慧太郎はすぐ前に座っていた男性客に一言断りを入れてから、あらかじめ開いていた彼の背後の窓枠に足をかけた。そして、そこから一気に外に身を乗り出し、屋根の端に手を掛けて身体からだを引っぱり上げて、急ぎ問題の箇か所しよを確認する。

　人だ。

　墜つい落らく死し体たいそのままの格かつ好こうで、血ち塗まみれの男が屋根に伏ふく臥がしていた。

　出で鱈たら目めに投げ出された四し肢しはピクリとも動かず、うつ伏せであるため呼吸をしているのかも不明。だが、男の周囲はさながら血の海で、素人しろうと目めにも危険な状態だと知れた。

　案の定ともいうべき結果に舌を打ち、次いで慧太郎は車内のクロエに呼びかける。

「クロエ！　運転手に言って機関車を止めさせてくれ！　人だ！」

「……ッ、分かりました！」

　それだけですぐに事態を把は握あくし、クロエが乗客を押しのけて運転席に向かう。幸さいわい客たちはまだ状況が呑のみ込こめておらず、誰だれも騒さわぎ始はじめていなかった。その間かんに慧太郎は、窓枠を蹴けって走行中の機関車の屋根によじ登る。動きやすい男装で外出したことが、ここにきて功こうを奏そうしたのだ。そして倒れ伏している男に近寄って、具つぶさに脈の有無を調べようとした。

　だが、その寸前──

「っ!?」

　不意にどこかで口笛らしき音が鳴った。

　ハッと後方に視線を送れば、今しがた路面機関車が通過してきた辺り、車道の脇わきに建てられたアパートメントの四階に、灰色のレインコートのようなものを纏まとった人影の姿がある。六階建てのアパートの窓はそこだけが割れていて、下の歩道にはガラスの破片が散乱していた。

　謎なぞの人影はフードを深く被かぶっており、ここからでは男か女かも判然としない。ただ、片手を口元に持っていっているあたり、おそらく口笛はあの人影が吹いているのだろう。

「まさかっ、あいつが突き落としたのか!?」

　状況的に見て、ほぼ間違いないことのように思われた。

　が、義ぎ憤ふんの念に駆かられる暇ひまさえなく、とびきりの変事は更さらに続く。突とつ如じよ、件くだんのアパートの屋上から何か巨大なモノが現れたのだ。

　見慣れた輪郭だった。ただし全長が五、六メートルもなければの話だけれど。

　細長い体型で足は六本。前ぜん肢しの二本だけが緩ゆるく歪わい曲きよくして、かなり大型化している。頭部は逆三角形で触角と複眼を有し、背では激はげしく薄うす翅ばねが震えていた。今にも飛び立ちそうな気配だ。

「カマキリの〈蟲ギヴル〉!?」

　正式な名称は分からない。けれど、細かな相違点を除けば、その〈蟲ギヴル〉は慧けい太た郎ろうもよく知る昆虫のカマキリと瓜うり二つだった。取り分け特徴的な外観の虫だ。見間違えるはずもない。

　カマキリ型の〈蟲ギヴル〉が、ふわりとアパートの屋上を離れた。半なかばホバリングするように宙をふらふらと踊り、ややあって四階の窓まど際ぎわで静止する。直後、例の人影が口笛を吹くのをやめ、その胴体に平然と飛び乗ったときは、さすがに慧太郎も度ど肝ぎもを抜かれた。

　よくよく見れば巨大なカマキリには、身体からだのあちこちに鞍くらや手た綱づならしき器具が装着されている。人影はそれらを使って、さながら馬にでも乗るかの如ごとく〈蟲ギヴル〉の背に跨またがったのだ。

〈蟲ギヴル〉を意のままに使し役えきしている──そうとしか取れない光景だった。

　次いでカマキリが人影を乗せたまま急降下を始める。車道すれすれにまで高度を落とし、驚おどろいてクラクションを鳴らす蒸じよう気き自じ動どう車しやの合間を縫ぬいながら、凄すさまじい勢いでこちらへ。

「ケイ、運転手に事情を説明してきました！　もうすぐ機関車が止ま──」

「駄だ目めだ、クロエ！　速度を上げさせてくれ！」

　下から聞こえたクロエの報告に、理り不ふ尽じんな物言いをしたという自覚はあった。何しろ彼女に停車を指示したのは他ならぬ慧太郎なのだ。だが、それについて何も反はん駁ばくがなかったのは、すぐに彼女も気づいたからだろう。やかましく翅は音おとを立てつつ、路面機関車の後方から迫せまる威容に。そして、最悪の瞬しゆん間かんがあと数秒も経たないうちに訪れるということに。

　もはや停止も加速も間に合わない距離だった。慧太郎は生死不明の男に覆おおい被かぶさり、自分も振り落とされないよう四肢に力を入れながら、喉のどが張り裂けんばかりに絶ぜつ叫きようする。

「みんな、何かに掴つかまれェ────っ！」

　直後、誰だれにとっても長い一日となる、今日この日、最初の轟ごう音おんが通りを席せつ捲けんした。




　　　　○




　アンリはそのとき、やはり事態のすべてを過あやまたず目もく撃げきしていた。

「なっ……!?」

　背後から〈蟲ギヴル〉に追突された路面機関車が、衝しよう撃げきで大きく尻しりを跳はね上あげ、しかしそのまま更さらに車道を爆ばく走そうしてゆく。体当たりをしたカマキリが、なおも突進をやめなかったからだ。

　レールと車輪のあいだで膨ぼう大だいな量の火花が散り、過か剰じようなべクトルに負けた路面機関車が遂ついに脱線。次いで瞬またたく間まに横転させられた車体が更に〈蟲ギヴル〉に押され、ガリガリと異音を奏でながら石いし畳だたみの上を悪い冗談のように横よこ滑すべりし始める。それを避けようとした蒸じよう気き自じ動どう車しやが次々に玉突き事故を起こし、ハンドル操そう作さを誤った何台かは歩道に乗り上げてショーウィンドウに突っ込んだ。とうとう炎えん上じようする車まで現れ、逃にげ惑まどう人々の悲鳴と怒号が辺りに満ちる。

　悪夢さながらの光景だった。

　ほんの今しがたまで平へい穏おんだった街まちが、降ふって湧わいた災さい厄やくに呆あつ気けなく滅茶苦茶にされてゆく。

「……ッ！」

　あまりの事態に暫しばし呆ぼう然ぜんとしていたアンリは、カマキリに猛もう然ぜんと『運ばれて』いく路面機関車を認めて我われに返った。反射的に馬車を止めてしまったらしい御ぎよ者しやの男を怒鳴りつける。

「何やってんの、あれ追って！　路面機関車！　早くっ！」

「ば、馬ば鹿か言うなよ！　ありゃ〈蟲ギヴル〉じゃねぇか！　俺おれはご免だ！」

　当然といえば当然の反応にアンリは歯は噛がみし、仕方なく自前の足で機関車のあとを追おうと席を立ちかけた。が、そこでふと隣となりにマルティナの姿がないことに気づく。びっくりして周囲を見回せば、一足先に降車していたらしい彼女が、路上で倒れていた蒸気自動二輪の傍かたわらで、こちらをちょいちょいと手招きしていた。慌あわてて馬車から降りて駆かけ寄よって行くと、

「これ、運転できる？」

「……できる！　けど、元の持ち主は!?」

「寝てるわ」

　淡々と指で示された方向を見れば、確かに男が一人、大の字で白目を剥むいていた。いきなり現れた〈蟲ギヴル〉に腰を抜かし、単車ごとすっ転ころんだのだろう。

　アンリは即断した。幾いく本ほんものパイプがうねるように配された、スピードレース仕様とおぼしき自動二輪を起き上がらせ、ドレスの裾すそを破いて自じ慢まんの美び脚きやくを大だい胆たんに晒さらすや、シートにひらりと飛び乗る。傍はた目めには火か事じ場ば泥どろ棒ぼうも同然だろうが、あくまで少しのあいだ拝借するだけだ。

「行って。速すみやかに。あと転ばないで」

「よっしゃ、任せなさい！　──って、あんたなんで乗ってんの!?」

　当然の如ごとく命じられて振り返れば、シートの後ろにちんまく跨またがったマルティナがいる。

「そこにバイクがあるから？」

「全っ然、理由になってない！　危ないから、ここで待ってなさい！」

「嫌。いいから行って。すごく急いで。安全運転でお願い」

「混乱させようとしてない!?　あぁんもう、何がなんだか！」

　どのみち言ってはいられなかった。アンリはすぐさまアクセルを吹かして、手元のスロットルを開ける。蒸じよう気き自じ動どう二に輪りんが小気味いいスタートダッシュで走り出した。

　道路のあちこちで往生している車のあいだをすり抜け、もう既すでに何百メートルも距離が開いている路面機関車に向けて、二人の淑しゆく女じよを乗せた機械仕掛けの馬がエンジン音の嘶いななきも高らかに疾しつ駆くする。華か麗れいなハンドル捌さばきで障害物を躱かわしてゆくアンリは、さきほど見た〈蟲ギヴル〉の姿を脳のう裏りに思い浮かべ、激はげしい焦しよう燥そうと、そして僅わずかな感嘆を覚おぼえていた。

「あのやたらめったら大きな鎌かま……っ！　間違いない、さっきの『断頭カマキリマント・ギヨテイーヌ』だわ！」

　思わずその名を口にすれば、こちらの腰に掴つかまったマルティナが訊きいてくる。

「有名な〈蟲ギヴル〉なの？」

「ううん！　カマキリ型の〈蟲ギヴル〉のなかでは、寧むしろ『彼』はかなり珍めずらしいほう！」

　アンリも実物は初めて見る。通常の昆虫に比べて〈蟲ギヴル〉はあまり風土に左右されず出現する傾向にあるが、それでも各々の主おもな生息地帯はだいたい決まってくる。断頭カマキリは本来ならもっと暑い地方に多い〈蟲ギヴル〉で、こんな状況でなければぜひ観察したい相手だった。

「断頭カマキリは雌めすと雄おすの力関係が逆転してるカマキリなの！　雄のほうが身体からだが大きくて強いうえ、やっぱり子供が産まれたあとは雌を食べちゃうのよ！」

「亭主関白ね」

「それに凄すさまじく凶きよう暴ぼうな〈蟲ギヴル〉で、最大でも一〇メートルに達する個体はないのに、スカラベ・ケプリでさえ小型なものなら捕食するらしいわ！」

　だからこそ厄やつ介かいだ。こんな大都市のど真ん中に、あの生きつ粋すいの捕食者プレデターが出没するのは。

　フランスでは滅多にお目にかかれない〈蟲ギヴル〉なので、『彼』に対する都市防衛機能などないに等しい。過日の暴食イナゴたちのように相変異で習性が変化しているならいざ知らず、なぜこんな場所に現れた？　ただの偶然とは思えない。

「さっきのコートを着た誰だれか。あのカマキリを操あやつっているように見えたわ」

「……やっぱ原因はそれしか考えられない、か」

　マルティナの指摘に臍ほぞを噛かむ。〈蟲ギヴル〉を操る人間となれば、その正体も自おのずと知れた。

　おそらく相手は〈ブリュム・ド・シャルール〉だ。

　己おのが権利の獲得を社会に主張し、テロ行為も辞さない〈裸蟲ミルメコレオ〉たちの秘密結社。

　たった一ヵ月でまた連中と関わる羽目になろうとは。同じ相手に二度も好き放題されるイースこそいい面つらの皮かわだろう。アンリとしても色々と腹に据すえかねるものがあった。

　だが、何より慧けい太た郎ろうがまずい。奴やつらと事を構かまえるとなると、彼は冷静さを失うきらいがある。

「あいつ、また無茶やってなきゃいいけど……」

「アンリエット、あれっ」

　台詞せりふの途中で、微かすかに切迫したマルティナの声。それだけで只ただ事ごとではないと感じた。

　蒸じよう気き自じ動どう二に輪りんを運転しながら、彼女が指差した先を仰あおぎ見みれば、建物の屋根から屋根へ飛び移ってゆく人影の一群がある。常識外はずれのスピードで自分たちと同じ方角に向かっていた。

　一いつ瞬しゆん、〈ブリュム・ド・シャルール〉の増援かと思った。だが違う。確かに出いで立たちは時代錯さく誤ごなローブ姿だったし、頭ず巾きんで顔を隠している点もジョゼフらと共通していたが、その色は潔けつ癖ぺきを主張するが如ごとき白。細部に金の刺し繍しゆうがあしらわれた、どこか宗教的な衣装だった。

　加えて、その一群が懐ふところから十字架そっくりの短剣を抜き出して両手に握ったことで、アンリの背せ筋すじにはっきりと寒気が走る。あれは『スティレット』だ。『慈悲ミセリコルデ』などとも呼ばれ、ある特とく殊しゆな組織が対人暗殺や拷ごう問もんに好んで使う得え物もの。だとすれば連中は──

「バチカンの、異い端たん審しん問もん部ぶ!?」

「それだけじゃない」

　静かに否定してきたのはマルティナだった。彼女の声はかつてないほど凝こごっている。

「首から下げたロザリオが、少しおかしかった」

「？　あんた、よく見えるわ──待って、ロザリオがおかしい？　それって『角度』が!?」

　背後で首しゆ肯こうする気配。まさかと震えるアンリを余よ所そに、マルティナは端的に言葉を連つらねた。

「……たぶん〈ゲオルギウスの剣〉だわ」




　　　　○




　カマキリ型の〈蟲ギヴル〉に寄り切られて横転した路面機関車が、怖おぞ気けを震うような音と共に車体を削りながら道路を突き進む。慧けい太た郎ろうは宙に投げ出されかけた瞬しゆん間かん、辛からくも片腕を上向きになった機関車の側面に引っ掛け、そこに自分と血ち塗まみれの男を引き上げていた。

「はぁ、はぁ……くそっ！」

　男は奇跡的に生きていた。相変わらず意識はないものの、胸が浅く上下している。だが、すぐにでも医者に診みせねば危ないだろう。彼が気絶しながらも何か両手で大事そうに抱えていることに、ここで慧太郎は初めて気づいたが、それがなんなのか検あらためているゆとりはなかった。

　足下から乗客たちの悲鳴が聞こえる。無理もない。今いま頃ごろ、揉もみくちゃになっているはずの彼らのなかからも怪け我が人にんが出たかもしれない。車内にいたクロエの身も心配だった。

　ただ、それらはすべて──まず目の前のコイツをどうにかしてからだ。

「……貴様っ」

　相手に鋭く眼光を飛ばし、刀袋から無む垢く嬢じよう矩のり安やすを取り出す。そして、ただちに抜刀した。

　敵は眼前にいた。未いまだ地を這はうように飛行しながら路面機関車を押し続けているカマキリの背から、今しも灰色のコート姿の人影が車体の側面に飛び降りたのだ。

　体格は割と小こ柄がらだけれど、おそらくは男だろう。一見して武器の類たぐいは持っていないものの、ひどく俊しゆん敏びんそうな印象がある。どのみち相手が〈ブリュム・ド・シャルール〉なら、この男もまず〈裸蟲ミルメコレオ〉と踏ふんで間違いない。無手であることなど、なんの保障にもならなかった。

「今すぐ〈蟲ギヴル〉に暴走をやめさせろ！　なかに大勢の乗客が乗ってるんだぞ!?」

「……少年？　いや、少女か」

　こちらの素性を推おし測はかるように、容よう貌ぼうを秘め隠したフードの奥から呟つぶやきが洩もれた。しかし、すぐにどうでもいいことだと思ったのだろう。男が手を掲げて、こちらの背後を示す。

「私の目的は、きみの後ろで寝ている男だ。身柄を渡してくれれば、すぐにでも退ひこう」

　慧けい太た郎ろうは警けい戒かいを解かぬまま、肩越しにちらりと重症の男を一いち瞥べつし、

「……彼をどうするつもりだ？」

「救う」

　即答だった。てっきり目の前の男が、彼をアパートから突き落としたと思っていただけに、これには慧太郎も面食らう。だが、続けられた台詞せりふで戸と惑まどいは容易たやすく払ふつ拭しよくされた。

「彼を主しゆの御み許もとへ送り、その魂たましいを永久に救う」

「ッ、それは『殺す』という意味か!?」

「他に方法がない。そうしなければ救えない。彼はもう『手遅れ』だ」

　まるで意味が分からなった。そもそもこの男、どうにも言葉遣いから雰ふん囲い気きまで、ひどくあやふやな印象を受ける。確固たるものがないというか、いかにも情緒が不安定そうというか。

　いや、考えるのはあとでいい。今は何よりも人命救助が第一だ。

「──彼は渡さない。この路面機関車も今すぐ止めてもらう」

　慧太郎が蜻蛉とんぼに構かまえれば、やる気だと分かったのだろう。男が軽く腰を落とした。

「……哀あわれだ。きみはとても哀れだ」

「？」

「手段が間違っている。それでは……それではッ、彼を救えない！」

　何かに耐えかねたように騒そう然ぜんと吼ほえるや、男が人間離れした速力で前に出る。振るわれたのは右腕で、やはり手のなかに得え物ものらしきものは見当たらなかった。

　まさか手刀!?　そう疑うたぐりながらも刀で油断なく受けに回ったのは、無論、相手が〈裸蟲ミルメコレオ〉だった場合を考こう慮りよしたがゆえであり──結果、その判断は正しかった。

「!?」

　ギンッ！　と素手で打ちかかってきたとは到底思えない硬質な音。

　男が右腕を振り下ろした瞬しゆん間かん、何か鋭利なモノが無む垢く嬢じよう矩のり安やすの刀身を削った。

　慧太郎はその正体を見み極きわめられないまま、それでも間かん髪ぱつ入いれず前まえ蹴げりを打って、急迫してきた男を強引に突き放す。あえなく後退させられた男が、はっきりとフードの奥で驚きよう愕がくを露あらわにした。常人では対処し切れぬ攻こう撃げきを、難なく防御されたことも然しかり。だがそれ以上に、腹を蹴けられて視線が下がった寸すん毫ごうのあいだに、男はこちらの姿を完全に見失っていたからだ。

　慧けい太た郎ろうは男の頭上にいた。前蹴りを放った直後、助走もなく大だい跳ちよう躍やくを敢行していたのだ。

　真っ当な思考力がある人間なら、揃そろって「愚ぐ挙きよだ」と叫さけぶに違いない行いだった。蒸じよう気き自じ動どう車しや並みの速度で走る路面機関車の上で、ひとときとはいえ足場を蹴るなど自殺行為に等しい。

「……くっ」

　タイミングを少しでも誤れば、たちどころに石いし畳だたみへ落下する死の一いつ瞬しゆん。慧太郎は高く宙返りを打つため、回転の支点となる胸の辺りに運んでおいた重心を、今度は空中で姿勢制御しつつ着地する足側へと迅じん速そくに移動させた。傍はたから見ればさぞや馬ば鹿かげた光景に映ったろう。何しろ途中まで放物線を描いていた物体が、いきなり直角に急降下を始めたようなものだからだ。

　慧太郎の狙ねらいは端はなからコートの男ではなかった。ゆえに、彼の頭上を一足飛びにして、今も路面機関車を押し続けているカマキリ型の〈蟲ギヴル〉を見み据すえると、

「疾ちッ！」

　大気を震わさんばかりの気迫を迸ほとばしらせて、落下しざまに大上段からの一撃。鎌かま状じようの左前足を寸断され、体液を撒まき散ちらしながら、カマキリが壮絶な鳴き声をあげる。

　慧太郎が機関車の端に危ういところで着地した直後、眼前にあった圧力がふっと消えた。突然の痛撃にさすがに驚おどろいたか、カマキリ型の〈蟲ギヴル〉が翅はねを震わせて空中に退避したのだ。

　路面機関車はなおも暫しばらく慣性で進んでいたが、ほどなく広い交差点に至ったところで止まる。片方の鎌を失ったカマキリは、低い高度でゆらゆらと滞空を続けたのち、どうするべきか決めあぐねたように車道へと下り立った。背後から声がしたのは、そのときだ。

「私の攻撃を避け、ルドルフに傷を負わせる、だと……？」

　ルドルフ、というのは、あの〈蟲ギヴル〉の名前なのか。慧太郎は愛刀を構かまえ直なおして反転し、コートの男と再び対たい峙じした。位置関係的に、アパートから落ちた重症の彼は、今、こちらよりも敵のほうが近い。けれど、この間合いで自分に背を向けて標的を狙うような真ま似ねが、どれほど愚おろかな行為か、男には既すでに理解できているはずだった。怪しむように重ねて問うてくる。

「きみは、人間ではないのか？」

「僕は人間だ。それはお前も同じだろう」

　男が押し黙る。彼が〈裸蟲ミルメコレオ〉であることは、先の一合で確信に変わっていた。

「僕も一つ尋たずねたい。お前はやはり〈ブリュム・ド・シャルール〉なのか？」

　それはただの確認のはずだった。だが、なぜか男は虚きよを衝つかれたように暫らく立たち竦すくみ、

「──馬鹿なッ！　私があんなテロ組織の仲間だと!?　救いを齎もたらすこの私が!?」

「なっ……？　ち、違うのか？」

「当然だ！　随分な侮ぶ辱じよくをしてくれる！」

　口泡を飛ばして叫さけぶ男の語調には、うっすらと憎悪が滲にじんでいた。とても虚言を弄ろうしているようには見えない。男の正体がいまいち読めず、そのうえ相手が〈裸蟲ミルメコレオ〉とあっては下へ手たに加減もできないため、慧けい太た郎ろうは停車した路面機関車の上で、どう出たものか判断に迷う。

　が、そのときだった。事態の不ふ穏おんさに通行人や車が我われ先さきと逃げ出したことで、人ひと気けが失うせてぽっかりと空白地帯になっていた交差点に、自みずから進んで飛び込んで来る一団があったのだ。

　目線だけでそれを確認すれば、そこかしこの物陰や建物の上階から、容姿を隠いん匿とくした白しろ装しよう束ぞくの集団が十数人も現れる。その両手にはスティレットと呼ばれる短剣が握られていた。

　いかにも物々しい雰ふん囲い気きだ。少なくとも友好的な手合いには見えない。慧太郎が何事かと過不足なく注意を払っていると、ほどなく白装束のなかから一人の男が前に進み出た。

　格かつ好こうは他の者と概おおむね同じだったが、なぜかその男だけは武装が異なっている。スティレットをそのまま大きくしたような長剣を一本、無造作に右手に提さげていた。

「──やあ、探しましたよ。ベノワさん」

　長剣の男が朗ほがらかに語りかけたのは、慧太郎の眼前に佇たたずむ〈裸蟲ミルメコレオ〉の男だった。ベノワという名前らしい彼が、さも忌いま々いましげに白装束たちを睥へい睨げいする。

「……神の威を借る俗物どもめ。どうやって嗅かぎつけた？」

「それはほら、俺おれたち十お八は番この人海戦術ですよ。あちこち網あみを張りましたとも、ええ」

「ふん、ご苦労なことだ。自らの汚点たる私を、そうまでして消けし潰つぶしたいか、バチカンは」

「ッ、バチカン!?」

　ベノワの口から到底聞き流せない単語が飛び出し、慧太郎は思わず素すっ頓とん狂きような声をあげていた。そこで初めて長剣の男が、頭ず巾きんの奥からこちらに視線を寄越す。

「あぁ、貴女あなたはさっきの。いやいや拝見させてもらいましたよ、ベノワさんとの大立ち回り。その若さで女だてらに大した腕だ。──あ、そろそろ顔見せましょうか？」

　女性を前に失礼だとでも思ったのか、男が被かぶっていた頭巾にやおら手をかけた。焦あせった様子でそれを止めようとする他の白装束たちを制して、あっさりと己おのが素顔を曝ばく露ろしてしまう。

　声から想像していたよりも、男はずっと若かった。まだ二十代前半かそこらだろう。金色の蓬ほう髪はつに、鋭い三さん白ぱく眼がん。右みぎ頬ほおから鼻にかけて横一線に深い傷きず痕あとがある。口元は常に皮肉げに笑んでおり、ぞんざいな敬語も相あい俟まって、とても聖職者には見えなかった。

「俺はヴァレリオ・ベルスコーニ。まだまだ青二才ですけど、一応、この隊の指揮を任されてます。そっちのベノワさんとは、初対面なんですけど因いん縁ねんはあるような？」

「……ふざけた物言いを。お前たちはいったい何者だ？　異い端たん審しん問もん官かんか何かか？」

　ヴァレリオと名乗った彼を含む白装束たちは、どうやらベノワに用があるらしい。それは先の会話からも、なんとなく察せられた。しかし白昼堂々と抜剣するあたり、バチカンの人間とはいえ明らかにただの修道士などではない。荒あら事ごとに慣れ切っている者特有の気配がする。

「俺たちが何者か？　ふふん、哲学的な問いですね。さて、答えようかどうしようか──」

「ケイ！　彼らはおそらく〈ゲオルギウスの剣〉です！」

　ヴァレリオが再びこちらを煙けむに巻こうとしたとき、慧けい太た郎ろうが足場としていた路面機関車の側面のドアがいきなり開いて、なかから長方形のケースを背負ったクロエが現れた。位置はベノワの三メートルほど背後、未いまだ倒れ伏して動かない血ち塗まみれの男のすぐ手前だ。

　彼女はドレス姿で器用に車体の上に登ると、至近にいるベノワを警けい戒かいしながら続ける。

「遅くなってすみません、ケイ。乗客に押おし潰つぶされてしまい、抜け出すのに手間が掛かってしまいました。簡かん単たんに見て回りましたが、たぶん大おお怪け我がを負った者はいないかと」

「……そうか。不幸中の幸さいわいだな」

　胸を撫なで下おろす。乗客から犠ぎ牲せい者しやが出なかったことはもちろんだが、何よりクロエが思ったよりピンピンしていることに心から安あん堵どした。肉体的にも精神的にも彼女は存外タフらしい。

「ならクロエ、きみは早く車内に戻って──」

「おめおめ隠れていろと？　ご冗談を。この状況で騎き士しのわたしが民たみ草ぐさの盾たてにならずなんとします。それに、率先して矢や面おもてに立っている今の貴女あなたが言う台詞せりふでもありませんよ、ケイ」

　案の定の回答だった。強い決意を秘めた二つの碧へき眼がんに押され、慧太郎は気が進まないながらも「……分かった。でも、無茶だけはしないでくれ」と顎あごを引く。

「それで、奴やつらが〈ゲオルギウスの剣〉っていうのは？」

「間違いありません。彼らが身につけているあの奇妙なロザリオが証拠です」

　クロエにそう告げられ、慧太郎も遅おそ蒔まきながら気づいた。白しろ装しよう束ぞくの男たちが一様に首から下げた銀の煌きらめきは、なるほど言われてみると確かに少しおかしい。

「曲がってる……？」

　形状が、ではない。角度が、だ。

　どうも外がい套とうの留め具としての役割も担っているらしい白装束たちのロザリオは、なぜか十字架の角度が正位置から四五度ほど右に傾いているのだ。まるで歪いびつなバツ印のように。

「──『支え十字』。聖人が、己おのれを磔はりつけにする十字架を処刑の丘まで運ぶ過程が、象徴化されたものだと聞きます。確かその意味は、『あらゆる穢けがれを一手に引き受けること』だとか」

「それが、〈ゲオルギウスの剣〉の徽き章しよう？」

「いえ、正確には一部だけです。彼らはバチカンにおける暗部のなかの暗部と言える存在だ」

　慧太郎が〈ゲオルギウスの剣〉について知っているのは、せいぜい近年になって教きよう皇こう庁ちように設立された、対〈蟲ギヴル〉専門の武装組織であることぐらいだ。そのなかに汚れ仕事を任されている連中がいる、というような今のクロエの話は完全に寝耳に水だった。

「へえ？　そっちのお嬢じようさんは、なんか俺おれたちのこと詳くわしいですね」

　ヴァレリオが感心したふうに言えば、クロエがキッと眼下に強い視線を飛ばす。

「ムッシュ・ヴァレリオ、説明をお願いしたい！　これはどういうことです!?　いくらバチカンとはいえ、他国の領内で戦せん闘とう行為に及ぼうとするなど……政府の認可は!?」

「もちろん、取ってありますよ？　ま、あくまでナイショナイショの約束ですがね」

　肩を窄すぼめてクロエの怒気をいなし、次いでヴァレリオは僅わずかに凄すご味みを帯びた口調で言った。

「……そう。俺おれたちは非公式ではあるにせよ、きちんとフランス王国のお偉いさん方のお墨すみつきをもらってる。場合によっちゃ邪じや魔ま者ものの口を封じたって構かまわない、ってね」

「なっ!?」

「だからまぁ、可愛かわいらしいお嬢じようさん方がた？　あんまり出しゃばらないで、とにかく俺たちに目的を果たさせてもらえませんかね？　そうすりゃこっちも、さっさと家に帰って寝れますんで」

　あまりの放言にクロエが色めき立つ。慧けい太た郎ろうは相手の言葉の真偽を測っていた。

　これだけ大っぴらに動き、そのうえ顔まで晒さらしてみせたのだ。フランス政府と密約を交わしているという話、あながち法ほ螺らとも言い切れないものがある。

「……お前たちの目的は彼なのか？」

　先刻から黙っているベノワを一いち瞥べつして訊きけば、ヴァレリオは至し極ごく当然とばかりに頷うなずいて、

「あと、そっちでオヤスミしてる血だらけの人もです。ついでに彼が持ってる『本』も」

　またあの男か、と慧太郎は顔をしかめた。ベノワもバチカンもなぜ一個人にそこまで執着するのか。それに本？　ひょっとして、男が大切そうに抱えていたあれのことか？　さきほどはしっかりと確認しなかったが、彼が持っているとなるとベノワもその本を狙ねらっている？

「彼らをどうするつもりだ？　殺すのか？」

「や、できれば生け捕りにしたいんですけどね。まぁ、やむを得ない場合は──」

　そこでベノワが不審な挙動を見せた。こちらがヴァレリオとの会話に気を取られているのを隙すきと判じたのだろう。背後のクロエを片づけて一息に目的を果たさんと、振り返りざまに駆かけ出だそうとする。だが、慧太郎はそれを見越していた。不自然な状態で止まった路面機関車の上にお互い立っているため、僅かな力みも微細な震動となって足裏から伝わってくるのだ。

　慧太郎はベノワの呼吸を先取りするかたちで前に出た。そして、今まさに初動に入ろうとしていた彼の首くび筋すじへ横よこ薙なぎを叩たたき込こむ。それを咄とつ嗟さに屈かがんで避けたベノワは、この足場の悪さでは自身の身体能力を活いかし切きれないと踏ふんだか、次いで低く唸うなるや路上目掛けて跳ちよう躍やくした。

「チィッ……！　来い、ルドルフ！」

　そのまま車道に落ちて、ヴァレリオたちに包囲されるのを嫌がり、ベノワが宙を飛びながら自身の相棒を呼び寄せる。速すみやかに石いし畳だたみを離陸したカマキリ型の〈蟲ギヴル〉が、白しろ装しよう束ぞくたちを蹴け散ちらしながら主人の元に飛ひ翔しようし、見事その身体からだを空中でキャッチしてのけた。そのままカマキリはベノワを乗せて、またしても辺りをホバリングし始める。慧太郎は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……なんだ？　魔ま術じゆつで〈蟲ギヴル〉を操あやつってるわけじゃないのか？」

　ベノワに今、それらしい挙きよ措そがまったく見られなかった。アンリの話によれば薬品などを用いて〈蟲ギヴル〉に言うことを聞かせるのには限界があり、〈ブリュム・ド・シャルール〉のように極きわめて高度な魔術でも使わない限り、自在に使し役えきするのは不可能らしいのだけれど。

　いや、やはりここで心を砕くだいても詮せんないことか。それよりも今は──

「クロエ、ちょっとどいてくれ！」

「は、はい？」

　目を白黒させる彼女の傍かたわらを抜け、仰ぎよう臥がした男の元に向かう。彼が自身の腹を押さえるように組んでいた腕をどかせば、確かにそこに一冊の本が抱え込まれていた。

　なんの本かは不明だ。血と脂あぶらで汚れ切った黒い革表紙には、題名や著者名が記されていなかった。とまれ、慧けい太た郎ろうはその本を見えやすく掲げて、一同に向けて大だい音おん声じようを浴びせる。

「お前たちが欲しがっているのはこれだな!?」

「「……!?」」

　ベノワとヴァレリオが露ろ骨こつに表情を変えた。やはりどちらにとっても、この本はかなり重要な品らしい。ならば交渉材料になるかと、慧太郎は一いち縷るの望みをかけて更さらに続ける。

「この本はお前たちに渡す！　だから彼は見み逃のがせ！　このままじゃ本当に命が危あやうい！」

「……いやいや、それできたら苦労はないんですけどね？」

　ヴァレリオが軽けい薄はくな口調で応じた。しかしその両の瞳ひとみには、なぜか複雑な色が宿っている。

「あいにく無理なんですよ。俺おれたちにとっては、やっぱりその人も重要なんです。半死半生でも本を手離さず持ってたってことは……ま、たぶんもう読んじゃってるでしょうしね」

「ッ、だったらせめて場所を変えろ！　ここでお前たちがやり合えば乗客に累るいが及ぶ！」

　言っていて自分でも無茶な要求だと思った。無論、慧太郎に男を見捨てる気はない。が、例たとえ自分が反抗の意志を見せずとも、ベノワとヴァレリオたちは彼の身み柄がらと本を巡めぐってこの場で争奪戦を繰くり広ひろげるだろう。本はともかく、瀕ひん死しの男をこれ以上動かすわけにもいかない。

　いったいどうするべきか、と慧太郎が状況を打開する術すべを探っていたとき。

「…………んだ……」

　ふと、ベノワが酸欠で喘あえぐように言った。ひどく追おい詰つめられた声だったと思う。

「時間が……ないんだ……ッ！」

　慧太郎は総毛立った。彼の雰ふん囲い気きが先刻までと比べ、何か決定的に異なっていたからだ。他の者たちも危険な兆ちよう候こうを感じ取ったのだろう。皆がベノワのほうを注視する。

「本を残らず処分しなければ……貶おとしめられる人の尊そん厳げんをっ、堕だ落らくを止めてやらねば！　私にも彼らにも、もう時間がない！　救いをっ、救われぬ彼らに最後の救いを！」

「ッ、おい待て！」

「だから──……私の邪じや魔まをするなァァァァ！」

　前触れもなくベノワが爆ばく発はつした。頭のネジがまとめて吹き飛んだとしか思えない絶ぜつ叫きよう。不用意に均きん衡こうを崩くずされたくなくて制止の声をあげたが、それもまったくの無む駄だだった。

　激げつ昂こうするベノワの気き炎えんを受け、カマキリ型の〈蟲ギヴル〉が、こちらに向けて突進を開始する。

　この場で迎げい撃げきしては付近にいるクロエと瀕死の男を巻き込みかねない。そう踏ふんだ慧太郎は持っていた本を懐ふところにしまい、路面機関車の上から迷わず虚こ空くうに身を投じていた。そして、無む垢く嬢じよう矩のり安やすを諸もろ手てで握ると、猛もうスピードで迫せまる巨きよ躯く目掛けて白刃を一いつ閃せんさせる。

　が、しかし──ギンッ！　と、またしても錚そう々そうたる謎なぞの金属音。

　カマキリ型の〈蟲ギヴル〉が振るった右前足は辛からくもかいくぐったが、懐ふところに入って打ち込んだ渾こん身しんの一ひと太た刀ちは、その背中から差し伸べられたベノワの右腕にしかと受け止められていた。

　いや、正しくは彼の右腕から伸びた、何か白い剣のようなものに。

「なんだ!?」

　驚きよう愕がくしたのも束つかの間ま、今度はカマキリ型の〈蟲ギヴル〉が、既すでに断たれている左前足を払うように叩たたきつけてきた。寸でのところでそれもなんとか躱かわすが、場所が中空ということもあり、無理が祟たたって体勢が大きく泳ぐ。そこへ、続いてベノワの左腕が突き込まれた。

　今度は見えた。刹せつ那なの剣けん戟げきのなかで、はっきりとその正体が。

　コートの袖そでから伸びたベノワの腕に、突とつ如じよ、一本の裂け目スリツトが走り、その内側から複雑に絡からみ合あった骨格らしきものが飛び出して、即座に展開・伸長。まるで折おり畳たたみ式のナイフのように、刃渡り一メートル半にも達しようかという、長大な得え物ものを形成したのだ。

　それは、鎌かまだった。

　極端に弧こを描いた形状でありながら、従来の片刃の刀剣類とは違い、反そりの逆側に刃を備えた特異な得物。何かを『刈る』ことだけに特化した器械。

　腕からそんなものを生はやした灰色のコート姿の男と、死を司つかさどるとされている偶像上のある存在を結びつけるのは、実に容易なことだった。三日前のアンリの台詞せりふが俄にわかに脳のう裏りで蘇よみがえる。

　──数少ない目もく撃げき者しやの証言によると、その犯人って馬ば鹿か長い『鎌』を持ってるらしいのよね。

　次の瞬しゆん間かん、慧けい太た郎ろうは叫さけんでいた。関われるはずがないと思っていた噂うわさの主に向けて。

「お前っ……死神ラ・モール!?」

「自みずからそう名乗った覚おぼえはない！」

　直後、ベノワの左腕から伸びた大鎌が、颶ぐ風ふうを巻いてこちらに迫った。交こう錯さくのさなか、フードの奥から彼の素顔が、僅わずかに垣かい間ま見える。鎌状に変形した腕骨を見た時点でおおよその見当はついていたが、やはりベノワの面おも差ざしはカマキリの特徴が色濃く現れていた。

「くっ……！」

　頭を貫かんとした切っ先を紙かみ一ひと重えで避けるが、完全にとはいかず肩口を抉えぐられて大量の鮮血が散る。慧太郎は今度こそ致命的にバランスを崩くずし、そのままなす術すべもなく路上へ墜つい落らくした。

　途中、懐から例の本が宙に放り出されたが、その行方ゆくえを目で追っている余裕もなかった。




　　　　○




「ケイ!?」

　クロエは悲鳴をあげていた。空中で〈蟲ギヴル〉とそれを操あやつる男に一撃を見み舞まったケイが、しかし逆に打ち負かされて車道に落ちたからだ。それでも落下の途中で身体からだを捻ひねり、なんとか上下を入れ替えて頭から石いし畳だたみに叩たたきつけられるのを回避した彼女はさすがだった。だが、受け身も満足に取れず殆ほとんど四よつん這ばいになって着地したためか、すぐにその場に膝ひざをついてしまう。

　その瞬しゆん間かんを狙ねらって動き出したのは、〈ゲオルギウスの剣〉だった。

　白しろ装しよう束ぞくの部隊が二つに分かれ、一方は〈蟲ギヴル〉と共に低い高度で滞空を続けているベノワの元へ。もう一方のヴァレリオ率いる一団は、たった今、ケイの懐ふところから転まろび出でて路上に落ちた、あの本の回収に向かっていた。ケイがそれに気づいて、慌あわてて立ち上がろうとするが、どうやら落下の衝しよう撃げきで足をどこか痛めたらしい。激げき痛つうに顔を歪ゆがめて走ることさえままならない。

「──っ！」

　クロエは迷わなかった。位置的にあちらの本なら自分でも間に合う。今ならヴァレリオたちのほうを自分が止められれば、すぐ隣となりで気絶している血ち塗まみれの彼が狙われることもない。

　クロエは路面機関車から軽かろやかに飛び降り、数メートル先で再び蹲うずくまっていたケイを追い越した。そして、本に殺到しようとしていたヴァレリオたちの前に颯さつ爽そうと立ちはだかる。

「ッ、クロエ!?」

　背後で彼女の声。こちらの意図を悟さとったらしいヴァレリオがさも嫌そうな顔をして、けれどもはや言葉もなく長剣を構かまえて突っ込んで来る。クロエは背負っていたケースを下ろした。

「駄だ目めだ、よせ！　クロエ、きみじゃその数はっ」

「──ケイ、一つだけ謝しや罪ざいしておかねばならないことがあります」

　ケイの声がぴたりと止やんだ。こちらの言葉の意味を測りかねたのだろう。クロエはケースの蓋ふたを開けながら、振り向かず更さらに続けた。ヴァレリオたちは、もうすぐそこまで迫せまっている。

「三日前の朝、貴女あなたと手合わせをしたとき、実はわたしも本気ではなかったのです」

「なっ……？」

「あぁいえ、わたしが剣の腕で貴女より遥はるかに劣っているのは間違いありません。わたしの場合、実力を隠していたとかではなく、『状況的に実力が出せなかった』だけですから」

　ケースのなかに収められていた、研とぎ直なおしが済んだばかりの愛剣を掴つかむ。

　ただし、その数は左右に一本ずつの──計二本。

「道具に不備があったのですよ。練習の際も基本的に実剣を用いる性た質ちなもので、『右』はともかく少々特とく殊しゆな『左』は、あの朝、刃引きされたものを見み繕つくろうことができませんでした」

「二刀、流……？　じゃあ、それがきみの？」

「ええ。クロエ・エマニュエル・ド・ラ・ロシュジャクランの、本来のスタイルです」

　クロエは喋しやべりながら構える。右手で美び麗れいな外観を誇るレイピア、ロシュジャクラン家が宝剣『タンペット・ド・ネージュ』を。そして、左手で小振りながらも肉厚な剣身と特とく殊しゆな形状の鍔つばを有す『ガルディアンヌ』を。それぞれ定められた角度と位置へ。

[image: ]

「ケイ、今から貴女に──わたしの本領をお見せする！」

「何をゴチャゴチャと！　そらっ、怪け我がしても知りませんよ！」

　言ったのはヴァレリオだった。彼は駆かけ込こみざまに袈け裟さ懸がけの一いつ閃せんを、こちらに叩たたきつけてくる。しかし刃は立てず、わざわざ剣身を寝かせて腹の部分で、だ。

　クロエはつい苦笑を洩もらしていた。どうやら彼は、思いのほか甘い男らしい。

　ゆえに、自分を舐なめてかかるその愚おろかさを、まずは身を以もって実感してもらわねばなるまい。

　先んじて掲げたのは左のガルディアンヌだった。ただし向けたのは切っ先ではなく、剣けん柄ぺいを覆おおうように拵こしらえられた鍔つば。丸みを帯びたその部分で愚ぐ直ちよくな打ちかかりをまず逸そらし、続いて剣身に配された鋸のこ刃ばで相手の長剣を絡からめ取とって速すみやかに押さえ込む。そして同時に、右のタンペット・ド・ネージュを存分に迸はしらせた。

「ッ!?」

　眉み間けん、頚けい動どう脈みやく、胸部、両肩。カウンターで迅じん雷らいの如ごとき五段突きを見み舞まわれ、それを得え物もので防ぐこともできないヴァレリオが血相を変えて跳とび退すさる。続けて別の白しろ装しよう束ぞくが二人、彼と交替で入り身してくるが、クロエは構かまわずなおも前に出た。

「ヒュッ──」

　鋭く呼気を吐き、左右から振るわれたスティレットの四連れん撃げきに、身を大きく捩よじって半なかば回転するように己おのが爪そう牙がを合わせる。さながら気分はバレリーナ。スカートの裾すそがふわりと大きく翻ひるがえり、疾はやかりしタンペット・ド・ネージュが一方の敵の手元に滑すべり込こんでその腱けんを裂けば、堅かたかりしガルディアンヌがもう一方の敵の得え物ものを二本まとめて砕くだいて顔面に柄つか尻じりをめり込ます。

　直後にあがる絶ぜつ叫きよう。どっと地に倒れ伏す体たい躯く。だが、クロエはそれらを一切顧かえりみない。

　血風を巻き上げながら瞬しゆん時じに二人を無力化すれば、さすがにヴァレリオたちも前進を躊ちゆう躇ちよしたようだった。クロエはそんな彼らに、敢あえて不敵に笑んでみせる。

「どうされました、誉ほまれなき騎き士しの方々。バチカンのあらゆる不都合を闇やみへと葬り去る、教きよう皇こう庁ちようの虎とらの子こ〈ゲオルギウスの剣〉が、まさかこの程度で怖おじ気けづいたわけではありますまい？」

「……言ってくれますね、どうにも。レイピアとマンゴーシュの併用ですか」

　ほう、とクロエは感嘆の声を洩もらした。左手に握ったガルディアンヌを示しながら、

「異国人の貴方あなたが、これをご存じで？」

「まあ人並み程度には。何せフランス剣術の王道ど真ん中でしょう、それ？　元々は剣の名前じゃなくて流儀の名前だって聞きますがね。だから『左腕マンゴーシユ』なんて呼ばれてる」

「そのとおり。左の盾剣があり、初めて右の細剣が活いきる。一方だけでは片手落ちだ」

　ケイと手合わせしたときは、得意のカウンターを仕掛けたくとも、相手の得物を捌さばくマンゴーシュがないため泣きを見た。同じことをするには、レイピアだと少々造りが脆もろすぎるのだ。

「けどね、お嬢じようさん。そんな古臭い技だけじゃ、今の世のなか渡っていけませんよ？」

　ヴァレリオが嘯うそぶき、次いで長剣を握った腕を掲げる。その腕に装着していた手てつ甲こうに、ふと幾いくつもの光る文字列が浮かんだのを認め、クロエは何事かと目を瞬またたかせた。

　光る文字列はやがて剣にも浮かび始め、遂ついには眩まばゆいほどの輝きとなって束たばなると、ヴァレリオの前面に円形の幾き何か学がく模様を描き出す。背後からケイの切迫した声が聞こえた。

「魔ま法ほう円えん!?　クロエ、避よけろ！」

　その忠告に従って横っ飛びした瞬間、ヴァレリオから青あお紫むらさき色いろの閃せん光こうが放射され、直前まで自分がいた場所を一直線に切り裂いた。熱もなければ煙も立たない。ただ、鋭利な斬ざん痕こんだけが路上に残される。クロエは攻こう撃げきの正体と、そして相手が何者であるかを、すぐさま理解した。

「これは、魔ま術じゆつ……？　そうかっ、貴方あなたは魔ま道どう騎き士し──聖騎士パラデインか！」

「いやいや、俺おれが聖せい騎き士しなのは確かですが、使ってるのは神かみの御み業わざですよ？　ええ、嘘うそまる出しに聞こえるでしょうけど、上からは『とりあえずそう言い張っとけ』って言われてるんで」

　ヴァレリオが性しよう懲こりもなく放言を吐くが、クロエはそれを半分も聞いていなかった。

　聖騎士といえば、現在ではもっぱら教皇庁が擁ようす魔ま術じゆつ師しのことを指す。自分たちが異端扱いしている力を一方では神の御業と呼び、昔からたびたび教義のために利用してきたバチカンは、〈蟲ギヴル〉の発生以降、より露ろ骨こつに外げ法ほうの力を頼るようになった。聖騎士という言葉が本来の意味で用いられることは、もう最近ではまったくと言っていいほどない。

「……貴方たち聖騎士が出張っているとなると、これはいよいよ只ただ事ごとではなさそうだ。今一度問いますが、本当にバチカンはフランス政府の認可を？」

「それについちゃ神に誓って。……というか、この際だから俺も一つ尋たずねちゃいますけどね。貴女あなたさっき何気にロシュジャクランとか名乗ってませんでした？」

　再び剣を構かまえ、いつでも魔ま術じゆつを放てる準備をしながら、ヴァレリオは更さらに訊きいてきた。

「ロシュジャクランって、あのロシュジャクラン？　ヴァンデの反乱で賊ぞく軍ぐんに荷か担たんしておきながら、とびきり『曰いわくつきの功績』を上げて政府からお目こぼしをもらった、あの？」

　クロエは僅わずかに双そう眸ぼうを眇すがめた。聞きたくもない話を聞かされたからだ。

「……何が言いたいのです」

「いや、なんか偶然にしちゃ出来過ぎ且かつ厄やつ介かいなカードだから。貴女、実は巻き込まれたフリして、政治的な企くわだてのあれこれのために、この場にいるとかってありません？」

「そんなわけがないでしょう!?　せっかくのデート中に、誰だれが好すき好このんでこんな！」

「あぁ、やっばり考え過ぎか……って、デート!?　女の子同士で!?」

　何か新あらたな世界でも覗のぞいたかのように愕がく然ぜんとなるヴァレリオ。明らかに気勢が削そがれたその一いつ瞬しゆん、クロエは一挙に畳たたみかけようと前に踏ふみ出だしかけた。

　だが、それよりも早く──突とつ如じよ、ズドンッと盛大な爆ばく音おんが辺りを震わせた。

　今度はなんだと音の発生源を探せば、どうやら空中で何かの爆発物が弾はじけたらしい。視線の先に小さな黒煙が蟠わだかまっていた。そして、その下には一台の蒸じよう気き自じ動どう二に輪りんが停車している。

　そのシートに跨またがった二人の少女は、共にクロエにとって既き知ちの相手だった。

「アンリエット!?　それに、マルティナ・ロセリーニ!?」




　　　　○




　慧けい太た郎ろうは立ち上がった。クロエの思わぬ善戦で時間が稼げ、さきほど着地で痛めた両りよう膝ひざと足首、それにベノワに負わされた肩の傷が完治したからだ。これも左目の力の賜たま物ものだった。

　クロエの剣の技量については、もう己おのれの見る目のなさを恥じるしかない。あのマンゴーシュなる得え物ものを扱う彼女は、確かに慧太郎でも手を焼きそうだ。が、今はそれ以上に由ゆ々ゆしき事こと柄がらがあった。手投げ式の榴りゆう弾だん一発で場の注目をかっ攫さらった少女に、慧太郎は慌あわてて呼びかける。

「ア、アンリ!?　なんできみがここに!?　そのうえマルティナまで！」

「話はあと！　それよりもあんたら、いつまでやり合ってんの!?」

　あまり見ないドレス姿で、彼女が自動二輪から降りる。続いて彼女に倣ならってマルティナも路上に降り立った。こちらはなんだか格かつ好こうが、ところどころ妙にあざとい。

「じきに警けい察さつが来るわよ！　他国でこんだけ好き放題やった以上、そっちの白い連中は政府からご免状でも貰もらってるのかもしれないけどね！　それは末端の警官にまで通じるものなの!?」

　ぱっと見ただけで事態を粗あら方かた掴つかんだのか、アンリがよく通る声で鋭い指摘をする。〈ゲオルギウスの剣〉の面々が僅わずかに怯ひるんだのが分かった。

「違うんなら、この場は退ひきなさい！　馬ば鹿か騒さわぎはもうお開きよ！」

「……やれやれ。勇敢なお嬢じようさんによくよく縁がある日ですね」

　応じたのは、やはりヴァレリオだった。彼は油断なくクロエと牽けん制せいを交わしながら、

「けど、その要求は聞けません。こっちにも事情があるもんで。それに俺おれたちはまだしも、あそこにいるベノワさんなんかは、そもそも周まわりの目なんてどこ吹く風みたいですよ？」

　ヴァレリオが顎あごをしゃくれば、その先ではカマキリ型の〈蟲ギヴル〉に跨またがったベノワが、依然、騎き士したちと激はげしく争っていた。もはやいっときとして手を休めるつもりはないらしい。

「アンリッ！　ここにいる連中の目的は、そこに落ちてる本と、路面機関車の上で気絶している重症の彼だ！　どっちも手に入らない限り、たぶん奴やつらは退ひかない！」

　慧けい太た郎ろうがそう説明すれば、アンリが「……はあ？」と首を傾かしげた。その傍かたわらではマルティナが、車道に落ちていた本を目に留め、なぜかサッと表情を強こわ張ばらせる。両者共に奇妙な反応だったが、今はマルティナのほうはいいだろう。問題だったのは続くアンリの台詞せりふだ。

「うん、黒い本なら確かにあるけど……でも、重症の彼って？」

「だから！　あそこで横倒しになってる路面機か──な!?」

　言って指差し振り向いたところで、慧太郎は全身から血の気が引く音を聞いた。それはクロエ、ベノワ、ヴァレリオら〈ゲオルギウスの剣〉も同じだったろう。

　いなかったのだ。

　つい先刻まで血ち溜だまりに沈んでいた男が、いつの間にか路面機関車の上から消えていた。

「そ……そんなっ、馬ば鹿かな!?」

　このときの慧太郎の叫さけびは、やはりその場にいたほぼ全員の代弁だったはずだ。

　肝かん心じんの男が姿を消していることにも気づかないなんて間抜けもいいところ──というのは余人の感想に過ぎない。彼は確かに死の瀬せ戸と際ぎわにいた。自力で立ち上がって逃げるなど、絶対に無理だと誰だれの目にも明らかだった。だからこそ、その存在を皆が意識の外に置いていたのだ。

　なのに、いない。本当にどこにも。せいぜい点々と血の痕あとが残されているくらいだ。

「そんな……」

「ッ、だったらせめて本を回収してください！」

　クロエの呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきに、怒声を被かぶせたのはヴァレリオだった。指揮官の下げ知ちを受け、こちらも放心していたバチカンの騎士たちが、しかし一いつ気き呵か成せいにクロエを排除して、落ちている本を入手しようとする。慧太郎は戸と惑まどいながら、それでも急ぎ彼女の加勢に向かった。

「チッ、私の邪じや魔まをするなというのに！」

　ベノワも既すでに目標を本のみに絞しぼったらしい。が、やはり立たち塞ふさがる騎士たちを、すぐには突破できないようだった。ならばっ、と慧太郎はクロエのほうに走りながら、

「アンリ！　きみが本を回収してくれ！　それを奴やつらに渡すな！」

「は、はぁ!?　このお馬鹿っ！　そんな何に使うのかも分からないような本、いいから連中にくれてやんなさい！　今は逃げることだけを考えて──」

「駄だ目めだ！　そこの〈蟲ギヴル〉に乗った男は噂うわさの死しに神がみなんだ！　連れん続ぞく殺さつ人じん鬼きが狙ねらってるような本なら、僕らが考えている以上に危険なものかもしれない！　できれば渡さないでくれ！」

　ぎょっとアンリがベノワのほうを見る。さすがに慮りよ外がいに過ぎる事実だったのだろう。

　だが、彼女がそうやって思考を漂ひよう白はくさせている僅わずかなあいだに、この場でもっとも自発的に動きそうになかった人物が、驚おどろくべき決断力を見せて本へ駆かけ出だしていた。

「──いいわ。あの本はわたしが取ってくる」

「ッ！　ちょっ、マルティナ!?」

　一拍遅れて我われに返ったアンリが、悲鳴じみた声をあげて彼女のあとを追う。マルティナが突発的な行動に出た理由は不明だが、荒あら事ごとをこなせるような人間でないのはまず確実だ。そんな彼女が戦場の真まっ只ただ中なかを突っ切ろうというのだから、アンリでなくとも大いに肝きもが冷えた。

「馬ば鹿かっ、マルティナ！　なんであんたが──ってこらぁ、そこ動くな！」

　ベノワの足止めをしていた騎き士しの一人が、マルティナを敵と判断してそちらに向かおうとしたため、アンリが手にした短たん銃じゆうの引き金を引いた。込められていたのは通常の弾だん丸がんだったらしく、敵が肩から血を噴ふいて倒れる。だが、その間かんにマルティナとの距離は更さらに開いていた。

「……えぇい、しゃーない！」

　混乱に混乱を重ねる不透明な状況に、このままでは本当に危険と判断したのだろう。アンリがスカートのなかに手を入れて、またぞろ手投げ式の榴りゆう弾だんを取り出す。ただし数は三本。慧けい太た郎ろうは経験から知っていた。あれは『目め眩くらまし用の煙が出るやつ』だ。

「いい、あんたたち!?　視界が閉ざされたら、みんなバラけて逃げなさい！　分かった!?」

　それだけ宣告するや、アンリが榴弾の紐ひもを引き、三本すべてを交差点へ投げ入れる。直後、凄すさまじい密度の煙が爆ばく発はつ的てきに広がり、たちまち周囲が豪ごう雪せつ地ち帯たいもかくやの様相に変わった。

　完全に白く塗ぬり潰つぶされた視界のなか、それでも慧太郎は方向感覚を頼りにクロエを目指した。彼女の剣けん腕わんがいくら優すぐれていようと、聖せい騎き士しヴァレリオを始め〈ゲオルギウスの剣〉数人を一度に相手取っては、さすがに数的不利は否いなめない。窮きゆう地ちに立たされていると思ったのだ。

「クロエ！　どこだ、クロエ!?」

　だが、ようやく辿たどり着ついたそこにクロエはいなかった。ヴァレリオたちもだ。

　既すでに逃げたのか、あるいはまさか連れ去られたのか──いや、そもそも自分が正しい方向を進んで来たという確証もないのだ。アンリが早々に決断せねば死人が出ていたかもしれないとはいえ、もはや本の在あり処かさえ定かではない状況に慧太郎は奥歯を軋きしらせた。

　やむを得まい。こうなってしまってはもう、自分も大人しく退散するしかないだろう。

　だが、そう決めて身を翻ひるがえそうとしたところで、いきなり後ろから誰だれかに服の裾すそを掴つかまれた。

「ッ!?」

　衝しよう動どう的てきにその手を振り払い、背後の相手から距離を取って向き直れば、煙幕の向こうから小さな白い手だけが伸びている。慧太郎は眉まゆを顰ひそめて誰何すいかを発しようとしたが、

「くそっ、本は!?　あれは見つかりましたか!?」

「い、いえ、どこにも！　どうやらベノワも既すでに逃げたようで……」

　思いのほか間近からヴァレリオたちの声がしたため、咄とつ嗟さに出かかった言葉を呑のみ込こんで物音を立てる愚ぐを避ける。幸さいわい彼らはまだこちらに気づいておらず、そして煙幕越しに佇たたずむ白い手の持ち主は、そのシルエットからベノワや他の騎き士したちではないと知れた。

　選せん択たく肢しはなかった。迷っているだけの時間も。

「……っ」

　慧けい太た郎ろうは無言で目の前の手を取ると、脱だつ莵との如ごとくその場をあとにする。できるだけ気配を殺し、まことに遺い憾かんながら侍さむらいがまるで伏ふせ屈かまりのように。




　それから、かなりの距離を走ったと思う。

　まとわりつくような煙を掻かき分わけ、手を引く相手が素直について来るのでその正体さえ確かめず、慧太郎はなるたけ大通りを選んで交差点から離れた。

　道を進めば進むほど野次馬が増えてゆく。何か事件が起きているのは分かっていても、危険を冒おかしてまで物見高くはなれないのか、皆、好奇心と警けい戒かい心しんが等量に混ざり合った顔で、煙が立ち昇る現場の方角を仰あおぎ見みていた。その人波に紛まぎれて更さらに通りを走り、やがて街まちの中心を流れるダーユ川のほとりに出た頃ころ、ここまで来れば良かろうと慧太郎は背後を顧かえりみた。

「痛いわ。いい加減に放して」

　第一声は静かな抗議だった。恐おそろしく平へい坦たんな声だ。

「……やっぱりきみか、マルティナ」

　半なかば予想はしていたけれど、案の定、そこには黒一色の装いをしたマルティナがいた。言われるまま手を放してやれば、彼女は被かぶったミニハットの位置を調整しつつ更に告げてくる。

「アンリエットやロシュジャクランじゃなくてがっかりした？」

「いや、二人のことはもちろん心配だけど、きみだけでも無事で良かったよ」

　だが、やはりクロエの安あん否ぴが非常に気遣われる。アンリは職しよく業ぎよう柄がら、揉もめ事ごとに慣れているけれど、彼女のほうはそうもいかない。剣に秀ひいでていることと、有事の際の適応力はまた別だ。

「……ちゃんとあの場から逃げられたかな、クロエ」

「たぶん平気よ」

「？　なんでそう言い切れるのさ？」

「わたしがコレを持ってるから」

　マルティナが下ろしていたほうの腕を上げた。慧太郎は仰ぎよう天てんして思わず「そ、それ!?」と声を大にしてしまう。彼女の子供のような手のなかに、黒い一冊の本があったからだ。

「漁ぎよ夫ふの利りね。上う手まいこと他を出し抜けたわ」

　なんてことないふうに告げてくる。慧太郎はもはや言葉もなかった。

　だが、これでマルティナの断言にもおよそ得心がいった。本がここにあるなら、ベノワやヴァレリオたちがあの場に拘こう泥でいする意味はない。アンリとクロエが首しゆ尾び良よく逃にげ果おおせた可能性はぐっと高くなる。ならば、次に気になるのは、やはり問題の品であり──

「これ、いったいなんの本なんだ？　ただ値打ちがあるだけの稀き覯こう本ぼんなんかじゃ、殺さつ人じん鬼きやバチカンが目の色を変えたりするはず痛ッ」

「知らないなら不用意に手を出さないで。子供なの？」

　何気なく本に触れようとしたら、マルティナに手の甲こうを叩たたかれた。続けて彼女はさっそく戦利品の内容を検あらため始はじめる。慧けい太た郎ろうが不満げに見み詰つめても意に介す様子はなかった。

「……なあ、ずるくないか？　きみは読んでもいいのに、僕は触るのさえ駄だ目めなんて」

「わたしはこれが何か知ってるもの」

　その言葉に慧太郎は眉まゆを立てた。そういえばマルティナは、先刻もこの本を回収するために随分と無茶をしていた。本の価値を理解していたがゆえの行動だった、ということか？

　それから暫しばらく、ダーユ川のせせらぎと通りかかった蒸じよう気き船せんの汽き笛てき、そしてページをめくる音だけが辺りに響ひびいた。どうやら逐ちく一いち問とい質たださなければ、何も答えてくれないらしいと悟さとり、

「……はぁ。それで結局、その本はなんなのさ？」

「魔ま本ほん」

　果たしてマルティナは、拍子抜けするほどあっさりと、予想だにしない回答を口にした。
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「あぁもう！　なんであたしが、あんたなんかと一緒に逃げなきゃなんないのよ!?」

「それはこちらの台詞せりふです！　嫌なら別のほうへ行けば良いではないですか！」

　などと生意気にも言い返してきたのは、もちろん自分の隣となりを走るクロエだった。現在、アンリは彼女と共に入り組んだ裏道を使って、あの交差点から全力で遠ざかっている最中なのだ。

「ったく、よりにもよって貴族サマと同じ方向に逃げちゃうなんて、あたしもヤキが回ったもんだわ！　あんた、慧た……留学生はどうしたのよ!?」

「分かりません！　貴女あなたが起こした煙のせいで周まわりの状況が殆ほとんど掴つかめず、わたしもあの場から離脱するので精せい一いつ杯ぱいでしたから！　そちらこそマルティナ・ロセリーニは!?」

「知らないわよ！　もし置いてきちゃったんだとしたら……っ！」

　さすがにまずい。慧太郎のほうはまず大丈夫だろうが、いつも図書室で本ばかり読んでいるマルティナはかなり心配だ。割と要領はいいため現場に残ったとは考えにくいけれど、出不精の運動神経など推おして知るべしだし、例の本に妙に執着を見せていたのも気き懸がかりだった。

「だいたい貴女は浅せん慮りよ過ぎる！　なぜ、あそこで煙幕など用いたのですか!?」

「はんっ、何よえっらそーに上から目線で！　あたしの機転がなきゃ、あんた今いま頃ごろバチカンの連中にボコボコにされてたわよ!?　そこはまずお礼を言うところでしょーが！」

「そ、それこそ無用な気遣いだ！　あれしきの手勢、わたし一人でどうとでも……ッ」

　自分でも見え透いた強がりだと思ったか、そこでクロエはさも悔しげに口くち籠ごもり、

「な、ならば！　どうしてあの蒸じよう気き自じ動どう二に輪りんを置いてきたのです!?　あれがあれば我われ々われはもっと素早く逃げられていたはずだ！」

「ガス欠だったの！　元の持ち主がコケたとき、燃料タンクに穴開けてたみたいで！」

「も、元の持ち主!?　では窃せつ盗とうではないですか！　どういうことですか、アンリエット！」

　面倒くさい女だ、とアンリは溜ため息いきをついた。男好きのする身体からだで重そうに肉袋を揺らしながら走る姿も気に入らなければ、言うことがいちいち正論なところも気に入らない。本当ならさっさと別れてマルティナを探しに行きたいのだが、あいにくそうもいかない事情があった。

　何しろクロエも事件の当事者なのだ。面も既すでに割れている。あのコート姿の男──慧けい太た郎ろうによれば噂うわさの死しに神がみらしいが本当かどうか──や、〈ゲオルギウスの剣〉に口封じされないとも限らない。まったく以もって不本意ではあったが、もう少しつき合う以外なかった。

「ッ!?　待ってください、アンリエット！」

　と、そこでクロエが急に緊きん迫ぱくした声をあげた。僅わずかに行き過ぎてから振り返れば、彼女は路地の途中にあった曲がり角で立ち止まり、分かれ道の先にじっと目を凝こらしている。

「駄だ目めよ、級長。あんたは知らないでしょうけど、その先は袋小路になって──」

「いえ、違います。アンリエット、あれを」

　硬い声で促うながされてそちちに向けば、大通りの喧けん騒そうも届かない静まり返った分ぶん岐き路ろの先、ほんの数メートルほど行った場所の壁かべに、誰だれかが力なく寄りかかっているのが見えた。

　容姿だけなら十人並みの中年男性だ。これといって際きわ立だった点はない。ただ、その全身はまるで演出過か剰じような劇の役者みたく、大量の赤黒い液体で斑まだらに汚れていた。

「？　ひょっとして、いつの間にか姿を消してた死にかけの男って……？」

「はい、彼です！　間違いない！　よもや自力でここまで逃げて来ていたなんて！」

　言ってクロエが駆かけ出だした。あとに続いたアンリも内心でなるほどと相あい槌づちを打つ。確かに男は酷ひどい有様だった。あの出血量では誰もが「動けるはずなし」と高たかを括くくったのも頷うなずける。

　だが、クロエが男の身を案じてそばに寄りかけた矢先、

「ぐ、ぐぐ……ぐあああああぁぁぁああッッッ！」

　絶ぜつ叫きようとも悲鳴ともつかない人外じみた雄お叫たけびがあがった。突とつ如じよ、男が喀かつ血けつしながら身を折って地面に倒れたのだ。更さらには手足を壊れた玩具おもちやのようにばたつかせ、背骨を限界まで反そらせるや胸を掻かき毟むしり、禁断症状に喘あえぐ麻薬中毒者もかくやの壮絶な暴れぶりを見せ始める。

　いくら重症とはいえ、怪け我がの痛みなどで悶もだえているのとは、明らかに様子が違っていた。

　あまりの苦しみようにクロエも迂う闊かつに手が出せず、アンリは仕方なく麻ま酔すいを使って男を一いつ旦たん眠らせようと、スカートの内側にある秘密の道具入れに指を伸ばす。

　めりっ──

　と、何か身の毛もよだつような音がしたのは、まさにそのときだった。
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「魔ま、本ほん？　これが……？」

　暫しばらくして自失から立ち返った慧けい太た郎ろうは、まったく考えもしなかった答えにそう呻うめいた。マルティナはページを繰くりながら、しかし眼鏡めがね越しにこちらへ一いち瞥べつをくれる。

『ええ。といっても世に出回ってる偽にせ物もののほうじゃないけれど』

　彼女の返答はラテン語だった。長なが台詞ぜりふを喋しやべらざるを得ないような込み入った話だと、やはりこちらのほうがしっくりくるのだろう。慧太郎も知らず言葉を合わせていた。

『な、なら、それが本物？　誰だれも見たことがないっていう？　でも、そんなこと……』

『分かるわ。話に聞いていたとおりだもの。わたしは元々この本が欲しくて、今日この街まちに来たの。さる筋すじから有力な情報を得てね。だから魔本の特徴もだいたい知ってる』

　淡々と謎なぞだらけのことを言って、マルティナが本を開いた状態で、こちらに見せてくる。

　慧太郎は面食らった。示されたページが、物の見事に真っ白だったからだ。

『乱らん丁ちようじゃないわ。最初から白紙だったわけでもない。誰かが一度でも読んでしまうと、そのページの内容は「なくなってしまう」らしいのよ。この本はもう全部白紙に変わってる』

　落らく胆たんの色もなく、マルティナが魔本を懐ふところにしまう。慧太郎は完全に混乱しつつあった。

『ま、待ってくれ。「なくなる」ってなんだ？　文章が勝手に消えるのか？　……あ、ひょっとして何か特とく殊しゆなインクで書かれてるとか？』

『さあ？　けれど、用済みになったものがなくなるのは、別に不自然なことじゃないわ』

　意味がさっぱり分からなかった。一度読んだらそれで終わりで、しかも『読めば誰でも魔ま術じゆつが使える』という触れ込みはデタラメなど、そんな紙資源の無む駄だとしか思えないような本を巡めぐって一人の男が殺されかけ、殺さつ人じん鬼きとバチカンが争ったのか？　俄にわかには信しんじ難がたい。

『デタラメじゃないわ』

『え？』

『魔本を読めば誰でも魔術が使える、というのはデタラメじゃない。本当の話よ』

『……いや、それはないだろ？　だって魔術は血で──』

『そう、血で行使するもの。本来ならね。けれど、なんにだって例外はあるものよ』

　マルティナがやおら歩き出す。川に掛かっていた橋を渡り、北地区に繋つながる対岸に向けて。

『噂うわさがどこかで捻ねじ曲まがったのね。魔本は確かに万人に魔術を扱う権利を与える。でも、決して魔ま女じよや魔ま術じゆつ師しにしてくれるわけではない。若い娘むすめたちを中心に噂が広まったことからも分かるとおり、魔女というミステリアスな響ひびきのほうが先行し過ぎたんだわ』

『魔ま術じゆつが使えるのに魔ま女じよじゃない？　……なんか禅ぜん問もん答どうみたいだけど、つまりそれが例外？』

　あとを追いながら訊きけば、マルティナは橋の欄らん干かんに手をかけて、肩越しにこちらを見た。

『ええ。魔ま本ほんは、正確には読者を「血に因よらず魔術を扱う存在」に変へん貌ぼうさせる魔道具なの。あなたは既すでにそういう人間がなんと呼ばれるか知っているはずよ』

『？？？　僕が、知ってる？』

『当たり前でしょう。だって──』

　マルティナが言葉を切る。なぜか彼女は少し興こう奮ふんしているようだった。いくらラテン語とはいえ平時よりも口数が多過ぎたし、妙に芝居がかったような言い回しもらしくない。

　何より、逆光のなかで佇たたずむ彼女の顔は、どこか妖あやしく微ほほ笑えんでさえおり、

『──だってあなたは、ついさっきも「ソレ」と戦っていたじゃない』

　歌うようにそう告げられた瞬しゆん間かん、三日前、初めて彼女の独唱を聴きいたときと同じように、慧けい太た郎ろうは底なしの怖おぞ気けを満身に走らせていた。
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　めりっ、という異音。それはすぐに連続し、生理的嫌悪を催もよおさずにはいられない粘ねん着ちやく質しつな音やゴリゴリと硬いものが擦こすれ合あう音と共に、男の絶ぜつ叫きようと溶け合って路地に広く鳴り渡った。

「ひっ……」

　クロエが顔を真っ青にして後ずさる。このときばかりは騎き士しという体面を保つことさえできず、ただのか弱い少女に戻って目の前のソレから少しでも距離を取ろうとしていた。

　だが、逆にアンリは前に進み出た。確かに震えがくるほど恐おそろしかったし、自分の身に同じことが起きたらと思うと冷静ではいられなかったけれど、生物学者の卵を自負する者としての強い意識が、その光景をもっとよく観察しろと耳元で熱く囁ささやきかけていた。

「うそ、でしょ……？」

　アンリたちの見ている前で、男はゆっくりと変貌していった。

　否いな、この場合はより専門的に『変態』と称すべきか。

　一部の昆虫が幼体から成体へ変わる際、激げき烈れつな形態変化に耐えるため、特とく殊しゆな成長過程を辿たどるように。おそらくそれは、人間という枠組みを超こえるのに必要な『生命の儀式』だった。

　肉が裂ける。骨格が変わる。不要な臓ぞう器きが萎い縮しゆくし、新たな器官が形成される。それらの異変は傍はた目めにも明らかで、男の身体からだは内側から幾いく本ほんもの手に押されたように、至るところが凸とつ状じように歪ゆがみ絶えず蠢うごめき続つづけていた。激はげしい新しん陳ちん代たい謝しやを繰くり返かえしているのか、ぼろぼろと夥おびただしい量の垢あかが落ち、抜けた髪かみや爪つめ、歯はすぐに別の特徴を伴うそれへと改められる。手足の形状や皮ひ膚ふ感かんすら人を離れ始めた男を前に、アンリはただただ呆ぼう然ぜんと呻うめくことしかできなかった。

「……〈裸蟲ミルメコレオ〉、なの？」

　額ひたいで鈍にぶく光る一対の複眼。前頭部より生はえた棘とげつきの触角。襤ぼ褸ろ切きれと化した服の隙すき間まからは青緑色の甲こう殻かくが覗のぞく。男がハンミョウの〈裸蟲ミルメコレオ〉であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　やがて変態が完了する。辺りに響ひびいていた絶ぜつ叫きようが先細りに途絶えた。重じゆう篤とくだったはずの男が、自身に何が起きたのかも解せぬまま、唐突な復調に驚おどろいてむっくりと身を起こす。

「ッ!?」

　しかし、一いつ瞬しゆんだけ安あん堵どに和やわらぎかけたその表情も、壁かべについた己おのれの右手を見るなり再び無む惨ざんに凍りついた。人間の腕と虫の節足を足して二で割ったようなそれが、まさか自分の肩から生えているなど、すぐには認められなかったのだろう。男の口から虚うつろな声が洩もれる。

「……なん、だ……これ、は」

　男がこちらを向く。感情のすべてが凝ぎよう縮しゆくされた人間そのものの、だが異形としか評しようがない奇相がそこにあった。彼の問いかけに、無論、アンリたちは答える術すべを持たない。

　次いで男の視線が、向かいの窓ガラスに逸それる。埃ほこりだらけの暈ぼけた姿見に映る己おのが全姿、あまりにも変わり果てたその異様を、彼はそこで初めて余さず目まの当あたりにした。

　男の顔がぐしゃりと歪ゆがむ。まるで丸められたキャンディーの包み紙のように。

　直後、この世の絶望を一身に受けたかのような、壮絶極きわまりない慟どう哭こくが裏路地を震わせた。

　神よ、なぜ我にこエリ・エリ・レのような仕打ちをマ・サバクタニ──と。

　異い端たん審しん問もん官かんに命を狙ねらわれた男が、皮肉にも神の名をひたすら口にして。













　　　　第三章　だから誰もが救いを求め







「──？」

　汚水のなかを進んでいたベノワは、そこでふと足を止めた。

　今、どこかで神に救いを求める声がした。

〈裸蟲ミルメコレオ〉と化して既すでに五年。様々な能力を新あらたに獲得しただけに留まらず、生来の感覚も粗あら方かた強化されて久しい。遠方から届いた悲痛な叫さけびは、紛まぎれもなく例の本の持ち主のものだった。

「…………遅かった、か」

　無力感を噛かみ締しめるように呟つぶやき、ベノワは手近な壁かべにひととき背中を預ける。

　そこは古い下水道のなかだった。海が近いイースは地上といわず地下といわず、街まちの随所にこの手の水路が幾いくつも設けられている。自分のような追われる立場の者からすれば、まさにうってつけの移動経路であり隠れ家だ。先の騒そう動どうの現場からこうして撤てつ退たいのために利用したのみならず、ベノワは街に侵入してからというもの、もっぱらこの下水道を活動拠点としていた。

　酷こく使しした肉体を暫しばし休め、脳のう裏りで自みずからの使命を再確認する。

　これで、あの哀あわれな犠ぎ牲せい者しや──魔ま本ほんを読んだ彼かの男は、『救いの半分』を永遠に失った。

　できればこうなる前に、何もかも終わらせたかった。だが、それはもう叶かなわない。神しん罰ばつの代行人を騙かたる無む恥ちな奴やつ儕ばらと、思いも寄らぬ伏兵の横よこ槍やりによって、男の魂たましいは完かん膚ぷなきまでに穢けがれてしまった。彼をただの人として天寿全まつとうさせてやることは今や誰だれにも不可能だ。

　ならば、この地で為なすべきことはあと二つ。

　一つは魔本の処分。そしてもう一つは、残った『救いの半分』を彼に齎もたらすこと。

「時間が、ない……時間が……っ！」

　拭ぬぐい難がたい焦しよう燥そう感かんに衝つき動うごかされ、ベノワはよろけるように壁から背を離す。

　と、そこで後ろからついて来ていた巨大な影──断頭カマキリのルドルフが、打ちひしがれていたこちらを慰なぐさめようとしてか、持ち前の巨きよ躯くをすり寄せてきた。ハッと己おのが胸元に視線を落とせば、衣服を透かしてそこから何か淡い光が洩もれ出だしている。

「……ッ」

　忌いま々いましい存在だった。どうやらまた自分の激げき情じように反応したらしい。

「えぇい、私に懐なつくな虫けらが！」

　ベノワは強い苛いら立だちを感じ、肩に擦こすりつけられていたルドルフの頭を、八つ当たり気味に拳こぶしで打ち払う。気色の悪い〈蟲ギヴル〉風ふ情ぜいが、まるで叱しかりつけられた犬か猫ねこのように、寂しげにすごすごと引ひき退さがるのを見て、ベノワの心中はなお一層荒あれ狂くるった。

「くそ、くそぉッ……醜みにくい化ばけ物ものめ！　害虫め！　貴様も……そして私もッ、この世に不要なゴミ屑くずだ！　救ってやる、救ってやるぞ！　必ずぅううああああ……っ！」

　時間がない。ベノワは支し離り滅めつ裂れつに叫さけびながら、馬ば鹿かの一ひとつ覚おぼえのように脳のう裏りで繰くり返かえす。

　自分が正気を完全に手離すまで。魔ま本ほんの読者たちが最後の救いを失うまで。

　本当にもう、あと幾いく許ばくの猶ゆう予よもなかった。




　　　　○




　まったく、おかしな話の流れになったものだ。

　道ゆく人々のあいだを、なんとかすり抜けながら、現在、慧けい太た郎ろうはほとほと困惑していた。

「……なあ、マルティナ。いったいどこに行くのさ？」

「ついて来れば分かる」

　何度目かの質疑応答。だが、すぐ前を歩く小さな背中は、こちらを振り返りもしない。マルティナは先刻からずっとこの調子で、北地区の目抜き通りをずんずんマイペースに進んでゆく。その足取りに迷いは見られないものの、そろそろ行き先ぐらい教えて欲しいところだった。

「…………はぁ」

　まったく、おかしな話の流れになったものだ。人並み外はずれて歩幅が狭い彼女のあとに続きながら、慧太郎はこっそりと溜ため息いきをつく。くどいようだが、他に言い表しようもなかった。

　事の発端は、およそ一時間ほど前。ダーユ川に掛かるあの橋の上で、魔本が持つ真の危険性を説いたあと、マルティナが続けて奇妙な提案を持ちかけてきたことに因よる。

　──ねぇ、これから少しわたしにつき合ってみる気はない？

　──アンリエットたちや、魔本を持っていた男。それに死しに神がみと〈ゲオルギウスの剣〉。そのいずれを探すにしても、あたら街まちを駆かけずり回まわって、運良く出会える確率は低いわ。

　──だったら、今はわたしに協力しなさい。悪いようにはしないから。

　そう告げるだけ告げて、さっさと歩き出してしまったマルティナは、それ以降こちらが何を問いかけても適当に答えをはぐらかすばかりだ。確かにアンリやクロエと合流する手立てがなく、また彼女が事情通らしいこともあり、渋々ここまでついて来た慧太郎だったが、当然のことながら頭の上では無数の疑問符が乱らん舞ぶしていた。

　マルティナ・ロセリーニ。彼女はあまりにも謎なぞが多過ぎる。

　なぜ魔本のことを詳くわしく知っている？　いや、そもそも『人間を〈裸蟲ミルメコレオ〉に変える本』など本当に存在するのか？　〈裸蟲ミルメコレオ〉とは寄生虫型の〈蟲ギヴル〉であるシメーラが引き起こす怪異のはずだ。仮かりに百歩譲ゆずって話が真実だとしても、ならばどうして彼女はそんな本を求めていた？　さる筋すじからの情報、などと言っていたけれど、到底まともな『筋』とは思えない。

　訊ききたいことは山ほどあった。だが、それらの疑問を率そつ直ちよくにぶつけてみても満足な回答が得られないのは、前述したとおり既すでにここ数十分ほどの会話で体験済みだ。

　何せ基本は無視。たまに喋しやべっても「そう」「さぁ？」「黙って」くらいしか返ってこない。

　正直、今となっては、こうしてマルティナと道連れになっていること自体、ひどい時間の無む駄だ遣づかいなのではないかという気さえしていた。今からでも遅くない。闇やみ雲くもでもいいから、とにかくアンリとクロエの行方ゆくえを追うべきではないのか、と。

『別に止めないけれど、それはやめたほうがいいわ』

　だが、そんな慧けい太た郎ろうの考えを見越したように、先行するマルティナが絶妙のタイミングで釘くぎを刺してきた。やはりラテン語で、こちらも振り返らぬままに。

『わたしの忠告の甲か斐いもなく、もうあなたはこの一件に深入りしてしまっている。望むと望まないとに関わらず、ね。状況も分からず気持ちだけで走り出すのは馬ば鹿かのすることよ』

『……そう思うんなら、もう少し事情を話してくれないか？　こっちはまだ混乱してる』

『別に止めない、と言ったでしょう？　気に食わないなら好きにすればいいのよ』

　言外に「何を訊きかれても答える気はない」と前置きしたうえで、マルティナは人波の向こうから更さらに続けてきた。小こ柄がらな彼女の姿を俄にわかに見失い、慧太郎は焦あせって足を速める。

『何か勘違いしているようだから言っておくけれど、わたしはあなたの助力なんて欲していないの。「わたしにつき合う気はないか？」というのは、あくまでそちらに対する譲じよう歩ほよ』

『ぼ、僕に対する……くっ、譲歩？』

『ええ。だってあなた、関わってしまった以上、もうこの一件から手を引けないでしょう？』

　まるでこちらの人となりを詳しよう細さいに把握しているかのような口振りだった。確かにそのとおりなのだが、しかし知り合って間もない彼女にそう指摘されるのは、あまりいい気分ではない。

『あら、怒ったの？　お人ひと好よしのおサムライ様が。違うと言うなら反論してごらんなさい』

『ッ、きみは……！』

「こっちよ」

　視界を塞ふさぐ人込みを押しのけて進んでいたところ、途中で手をぎゅっと柔らかな感触に包まれて引っ張られる。導かれるままに通行人の渋滞を脱し、大通りに面した花屋の看板の下に出たところで、ようやく慧太郎は肩の力を抜いた。目の前にマルティナが佇たたずんでいたからだ。

「どんくさい。もう二人も迷子が出てるのに、ミイラ取りがミイラになる気？」

「め、面めん目ぼくない……いや、でも、きみが急にいなくなるから……」

「わたしが小さいせいだって言いたいのね」

　違う。いや、違わないけれど。でも、そこまで口さがないことを言うつもりもない。

「行きましょ。日が暮れるわ」

　なんの感かん慨がいも見せずそう述べて、マルティナが平然と歩みを再開する。ただし、こちらの手を握ったままで。小さな女の子に手を引かれて歩くのが、なんだか無性に気恥ずかしくて、慧太郎はそれをやんわりと振ふり解ほどこうとしたが、なぜかマルティナは離してくれなかった。

　また見失ったら大変、とか思われているのかしらん。そんなふうに考えていたら、

「掌てのひらが汗ばんでる。すごく気持ち悪いわ」

「だったら離せ！　今すぐ離せ！　心配してもらわずとも、僕は一人で大丈夫だ！」

「そう、照れてるのね。大きいのと中くらいのだけじゃなく、ちいちゃいのでもイケルのね」

「人の話聞けよ!?　あと、今、何かとんでもなく失礼な独ひとり合が点てんをされた気がする！」

「──ところで、一つ問題があるわ」

　マルティナが不意に立ち止まり、ひさしぶりに正面からこちらを見てきた。問題など既すでに山積みだったから、今さら一つや二つと軽い気持ちで、慧けい太た郎ろうは憤いきどおりを静めたのち訊きき返かえす。

「……というと？」

「迷ったわ」

「迷ったの!?」

　大問題だった。慧太郎は再び余裕を失い、矢も盾たてもたまらず彼女を問とい詰つめる。

「ちょ、ちょっと待て！　だってきみ、今の今まであんなに自信満々に歩いて──」

「自信ならあるわ。ただ根拠がないの」

「駄だ目めな人の理屈だろう、それは！」

「普段、あまり街まちには来ないから」

　事もなげに言われ、慧太郎は天を仰あおいだ。道先案内人だと考えていた相手が、実はとっくにミイラ化していたなんて。結局ここまで費やした時間はすべて無駄だったということになる。

　この切せつ羽ぱ詰つまった状況でそれは、もはやある意味恐きよう怖ふにも等しかった。

「くそっ！　だったら、今からでもアンリたちを……っ！」

「ねえ、北地区で一番古い教会を探しているの。あなた、何か知ってる？」

「ッ、いい加減にしてくれマルティナ！　そんなの僕が知るわけ──」

「うん、知ってるよ。もう少し先に行ったところにあるやつだろ？　すげーぼろっちぃの」

　という舌ったらずな声は、すぐ真後ろから聞こえた。

　マルティナが道を尋たずねた相手は、どうも自分ではなかったらしい。そう悟さとった慧太郎は、背後を振り返る。声を聞いた時点で察しはついていたけれど、案の定の人物がそこにいた。

「……ジャン？」

「おっす、ケイ姉ちゃん！　こんなとこで何やってんの？」

　この陽気にも拘かかわらず頭からすっぽりと襤ぼ褸ろを被かぶった矮わい躯く。だが、そんな陽ひの下も満足に歩けない己おのれの境遇など物ともせず、〈裸蟲ミルメコレオ〉の少年は元気いっぱいに挨あい拶さつしてくれた。




　聞けば、ジャンは今日も今日とて、日課の残ざん飯ぱん漁あさりに余念がないらしかった。

「ほら、最近になって急に仲間が増えちゃっただろ？　だから、いつもはあんまり来ないこっちのほうまで、頑張って足を伸ばしてみたんだ。おかげで大漁だよ」

　本日の成果が入っているという麻の袋を揺らし、買ってあげた揚げパンを齧かじりながらジャンが襤ぼ褸ろの奥で笑う。屈くつ託たくのない笑顔だったけれど、隣となりを歩く慧けい太た郎ろうは胸が締しめつけられる思いだ。こんな子供が日々の糊こ口こうを凌しのぐため、他人の食べ残しを求めて昼間から街まちを彷徨さまようなど、あってはいけないことなのに。どうにもならない話だが、気持ちは割り切れなかった。

「……急に増えた仲間っていうのは、やっぱりあのとき港にいた？」

「うん。どうせ行くアテなんてないから、みんなイースの南地区に住むってさ。おれ、ケイ姉ちゃんのこと紹介してくれってせがまれてんだけど、どうしたらいい？」

「そうか。分かった。今度、こっちから会いに行くよ」

　胸の痛みを隠して微ほほ笑えみかける。僅わずかな期間で随分と懐なついてくれるようになったジャンは、嬉うれしそうに頷うなずいた。続いて口を開いたのは、慧太郎の逆ぎやく隣どなりをゆくマルティナだ。

「で、その『ぼろっちぃ教会』というのは？」

「もうすぐだよ。ほんと今にも倒れそうな──あ、見えた。あれあれ」

　ジャンがおもむろに手を掲げる。示された方角に顔を向ければ、軒のきを連つらねる建物の向こうに、確かにそれらしき建造物の影が見えた。一応、マルティナに視線で確認してみると、

「黒い屋根に、鐘かねのない鐘しよう楼ろう……ええ、間違いないわ」

　目的地で合っているらしい。なので慧太郎は、再びジャンに顔を戻して告げた。

「助かったよ、ジャン。ありがとう。だから、お前はもう帰るんだ」

「えーっ！　せっかく案内したのに、おれだけ除のけ者ものにすんの!?」

「危険なんだよ。この前、人ひと攫さらいに遭あったばっかりだろ、お前」

　死しに神がみや異い端たん審しん問もん官かんが絡からんできている現状、この子を巻き込むのなど以もっての外ほかだった。しかし、そんなこちらの親心など露つゆ知しらず、ジャンはなおも駄だ々だをこねようとする。

　少し可哀かわい想そうだけれど、これはきつく言い聞かせたほうがいいかもしれない。慧太郎がそう思いかけたとき──先んじてマルティナが、ジャンの前にスッと立った。

「……気持ちは分かるわ。大好きなお姉ちゃんと少しでも一緒にいたいものね」

　マルティナはそのまま腰を落とし、目線をジャンの高さに合わせると、襤褸の上からその頭に手を置く。そして、ゆっくりと彼を撫なでてやりながら、いつになく優やさしい声音で続けた。

「でも、これは貴方あなたのためなの。良い子だから聞き分けて？」

「なっ……？」

　ジャンがぽかんとした表情でマルティナを見み詰つめる。慧太郎も心の底から驚おどろいていた。

　間近で相対しているのだから、もう襤褸のなかはすべて覗のぞけているはずだ。なのにマルティナは、未いまだ完全に擬ぎ態たいできない〈裸蟲ミルメコレオ〉のジャンを、まったく忌き避ひする様子がない。正体が割れた場合、大抵の相手にまず暴力で接されてきたジャンは、初対面の人間にこんなふうに触れられた経験など皆無に違いなく、たちまち真っ赤になってのぼせ上がっていた。

「ち、ちっこい姉ちゃん、名前は？」

「マルティナよ。マルティナ・ロセリーニ」

「……わ、分かった。ならマルティナ姉ちゃんも、その……お、おれの嫁よめ候補に入れとくッ」

　大層マセた発言だった。他者の愛に飢うえているジャンにとって、今のはよほど衝しよう撃げき的てきなスキンシップだったらしい。しかし、これに対しマルティナは珍めずらしく口元を淡く綻ほころばせ、

「光栄ね。期待して待ってるわ」

「～～～っ！」

　我が慢まんの限界だったのだろう。恥ずかしそうに襤ぼ褸ろを深く被かぶり直なおすや、ジャンがいきなり大通りを駆かけ出だした。途中で一度だけ立ち止まって「じゃ、じゃあな！　ケイ姉ちゃんと、それからマルティナ姉ちゃん！」と叫さけび、あとはもう振り返ることもなく大急ぎで去ってゆく。

　あの様子なら今日は素直に帰るだろう。そう判断した慧けい太た郎ろうは、次いで腰を上げたマルティナに視線を送った。なんというか、彼女を見る目が変わってしまうのを止められなかった。

「……きみは、子供にはずいぶん優やさしいんだな？」

　特別何も訊きかれなかったため、彼女にはジャンの素性を説明しなかった。けれど、外見から浮ふ浪ろう児じだというのは丸分かりだったはずだ。普通はまずその時点で関わり合いを避けようとするだろうに、〈裸蟲ミルメコレオ〉と分かってもあの対応というのは、なかなかできることではない。

「孤児なの」

「え？」

「わたしも孤児なの。だから、ああいう子にはつい甘くなる」

　常にない早口で、ぼそぼそと喋しやべる。照れ隠しのつもりで言ったのかもしれないが、俄にわかに明かされた内容が内容だけに、それ以上は何を訊くのも躊躇ためらわれた。

「……ごめん。理由とか動機とかは別にいいんだ。ただ、きみが〈裸蟲ミルメコレオ〉の子供に優しくできる人だったのが、なんだか嬉うれしくて」

『単純ね。急に好感度を上げられても、こっちとしては困りものよ』

　マルティナの訥とつ々とつとした口調が一転、ラテン語の流りゆう暢ちようなそれへと変わる。さきほどジャンに向けた笑みなど単なる気き紛まぐれだったかのように、彼女は既すでにいつもの無表情に戻っていた。

『そんなに簡かん単たんに、わたしに気を許していいの？　わたしは魔ま本ほんや死しに神がみについてある程度知っている。知っていて、あなたには何も教えない。──なぜだか分かる？　そうやって興味をそそれば、現状の打開策を持たないあなたを、いいように利用できるからよ』

「さっきは僕の……いや、『僕の力なんて、いらないって言ってなかったか？』」

『いらないわ。けれど、あるなら使う。効こう率りつ優ゆう先せんで利用できるものは、なんだって利用し尽つくす。それがわたしの処世術なの。無む駄だは嫌いだわ』

　露ろ悪あく的てきな言い様だった。まるで自みずから進んで他人に嫌われようとしているかのように。

　──本当に僕のことを利用する気なら、言わなくていいことまで口にしてるよ。

　よっぽどそう指摘してやろうかと思った。けれど、やめておく。ここで何を言ってもマルティナは、またなんやかんやと屁へ理り屈くつをつけて、こちらの感傷を拒こばむ気がしたからだ。

『分かった。なら、きみは僕のことを好きに使えばいい。その代わり僕も、せいぜいきみを利用させてもらうよ。一応、初めに「悪いようにはしない」って約束してくれたしな』

『……ふぅ。その顔は全然分かってないわね。まだ都合のいい解かい釈しやくをしているでしょう？』

　かもしれない。何しろ彼女の性格は読みづらい。人間嫌いで秘密主義なものだから、未いまだに距離感を上う手まく掴つかめずにいる。徒労に終わるかもしれないと知りながら、それでもなお彼女に随行しようとするのは、結局のところ自分がある種の期待を抱いているからなのだろう。

　そう、秋あき津つ慧けい太た郎ろうはただ単に信じたいのだ。ダーユ川の橋の上で見たあの妖あやしい笑顔よりも、ジャンに温かく微ほほ笑えんでみせたマルティナ・ロセリーニのほうを。

『……最悪だわ。馬ば鹿かで無分別でお人ひと好よしなうえ、あなたひどいエゴイストなのね。他人を勝手に自分の良識の枠に押し込めようとしてる』

『なんとでも言ってくれ。まず信用しないことには何も始まらない』

「おまけに、ぺたんこに欲情するし。気持ち悪い汗もかくし」

『して……ッ、「聞こえが悪過ぎるだろ!?　というかそれ、自分も卑ひ下げしてるからな!?」』

　急にフランス語に戻ったマルティナに、なんとかペースを合わせて反論する。まことに絡からみにくい相手だった。閉口していると、次いで彼女が、今度は「ん」と手を差し伸べてくる。

「……今の話の流れで、また僕に手を繋つなげと？　気持ち悪いとまで言われたのに？」

「じゃないとミイラになる」

「ならないよ。心配してくれるのは嬉うれしいけど、さっきみたいな失敗はもう二度と──」

「街まちに不慣れなわたしが」

　なるほど。どうやら最初からこちらを思っての行為ではなかったらしい。大いに納得した。

　納得したので慧太郎は、仕方なくマルティナの手を握りながら、

「──それで？　ここまで来たんだから、もういい加減、教えてくれてもいいだろ？　あんな人も寄りつきそうにない教会に、いったい何があるっていうのさ？」

「元げん凶きようがいる。今日の騒さわぎの。がっかりすること請うけ合あいよ」

　言って、マルティナがこちらの手を引いて歩き出す。まるっきり歳とし下したにしか見えない同級生に是ぜ非ひもなく連れ歩かれながら、慧太郎はといえば完全に当惑していた。

「……元凶？　がっかり？」




　　　　○




　現実はいつだって公式からはみ出す。そんなことは百も承知していたはずだ。

　しかし、ここまで常じよう軌きを逸いつした事態となると、さすがに当てるべきフォローさえ何が最適なのか判断がつかなかった。アンリは乱雑に髪かみを掻かき回まわし、思わず悪態をついてしまう。

「ったくもう……いったい全体、何がどーなってんのよ？」

　一箇か所しよに長く留まるのは危険だったので、できるだけ人ひと気けのない道ばかりを選び、なんとか東地区までやって来た。けれど、これから先どう舵かじを切るかは正直悩みどころだ。数ブロック先に大通りを望む小汚い酒場の裏手で、アンリは後ろにいる二人の同行者に視線を向ける。

「「…………」」

　どちらも無言、そしてどちらも目に見えて沈んでいた。

〈裸蟲ミルメコレオ〉と化した男──ひとまずヤニック・アルノーとだけ名乗った彼は、しかし以降ひたすら貝のように口を閉ざしたまま身じろぎもしない。今は特異な容姿を隠すため、ゴミ捨て場で拾ってきた黄ばんだシーツを被かぶり、膝ひざ抱えの状態で石いし畳だたみに座り込んでいた。

　クロエも負けず劣らず酷ひどい有様だった。アルノーの身を案ずる騎き士し道どう精せい神しんと、しかし抑えようもない〈裸蟲ミルメコレオ〉への嫌悪感。信念と感情の板挟みに遭あい、苦く悶もんの表情を浮かべて棒立ちになっている。彼女の双そう眸ぼうに見え隠れするのは、露ろ骨こつなまでの怯おびえと憎ぞう悪おの念だ。

　無理もない。アルノーに近づくことさえできないこの堅かた物ぶつの貴族には、〈裸蟲ミルメコレオ〉ないし〈蟲ギヴル〉全般に対して、複雑な思いを抱いてしまうだけの背景がある。

　実のところアンリも相当冷静ではなかった。さきほど見た光景がまだ信じられずにいる。

「……まさか、人が〈裸蟲ミルメコレオ〉になる場面に遭そう遇ぐうしちゃうなんてね」

〈裸蟲ミルメコレオ〉自体は稀まれに目にする機会があっても、その変態の瞬しゆん間かんとなると目もく撃げき例れいは極端に少なくなる。身体からだに異変を感じて暴れているうちに事が済んでしまった、というケースが非常に多いうえ、肝かん心じんのシメーラの寄生ルートが未いまだにさっぱり不明だからだ。

「そもそも、彼って本当にシメーラのせいで〈裸蟲ミルメコレオ〉に変わったのかしら？」

　シメーラは取り分け謎なぞの多い〈蟲ギヴル〉だ。政府の実験施設で非人道的にも〈裸蟲ミルメコレオ〉の身体を生きたまま切り開き、化石化したワーム状の寄生生物が発見されたことで、ようやくその存在が世間に認知された。つまり、まだ生きた状態のシメーラは誰だれも見たことがないのだ。

　加えて、死しに神がみらしき〈裸蟲ミルメコレオ〉の男や〈ゲオルギウスの剣〉が、アルノーの身み柄がらを血ち眼まなこになって押さえようとしていた点。更さらに、両者が欲していたもう一つの物品──謎の黒い本。

　どうにも『一般的な〈裸蟲ミルメコレオ〉の成り立ち』に、アルノーを含んでいいのかは疑問が残るところだ。彼の〈裸蟲ミルメコレオ〉化がこの騒そう動どうの鍵かぎという気がしてならなかった。

　本音を言えば今すぐにでもアルノーを問とい詰つめたかったが、彼の身に降りかかった災さい厄やくを思えばそれも憚はばかられる。なのでアンリは、仕方なく見かねる様子のもう一人の隣となりに移動した。

「しゃんとしなさい、級長。この状況であんたが真っ先に腰引けてどうするの？」

「分かって、います……ええ、言われるまでもない。わたしなら、大丈夫ですから……」

「全然、大丈夫そうに見えないわよ。もう空元気を出す余裕もないわけ？」

　挑発するように言ってみるが、やはり反応は芳かんばしくなかった。クロエは両手で自分の肩を抱き、アルノーを睨にらみつけるばかりだ。ただ、一応それでも会話に応じる気はあるようで、

「アンリエット、やはり彼のことは警けい察さつに任せるべきでは──」

「駄だ目めよ。さっきも言ったけど、警察なんてどこまで信用できるか分からないもの。それに身み柄がらを渡したら最後、ムッシュ・アルノーは間違いなく実験施設送りになる。あんただって知ってるでしょ？　役人に捕まった〈裸蟲ミルメコレオ〉がどんな目に遭あわされるかくらい」

「そ、それはっ……」

「悪いけどね、あたしは事情があって〈裸蟲ミルメコレオ〉を放っとけない性た質ちなの。あんたの言い分のほうが一般的なのは認めるけど、ここはいつもどおり我がを通させてもらうわ」

　とはいえ、ここから先まともなプランがないのも事実だった。慧けい太た郎ろうやマルティナと合流しようにもアテがなく、ダウジングもあまり効率的な手法ではない。ならばいっそ、今はクロエとアルノーの安全を第一に考え、街まちを出てしまうのが得策かもしれない。そう考えてここまでやって来たが、シエルバレがある駐機場や飛行船の降着所、駅舎などは監視されていても不思議ではなかった。何しろバチカンには政府の後うしろ盾だてがあるのだ。それぐらいはやるだろう。

　さて、どうしたものやら──そう考えていると、出し抜けにクロエがまた話しかけてきた。

「アンリエット、貴女あなたは〈裸蟲ミルメコレオ〉をまったく恐おそれないのですね」

「？　まぁね。ってか、あたしは基本〈裸蟲ミルメコレオ〉だけじゃなくて〈蟲ギヴル〉も平気だけど」

　藪やぶから棒ぼうに何を言い出すのかと訝いぶかりつつもアンリは簡かん単たんに頷うなずき、

「そりゃ、肉食性の〈蟲ギヴル〉に襲おそわれたら危機感くらい覚おぼえるわよ？　でも、何もしない相手を無む闇やみやたらに怖がれるほど奇特な趣味は持ち合わせてないわ」

「それは……なぜ、ですか？」

「は？　いや、なぜって。別に変じゃないでしょ？　好き嫌いなんて人それぞれなんだから。世のなかに一人ぐらいムシを怖がらない物好きな女がいたっていいじゃない」

　そこで僅わずかに間が空いた。ほどなく、やはりクロエは常にない歯切れの悪さで言葉を継ぐ。

「貴女は、ムッシュ・アルノーが異常に見み舞まわれたあとも、すぐに彼の元へ駆かけつけて介かい抱ほうしていた。ここまで逃げて来るときも、ずっと肩を貸して……それなのにわたしは、彼に触れることさえできなかったんです。人民を護まもるべき騎き士しが、傷ついた人を慮おもんぱかることすら……」

　なるほど。そういう話か。我わが意を得ると同時、これはいよいよ重症だなとアンリは思う。

　クロエは今どき珍めずらしいタイプの貴族だ。今や完かん璧ぺきに風化しつつある『高貴なる者の義務ノブレス・オブリージユ』なんて訓くん戒かいを本気で己おのれに課しており、自分以上に意地っ張りで他人に弱味を見せることを良しとしない。そんな彼女が、よりにもよって日ひ頃ごろから喧けん嘩か三ざん昧まいの相手に、こうも素直に胸中を吐と露ろしてきたのだ。思っていた以上に追おい詰つめられているらしい。

「──ま、あんたの場合、抱えてる事情が特とく殊しゆだしね。『ムシ殺しのロシュジャクラン』としては、〈裸蟲ミルメコレオ〉を前に冷静でいられなくなるのも当然なんじゃない？」

　素っ気なく言えば、クロエが身を強こわ張ばらせた。あまり踏ふみ込こんで話したい内容ではなかったが、自分たちの関係のこともある。もう避けては通れない道という気がしたのだ。

「ご存じ、だったのですね……」

「そりゃね。ロシュジャクランなんて今じゃ名前を聞いても殆ほとんどの人はピンと来ない地味な貴族だけど、それでもまだあちこちに結構な数のシンパがいるそうじゃない。昔の内乱で一度は賊ぞく軍ぐんについておきながら、お家いえ取とり潰つぶしになってない時点で普通じゃないし、それが気に入らない連中からは陰で『コウモリ貴族』なんて呼ばれてもいる。知ってる奴やつは知ってるわよ」

　ロシュジャクラン侯こう爵しやく家けは、かつてフランス革命時に王国内で起きた大規模な内乱、『ヴァンデの反乱』と呼ばれる戦いで、反乱軍側に荷か担たんした経緯を持つ。

　いや、そればかりか当時のロシュジャクラン侯爵──ややこしいだろうがこの侯爵、『アンリ』という名前なのだ──などは、最終的に反乱軍の指揮官にまで収まっているのだ。

　にも拘かかわらずクロエの家が未いまだ存続していられるのは、そのアンリ・ド・ラ・ロシュジャクラン侯爵が反乱の最中に立てた『ある功績』を、下心ありきとはいえ支持する者が少なくないからだ。だからロシュジャクラン家は、誰だれにも表立って批難も称たたえもされないのだと聞く。

「確か一応の罰ばつとして、領地は殆ど奪われたのよね？　爵位はまんまだったらしいけど」

「……ええ。ですが、落ちぶれても発言力だけは馬ば鹿かにならないため、うちの一族を担かつぎ出だそうとする政治家はあとを絶ちません。とんだ厄やつ介かい者ものなのですよ、ロシュジャクランは」

「ふぅん。その言い様だと、『ムシ殺し』っていう異名の由来は本当みたいね。──アンリ・ド・ラ・ロシュジャクラン侯爵ってさ、最後は反乱軍を見限ったんでしょ？　宗教の自由と募兵の不平等を訴えて蜂ほう起きした、貴族としても指揮官としても護まもるべき農民たちを」

「ッ、やむを得なかったんです、あれは！　祖父が決断していなければ、ヴァンデの地が〈蟲ギヴル〉に蹂じゆう躙りんされていたかもしれない！　他に方法がなかった！」

　まるで我わがことのように逆上し、クロエがこちらを睨にらみつけてくる。祖父と言ってもロシュジャクラン侯爵は、内乱の終結後すぐに死んでいるため、直接の面識はないはずなのに。

「……〈蟲ギヴル〉に蹂躙、ね」

　それは今以もって謎なぞが多い事件だった。敗戦に次ぐ敗戦で既すでに反乱軍が往路を取って返すばかりとなり、遂ついにヴァンデ地方を流れるロワール川周辺まで後退を余よ儀ぎなくされていたときの話だ。事情通のあいだでは『ロワール川の悪夢』などと呼ばれていたか。

　公おおやけには単に『突然、息を吹き返した反乱軍が、少数で共和国軍側を打ち破った』とだけ語られている出来事だが、実際にはそこに〈蟲ギヴル〉が深く関わっていたのだと言われている。

「なんでも反乱軍、そのとき〈蟲ギヴル〉を兵器として扱っていたそうじゃない」

「……わたしも、詳くわしいことは知りません。祖父は多くを語らず他界したらしく、お父様から聞いた話は本当に断片的なものですから。ただ、少なくともあの頃ころ、ロワール川にどこからか大量の〈蟲ギヴル〉が現れ、それを反乱軍が利用していたのは確かだったようです」

「でも、それからすぐに反乱軍の連中は初志を忘れて、〈蟲ギヴル〉を使って無差別な殺さつ戮りくを行なうようになった、か。──かなりの数の『戦車イモムシシユニール・シヤリオ』が確認されてて、『彼ら』のスタンピードに呑のみ込こまれて消えた小集落が幾いくつもあるって聞くけど？」

「はい。そのときにはもう反乱軍は、統制の利かない烏う合ごうの衆しゆうになっていたそうです」

　戦車イモムシは草食性で大人しい〈蟲ギヴル〉だが、同時にひどく臆おく病びようで必ず相当数の群れを作って行動する。そして『彼ら』は何かの要因で恐きよう慌こう状態に陥おちいると、瞬またたく間まに物もの凄すさまじい大暴走を始めるのだ。現在でこそ対処法が確立され、『彼ら』が嫌う匂においを放つ防衛設備などが大都市の郊外には設けられているが、内乱が起きた当時、そんなものは望むべくもなかった。

「戦車イモムシは上う手まく脅おどかしてやれば、あとは勝手に暴走を始めるものね。大規模な魔ま術じゆつで操あやつらなくても敵に大だい打だ撃げきを与えられる。……ったく、ふざけた話だわ」

　あまり何度も刺し激げきを与え続けると、戦車イモムシは過度のストレスから、最悪、死ぬまで走り続けるようになるというのに。知識がない連中はこれだから困る。

「だから、事態を重く見たあんたのお祖じ父いさんが──」

「……はい。祖父は断だん腸ちようの思いで共和国軍と通じ、協力して内部から反乱軍と〈蟲ギヴル〉を殲せん滅めつしました。それがヴァンデの反乱の、ひとまずの決着と言われています」

「そ。なら、あたしが知ってる話とほぼ一緒ね。結果だけ見れば、自分で起こした火を消しただけなんだけど、当時のフランスはアバドン・ショックで〈蟲ギヴル〉問題に敏感になってたから、戦車イモムシたちの長期暴走を未然に防いだ功績を認めないわけにいかなかったんだわ」

　ムシ殺し、という異名はいわば痛つう烈れつな皮肉なのだ。〈蟲ギヴル〉のみならず共に戦った民や他の貴族たちをも虫けらのように手にかけた男。そのような意味合いが込められているらしい。

「なら、あの『侯こう爵しやくの最さい期ご』っていうのは？」

「真実です」

　即答だった。これまでになく尖とがった声音で、クロエはアルノーを見み据すえながら続ける。

「祖父はヴァンデ平定後、間もなく〈裸蟲ミルメコレオ〉に暗殺されました。幾いくつも証拠が残っている」

「………………」

　予想できた回答ではあった。アルノーに対する彼女の反応からも、それは窺うかがえたのだから。

「下手人は未いまだ捕まっていません。どっちつかずな行いをした報むくいで、祖父は多くの人間に恨うらまれていたそうですから。誰だれの手にかかったとしても、不思議ではなかったと思います」

「──で、その報いは今もなお続いてるわけね。あんたの一族を目めの敵かたきにする奴やつもいれば、その曰いわくつきの経歴を政治的に利用しようとする奴らもいる。だからあんたは、なおさら是ぜが非ひでも『騎き士したらん！』みたいなことを言って立派な貴族を演じなきゃいけなくなるし、もういない人たちを恨むわけにもいかないから〈蟲ギヴル〉や〈裸蟲ミルメコレオ〉に怒りの矛ほこ先さきを向けもする」

「……ッ」

　まるで歯は軋ぎしりが聞こえてきそうだった。クロエがまたしても鋭い眼光を飛ばしてくる。

　けれど、アンリは更さらに言った。もう言っておくべきことだと思ったからだ。

「うん、だいたいあたしが想像してたとおりね。あんたはそういう奴よ」

「？　何を……」

「級長。やっぱりさ、あたしたちはどうしたって『無理』だと思う」

　クロエが押し黙る。こちらの発言が何を示し唆さしているのか、たちどころに察したのだろう。途端に攻こう撃げき的てきな姿勢が鳴りを潜ひそめ、あとに残るのは不安に揺れる瞳ひとみだけだ。

「……アンリエット、貴女あなたは〈蟲ギヴル〉の知識が相当深いようだ。たぶん本当は、さっき仰おつしやられていたような単なる『物好き』などとは、わけが違うのでしょうね。ひょっとして貴女がわたしを嫌っているのは、そのことが何か関係して──」

「一年前のこと、あんた憶おぼえてる？」

　台詞せりふの途中で質問を差し挟まれ、クロエが目を丸めた。アンリは構かまわず続ける。

「学園に入学したてのとき。あたし、あんたに突っかかって行ったでしょ？　今思うと珍めずらしいわよね、あれ。あたしのほうから喧けん嘩かを売るなんてさ」

「……あぁ、そうか…………確かあのとき、わたしは……」

　すべてに合が点てんがいったのだろう。クロエが呆ぼう然ぜんと呻うめいた。逆にアンリは苦笑する。自分はこれまで彼女を前にするたび、いつもあのときのことが頭の隅でチラついていたというのに。

　きっかけは忘れた。というか、初めは話半分も聞いていなかった。たぶん休み時間だったと思う。何かの拍子にクラスの女子たちの話題が〈蟲ギヴル〉のことになり、それをアンリは自分の席で右から左に聞き流していたのだ。生徒たちの輪の中心には当然のようにクロエがいて、ふと誰だれかがぶつけた疑問に対して彼女は次のように答えた。

　──〈蟲ギヴル〉をどう思うか、ですか？

　──そうですね。忌き憚たんなく言わせてもらえば……ええ、とても気持ちが悪いと思う。そもそもわたしは、普通の虫ですらあまり得意ではないのです。

　──だからもし、〈蟲ギヴル〉を好ましく思う人間がいるなら、きっとわたしはその人のことも気味悪く感じてしまうでしょうね。その嗜し好こうにまるで理解が及ばない、という意味で。

　直後にアンリは席を立った。そして、どうしても腹に据すえかねてクロエに言ったのだ。「ふん、さすがは貴族サマね。ずいぶん上から目線で物を語ってくれるじゃない」と。

「……ね？　あたしたちは『無理』なのよ。もう宿命的ってくらいに、噛かみ合あわないの」

「ま、待ってくださいアンリエット！　あのときはただっ、深い考えなどなく！」

　クロエの顔は蒼そう白はくだった。最初は激げき励れいしてやろうと思っていたのに、逆に追おい詰つめるような流れになってしまって恐きよう縮しゆくだが、もうここまで来た以上、はっきりさせておくべきだろう。

「あれからあんたのこと色々調べてさ、それでロシュジャクランの家のこととかも分かってきて、『あぁ、こんな事情があるならしょうがないか』って納得もしたんだけどね。でも、やっぱりそれはそれとして、あたしとあんたの相性は最悪だと思うのよ」

「アンリ、エット……」

「だって級長は、あたしが大切にしてるものを赦ゆるせなくて、けど家のことがあるから『そこ』を譲ゆずるわけにはいかないんだもん。あたしだってそっちに合わせて〈蟲ギヴル〉や〈裸蟲ミルメコレオ〉を嫌うなんてできない。──ほら？　もう答えは出てるじゃない」

　アンリはからりと笑った。せめてそうしたほうがクロエも気が楽になるだろうと思って。

「周まわりにああだこうだ言われて、だから無理して突っ張ってきたところとかは、寧むしろ好感が持てるんだけどね。あたしも似たような部分あるし。……でも、あたしたちは今の自分を形成する大事な部分が、お互い物の見事に反発し合っちゃってる。仲良くなんて無理だわ」

　だって、例たとえ我が慢まんして表面上だけ馴なれ合あってみても、きっとアンリは事あるごとに思ってしまう。「こいつ、ほんとはあたしのこと気味悪いって感じてるんだな」と考えてしまう。

　だから、例えクロエが親切心から毎度ああもしつこく小言を浴びせてきて、自分をクラスに溶け込ませようと躍やつ起きになっていたのだとしても、アンリの返答はどうしたってノンなのだ。

　交わらないし染まらない。こと〈蟲ギヴル〉に関して自分の意志は鉄のそれで、クラスの連中は大半が気に食わなくて、そしてクロエとの関係も一年前とっくに結論が出ている。

「しょうがないわよ、こればっかりは。安いプライドだって長く連れ添えば『自分の一部』だもの。級長だって今いま更さらもうあとには引けないでしょ？」

「……わたし、は……」

　修しゆう繕ぜんの利かない大きな綻ほころびを前にして、途方に暮れるようにクロエが肩を震わせた。

　そのときだ。唐突に声が割り込んだのは。

「──魔ま本ほんだ」

　クロエがぎょっと薄い唇を閉ざし、アンリは眇すがめた双そう眸ぼうをそちらに転じる。今の今まで正体を手離していたアルノーが、出し抜けに口を利いたのだ。

「魔本だ……全部、あれが悪いんだ。だから、こんなことに……」

　地面に座り込んで項うな垂だれたまま、続いてぶつぶつとうわ言を洩もらし始はじめた彼に、アンリは喋しやべる気力があるなら最低限の話くらいは聞けるかと判断。刺し激げきしないよう静かに近づいてゆく。

「ムッシュ・アルノー、あたしが誰だれだか分かる？」

「……ああ、分かる。分かるとも。さっき私に肩を貸してくれた、あの優やさしい子だね」

　大丈夫だ。意識ははっきりしている。簡かん単たんな受け答え程度なら支障はなさそうだった。

「ねえ、ムッシュ。今、面白いこと言ってたわよね？　魔本って、貴方あなたが持ってたあの黒い本のこと？　良ければそのあたりの事情を、詳くわしく聞かせてくれない？」

「……なぜだい？　今さら何を語ったところで、私はもう……」

「だとしても、力になれるかもしれないわ。断言は、ちょっとできないけど」

　正面から彼の目を見て告げる。相手の信頼を得るだけの材料を何も持ち合わせていないから、あとは腹芸なしで真しん摯しに語りかけるしか手はなかった。果たしてアルノーは小さく首しゆ肯こうし、

「……ああ、そうだよ。あれこそが魔本だ。私は多額の喜き捨しやを行なった末に、やっとあの本を手に入れた。そして……そしてすべてを、やり直すはずだったッ」

「喜き捨しや？　ちょっと待って。手に入れたって……その、いったいどこで？」

　アルノーは僅わずかに逡しゆん巡じゆんする素振りを見せたが、すぐに今さら隠し立てしても意味がないと思ったのだろう。諦あきらめ切きった表情で投げ出すようにこう言った。

「──頂いたんだよ。一定の位階に達した証あかしとして、『教祖』様に」




　　　　○




　その日のジロー・ルグランはまことに機き嫌げんが良かった。

　人生最良の日、とまではいかずとも二番か三番、まぁその程度には位置づけてもいいかと思える気分だ。最近またかなりまとまった金が手に入り、更さらに昨日ポーカーで信じられないくらいの大勝ちをしたことが、ルグランの気を良くさせている主おもな原因だった。

「ルーカスの奴やつ、傑けつ作さくだったなぁ。今までの勝ちぶん全部パァになってベソかいてやがった」

　またぞろ笑いが込み上げてきて、ルグランは鼻歌混じりに独ひとりごちる。昨晩は戦勝祝いに酒をがぶ飲みし、二日酔いさえ心地良く起きてみれば、もう既すでに陽ひはだいぶ西寄り。これはいかんと慌あわてて着替え、労働に勤いそしむためシャベルを担かついで、今しも小屋を出たところである。

　ルグランは墓はか守もりだった。イースの北地区にある教会に、二に束そく三さん文もんで雇やとわれて働いている。

　視界に映る墓地は大変みすぼらしい限りで、地面は荒れ果て雑草も伸び放題だったが、目につく墓石の数は存外に多い。こんなうらぶれた教会にも──いや、こんな教会だからこそ受け容れられる死体があるのか、今日もこれから新しい墓穴を二つ拵こしらえなければいけなかった。

「あ～あ、完かん璧ぺきに寝過ごしちまったよ。こりゃ徹てつ夜やかなぁ」

　だが、ぼやきつつも焦あせる気持ちは皆無だ。貧乏暇ひまなしとはよく言うけれど、実のところ今のルグランにその言葉は当あて嵌はまらない。何しろ懐ふところは大いに潤うるおっている。飲み仲間のあいだでも最近の彼の羽振りの良さは不思議の種で、墓守の仕事を続けているのは単なる惰だ性せいと僅わずかな愛着、そして急に生活の水準を上げて他者に怪しまれるのを避けるためでしかなかった。

「ククッ、まったくボロい商売もあったもんだぜ。あんなわけの分かんねぇ本欲しさに、どばどば大金をつぎ込むたぁな。世のなか思いのほかアホ揃ぞろいってことかよ」

「──なるほど。そのアホを食い物にしてる貴方あなたは、さぞかし利口な方なんでしょうねぇ」

　思いも寄らぬ合いの手だった。背後から掛かった声に、ルグランはぎくりと振り返る。

　どこから湧わいて出たのか、いつの間にかそこに白しろ装しよう束ぞくの集団が佇たたずんでいた。数は五人。皆一様にローブのような衣装を纏まとい、頭ず巾きんを被かぶって人相を隠している。本当に唐突な出現だった。

「な、なんだよ、テメェら？」

　聞かれた内容が少々まずく、また相手の格かつ好こうもおかしかったため、緊きん張ちようでルグランの声が引っくり返る。問いかけに応じたのは、五人組の中央にいた人物だった。

「応報の配達人、とでも名乗れば見当はつきますかね？　ムッシュ・ルグラン」

「な、何を──」

「あぁ、結構。『何を言ってるのか分からない』とか、見え見えのおとぼけは時間の無む駄だなんで結構。色々あってこっちも急いでるんで、面倒は抜きにして巻いていきましょう」

　ひどく軽い口調で中央の男が語った瞬しゆん間かん、まるで弾はじけるように残る四人が一いつ斉せいに動いた。

　何から何まで突然過ぎて満足に動転する暇ひまさえないルグランは、猟りよう犬けんさながらの機敏さで迫せまった四つの影に、たちまち組み敷かれて赤茶けた土の上に顔面から突っ伏す。

「おい、なんだくそっ……離せ！　テメェら誰だれに手を上げてんのか分かってのか!?」

「嫌だなぁ。もちろん分かってますよ、なんちゃって『教祖』様？」

　という人を食った返答と同時、ルグランの顔の真横に一条の銀光が降り落ちた。リーダー格らしいあの男が、外がい套とうの下から抜き払った長剣を、無造作にそこへ突き立てたのだ。

「ひっ……」

「なんか、えらい阿あ漕こぎな商売してるそうじゃないですか。──ま、こんなご時世だ。元から信仰が厚い土と地ち柄がらだったこのへんで、権威を落とし始めてる十字教うち代わり『新興宗教を流は行やらせよう』ってのは、アイディアとしちゃ悪くなかったのかもしれませんけどね」

　男が言いながら地面に刺した剣の刃を、じりじりとルグランのほうへ滑すべらせて来くる。

「しっかし貴方あなた、そんな胡う散さん臭くさい宗教に縋すがらなきゃ生きていけないような人たちに、目の玉飛び出るような額の布ふ施せを要求して、少しは良心とか痛みませんでした？　パチモンの魔道書グリモワールを聖せい典てん代わりに渡して、『さあ、これが救いである！』なんて、どんだけですか？」

「あ、あんたらっ……まさかバチカンの人間なのか？　だ、だったらすまねぇ！　俺おれぁ決してあんたらの上前を撥はねようだなんて、そんな大それたことを思ってたわけじゃ……っ！」

　鋭利な鋼はがねの冷た過ぎる感触が、頬ほおを薄皮一枚のところで撫なで、ルグランはどうすることもできず口を閉ざす。頭ず巾きんのなかで酷こく薄はくに笑む男は、噛かんで含ふくめるようになおも言い募った。

「あのね、貴方みたいなケチな詐さ欺ぎ師しにいちいち構かまってられるほど、俺たちだって暇じゃないんだ。こっちの目的は、貴方が信者に配ってた聖典のほうなんですよ。そのなかに、ちょっとウチとしては看過できない『本物の異端の品』が紛まぎれ込こんでいた疑いがありましてね」

「ほ、本物？　異端!?　ま、待て！　待ってくれ！　なんのことだか本当に──」

「ええ、実は俺も貴方は何も知らないんじゃないかなって気がしてます。でもまぁ、ここは念には念を入れて身体からだに訊きかせてください。これ以上トチるわけにいかないんですよ、俺たち」

　頬に押し当てられた刃に力が籠こもる。他の四人もそれぞれ懐ふところから十字架めいた短剣を抜いた。

　これから自分が、知りもしない事実を『本当に知らない』と証明するためだけに拷ごう問もんされるのだと悟さとり、ルグランはもはや恥も外聞もなく大声で喚わめき始はじめる。

　だが、凶きよう刃じんが振るわれようとした寸前、不意に身体を押さえつけていた圧力が消えた。

　理由はすぐに分かった。白しろ装しよう束ぞくの男たちが、いきなりルグランを残して、その場から跳とび退のいたのだ。突とつ如じよ、横合いから駆かけ込こんで来た、何者かに追い散らされるかたちで。

「なっ……？」

　這はいつくばった体勢のルグランの前に立ったのは、男装をした黒目黒くろ髪かみの少女だった。手には剣らしきものを握っており、それを振り抜いた姿勢で止まっている。続いて、すぐ近くにある小屋の陰からもう一人、別の少女が姿を現した。こちらは目や髪ばかりか服も黒い。

「堪こらえ性しようゼロね。もう少し隠れてれば、他にも色々聞けたのに」

　あとから現れたほうの少女が淡白に愚ぐ痴ちる。しかし、そんなものは欠片かけらも耳に入っていないのか、男装の少女は剣を下ろすや肩かたを怒いからせて白しろ装しよう束ぞくたちを糾きゆう弾だんした。

「やり過ぎだ、ヴァレリオ！　みだりに人の血を流そうとするな！」

「……やれやれ、本当につくづく縁がある。しかも今度は偶然とかじゃなさそうだ」




　　　　○




　事態の成り行きを暫しばらく見守ろう──墓地に到着した時点で既すでに揉もめていた〈ゲオルギウスの剣〉と墓はか守もりの男を見て、そう提案したのはもちろんマルティナだった。

　慧けい太た郎ろうも一いつ旦たんはそれに同意し、雲行きの怪しさにやきもきしながらも、初めは物陰から両者のやり取りに耳を欹そばだてていた。が、さすがに事ここに至れば座視も限界だ。非公式のこんな残忍な拷ごう問もん・尋じん問もんなど許されるものではない。気づけば衝しよう動どう的てきに飛び出していた次第だった。

「その様子だと、だいたい話は聞いてたみたいですね」

　ヴァレリオが頭ず巾きんを払い、しかめっ面つらを晒さらす。荒れた墓地の片隅で再び対たい峙じしたバチカンの聖せい騎き士しは、数時間前にあの交差点で相対したときよりも幾いくぶん余裕を欠いている様子だった。

「だったら、そこにいる自称・教祖様が何をやっていたのかも、もう殆ほとんど察しはついてるんでしょう？　庇かばってやるほどの価値がありますかね、そんな男に」

「ふざけるな！　例たとえ相手が悪人でも、無抵抗な人間をどうこうする権利なんて、僕はもちろんお前たちバチカンにだってない！　きちんと法の裁きを受けさせるべきだ！」

　無む垢く嬢じよう矩のり安やすを蜻蛉とんぼに構かまえつつ応じれば、ヴァレリオが苦みばしった笑みを浮かべた。

「……正論お見事。なら話を変えますが、ここに来たってことはもう貴女あなたたち、魔ま本ほんにまつわる事情は弁わきまえてるんですよね？　あれが『人を〈裸蟲ミルメコレオ〉に変える本』だとご存じなわけだ」

「ッ」

　慧太郎は俄にわかに動どう悸きが早くなるのを感じた。マルティナからとうに聞き及んでいた事実とはいえ、確たる証拠は何もなかったため、今までどこか半信半疑でいたのだ。けれど、魔本を狙ねらう異い端たん審しん問もん官かんの口から同じ言葉が語られたなら、その意味合いは大きく異なってくる。

　人を〈裸蟲ミルメコレオ〉に変える本──今いま更さらながら背中が嫌な汗で、じっとりと濡ぬれるのを感じた。

「物知りなのは眼鏡めがねのお嬢じようさんのほうですかね？　あのときも率そつ先せんして本を回収しようとしてましたし。ひょっとして貴女、今、魔本を持ってたりします？」

「教えない」

　マルティナが短く答えた。そんな彼女を見るヴァレリオの目つきは、弓なりに笑んでこそいたもののひどく険けわしい。いったい何者なのか、と探るような視線だった。

　慧けい太た郎ろうは背後で未いまだ倒れたままの男、ルグランという名の墓はか守もりを一いち瞥べつしてから慎しん重ちように訊きく。

「そこにいる彼が、ベノワに襲おそわれていたあの男性に、魔ま本ほんを渡した張本人なのか？」

「ええ、まぁ一応。魔本を持っていた例の彼、ヤニック・アルノー氏といいましてね。ルグランさんを始めとする数人の詐さ欺ぎグループが最近この街まちで始めた、いかがわしい宗教に嵌はまって身を持もち崩くずした被害者なんですよ。悪あく魔まを崇すう拝はいする……ええと、名前はなんだったかな？」

「……悪魔崇拝？　下へ手たをすれば異端の嫌疑をかけられかねないのに？」

「ほら、十字教うちって最近、不人気だから」

　自身も甚はなはだ信心深からぬ者の言い草をしながら、ヴァレリオは胸のロザリオをカチャカチャと指で弄いじくる。次いで、すぐ左手に佇たたずむ教会とは名ばかりの建物を顎あごでしゃくり、

「あそこで神父がいない時間帯を見計らい、集会を開いては馬ば鹿か高い寄付を要求して、愚ぐにもつかない教えを説いてたらしくて。信者は結構な数に上るそうですよ？」

「ッ、待て！　だとしたら、まだ他にも魔本を読んだ人間がいるんじゃないのか!?」

「あぁ、それはご心配なく。一昨日おととい、グループの経理担当だっていう方に、先に話を伺うかがわせてもらいましたから。ルグランさんたちが入手した魔本──というか、この街に入った本の数自体が一冊きりだったみたいですね。調査隊からも同じ報告が来てるんで間違いないでしょ」

　この発言に落らく雷らいに打たれたような反応を示したのは、頭を抱えて震えていたルグランだった。

「け、経理担当……？　あんたら、アダンの奴やつに何かしたのか!?」

「だから話を伺ったんですって。あとついでに天使も呼んで差し上げましたが」

　それだけで、そのアダンという男がどんな目に遭あったか悟さとったのだろう。ルグランが顔を悲ひ愴そうに歪ゆがませる。ヴァレリオは重ねてにこやかに続けた。

「ムッシュ・アダンだけじゃないですよ？　貴方あなたを除く他三名の方々には、既すでに全員、天使様にお迎えに来て頂きました。ま、誰だれも貴方の表の顔を知らないわ、やっと居所が割れたと思ったら今度はベノワさん発見の報が入るわで、結局ここに来るのは最後になっちゃいましたけどね。まさか教祖役の人間が、集会場所のすぐ隣となりで寝起きしていたとは。盲もう点てんでしたよ」

「……お前ッ！」

　身を焦こがすほどの激げき憤ふんに駆かられ、慧太郎は刀を構かまえたまま一歩前に踏ふみ出だす。確かにヴァレリオたちの行いは許ゆるし難がたい。しかし、今はそれと同じくらい許せないことがあった。

　一見、嬉き々きとさえ映る態度で己おのが非道をひけらかしてみせたヴァレリオ。だが、その瞳ひとみの奥にはひどく昏くらい影が──後悔と自じ嘲ちようの残ざん滓しがありありとこびりついていたからだ。

　他者に拷ごう問もんまで施した人間の目では断じてなかった。自己の行いに彼自身が一番疑いを抱いていると、会って間もない慧太郎にすら透けて見えてしまった。だから余計に怒りが募る。

「やるだけやった人間が、そんな世を拗すねるような目を……っ！」

「待って、けーたろ。まだ訊ききたいことがあるわ」

　だが、半なかば自責の念さえ込めて放たれかけた慧けい太た郎ろうの叫さけびは、背後からかかった冷水の如ごときマルティナの声に中断させられた。アンリから聞いたのか、本名で呼ばれたことに些いささか驚おどろく。

「──さっき『この街まちに入った魔ま本ほんの数は一冊』と言っていたけれど、そもそもあれは全体でどの程度、世に出回っているものなの？」

　慧太郎に代わって今度はマルティナがそう訊きいた。ヴァレリオは少し眉まゆ根ねを寄せ、

「あぁ、そのへんの経緯は知らないわけですか。それとも知らないフリをしてるだけかな？」

「………………」

「ま、大した数じゃないのは確かですよ。元はウィーンのとある裏オークションに出品された代しろ物ものでしてね。稀き少しような魔ま術じゆつ品ひんを非合法で競売にかけるその会場で、来歴も不確かなまま魔本は何も知らない古物商に落札されたのち、ヨーロッパ各地へ散っていった──それが俺おれたちが掴つかんでいる限りの事の起こりです。回収できた数は今のところ四〇冊くらいですかね？」

「そこまで分かってるなら、出品者から更さらに元を辿たどれなかったの？」

　マルティナが発した当然の指摘に、ヴァレリオは道化じみた仕草で微苦笑を浮かべた。

「さあ？　少なくとも俺は何も聞いてませんね。オークショニアたちを締しめ上あげたのは別の部隊ですし、それに俺、聖せい騎き士しとはいえまだまだ下したっ端ぱなもんですから」

「なら、ムッシュ・ルグランたちが魔本を手に入れたのは──」

「ええ、どうも偶然みたいですね。このあたりの話は俺があれこれ説明するより、たぶんルグランさんの口から直接語ってもらったほうが早いですよ」

　ねぇ？　とヴァレリオの流りゆう眄べんを受け、背後でルグランがびくりと身体からだを竦すくませた。

　慧太郎とマルティナも、自然と彼のほうを向く。ルグランは暫しばらく俯うつむいて震えていたが、それも長くは続かない。皆の注目を浴びて気け圧おされたか、やがて堰せきを切ったように喋しやべり始はじめた。

　自分の犯した罪と手口、そのすべてを洗いざらい。




　　　　○




　アルノーの話によれば、彼が半年前に入会したという宗教団体の概がい要ようは、以下の通りだった。

　一、悪あく魔まへの崇すう拝はい、魔的な力による救済を目的とした、よくある邪じや教きよう・異教の類たぐい。

　二、入会は自由。ただし脱会には相応の金銭が必要で、定期的に寄付も要求される。

　三、信者には複数の『位階』が存在しており、より徳の高い説法を受けて真の救いを得るには、それだけ高い位に進まねばならない。位階が上がるほど寄付も高額になってゆき、一定の到達者には以降、救済の秘ひ訣けつが記された『聖せい典てん』なる書物が随時与えられるようになる。

　四、信者たちは大っぴらになり過ぎない程度の布教活動にも努めており、もし新あらたな入会者を獲得できた者には『恵み』と称して、その入会者が払う寄付の何割かが渡される。

　アンリはそこまで聞いた時点で、思わず長々と溜ため息いきをついてしまった。

「……呆あきれた。典型的なネズミ講じゃない、それ」

「ではアンリエット、やはり彼は──」

　傍かたわらでクロエが言葉を濁にごす。裏路地に蹲うずくまったままのアルノーを映す彼女の碧へき眼がんは、依然、迷いと険けわしさを孕はらんでいた。が、今はそこに心なしか哀あわれみの感情も同居している。

「決まってるでしょ。騙だまされたのよ。程度の低い詐さ欺ぎに、彼は引っ掛かったの」

　アルノーが肩を震わせた。クロエも色をなくして「言い過ぎだっ」とばかりに、咎とがめるような眼まな差ざしをこちらに向けてくる。しかし、アンリはそんな両者の反応を忖そん度たくしなかった。

「悪いわね、ムッシュ・アルノー。貴方あなたの不幸には心底同情するし、言ったからには力にもなるつもりだけど──でも、事実をお綺き麗れいな言葉で飾って誤ご魔ま化かしたりするのって、あたし好きじゃないの。貴方は被害者ってだけじゃなく、立派に加害者でもあるわ」

　これがもしアルノーが悪質な宗教に嵌はまっただけなら、アンリだって何も責めるようなことは言わなかった。だが、ネズミ講は話が別だ。対価を受け取っていた以上、アルノーも携わっていたろう信者たちによる入会者の勧誘は、『騙されていたから』では到底済まされない。

「何かがおかしいってことには、薄々勘づいてたんでしょ？」

「……ああ。けれど、自分と同じ立場の人たちに『良かれと思って』手を差し伸べれば、僅わずかとはいえ懐ふところまで潤うるおう。異を唱となえる理由は何もないと、私は疑問に蓋ふたをしてしまったんだ」

「ッ、なんでよ！　獲得した入会者の寄付を幾いくらか貰もらえたって、貴方自身もかなりの額を貢みついでるんだから、損をしてることに変わりはないのよ!?　釣つり合あいが取れてないじゃない！」

「教団に払った金は、あくまで『喜き捨しや』だ。名目の上ではそういうことになっていた。自由意思による寄付なのだから、その何割かでも戻って来れば御おんの字じだと思ったんだ。それに……自分も救われ、他者も救えるなら、それが一番だとも感じていた」

　アンリは額ひたいを押さえた。本人がまず傷の舐なめ合あいを求めていては、まともな損そん得とく勘かん定じようなど働くはずもない。実際は困こん窮きゆうしている者同士が、足の引っ張り合いをしているだけなのに。

「……そもそもの始まりが、たぶんもう逃避だったんだ。仕事で大きなミスをして、それで失業してしまって……酒や博ばく打ちにのめり込んだ挙句、妻にも愛想を尽つかされてしまった。まだ結婚したばかりで、ずっと好きだった女ひとに念願叶かなってやっとプロポーズできたのに……彼女が家を出て行くとき、すべてを失ったと感じたんだ。何かに縋すがらずにはおれなかったんだよ」

　だから、心のどこかで違和感を抱きながらも、タチの悪い宗教の勧誘に乗ってしまった。

　アルノーにとって更さらに不幸だったのは、どん底だと思い込んでいたその先に、まだ続きがあったことだろう。本人の弁によれば、先刻、自宅のアパートで突然ベノワに襲おそわれ、その際、無む我が夢む中ちゆうで魔ま本ほんだけを手に窓から飛び出したらしいのだが、そうまでして死守した品が彼に報むくいたものはあまりにも酷こくだ。アルノーは異形と化した己おのが腕を見て泣なき喚わめいた。

「なのにっ……なのに、なんだこのザマは!?　これのどこが『救い』だ!?　こんな化ばけ物ものの姿になってしまって……ッ、それでどの面つら下げて彼女を迎えに行けるというんだッ！」

「──ねえ、ムッシュ。貴方あなたさっき、あの黒い本が魔ま本ほんだって言ってたけど、つまりそれって魔本が、貴方をカモにしてた連中ご自じ慢まんの『聖せい典てん』だったっていうことなのよね？」

　相手を落ち着かせる意図もあってそう問えば、アルノーは幾いくぶん声量を下げつつ応じた。

「……少なくとも教祖様はそう仰おつしやられていた。世で騒さわがれている魔本はすべて偽にせ物もので、教団で与えられる聖典こそが本物なのだ、と。魔ま術じゆつを修めて幸福を掴つかめ、とも言われたよ」

「なるほどね。流は行やりに便乗したわけか。確かに抽象的な『救い』を餌えさにするより、『魔術師になれる』って具体的な商品名を掲げたほうが、客の食いつきもいいでしょうしね」

　魔術は希け有うな技術だ。だから知識がない一般人の多くは、そこに漠ばく然ぜんと『なんでもできる便利な力』といった都合の良いイメージを重ねがちになる。行いき詰づまったアルノーのような人間の目には、なおさら窮きゆう状じようを打ち破る強力な『手段』として魔術は映ったことだろう。

「あの、ならばアンリエット。やはりムッシュの変へん貌ぼうには、魔本が何か関係して……？」

　躊躇ためらいがちに尋たずねてきたのはクロエだった。アンリは「でしょうね」と肯こう定ていの意を示し、

「噂うわさが途中で独ひとり歩あるきを始めるのは、まぁよくあることよ。……でも、まさか『人を〈裸蟲ミルメコレオ〉に変える本』とはね。確かにそれなら血に関わらず魔術を使えるわ」

　だが、そんな途方もない呪じゆ物ぶつが、他に存在しているという話を、アンリは寡か聞ぶんにして知らない。魔本だけが特別だというなら、出所がますます気になるところだった。

「ムッシュ、貴方がこれまでに教団から貰もらった聖典の数は？」

「……？　三冊だ。ある頃ころから位階を一つ昇るたびに、新しい聖典を賜たまわれるようになる」

「なら内容は？　全部びっくりするくらい、主張も文体も違ってたんじゃない？」

「ああ、確かに。ただ、表紙だけはすべて黒く統一されていたけれど」

「……そ。やっぱりね。大おお方かた、一般の流通に乗らない嘘うそっぱちの魔道書か何かを、装そう丁ていだけそれっぽく整えて配ってたんだわ。そのなかに本物の魔本が偶然、紛まぎれ込こんでたんでしょうね」

　救われない話だった。本物の魔本が何冊混じっていたかは不明だが、さしたる数でないのはおそらく間違いない。運悪くハズレを引いたアルノーは、まさに踏ふんだり蹴けったりだろう。

「じゃあ、問題の三冊目──本物の魔本について教えてもらえる？」

「いや、それが……内容は別段どうということはなかったように思うんだ。前に貰った二冊は魔術の心こころ構がまえや実践法が、いかにもおどろおどろしく記されていたんだが……三冊目は拍子抜けするほど普通の本だった。ただラテン語で『悪あく魔まの群れを率ひきいた四人の騎き士しが世のなかを変える』といった物語が、童話風に綴つづられているだけだったよ」

　四人の騎士、というくだりには少し思うところがあった。慧けい太た郎ろうが言うには、戦いのなかで生前、ある人物が似たような発言をしていたらしいのだ。無視できない符合を感じた。

　だが、それ以上にアンリが引っ掛かりを覚おぼえたのは──

「童話風？　それって、文章が子供向けだったっていうこと？」

「いや、使われている言葉や表現は、寧むしろ婉えん曲きよくで難解なくらいだった。あれは童話風というより、童どう謡よう風ふうと言ったほうが良いかもしれない。英国のマザーグースみたいに、語ご呂ろ遊あそびとしつこく韻いんを踏ふんだ……そう、妙にリズミカルな文体だった」

　アンリは目を眇すがめた。本の内容それ自体に特筆すべき点がないなら、やはり疑うべきは『そこ』だろうか？　魔ま本ほんの秘密の一端に、指の先を掛けたという感触があった。

「そんな本を、いったい誰だれが……？」

　クロエがかぶりを振って呻うめく。アンリは顎あごに手をやって、考えを整理しながら答えた。

「可能性は幾いくつか考えられると思う。けど、魔本がラテン語で書かれてるうえ、〈ゲオルギウスの剣〉まで奔ほん走そうしてることも加味すれば、一番ありそうなのは──」

「バチカンだ」

　解答を横取りするようなその声は、突とつ如じよ、アンリたちの頭上から降ってきた。

　条件反射でスカートのなかから短たん銃じゆうを抜き、筒つつ先さきを向けながらそちらを仰あおぎ見みれば、すぐ脇わきに建っていた建物の屋根に、灰色のレインコート姿がある。アンリは思わず下唇を噛かんだ。

「ッ、死しに神がみ……！」

　果たして、両腕から鎌かまを生はやした殺さつ人じん鬼きベノワは、陰気にこちらの言葉を訂正してみせた。

「その呼称は好まないな。私は死ではなく救いを齎もたらす者だ、マドモアゼル」




　　　　○




「──魔本の出所は、貴方あなたたちバチカンなのでしょう？」

　それは唐突な弾だん劾がいだった。ジロー・ルグランが己おのれの悪事を白状し終えたあと、マルティナがいきなり囁ささやくように言ったのだ。慧けい太た郎ろうは驚おどろいて勢い良く背後を振り返る。

　マルティナは、うっすらとだが微ほほ笑えんでいた。

　ダーユ川の橋の上で見た、他者に否いや応おうなく寒気を喚かん起きさせる、あの笑みだ。

「バチカンが、魔本を……？　待ってくれ、マルティナ。それはいったい──」

「ただの推測よ。でも、一番しっくりくる結論だわ」

　ガラス細工じみた黒こく瞳どうが、眼鏡めがねのレンズ越しに冴さえた輝きを放っている。その瞳ひとみのなかに映ったヴァレリオの表情に、なぜか驚きよう愕がくや憤ふん慨がいの成分は含まれていない。ただ、持ち前の皮肉げな笑みが、幾ぶん強まっただけだ。続くマルティナの台詞せりふは、またしてもラテン語だった。

『〈ゲオルギウスの剣〉が動いていることが、やはり大きいのよ。公おおやけには「対〈蟲ギヴル〉専門の武装組織」として知られている彼らだけれど、その駆く除じよ対象のなかには〈裸蟲ミルメコレオ〉も含まれているの。ただ魔本を根絶したいだけなら、もっと大々的に異い端たん審しん問もん部ぶ全体で活動していてもおかしくないのに、不正規部隊を用いるなんて後ろ暗いところがある証明だわ』

「なっ……？」

　慧けい太た郎ろうは我わが耳を疑った。〈ゲオルギウスの剣〉に〈裸蟲ミルメコレオ〉の暗殺を主任務とする部隊があるなど、これまで聞いたこともなかったからだ。クロエはヴァレリオたちのことを「バチカンの暗部のなかの暗部」と評していたが、あれは厳げん密みつにはこのことを指していたのか？

『──そう、バチカンは魔ま本ほんだけでなく、それを読んだ人間も秘密裏に処理したかった。だから専門の暗殺部隊を使った。けれど、ただの〈裸蟲ミルメコレオ〉が相手なら、そこまで過か剰じような対応を取る必要はないはず。いくら成り立ちが尋じん常じようではないとはいえ、そもそも〈裸蟲ミルメコレオ〉化のプロセスには今以もって謎なぞが多いもの。目の前で変へん貌ぼうが起きたところで、普通はそれを「本のせいだ」なんて考えない。もし何か異常が発覚するにしても、研究施設で詳くわしい検査をする段になってからでしょうから、それなら事前に各国に働きかけて緘かん口こう令れいでも敷かせれば事足りる』

　そこで長ちよう広こう舌ぜつにいっとき息継ぎの間を挟み、すぐにマルティナは再び滔とう々とうと述べ立てた。

『にも拘かかわらず、魔本を読んで〈裸蟲ミルメコレオ〉化した人間を、生死問わずで早急に片づけようとするなら、それはつまり被害者たちと通常の〈裸蟲ミルメコレオ〉には「もっと他に決定的な差異がある」ということよ。一般人にもごく簡かん単たんに判別できるような、ね』

　慧太郎はヴァレリオを見やった。彼は相変わらずの様子で、マルティナの言を否定しようともしない。いや、おそらくできないのだ。「自分は下したっ端ぱである」という前言どおり、ヴァレリオもそう多くの事こと柄がらは聞かされていないのだろうが、何しろ上の都合に振り回されてきた当人だ。ある程度の予想はついていたのだろう。もはやそれは無言の肯こう定ていに近かった。

　しかし、それでも立場上、言わねばならなかったか、彼はようやく重たげに口を開き、

『……確かに、それっぽくは聞こえますね。けど、その説を裏づける証拠はあるんですか？』

『いいえ。ただ、説得力を与える材料なら、もう一つとっておきのを提示できるわ』

　同じくラテン語で為なされた問いかけに、マルティナは裂けるように口元を歪ゆがませた。

『歴史を紐ひも解とけば自明よ。バチカンが深く絡からんでくる問題は、いつだって貴方あなたたちのほうに非があった。そうでしょう？』

『…………痛つう烈れつですね。ラテン語もお上手だ。本気で貴女あなたの正体が気になってきましたよ』

　ヴァレリオの視線に明確な殺意が籠こもる。しかし、それを涼しい顔で受け流したかに見えたマルティナの、ある異変に慧太郎は気づいていた。未いまだ相手を嘲あざけるような笑みを浮かべている彼女だが、その実、指の先や肩が判じにくいほど小刻みに揺れていたのだ。

　恐きよう怖ふ、ではない。

　怒りだ。

　普段の無表情とあまりにもかけ離れた邪よこしまな笑顔。そこにばかり意識が行って、初めはなかなか気づけなかった。だが、マルティナは今やはっきりと、身を震わすほどの怒気を発散している。バチカンの外げ道どう働ばたらきを知り、「そら見ろ、これが世界だ」と吐き捨てるように。

　もしやこれまでも──あの橋の上で見せた表情さえも、本当は怒りの発はつ露ろだったのか？

「マル、ティナ……？」

　訝いぶかしくも呼びかける。彼女の真意が分からず、これまでにない隔へだたりを感じてしまって。

　けれど、マルティナはこちらを無視して、ヴァレリオに向かって更さらに続けた。

『わたしもまだ分からないことがあるわ。バチカンが魔ま本ほんを作った動機、その技術の由来、本の流出の原因──このあたりはともかく、あの死しに神がみが何者なのか、いまいち見えてこない』

『それは俺おれにも答えようがないですよ。ベノワさんに関しては、ほんとさっぱりなんで』

　その無責任な言い様に慧けい太た郎ろうは唸うなった。いちいち軽けい薄はくな男だ。どうにも好きになれない。

『……矛む盾じゆんしてるぞ。因いん縁ねんがあるみたいなことを言ってなかったか？』

『そりゃあるでしょう。だってあの人、魔本の所持者ばかり殺して回ってるんですよ？』

　またぞろ急に明かされた真相だったが、さすがにこれは慧太郎も予想していた。何しろあれだけ魔本とその所有者──アルノーなる人物に執着を見せていたベノワだ。アンリの話によれば、ベノワが手にかけた犠ぎ牲せい者しやは、明るみに出ているだけで一七人らしいが、そのいずれもが魔本の関係者なのでは？　と疑うのはごく自然な流れだろう。事実、マルティナも言った。

『当たり前よ。貴方あなたたちに追われていることからも、バチカンと何か確執がありそうなのは間違いない。ただ、詳しよう細さいな経歴や本質的な目的が不鮮明だと言っているのよ』

『だから知りませんってば。お偉いさん方は殆ほとんど最初からベノワさんのことを把握してたみたいですけど、名前や格かつ好こう、能力以外のこととかは、「訊きくな」の一点張りでしたから』

『異を唱となえなかったのか？　よく分からないまま相手を標的に命じられて』

　答えるまでもない、という意思表示だろう。ヴァレリオは肩を竦すくめるだけだった。

　次いで、彼がおもむろにこちらへと踏ふみ出だす。遂ついに戦端を開くつもりなのか、もはや殺気は刺すようなそれだ。話しているうちに、いつの間にか空は夕焼け色に染まり始めていた。

「さて──俺たちは出血大サービスでここまで手札を明かしたんだ。そっちも大人しく知っていることを全部ゲロして、後ろにいるルグランさんの身み柄がらを渡してもらえませんかね？」

　ヴァレリオがフランス語で言った。背後のルグランが「ひっ」と喉のどを絞しぼって縮ちぢこまる。

「……今いま更さらだな。どうして問答無用で仕掛けて来ない？」

「面倒だからですよ。当然じゃないですか。貴女あなたがべらぼうなのはもう分かってますし、若いお嬢じようさん方がたに手荒な真ま似ねをするのだって、個人的には面倒なんだ。……もうぶっちゃけますけどね。俺、ほんとはこんな任務、嫌で嫌で仕方がないんですよ。できれば家で一日中ごろごろしていたい。でも、命令は絶対なんです。じゃないと俺たち居場所を失っちゃうんで」

　あとがない、ということか。どうも彼らはあまりバチカンに重用されていないらしい。

「基本、目もく撃げき者しやは消す決まりになってるんですが、リスクを考えて今なら貴女たちは俺の裁量で見み逃のがしてもいい。一人や二人なら何を知ってても、大したことはできないでしょうから」

　どうです？　と訊きかれ、慧太郎は僅わずかに迷った。無論、相手の提案など考こう慮りよするに値あたいしないが、この状況は些いささか以上に不利だ。自分一人ならどうとでも切り抜けられるものの、マルティナとルグランを護まもりながら五人同時に、となると果たして十全に戦えるかどうか。

　そんなこちらの態度に、ヴァレリオが呆あきれたように息を吐いた。

「……強情ですね。なら、背中のあと押しがてら、もう一枚、札を晒さらしましょうか」

「？　なんだって？」

「今しがた眼鏡めがねのお嬢じようさんが言ってた、『魔ま本ほんを読んだ人間と普通の〈裸蟲ミルメコレオ〉の差異』ですよ。これを聞けば貴女あなたも、きっとルグランさんを庇かばうのが馬ば鹿からしくなる」

　確信を秘めたその言葉に、慧けい太た郎ろうは眉み間けんに深く縦たて皺じわを刻んだ。嫌な予感がしたからだ。

　これから明かされる真相は、きっと最悪のものだという強きよう烈れつなまでに嫌な予感が。




　　　　○




「ッ、どうしてここが!?」

　アンリが悔しげにそう叫さけぶのと、ベノワが屋根を蹴けるのは同時だった。重力を忘れたかのようにふわりと裏路地に下り立った死しに神がみは、続けて鎌かまを生はやした腕を軽く持ち上げてみせる。伸ばしたその指先に、どこからか小さな生き物が飛んで来て、ぴたりと止まった。

　カマキリだ。〈蟲ギヴル〉ではなく普通の昆虫の、どこにでもいるような。

　更さらに次々と同じようにカマキリが現れ、ベノワの身体からだや近くの壁かべなどに群がり始める。

「こいつらを使って探させた。相応の時間は要してしまったが」

「使い魔アガシオン……っ！　あんた、そんな真ま似ねまで！」

　抜かった、と思う。相手は〈蟲ギヴル〉を使し役えきできるほどの技量の持ち主なのだから、それよりも格段に御ぎよし易やすい昆虫を使つかい魔まとするくらい予想して然しかるべきだったのに。

　しかし、同時にアンリは奇妙な違和感も得ていた。

「……魔ま法ほう円えんが浮かばない？　あんた、今どうやって魔ま術じゆつを……？」

「魔術など端はなから使っていない。ルドルフもこの虫たちも、勝手に私を慕したってくるだけだ」

　慕う？　意味が分からず目を瞬しばたたかせるが、ベノワがこちらに歩を進めて来たため、アンリは慌あわてて短たん銃じゆうを構かまえ直なおす。クロエも胸に抱いていた二本の剣を抜いて前に出た。相手が殺さつ人じん鬼きだからか、さすがに今は彼女も迷いが見られない。眼光鋭く目前の敵を睨にらみ据すえていた。

　ベノワがゆっくりと接近して来る。被かぶったフードの奥から覗のぞく双そう眼がんは、怯おびえるアルノーにだけしかと注がれていた。ただ、まずはこちらと言葉を交わそうと思い立ったか、

「魔本は今、きみたちが持っているのか？」

「……いいえ。あたしたちは知らないわ」

「嘘うそではないな？」

　緊きん張ちように生なま唾つばを飲みながらも首しゆ肯こうすれば、ほどなくベノワが納得の吐息をついた。

「そうか。となれば持ち去ったのは、やはりきみたちの友人二人のうちの、どちらかだな」

「待って！　あの二人が持ってるとは──」

「それ以外に考えられない。あの場に既すでに魔ま本ほんはなかったし、〈ゲオルギウスの剣〉は今も私の行方ゆくえ共々あれを探している。ここに来る途中で、遭そう遇ぐうした騎き士しを一人締しめ上あげたからな」

　アンリはたまらず舌を打ちかけた。だとすれば、魔本を持って行ったのはマルティナだ。

「……貴方あなたは、なぜムッシュの命と魔本を狙ねらうのです？」

　やはりいの一番に気になるのはそこだったか、クロエが構かまえた剣の切っ先で相手の踏ふみ込こみを牽けん制せいしながら尋たずねる。だが、ベノワは質問に質問で返してきた。

「私のほうこそ逆に問いたい。きみたちは、なぜ私の邪じや魔まをする？」

「そうしない理由のほうがないでしょ！　あんた、自分が誰だれだか分かってないの!?」

「死しに神がみ、と言いたいのであれば、さきほども訂正したとおり、それは的まと外はずれな呼称だ。私は救いを齎もたらす者、救われぬ魂たましいの救済者。愚ぐ者しやではあっても、無む慈じ悲ひな神ではない」

「そんなワケの分かんない理屈……っ！」

　薄はく氷ひようを踏むような状況に、思わず業ごうを煮にやしかける。だが、アンリはなんとか自制した。

　冷静になれ。慧けい太た郎ろうが僅わずかなりとも手こずったという〈裸蟲ミルメコレオ〉と、まともに正面から争うのはまずい。できるだけ会話を長引かせ、その隙すきになんとしても逃げるのだ。

　しかし、そんなアンリの儚はかない目もく論ろ見みは、続くベノワの台詞せりふで跡形もなく白紙化した。

「──どのみち、彼はもう長くない」

　厳おごそかに、ベノワが言った。

　彼の視線は、依然、アルノーを捉とらえていた。

　アンリは──アンリを始めとする三人は、告げられた内容を、すぐには理解できなかった。

　いや、正しくは理解したくなかったのだと思う。ただ、なす術すべもなく空っぽになった頭のなかで、暫しばしのあいだベノワの言葉を虚むなしく反はん響きようさせ続けていた。

　どのみち、彼はもう長くない。

　どのみち、彼はもう長くない。

　長く、ない？

「…………な」

　何を言っている？　そう詰きつ問もんを発しようとしたのは、果たしていったい誰だったか。

　分からない。なぜなら、問いが完全に放たれるよりも先に、ベノワが動いていたからだ。

「「ッ!?」」

　先の一言に虚きよを衝つかれていたがゆえ、アンリもクロエも反応が遅れに遅れた。

　アンリは咄とつ嗟さに短たん銃じゆうに込められていた魔ま術じゆつ弾だんを撃うとうとしたが、既にベノワとの間合いが縮ちぢまり過すぎており、余波で自分たちもただでは済まないと、それを断念せざるを得なかった。

　また迎げい撃げきに飛び出したクロエも、ベノワの侵攻速度に出遅れた状態からでは張り合えず、放った刺し突とつを充分に剣速が乗り切る前に打ち払われると、直後、腕を取られて物の見事に石いし畳だたみへ投げられてしまう。それでもなんとか身を捻ひねって倒れるのだけは避けた彼女だったが、泡を食って姿勢を戻そうとしたそこへ、冷ややかな恫どう喝かつと共にベノワの鎌かまが突き込まれた。

「動くな」

　クロエの豊かな乳ち房ぶさに触れるか否いなかのところで、この世の何物をも断つだろう鋭利な切っ先が静止する。僅わずかに力を入れるだけで、心しん臓ぞうを容易たやすく貫ける位置だった。

「二人とも武器を捨てろ」

　続けざまに為なされた要求に、抗あらがう術すべはもう残されていなかった。アンリはやむなく短たん銃じゆうを手離し、クロエも片かた膝ひざ立だちの姿勢のまま両手の得え物ものを地に落とす。

　瞬またたく間まにチェックメイトをかけられ、アンリは腸はらわたが煮にえくり返かえる思いで声を荒げた。

「随分と狡こすい真ま似ねしてくれるじゃない！　タチの悪い嘘うそまで囮おとりに使って！　卑ひ怯きようよ！」

「いいや。彼に時間が残されていないのは真実だ」

　クロエの身動きを封じたまま、しかしベノワが律りち儀ぎに応じてくる。そう判押しまでされて無む惨ざんだったのは、言わずもがな話題の当事者であるアルノーだ。彼はまるで幽ゆう霊れいにでも出くわしたような表情で、もはや外界の出来事も意中になく、ひたすら呆ほうけた呟つぶやきを洩もらしていた。

「……死ぬ？　私が……もうじき、死ぬ……？」

「そうだ、ムッシュ。貴方あなたの命は保もってあと数日。それが魔ま本ほんを読んだ者の逃のがれ得えぬ運命だ」

　小揺るぎもせずそう断じたベノワに、クロエが凶きよう器きの存在も忘れて前のめりになる。

「そんな！　どういうことです!?」

「魔本による〈裸蟲ミルメコレオ〉化が不完全だからだ。粗そ悪あくな模造品の効果など、所しよ詮せんはたかが知れている。人の肉体を激げき烈れつな変化に十全に対応させることができない」

「……模造品？　魔本が？」

　アンリは俄にわかに瞠どう目もくしたが、しかし今は先に訊きくべきことがあると判じ、

「なら、あんたの言う『救い』っていうのは──」

「魔本を読んだ者を、『人として主しゆの御み許もとに送り届ける』こと。それが私の使命だ」

　思わず息を呑のんだ。次いで先の何倍にも達しようかという、凄すさまじい怒りが腹の底から湧わき上あがってくる。ベノワの言い分がひどく身勝手なものに聞こえたからだ。

　だが、アンリが感情を言葉カタチにする前に、ここまで冷静だったベノワが不意に豹ひよう変へんした。

「……そうだ。使命こそが私を生き長らえさせている。なのに……なのにッ、きみたちのせいで私はムッシュ・アルノーを救すくい損そこねた！　どうしてくれる!?」

　ベノワが別人のように吼ほえ猛たける。同時、その傍かたわらでクロエが小さく苦鳴の声をあげた。どうやらベノワが力んだ拍子に、鎌が胸元を浅く抉えぐったらしい。アンリは血相を変えて叫さけんだ。

「やめなさい！　武器はもう捨ててるでしょ!?」

「黙れッ！　どのみち助からない命ならば、せめて魂たましいだけは救おうとして何が悪い!?　私を見ろ！　こんな醜みにくい姿に変わり果て、最後は化石燃料として扱われる！　この世に生きた証あかしすら残せず、尊そん厳げんを持つことさえ許されない！　それが〈裸蟲ミルメコレオ〉だ！　だから私が……っ！」

　こちらの言葉さえ満足に聞かず、前後の文脈も関係なしに逆上するベノワ。フードのなかで彼の両目は血走り、額ひたいには青あお筋すじまで浮かんでいた。明らかに感情の抑えが利いていない。

　しかし、途中でクロエのドレスの胸元に、小さく赤い染みが出来ているのを認めたからだろう。急に夢から覚さめたような面おも持もちになると、肩を大きく上下させて深呼吸をする。それで幾いくぶん落ち着きを取り戻したか、続けて言い添えられた台詞せりふはか細いながらも理性的だった。

「……だから、私が『救う』のだ。私自身も『救われたい』がために」

「…………ッ」

　アンリは戦せん慄りつに息を詰つめた。おそらくクロエも同じ気持ちだっただろう。

　ひどい破は綻たんぶりだ。見ていられない。どうにも正気が疑わしい男だと感じていたが、彼は重度のメサイアコンプレックスに侵おかされている。しかも少なからず自覚があるようだった。

「な、ならば──」

　クロエが胸を押さえながら唇を開いた。石いし畳だたみに座り込んでいるアルノーに視線を転じ、

「もう、ムッシュを害する気はないのですね？　彼を救うことは、できないのだから」

「……どうかな。それは本人が決めることだ」

　低く言って、ベノワがアルノーに向き直る。未いまだ自失状態にあったアルノーが、しかし死しに神がみの注目を受けて僅わずかに正体を取り戻した。焦点を結んだ瞳ひとみに、じわりと深い絶望が滲にじむ。

「私は〈裸蟲ミルメコレオ〉化してしまった者には、必ず同じ質問をすることにしている。『救いの半分』を失い、人の姿で逝いくことが叶かなわないのであれば、あとはその者の意思を尊重しようと思うからだ。ゆえに貴方あなたにも訊きくが──ムッシュ・アルノー、これからどうする気だ？」

「わ、わたし、は……わたしは、死にたく……」

「無理だ。貴方はじきに死ぬ。それは誰だれにも覆くつがえせない。問題なのは『どう死ぬか』だ」

「……どう、死ぬか……？」

「例たとえ人の目から隠れ続けても、落命する段となれば貴方は化石化し、〈裸蟲ミルメコレオ〉となっていた事実が世間にばれる。そうなった場合、今度は貴方の家族や知人に累るいが及ぶぞ？」

　アルノーが双そう眸ぼうを見開いた。アンリはベノワの意図を悟さとり、憤ふん激げきのあまり目め眩まいさえ覚おぼえた。

　確かに〈裸蟲ミルメコレオ〉が受ける迫害は壮絶だ。ときに近しい人たちさえ、白眼視や私刑リンチの対象になる。けれど、だとしてもベノワのやろうとしていることは絶対に許せなかった。

「ふざけないで！　何が『本人が決めること』よ！　そんなのただの──」

「黙っていろ！」

　ベノワが一いつ喝かつし、クロエが喘あえぐ。胸元に突きつけられていた大おお鎌がまが、彼女の喉のど笛ぶえを掻かき切きる薄皮一枚のところに、その刃やいばを翻ひるがえしたからだ。業ごう腹はらだがアンリは口を引き結ぶしかなかった。

　推移を見守るしかない二人を余よ所そに、アルノーが縋すがるような目つきでベノワを見る。

「そ、そんなっ……それは困る！　駄だ目めだ！　もし妻に何かあったら……っ！」

「そうか。貴方あなたには別居中の奥方がいたな。以前は大変な愛妻家だったと聞いている。真っ先に名前が挙がるところを見ると、今も変わらず伴はん侶りよのことを愛しているのだな？」

　アルノーがしきりに頷うなずいた。ベノワはそんな彼に、あくまで真しん摯しに語りかける。その姿勢には、一点の曇くもりもない。彼が親身になっているのは紛まぎれもなく本当のことだからだ。

「──そもそも、残り短い命とはいえ、正確な『終わりの瞬しゆん間かん』は誰だれにも分からないのだ。予期せぬ死に怯おびえて過ごすのは、例たとえ数日でも地じ獄ごくの責め苦だろう。そのうえ、死後も貴方の罪は許されることがない。謂いわれなき咎とがを負う者がいる。貴方はそれに耐えられるか？」

「あ、あぁ……あぁぁぁぁぁ……」

　アルノーが哀あわれなほど煩はん悶もんする。精神の均きん衡こうを崩くずしかけているのが手に取るように分かった。

　ベノワはなおも続ける。自分の語る言葉こそが、絶対の真理であるかのように。

「一言でいいのだ」

「……？」

「たった一言、『救ってくれ』と私に願うだけで事は済む。そうすれば私がすぐに貴方の恐きよう怖ふを取り除き、亡なき骸がらはどこか人の目の届かない場所に埋まい葬そうしよう。約束する」

「わ、わわ、わたしは……わたしは、まだ妻に何も……何もッ」

「迷うな。私に貴方を『救わせて』くれ。そして、私を『救って』くれ」

　ベノワはどこまでも切実だった。第三者の視点からすれば、吐き気を催すほどに。

「～～～ッ！」

　怒ど髪はつ天てんを衝つくなどという事態が本当にあるなら、アンリはまさに今がそのときだと感じていた。クロエを人質に取られていなければ、もはや相手に掴つかみかかっていたかもしれない。

　ベノワの行いは極きわめつけに卑ひ劣れつだ。例え語っている内容が道理に沿っていても、崖がけっぷちに立たされている人間に聞かせるなら、それは死への煽せん動どう、悪あく魔まの囁ささやきに他ならない。ましてや自己の正当性を補強するための、免罪符作りとしての側面も併せ持つなら尚なお更さらだった。

「貴方という人は……っ！」

　だが、血が滲にじむほど下唇を噛かんで激げき発はつを堪こらえたアンリの努力も虚むなしく、先にクロエのほうが堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切ろうとしていた。なまじ強い正義感が仇あだとなったか──〈裸蟲ミルメコレオ〉に決して良い感情は持っていないはずのに、それでもアルノーのために我わが身を顧かえりみず。

「駄だ目めよ、級長！　早まらないで！」

　呼びかけたが、とき既すでに遅し。一瞬早くクロエが無む謀ぼうな反攻の狼煙のろしを上げていた。彼女の手が落ちていた自みずからの剣に素早く伸びる。しかし、それを見み逃のがすベノワではなかった。

「……動くな、と言ったはずだが」

　アルノーに傾注している状態でも、傍かたわらのクロエの動きは丸分かりだったか、ベノワの総身に不ふ穏おんな気配が満ちる。直後、アンリは最悪の光景をまざまざと網もう膜まくに焼きつけた。

　ベノワが一挙動で腕を横に引く。一文字に切り裂かれたクロエの頚けい動どう脈みやくから、間かん欠けつ泉せんの如ごとく血が噴ふき出だした。そして、ついぞ分かり合えなかった級友が重々しく石いし畳だたみに頽くずおれる──

　血ち飛沫しぶきさえ克こく明めいに幻げん視しできたそのすべてが、本来なら実際に起きていたはずの出来事だった。

　もしそのとき、銃じゆう声せいが鳴なり響ひびいていなければ。

「ッ!?」

　ギンッ！　という激はげしい金属音は、おそらく飛来した銃じゆう弾だんを、ベノワがもう一方の腕の鎌かまで打ち落とした音だったのだろう。中空で散った火花を認め、遅れて理解がやって来た。

　その間かんにまんまと得え物ものを回収したクロエが、この機を逃のがすまじと逆ぎやく襲しゆうに打って出る。

　至近から最速で放ったレイピアの剣けん刺しが、間かん一いつ髪ぱつで身を反そらしたベノワの脇わき腹ばらを掠かすめた。同時、ベノワが不安定な体勢で振り抜いた鎌は、クロエが掲げた頑強なマンゴーシュの剣身に阻はばまれる。そして、そのときにはもう既すでにアンリも、短銃を拾い上げて再照準を終えていた。

「級長、離れて！」

　クロエがこちらの声に従い、半なかば無意識に後ろへ跳とび退のく。ベノワが己おのれに向けられた銃口の先に展開した魔ま法ほう円えんを見て、フードの奥で「魔ま女じよだと!?」と目を剥むいた。だが、もう遅い。

「──喰くらいなさい！　『プロメテウスが手た繰ぐりしは、華はなやかなりし芸火の煌きらめきッ！』」

　短たん詠えい唱しようで僅わずかに威力を増幅したのち、アンリは躊ちゆう躇ちよなく必殺の魔ま術じゆつ弾だんをぶっ放した。

　次の瞬しゆん間かん、蒼あおい閃せん光こうが裏路地に炸さく裂れつする。隘あい路ろのため左右に身は躱かわせないと踏ふんで、咄とつ嗟さに頭上に跳とんだベノワだったが、それでも発生した爆ばく風ふうの圏内から逃のがれるには至らなかった。

　ベノワはそのまま路地の奥まで吹き飛ばされ、なんとか宙で身を捻ひねって着地だけは無難にこなすものの、なおも勢いに押されて石畳を滑すべるように後退する。魔術弾の着弾箇か所しよからは大量の土煙が上がり、合算して彼ひ我がの間合いは相当なものになっていた。

「ま、魔術!?　アンリエット、貴女あなたはいったい……？」

「説明はあと！　それより級長、あんたはムッシュ・アルノーを！」

　今この瞬間までアンリを魔女と知らなかったクロエが呻うめくが、莵とにも角かくにも彼女を呼び戻してアルノーの護まもりを任せ、アンリは弾丸と器具を取り出して手早く次弾の発射準備を進める。

　対してベノワは、すぐには行動を起こさなかった。こちらを仕留めるよりもまず先に、最初に要いらぬ邪じや魔まを入れてきた不届き者の存在を確かめる必要があったからだ。

「……誰だれだ、貴様は？」

　暴発寸前の張はり詰つめた声。ベノワの誰何すいかが向かった先は裏路地のずっと奥で、そこには一いつ挺ちようの短銃を構かまえた大おお柄がらな男性の姿があった。男の背後には武装した警けい官かんたちが並んでいる。

「俺おれかい？　ふふん、ちと面おも映はゆいが訊きかれたからには礼儀として答えようかね」

　男が不敵に笑った。熊くまのような体たい躯くを揺らし、自じ慢まんのモミアゲを指で掻かきながら。

　賭かけてもいい。「名乗るのが恥ずかしい」みたいな殊しゆ勝しような物言いをしていても、次の台詞せりふは絶対、鏡の前でポーズを決めながら何度も練習したに違いないのだった。

「──フランソワ・ヴィドック。ただのしがない名めい探たん偵ていさ」
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　魔ま本ほんを読んで〈裸蟲ミルメコレオ〉化した者は、それから僅わずか数日ほどで例外なく死に至る。

　明かされた真実に、慧けい太た郎ろうの思考は長らく凝ぎよう結けつした。足場が崩くずれ落おちるような感覚だった。

　そのあいだヴァレリオはこちらの反応を辛しん抱ぼう強く待っていて、マルティナはいつも以上に感情を排した面おも持もちをしていたように思う。前者はおそらくそれが彼なりの誠実さの表れで、後者は初めからすべてを知っていたからだったのだろう。

　──救いをっ、救われぬ彼らに最後の救いを！

　交差点で干かん戈かを交わした際、ベノワが叫さけんでいた言葉を思い出す。

　救われない者。もう助けられない者。未来いずれすら見込めないと確定している者たち。

　何も知らず寿命を大幅に削られ、普通の〈裸蟲ミルメコレオ〉のように希望を抱くことさえできず、魔本の読者は速すみやかに終わりを迎える。なまじ僅かとはいえ猶ゆう予よ期き間かんがあるから、当事者たちは末まつ期ごの瞬しゆん間かんまで死の足音に震えることになるだろう。それを絶望と呼ばずしてなんと呼ぶ？

「……全部、本当の話なんだな？」

　掠かすれた声でようやくそれだけを返せば、ヴァレリオもさすがに神妙な顔つきで首しゆ肯こうした。

「ええ。それが、さきほど言った『決定的な差異』の正体ですよ。〈裸蟲ミルメコレオ〉は馬ば鹿かげた生命力を持つので、あらゆる病びよう魔まをはね退のけるし、大抵の傷もすぐに完治してしまう。つまり、従来の〈裸蟲ミルメコレオ〉の遺体は一目でそれと分かる外傷を負ったものばかりなんです。だけど、魔本を読んで〈裸蟲ミルメコレオ〉になった人間は違う。『傷が一切ない歪いびつな人型の化石』なんていう、本来あり得ないはずの物的証拠を世に残してしまう。それは看過できないんです」

　厳げん粛しゆくさを帯びてはいたが、どこか他ひ人と事ごととも取れる言い草だった。魔本を世間に流したのはバチカンの可能性が高く、ヴァレリオは曲がりなりにも教きよう皇こう庁ちようの騎き士しなのに。

　だが、命令に従っているだけの彼を批難したところで、意味がないことも分かっていた。

「──さて、これで理解できたでしょう？　ルグランさんを庇かばう必要なんてないって」

　ヴァレリオが幾いくぶん軽けい薄はくな調子を取り戻す。ただし、その目は依然、まったく笑っておらず、頭を抱えて蹲うずくまるジロー・ルグランを、まるでゴミ屑くずのように眺めていた。

「多くの人様から金を巻き上げ、あまつさえそのうちの一人に関しては、確実に命を奪ってさえいる輩やからだ。『何も知らなかった』で済まされる話じゃない。でしたらほら、もうそんな奴やつのために身体からだを張るのはやめて、あとは同じ穴のムジナである俺おれたちに──」

　だが、そこで彼の言葉が途切れた。不意に墓地の入り口に、やはり〈ゲオルギウスの剣〉とおぼしき白しろ装しよう束ぞくの男が一人、新あらたに姿を見せたからだ。その騎士はヴァレリオの元に駆かけ寄よってゆくと、何やらごそごそと彼に耳打ちしてみせる。途端、ヴァレリオの顔が露ろ骨こつに曇くもった。

「……は？　もうすぐ警けい察さつが来る？　ここに？」

「はい。そう大人数ではありませんが、全員が私服警官で武装しています」

「ちょっ、なんでですか？　国家警けい察さつにはさっき使者を送りましたよね？　手出し無用って」

「それが……どうも一部の者たちによる独断らしく」

　そんなような会話を交わしている。慧けい太た郎ろうの常人を超こえる聴ちよう覚かくは、ところどころ欠落した状態ではあったものの、密談の内容を辛かろうじて捉とらえていた。なので、慧太郎はそのあいだに背後を振り返り、変わらぬ姿勢でそこに佇たたずんでいた少女に呼びかける。

「マルティナ、無理を承知で頼みがある」

「？　なに？」

「魔ま本ほんを僕に譲ゆずってくれ」

　皆まで語らずとも、こちらの考えを察したのだろう。マルティナが僅わずかに押し黙った。

「無タ料ダで？　それとも、あとで返してくれるの？」

「ごめん、返すのは無理だ。いつか言い値で代金を払う」

「……勝手ね」

　ぽつりと呟つぶやき、やがて懐ふところから魔本を取り出すマルティナ。それをあっさりとこちらに投げ渡してきた。十中八九、断わられるだろうと踏ふんでいたため、さすがにこれには慧太郎も驚おどろく。実のところ拒きよ否ひされたら、些いささか心苦しいが力ずくで本を奪い取るつもりだったのだ。

「い、いいのか？　この本が必要だったんだろ？」

「自分で寄越せって言ったくせに。どうせ断わっても諦あきらめないもの、あなた」

「あ、ああ。いや、でも……」

「大きな貸しだから。利子はトイチだから」

　トイチ？　意味が分からず目を白黒させながら、それでも受け取った魔本を高く掲げ、ヴァレリオに「おい！」と呼びかける。向き直った彼が、たちまち相そう好ごうを崩くずした。

「あぁ、やっぱり持ってましたか。そんな気はしてたんだ」

「本はそっちに渡す。その代わりムッシュ・ルグランは見み逃のがせ」

　その瞬しゆん間かん、ヴァレリオが脳のう裏りで目まぐるしく計算を働かせたのが分かった。

　たぶん乗ってくるだろうとは思いつつも、一応の用心として慧太郎は重ねて述べる。

「じきに警官が来るんだろ？　また邪じや魔まが入って成果なしで終わるくらいだったら、いっそ多くは知らないムッシュのことは諦めて、確実に魔本を入手しておいたほうが利口のはずだ」

「……聞こえてたんですか？　地じ獄ごく耳みみな。というか、まだ彼の肩を持つ気なんですね」

「許せない相手だから何をしてもいいなんて、そんな馬ば鹿かげた理屈が通る時代じゃない。もし交渉に応じないなら、僕は道連れを覚悟してでも、お前たちを止めるからな」

「……やれやれ、頑固なお嬢じようさんだ。ルグランさんは何も知らない可能性が高いってだけで、頭からそう決めつけてかかるのもまずいんですけどねぇ……」

　などと、暫しばらくぶつぶつとぼやいていたヴァレリオだったが、やはり最終的に背に腹は代えられないという結論に至ったのだろう。マルティナが少し気き懸がかりな様子だったものの頷うなずき、

「ま、いいでしょう。ここの警けい察さつ、統制が取れてないみたいで少し心配なんですが、それでも彼らにルグランさんの身み柄がらが渡るなら、最低限、根回しで情報の封殺はできそうだ」

「この本、ページがぜんぶ白紙になってるんだが、これは構かまわないのか？」

「構いませんよ。内容が必要以上に広まるのを防止するためなのか、なんか特とく殊しゆな加工が施されてるらしいんで。ただ、その加工っていうのが魔ま術じゆつ的てきな検知に引っ掛かるんですよ」

　ということは、つまりバチカンはそこから自分たちに繋つながる証拠が出ることを危き惧ぐしているわけか。一度読めば白紙になる本を、どうして必死になって回収しようとするのか、その理由が分かった。分かったので慧けい太た郎ろうも納得して、ヴァレリオに向けて魔ま本ほんを弓なりに投げる。

「どーも。──ん、間違いなく本物みたいですね」

　ヴァレリオが受け取った魔本を、軽く検あらためてから懐ふところにしまった。慧太郎はそれを見届けたのち、最後の問題を口にする。どう足あ掻がいたところで、目を逸そらせそうになかったからだ。

「……ヤニック・アルノーという人のことは、そっとしておいてあげられないのか？」

「無理ですね。魔本を読んだ人間の捕ほ縛ばく、ないし遺体の回収は、至上命令の一つなんで」

　慧太郎は鼻筋に皺しわを寄せた。努めて抑えようとしていた瞋しん恚いの炎ほのおが噴ふき上あがる。

「だったらッ、せめて残り少ない時間を当人の自由にさせてやれ！　その程度のことも認められないほど狭量なのか、バチカンは!?」

「アルノー氏がある日いきなり化石化して、そのとき周まわりに誰だれもいないっていう保証があるならいいのかもしれませんけどね。どのみち四六時中、監視する必要に迫せまられますよ？」

　分かっている。それが現実的な方法ではないことくらい。ただ、万事がひどく理り不ふ尽じんでやり切れなかった。何かアルノーを救う冴さえた方法があるのでは、と思わずにはいられない。

　けれど、そんなこちらの心中を見抜いたか、ヴァレリオが踵きびすを返しながら続けてきた。

「一応、忠告しておきますが──もう『次』はありませんよ？」

　強こわい声だった。ヴァレリオは背中を向けたまま、こちらに一いち瞥べつすら寄越さない。

「交差点でやり合ったとき、俺おれたちはなるべく加減するよう努力しました。今はこうしてそちらの要求を呑のみもした。すべては面倒を避けるためです。でも、さすがに三度目はない」

「………………」

「ここから先、まだ首を突っ込んでくるようなら、次は本気で喉のど笛ぶえを噛かみ千ち切ぎりにかかります。そのへん、よく肝きもに銘めいじておいてくださいよ」

　アルノーよりもまず自分の身を案じろ。そう言い置いて、ヴァレリオたちが去ってゆく。

　だが、完全に立ち去る間ま際ぎわ、墓地の入り口付近で彼は一いつ瞬しゆんだけこちらを顧かえりみた。今までになく煮え切らない眼まな差ざしで呟つぶやかれた台詞せりふが、風に運ばれて来て慧太郎の鼓こ膜まくを不器用に撫なでる。

「……ほんと、頼みますよ？　これ以上、俺に嫌な仕事をさせないでくださいね」

　声には、どこか懇こん願がんに近い響ひびきがあったように思う。
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　フランソワ・ヴィドック。元・国こつ家か警けい察さつパリ地区犯罪捜査局の初代局長にして、現在は世界で唯ゆい一いつの私し立りつ探たん偵ていなる職業を営む男。

　などという振るった経歴もあるにはあるが、それらはただのオマケに過ぎない。

　簡かん単たんに言ってしまえば、彼は極度の趣味人だ。少なくともアンリは自分のことを棚たなに上げてそう理解している。だから、思わぬ援軍の登場にも、真っ先に抱いたのは疲労感だった。

「……ったく、何が『ただのしがない名探偵さ』よ。自分で言う？　普通そういうこと」

　よりにもよって、と思う相手に窮きゆう地ちを助けられた気恥ずかしさから、つい憎まれ口を叩たたいてしまう。もちろん、それも心に余裕があればこそだという自覚はあったけれど。

「っていうか、なんであんたがイースにいるの？　とっくにパリに帰ったんじゃなかった？」

「おいおい。助けてやったのに、のっけから随分な言い草だな？　こいつが劇なら、登場のタイミングといい名乗り上げといい、今のは間違いなく拍はく手しゆ喝かつ采さいものだぜ？」

　短たん銃じゆうの発射準備を終えて訊きけば、ベノワを挟むかたちで路地の奥に佇たたずむヴィドックが、パイプを咥くわえた口元をさも嘆かわしげにひん曲げた。次いで手にしていた弾たま切ぎれの銃を捨て、懐ふところから新あらたな一いつ挺ちようを取り出しつつ続ける。口調こそおどけていても、目は真剣そのものだった。

「例によって例の如ごとく仕事だよ。人使いが荒い依頼人でな。どうにも困ってる」

　依頼？　と実際に口にはしなかったが、表情には出たのだろう。ヴィドックが肩を竦すくめた。

「内容はずばり『今、巷ちまたで噂うわさの魔ま本ほんに関する調査』だ。初めは地道にパリで聞き込みをしてたんだが……呆あきれたぜ。調べていくうちに、まさか前に尻尾しつぽを掴つかみ損そこねた死神コイツと繋つながるとはな。足取りを追ってイースまで来てみりゃ、なんかえらい騒さわぎが起きてやがるし」

　言い様からするに、どうも彼がイースに着いたのは、ほんの今さっきのことらしい。

「……それでよく、こんなに早く食いつけたわね、あんた？」

「おおよその流れは見えてたからな。お前さんも既すでに掴んでるだろうが、この街まちにはみみっちいシノギで稼いでる悪徳宗教団体がいてな。そこと繋がってたもうちょい格上のヤクザな連中は、パリを縄なわ張ばりにしてやがったんだよ。……ま、もっともその組織はつい先日、抗争で潰つぶれちまったがね。俺おれが問とい詰つめたのは、運良く生き残って雲隠れしてた、そこの三下だ」

「待って、ヴィドック！　違うわ！　たぶん、それ抗争じゃなくて──」

「分かってるよ。そう見せかけたバチカンの仕し業わざ、だろ？　そっちも調べはついてる」

　内心で舌を巻く。認めるのは癪しやくだが、さすがの手て際ぎわだ。自称・名探偵は伊だ達てではない。

「警察上層部の動きも怪しかったんでな。信用できる奴やつらだけかき集めて、勝手に動くことにしたわけだ。おかげでぎりぎり間に合った。あのサムライ坊ぼうや……じゃなくて、嬢じようちゃんのほうも心配するな。目立つ容姿の二人連れだったんで、そっちは割と簡かん単たんに捕ほ捉そくできたぜ」

「じゃ、じゃあ!?」

「ああ。今いま頃ごろはもう俺おれの仲間が保ほ護ごしてるだろ、たぶん」

　アンリは胸を撫なで下おろした。背後のクロエもだ。しかし、ヴイドックの言葉に敏感に反応した者がもう一人いた。慧けい太た郎ろうとマルティナが魔ま本ほんを持っていると確信しているベノワだ。

「……あの娘むすめたちがどこにいるのか、貴様は知っているのか？」

「ん？　おお、まあな。けどそいつは、お前さんには関係のない話さ」

　動くなよ？　とばかりにヴィドックが短たん銃じゆうの筒つつ先さきをわざとらしく揺らす。厳きびしい面おも持もちをしていながらも、彼の口振りにどこか余裕があるのは、既すでに形勢が決しているからだ。

　こんな狭きよう隘あいな道で警けい官かん隊たいに銃を並べられては、いかに〈裸蟲ミルメコレオ〉といえど取れる選せん択たく肢しは限られてくる。つまり、銃じゆう弾だんを片かたっ端ぱしから弾はじくか、でなければ上に跳とぶか。しかし、前者は足を止める必要があり、後者は宙に身を置くあいだ無防備となる。必然、そうなれば今度はアンリの魔ま術じゆつ弾だんの餌え食じきだ。もはや一気に接近戦に持ち込める間合いでも──

「ぁん？」

　だが、そこでヴィドックが訝いぶかしげな声をあげた。ベノワが不意にごく自然な所しよ作さで、片手を己おのが口元に持って行ったからだ。アンリはその意味を悟さとり、一挙に青くなった。

「ヴィドック、撃うって！　早く！」

　緊きん迫ぱくも露あらわに叫さけぶが、事情をよく呑のみ込こめていないヴィドックは、あくまで死しに神がみを生け捕りにしたかったのだろう。僅わずか数すう瞬しゆんとはいえ、発はつ砲ぽうを躊躇ためらってしまう。それが命取りだった。

　次の瞬間、ベノワが貫くような口笛の音を辺りに響ひびかせた。

　続く急きゆう襲しゆうは意外な方向からだった。突然、足場が波打ったかのように錯さつ覚かくし、かと思えば直後には石いし畳だたみを粉ふん砕さいして、その下から何か巨大な影が飛び出したのだ。一拍遅れて警官たちが発はつ砲ぽう炎えんを瞬またたかせるも、現れた影がすかさずベノワの盾たてとなってそれを防ぐ。アンリは歯は噛がみした。

「断頭カマキリ……っ！」

　ベノワの相棒たる例の〈蟲ギヴル〉だった。てっきり空中から襲おそって来るものと踏ふんでいたのに、まさか地下から出現するとは。石畳に穿うがたれた大穴を見れば、どうやらすぐ足元に下水道が流れていたらしい。あの巨体で街まちなかを移動するには、確かにもってこいの経路だ。

　断頭カマキリが狭い路地一杯に立たち塞ふさがる。ヴィドックや警官たちが、こちらと分断された。連続する銃声と猛もう然ぜんたる鳴き声。それらを尻しり目めに、ベノワが物も言わず突っ込んで来る。

「……っ！　級長、ムッシュを連れて逃げなさい！」

　背後に呼びかけながら魔術弾を発射。相手が跳ちよう躍やくするだろうことは読んでいたので、しっかりと照準とタイミングを合わせつつ撃った。しかし、ベノワは建物の壁へき面めんを蹴けって跳とぶや直ちよく撃げきを避け、爆ばく風ふうの煽あおりを受けながらも、更さらに強引に接敵して来ようとする。

「このっ……！」

　アンリは発砲と同時にスカートのなかから取り出していた、自作の榴りゆう弾だんを敵目掛けて全力で投とう擲てきした。非殺傷用のものは既すでにネタ切れだったので、今度は少々物ぶつ騒そうだけれど対人破は砕さい手しゆ榴りゆう弾だんだ。爆ばく裂れつと共に撒まき散ちらされた無数の金属片はさすがに回避し切れず、跳ちよう躍やく中ちゆうだったベノワが左半身から鮮血を散らして路上に落下した。その隙すきにアンリは銃じゆうの再さい装そう填てんを始める。

　と、手を止めないまま背後を一いち瞥べつすれば、そこにまだクロエとアルノーの姿があった。

「何やっての!?　さっさと逃げろって言ったでしょうが！」

「で、ですが！　貴女あなたを置いて行くわけには！」

「……ンのっ、馬ば鹿かクロエ！　まずはきちんと騎き士しの務めを果たしなさい！　戦えない人たちを護まもるのがあんたの役目でしょ!?　こういうとき、身内はあと回しにするの！」

「ッ！」

　割り切れず迷いに迷っていたクロエが、こちらの叱しつ咤たになぜか胸を衝つかれたような顔をした。

　暫ざん時じの空白。しかし、そこから先の決断は一いつ瞬しゆんだった。

「──アンリエット、どうかご武運を！」

　何が踏ふん切ぎりとなったのかは不明だが、クロエがそれまでのもたつきが嘘うそのような変わり身の早さで、半なかばアルノーを担かつぐようにして道を駆かけ出だす。大浴場に連行された経験があるので分かる。彼女はああ見えて意外と力が強いのだ。あっという間に後ろ姿が見えなくなった。

　いや、それよりも重要なのは、触れることさえできなかった相手に、クロエが肩を貸したという事実だろうか？　アンリは僅わずかに級友を見直して頬ほおを綻ほころばせた。

「くそっ……くそぉ！　なぜ誰だれも彼も私の邪じや魔まをする!?　許さんっ、断じて許さんぞ！」

　アルノーを取り逃がしたことを悟さとってか、立ち上がったベノワが奮ふん然ぜんと喚わめき散ちらす。落下の衝しよう撃げきでフードはもう完全に脱げており、晒さらされたカマキリと人間のそれが合わさった面めん貌ぼうからは、先刻同様に冷静さが失われていた。両目を澱よどます死しに神がみを、アンリはきつく睨にらみつける。

「悪いけど行かせないわよ。爆弾も魔ま術じゆつ弾だんもまだ、たんまりあるんだから」

　当然ながらハッタリだ。手持ちの道具はもう殆ほとんどない。それでも、クロエとアルノーが逃げ切るまでの時間稼ぎくらいは、なんとかできるはずだった。

「……？」

　けれど、そこでアンリは奇妙なものを目撃した。

　光だ。

　淡い黄味がかった光が、今にも消えそうな弱々しさで、ベノワの胸あたりから零こぼれている。

　先の対人手榴弾を受けた際に破れたのだろう。ベノワのコートはなかの衣服諸もろ共とも、前面の一部が大きく裂けており、肌が少し覗のぞけていた。光の正体を見み極きわめようとアンリは目を凝こらす。

　けれど、その数瞬後──

「…………まさか!?」

　アンリは『ソレ』がなんであるのかを悟さとり、珍ちん事じ続きの今日一日で最大級の衝しよう撃げきに脳のうを揺さ振られていた。我われ知らず仰天の余り、その単語を口走ってしまう。

「〈蟲天の瞳エレクトロン〉!?」

「ッ!?」

　果たして、今度はベノワが驚おどろきを露あらわにする番だった。

　なぜお前がソレを知っている!?　いかにもそう言いたげな、特大の猜さい疑ぎと困惑が入り混じった瞳ひとみが、まじまじとこちらを射抜く。

〈蟲天の瞳エレクトロン〉という名称を弁わきまえているだけならまだ良かったはずだ。だが、あろうことかベノワの胸に直接埋め込められ、輝きを発するという異常を起こしていた『虫入り琥こ珀はく』を、即座に伝説的な宝石と結びつけて考えるには、実物を目にしたことでもない限り難しい。

　そう、確かにアンリは目の前の怪現象を知っていた。

　己おのが助手である秋あき津つ慧けい太た郎ろうの、あの特異な左目を実例として。

「な、なんで……あんたが〈蟲天の瞳エレクトロン〉を……？」

　やはり思わずそう呟つぶやけば、ベノワの表情に今までとは別種の、おぞましい迫力が漲みなぎる。それを見たアンリは、自分が成功と失敗を同時に犯したのだと知った。

　成功は、おそらくこれでクロエとアルノーは確実に逃げ切れるだろうということ。

　失敗は、ベノワの現時点における最さい優ゆう先せん事じ項こうが自分に移ってしまったということ。

「……気が変わった。きみには私と一緒に来てもらう」

　こちらが〈蟲天の瞳エレクトロン〉のことを知っていたのが、何かよほど決定的な一線だったのか。ベノワが憤ふん怒ぬにも似た覚悟を両目に溜ため、これまで以上の苛か烈れつさで迅じん疾しつに迫せまり来くる。

　アンリは魔ま術じゆつ弾だんを撃うちながら、つい口を滑すべらせた己おのれの迂う闊かつさを呪のろった。

　おかげで自分は、どうやらこの場を無事に切り抜けられそうにない。




　　　　○




「──っと、なんだぁ!?」

　警けい官かんたちと共に果敢に敵へ応戦していたヴィドックは、しかし不意に視界を遮さえぎっていた巨体が上空へ逃のがれたため目を瞠みはった。いや、そればかりかカマキリ型の〈蟲ギヴル〉は、少しのあいだこちらの頭上を旋回したのち、そのまま呆あつ気けなくどこかに飛んで行ってしまう。

「……どうなってやがる？　なんで急に退ひきやがった？」

　怪け訝げんに思い呟くも、間もなくその理由は判明した。

　行く手を塞ふさいでいた〈蟲ギヴル〉が消えたことで、先まで見通せるようになった裏路地。先刻までもう一つの戦せん闘とうが行なわれていたはずの場所で、今や満足に立っているのが死しに神がみだけになっていたからだ。貴族とおぼしき金きん髪ぱつの少女と、ヤニック・アルノーは既すでに逃げたようで、両者の姿はどこにも見当たらない。問題だったのは最後の一人だ。

「アンリエット!?」

　ヴィドックのよく知る商しよう売ばい敵がたきの少女は、あろうことか殺さつ人じん鬼きの手中に落ちていた。ぐったりと意識を失った状態で、まるで荷物みたくベノワの小こ脇わきに抱えられている。

「てめぇ……っ！　その娘こをどうするつもりだ!?」

　ヴィドックは怒声を放ち銃じゆうを構かまえるが、この状況ではアンリエットに被ひ弾だんさせてしまう虞おそれがあった。それを承知しているから、ベノワも悠ゆう々ゆうとフードを被かぶり直なおしつつ応じてくる。

「少しばかり話を聞くだけだ。それに取り引き材料としても使えそうなのでな」

「……取り引きだぁ？」

「逃げた娘に伝えろ。ムッシュ・アルノーと、友人が持っている魔ま本ほん、その二つを揃そろえて私の元にやって来い、とな。こちらの娘むすめの身み柄がらはそのとき両者と交換する」

「ッ、ふざけろ！　そんな一方的な話を誰だれが──」

「場所は『トリスタン島、フォンタネル砦とりで』。刻限は日づけが変わるまでだ」

　ヴィドックの抗議など一いつ顧こだにせず、ベノワは念を押すように更さらに言った。

「いいか？　くれぐれもムッシュ・アルノーと二人きりで来いと伝えろ。国こつ家か警けい察さつにも余計な真ま似ねはさせるな。約束が守られない場合、人質の命は保証できない」

　忘れるな、という一言が最後だった。いきなりベノワの姿が、視界からフッと消える。

　いや、すぐ足元に開いていた大穴、あの〈蟲ギヴル〉が作った破は砕さい孔こうから、下水道に飛び降りたのだ。ばしゃばしゃと勢い良く汚水を蹴け立たてながら、猛もうスピードで足音が遠ざかってゆく。

　慌あわてて警官たちが穴に駆かけ寄より、こちらの指示を仰あおいでくるが、ヴィドックは首を横に振った。相手は何をしでかすか分からない男だ。人質を取られているうえ、下水道は非常に視界が悪い。そこに追っ手を差し向けるような危ない橋は渡れなかった。

「……くそったれめ！」

　衝しよう動どう的てきに吐き捨てる。胡う散さん臭くさい連中に顎あごで使われ、標ホ的シの生け捕りに拘こだわった挙句、少女一人護まもれず終じまいとは。こんな体ていたらくで名めい探たん偵ていなど、人が嗤わらうというものだった。




　　　　○




　暮れなずむ街まち並なみを数人の刑事に護ご衛えいされて歩く。ヴィドックの要よう請せいを受けて動いているという彼らは、大っぴらに警察車しや輌りようを使うわけにはいかないらしく、皆、徒歩だったからだ。

　ヴァレリオたちがいなくなったのち、入れ替わりで墓地に現れた私服警官たちの誘導に、慧けい太た郎ろうとマルティナ、それにルグランは黙って従うことにした。

　──ムッシュ・ヴィドックから話は聞いている。きみは何やら警察に保ほ護ごを求められない事情があるそうだな？　今から連れて行くのは彼が宿泊しているホテルだから安心していい。

　刑事の一人がそう言ったため、初めは逃げる気満々だった慧太郎も、ひとまず彼らを信用してみようという気になった。確かに重要参考人として警察署まで連れて行かれると、自分は男であるという事実がばれ、最悪、ルクレール号の件でそのまま御ご用ようともなりかねない。やはり先月、色々と世話になったあの名めい探たん偵ていの名前が出たのが大きかったと思う。

　どのみち自分たちだけでは、もう手に余る事態だとも感じていた。ヴィドックがなぜ事件に関わってくるのかは不明だったが、一いち縷るの望みに賭かけて彼を頼ってみようと考えたのだ。

　件くだんのホテルに向かう道すがら、殆ほとんど会話らしい会話はなかった。

　慧けい太た郎ろうは悩みごとが多過ぎたし、マルティナは元より多弁なほうではない。ルグランに至っては別人のようにやつれ切り、もはや一切の気力を失っていたからだ。

　ただ、一度だけマルティナが独ひとり言ごとのように、

　──これから、どうする気なの？

　そんな、ひどく根本的な問いを投げかけてきたのが、印象的といえば印象的だった。

　これからどうすれば良いのか。自分はどうするべきなのか。

　分からない。そんなこと、分かるはずもなかった。

　ともすれば慧太郎は、手足が抜け落ちそうな虚脱感を得ていた。ヴァレリオに語り聞かされた魔ま本ほんの詳しよう細さい、それによって為なされる不完全な〈裸蟲ミルメコレオ〉化、読者たちに待ち受けている理り不ふ尽じんな死──衝しよう撃げき的てきな事実を一度に頭に詰つめ込こまれ、殆ど混乱の一歩手前だったように思う。

　ただ、千々に乱れる心の奥底では、常に怒りが熾おき火びの如ごとく揺れていた。

　いつだってそうだ。いつだってソレは、手を変え品を変え自分の前に姿を現す。

　見て見ぬフリをするのがもっとも賢明で、しかし秋あき津つ慧太郎にはそんな真ま似ねが決してできないと分かり切っているから、この胸に抱くたった一つの正義を容赦なく試そうとする。

　アンリ曰いわく『ままならないもの』だ。

　だが──

「……っ」

　救えない者を救う方法など、果たしてこの世に存在しているのだろうか？

　分からない。自分がどうするべきなのか、たかが腰に提さげた刀一本で何ができるのか。

　本当に、何も分からなかった。

　そうやって、心ここにあらずの状態で、どれほど歩いた頃ころだろうか。

「あぁ、見えてきた。あのホテルが──」

「ケイ！」

　傍かたわらを進んでいた刑事が何事か告げかけたとき、ふと通りの先から聞き慣れた声がした。

　ハッと振り向けば、刑事が指し示したのと同じ方向、十字路の角に小ぢんまりと佇たたずむホテルの前に、なんと行方ゆくえ知れずだったクロエがいる。せっかくのドレスはあちこち汚れ、胸には負傷とおぼしき微かすかな血の痕あと。表情にも憔しよう悴すいの色が濃かったが、それでも確かに彼女だった。

　クロエは男物のジャケットを肩に羽は織おっていて、その隣となりには上着を貸したらしいヴィドックの姿がある。更さらに後ろには数人の警けい官かんが並び、頭からシーツを被かぶった何者かを、取り囲むようにして歩いていた。皆一様に沈んだ顔なのが気に懸かかったが、今はどうでもいいことだろう。

「クロエ！　良かった、無事だったんだな？」

　慧けい太た郎ろうが一も二もなく駆かけ寄よれば、クロエも感に堪たえない様子で胸に飛び込んできた。

　抱き止めた彼女の華きや奢しやな肩は、可哀かわい想そうなくらい震えていた。胸の傷のことも鑑かんがみれば、おそらく何かあったのだろう。それでもこうして大事なく再会できたことに心底ほっとする。

「ケイ、わたしはっ……わたしは！」

「うん、大丈夫。もう大丈夫だから。落ち着いて？　何も心配いらないから」

　しとどに涙を溢あふれさせさえする彼女に、安心させるように言って頭を撫なでてやりながら、慧太郎は続けてヴィドックに視線を送った。確認すべきことがあったからだ。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、ヴィドックさん。クロエを保ほ護ごしてくれたんですね？　助かりました」

「……おう。まぁ、ご無沙汰って言うほど久しぶりでもないけどな」

「はい。それで、あの──アンリ、エットは？　彼女はまだ発見できていないんですか？」

「ッ！」

　途端、慧太郎の腕のなかでクロエが身を竦すくませた。ヴィドックも返答に窮きゆうしたように何も言わない。アンリが見つかっていないだけなら、「まだだ」の一言で済むことなのに。

　何か妙な気配だった。不可解に思っていると、今もまだ震えたままのクロエが口を開く。

「……すみません、ケイ！　すみません！　わたしの……全部わたしのせいなんです！」

「？　クロエ？」

　クロエの碧へき眼がんは平時の清せい冽れつたる輝きを忘れ、数あま多たの感情でぐちゃぐちゃに乱れていた。

「彼女が、アンリエットが初めてわたしを名前で呼んでくれて……それに、身内とまで言ってくれてっ……だから、わたしは期待に応こたえなければと、そう思って！」

「ま、待ってくれ、クロエ。話が見えない。まさか彼女と一緒だったのか？」

「……はい、ずっと一緒にいたんです。本当ならそのまま、最後まで行動を共にしなければいけなかったのに……それなのに、わたしは……っ！」

　クロエがとうとう泣なき崩くずれそうになる。慌あわてふためき彼女を支えながら、けれど慧太郎も事ここに至れば、なんとはなしに事態を察していた。これ以上、クロエに喋しやべらせるのは酷こくだと感じたため、やはり浮かない表情をしているヴィドックに再び目を向ける。

　だが、先に質問を発したのは、いつの間にか背後まで来ていたマルティナだった。

「アンリエットに、何かあったのね？」

　普段あまり多くを語らない透明な貌かんばせが、ほんの微かすかに神経質な苛いら立だちをよぎらせる。拒きよ絶ぜつを許さぬ彼女の美声が、居並ぶ大人たちに重ねて説明を要求した。

「……あの子は、今どこ？」

　慧太郎は思う。『ままならないもの』──それはいつだって自分を、誰だれかを、容赦なく試す。

　当人の気き構がまえの有ある無なしなど、まったく汲くむこともなく。思い立ったような唐突さで。













　　　　第四章　手を伸ばせど未だ僕は届かず







　現実はいつだって公式からはみ出す。しかも、得てして悪い方向に。

　だからアンリは、ぱっちり目を覚さますなり、何はともあれまず愚ぐ痴ちってみることにした。

「──ときどき思うのよ。これだけツイてないことずくめじゃ、たまには道ばたに大金の入った財布が落っこちてるくらいの幸運がなきゃ、もう全然やってらんないって」

「第一声がそれか。大した度胸の持ち主だな、きみは」

　さして遠からぬ場所から、呆あきれたように応じる声があった。

　やはり近くにいたか。そう思いながらアンリは、背中の痛みに顔をしかめつつ身を起こす。

　辺りは暗かった。どこかの屋内で広さは学園の講堂ほどか。窓がないため確かなことは言えないが、どうやらもう完全に陽ひは落ちているらしい。昼食代わりにイースでマルティナと食べた、胃のなかのドーナツの消化具合から、かなりの時間が経っているものと推測する。

　壁かべに掛かった照明具──なんと今どき松たい明まつだ──に、ぼんやりと照らし出された室内は、居住空間としての機能性を完全に度外視していた。四方はすべて石組みで構成され、どこもかしこも傷いたみ切きった感がある。だが、不思議と床に埃ほこりは殆ほとんど積もっていなかった。

　この無骨さから察するに、どうもいずこかの城じよう砦さいか何かに連れ込まれたらしい。フィニステール県は昔から夷い狄てきに備えて、この手の建造物が多く造られてきた経緯がある。

　慧けい太た郎ろうと違って寝起きがすこぶるいいアンリは、そこまでの現状把握を物の数秒で終わらせると、続けて寝かされていた祭さい壇だんらしき台の上から床に降りた。おそらくこの部屋は、兵たちのために設けられた、礼拝施設か何かなのだろう。手足が拘こう束そくされていなかったため、もしやと思って太ふと腿ももを擦さすってみれば、案の定、スカスカと頼りない感触が返ってくる。

「……最悪ね。婦女子のスカートのなかを覗のぞいたわけ？」

「きみのように火か薬やく臭くさい娘むすめは、普通の『婦女子』の定義からは外はずれると思ってな」

　冷淡にそう述べたベノワは、すぐ右手の壁に腕組みした状態で寄りかかっていた。変わらぬレインコート姿で、フードを被かぶって人相を秘ひ匿とくしている。その足元には、アンリがスカートの内側に隠していた武器類や魔ま術じゆつ品ひんが転ころがっていた。やはり念入りに身体検査されたらしい。

「自分の置かれた状況が理解できているか？」

　ベノワが端的に訊きいてくる。アンリは敵意を剥むき出だしにしつつも答えた。

「なんとなくね。憶おぼえてるのは、あんたにお腹を殴なぐられたところまでだけど。……でも、この様子だとあたし、気絶してるあいだに三文小説のヒロインみたいな目に遭あったみたいね？」

「ああ、悪いが攫さらわせてもらった」

　衒てらいなく告げられ、全身に鳥肌が立った。表面上はなんとか平静を装ったものの、もう何人も手にかけている殺さつ人じん鬼きと、どことも知れぬ廃はい墟きよの密室で二人きりなど、恐きよう怖ふを覚おぼえるなというほうが無理だからだ。もちろん、そんな情けない感情は意地でも表に出さないけれど。

「それで、ここはどこなの？　なんか、やけに古い建物みたいだけど」

「トリスタン島のフォンタネル砦とりでだ」

「……あぁ、だから定期的に掃除されてるっぽいのか。仮にも観光スポットだもんね」

　イースから東に一五キロほど行った場所にあるサン＝ミシェル湾、その僅わずか五、六〇メートルほど沖合いにトリスタン島という小さな島が浮かんでいる。干かん潮ちよう時じには湾から徒歩でも向かえるこの小島に、古くから存在している建物がフォンタネル砦だ。名称の由来は、一六世紀後半に起きた宗教改革に端を発するフランスの内戦、『ユグノー戦争』のカトリック同盟側の将軍の名前からで、一時期、彼らがトリスタン島を本拠地としていたことに起因する。

「じゃあ、あたしをこんな場所に連れて来た理由は？」

「きみに幾いくつか尋たずねたいことがある。あとは交渉のためだ」

　なるほど。魔ま本ほんやアルノーの身み柄がらと、自分を交換する腹か。アンリは苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情になりながら、次いでベノワの言う「尋ねたいこと」について一気に切り込んだ。それに関しては、寧むしろ自分のほうが訊ききたいことが多いくらいだったからだ。

「……アレは、やっぱり〈蟲天の瞳エレクトロン〉なの？」

「ああ」

　ベノワが頷うなずいて自分の襟えりぐりを掴つかんだ。そこから胸のあたりまで走っていた服の破れ目を、手で大きく広げて問題の箇か所しよをしっかりとこちらに晒さらしてみせる。

　確かにあった。やはり見間違いなどではなかった。

　暗がりのため細部はよく分からないが、ベノワの心しん臓ぞうとほぼ同じ位置に琥こ珀はくとおぼしき宝石が埋め込まれている。慧けい太た郎ろうの左目のそれと比べて二回りほど大きく、なかに封じられている虫はどうやらカマキリのようだ。種類まではさすがに確認し切れないけれど。

「──知っているな？　これがなんなのか。それに実物を見たこともある。違うか？」

　こちらの反応でそう感じたのだろう、ベノワが些いささか興こう奮ふん気ぎ味みに問とい詰つめてくる。

　アンリは悩んだ末に頷いた。下へ手たに逆らってまた激げつ昂こうされては敵かなわなかったからだ。

「でも、あたしが見たことがあるのと、あんたのそれは少し感じが違うわ。モロに琥珀って分かる状態で同化してるし、部位も胸だし……それに、なんだか色も白っぽくない？」

「………………」

　ベノワが何か考え込むように黙りこくる。その隙すきにアンリは気になっていたことを更さらに問うた。

「ねぇ、あんたっていったいなんなの？　どこの誰だれで、なんで魔本のことに詳くわしくて、それにどうして〈蟲天の瞳エレクトロン〉を身体からだに持ってるわけ？」

「……仮にも人質の分際で立場も弁わきまえず質問か。自分を攫さらった張本人に」

「別に構かまわないでしょ？　余裕があるところを見ると、取り引きまではまだ時間があるみたいだし。あたしに訊ききたいことがあるなら、まずあたしの口を滑すべりやすくしてごらんなさい」

　ベノワが再び憮ぶ然ぜんと押し黙る。が、今度はすぐに返答があった。彼はその場にどっかりと腰を下ろしながら、粉こな挽びきされたようなざらついた声音で「……いいだろう」と顎あごを引く。

「どのみち大して長い話でもない。退屈凌しのぎだ」

「なら聞かせて。まずは──」

「私は、魔ま本ほんと同じだ」

　急に告げられた台詞せりふに、アンリは眉まゆを曇くもらせた。意味が分からなかったからだ。

　けれど、構わずベノワは続けた。己おのが胸元に埋まった、謎なぞ多き石に視線を落としながら。

「模造品なのだよ。バチカンが『予言に語られる四人の騎き士し』を再現しようと試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえし、多くの〈裸蟲ミルメコレオ〉を犠ぎ牲せいにした末にようやく辿たどり着ついた一つの結果──それが私だ」




　　　　○




　時刻は午後八時を回った。今や太陽はとっぷりと沈み、空には遍あまねく夜の帳とばりが降りている。

　窓の外にはイースの街まち明かり。日中に起きた騒さわぎもまた常なる喧けん騒そうの一つとして許容し、フランス最大の港こう湾わん都と市しはこれから、けばけばしい夜の姿を見せ始める。だが、その様を自分が目にすることはない。今より戦場に赴おもむく秋あき津つ慧けい太た郎ろうには、すべてが与あずかり知しらぬところだった。

「………………」

　寮りようの自室で明かりも点つけず床に正座した慧太郎は、無む垢く嬢じよう矩のり安やすを膝ひざ元もとに置いて黙然と瞑めい想そうを続ける。脳のう裏りを去来する様々な思いを噛かみ締しめ、静かに精神を統一させて気を高めてゆく。

　アンリ・ファーブルが拐かどわかされた。他ならぬ、あの死しに神がみの手によって。

　無論、そのことに対する焦しよう燥そうは強い。昼間、剣を交えたときに引導を渡していればと激はげしい悔いが胸を衝つく。大切な友であり恩人でもある彼女の元に、今すぐ馳はせ参さんじたいとも思う。

　けれど、誰だれかが言ったのだ。気持ちだけで動くのは馬ば鹿かのすることだ、と。

　十全にアンリを救おうするなら、なおのことどんな些さ細さいな失敗も許されない。慧太郎は荒立つ心の波を慎しん重ちように静めながら、月光に青白く照らさせる室内で愛刀を手に取った。

　そして、やおら半分ほど抜いた刀身に、いっとき己おのれの顔を映り込ませる。

　そこに──迷いは、もうない。

　ただ、腹を据すえた者特有の硬い面おも差ざしが、微かすかに目元を力ませてこちらを見返している。

　敵が殺ベ人ノ鬼ワだからというだけではない。どう立ち向かえばいいか見当もつかなかった『ままならないもの』にも、既すでにある種の答えは出ていた。独力で掴つかみ取とった解答でないのが、なんとも情けない話であるけれど、今ではそれも自分らしいのだと気負わず認めることができる。

　きっかけは、やはり先の忠告を授さずけてくれたのと同じ、マルティナ・ロセリーニだった。

　あのあと、ヴィドックから事のあらましを聞き、もはや無力感に打ちひしがれるばかりとなった慧けい太た郎ろうに、彼女はいつもどおり前触れもなく言ったのだ。

　まるでどこからでも吹き込んでくる、隙すき間ま風かぜのようにさり気ない口振りで。

　──ねぇ、あなたは結局、二人目の死しに神がみなの？




　　　　○




「……なんだって？」

　ホテルの四階、まだチェックインしたばかりだというヴィドックの部屋で、ただ呆ぼう然ぜんと椅い子すに腰掛けていた慧太郎は、すぐ隣となりに座ったマルティナの突飛な発言に眉まゆ根ねを寄せた。

　ヴィドックは現在、アルノーから話を聞くため、彼と共に隣りん室しつへ籠こもっている。

　アンリの誘ゆう拐かいに責任を感じ、何かできることはないかと申し出たクロエも、アルノーと暫しばらく行動を共にしていた手前、彼を安心させる意味もあって事じ情じよう聴ちよう取しゆにつき添うことになった。

　他の警けい官かんたちはホテルの各所で見張りについており、ルグランはアルノーから引き離して別室で監視している最中だ。だから夕焼け色に染まるこの部屋には、今は慧太郎とマルティナの二人だけしかいない。そんな折、彼女が妙なことを言い出したのである。

「僕が、二人目のベノワ……？」

『正確には「あなたは彼と同じ人種なんじゃないか？」と質問しているの』

　ラテン語で続けられた言葉に、慧太郎は思わず絶句する。失礼云うん々ぬんを通り越して無む体たいともいえるその確認に、すぐには怒りさえ湧わいてこなかった。人命を尊ぶことを己おのが武士道と奉じてきた自分が、まさか殺さつ人じん鬼きと同列に扱われる日が来ようとは。

　人を手にかけた経験はある。それは認める。殺人を犯した事実は逃のがれようもない。

　けれど、いくらなんでもあのベノワと比べられるのは我が慢まんならなかった。

『ッ、ふざけないでくれ！　なんであんな男と一緒にされなきゃならない!?』

『そう？　わたしの目には、今のあなたは彼とさして違わないように映るのだけれど』

『どこかだ!?　クロエの話を聞いたろ！　奴やつは無む辜この人たちを「救い」なんて自己完結した理屈で一七人も……いや、下へ手たしたらもっと殺あやめてるんだぞ!?　そんな卑ひ劣れつ漢かんと──』

『あなたが「違う」と主張しているのは、あくまで至った行動の結果だけよ』

　マルティナの表情には細さざ波なみ一つ立たなかった。相手が婦女子だということも忘れて、感情的に声を荒げてしまったこちらへ、冷め切った黒くろ真しん珠じゆのような瞳ひとみが向けられる。

『あなたは命を護まもる。死神は命を奪う。でも、その行動原理はどちらも「人を救うこと」だもの。根本的な部分は似通っているわ。それでもなお、本当にあなたたちに「違い」があるとすれば、それはあなたたち個人が抱く気持ちとは別のところにあるんじゃないかしら？』

　マルティナは一いつ旦たんそこで言葉を切り、僅わずかに考える素振りをしたのち緩ゆるくかぶりを振って、

『いえ、違うわね。少なくとも周まわりにとって重要なのは「そちら」だという話よ』

『……マルティナ。きみは、何が言いたいんだ？』

　語気を抑えて訊きく。彼女の言い回しが、あまりにも不ふ明めい瞭りように過ぎたからだ。

　しかし、続く問いかけは打って変わって直ちよく截さい的てきだった。

『あなたは、本当にヤニック・アルノーを救いたいの？　それとも、死しに神がみと同じようにただ自分が救われたいだけ？』

『なっ……!?』

　喉のどが引ひき攣つった。質問の体てい裁さいを取ってはいても、それは慧けい太た郎ろうが胸の奥に蟠わだかまらせている悩み自体が、ひどい心こころ得え違ちがいであるという痛つう烈れつな指摘に他ならなかったからだ。

　金かな縛しばりに遭あう慧太郎に、マルティナは間を置かず続けた。

『別に見返りを求めるな、と言ってるわけじゃないわ。他者を救うことに、なんらかの意義を見出すのは、少し歪ゆがんでいるけれど間違ってはいないもの。だけど、今あなたを迷わせているのは「救われない人間を、それでも救えるのか」という問題なのでしょう？』

『…………ああ』

『誰だれの目にも明らかな「救い」はもうなくて、どうしようもなく不幸が確定してしまっている状況で、それでもなお何かできることはないか、ということなのでしょう？』

　マルティナがしつこいくらいに繰くり返かえす。そして、そのたびに慧太郎は重々しく頷うなずいた。

　彼女がこちらに何か示し唆さを与えようとしているのはもう明白だったから、告げられる言葉の裏にある真意を決して取り違えないように、と。

『正しよう味みの話をすればね、わたしは死神の言い分も正答の一つだと考えているの。〈裸蟲ミルメコレオ〉に変えられ、寿命さえ奪われて、そのうえ死後、近しい人間に迷惑までかけるなら、いっそその前にもっと楽な終わり方をさせてやる──それを「逃げ」だと批難するのは、当たり前に明日を夢見られる人間の傲ごう慢まんだわ。辛つらいなら逃げてしまえばいいのよ。自分の命なのだから』

　お手軽な死。苦しむ前に来たる終わり。ゆえに、ある意味もっとも慈じ悲ひ深ぶかい『救い』。

　慧太郎としては認みとめ難がたい理屈だ。やはりどこか間違っていると感じてしまう。しかし、何がどう間違っているのか、今の自分では上う手まく言葉にできない。それが、ひどくもどかしい。

　けれど、マルティナの話の論点がそこでないことは、既すでに慧太郎も気づいていた。

『でも、そんなわたしの考えや、死神の偏かたよった理屈、あなたの信念なんかは、極論してしまえばヤニック・アルノーにとっては、すべてどうでもいいことよね？』

『……ああっ』

　そうだ。そのとおりだ。それこそ、まず何よりも重視すべき点だったはずだ。

『例たとえ誰がどんな正義を胸に抱いていても、当事者の気持ちを無視して行なわれる限り、それはただの「独ひとり善よがり」の一言で片がついてしまう。だから──もう一度訊きくわ、けーたろ。あなたは二人目の死神なの？　ただ自分が救われたい「だけ」なの？　過か酷こくな現実が赦ゆるせなくて、その辛つらさから逃のがれたいがために、別の道を模索しているの？』

　もし違うというのであれば、

『いったい、いつまでこんなところで油を売っているの？』

『────ッ』

　慧けい太た郎ろうは立ち上がった。もはや居ても立ってもいられなかったからだ。

　自分の馬ば鹿かさ加減に、今ほど失望したことはなかった。剣を振るうその一番根っこにある衝しよう動どうさえ忘れて、何が「人命を尊ぶが我が武士道」か。

　ジョゼフとの一戦。殺してまで止めた男。けれど、変わらず目につく〈裸蟲ミルメコレオ〉の惨さん状じよう。海外に売られかけたジャン。他の子供たち。心ない社会。どこまでも遠い『いずれ』──

　僅わずか一ヵ月だ。僅か一ヵ月で自分は、アンリと共に掲げた理想を見失いかけた。埒らちが明あかない世の実情を前にするうち、結果に逸はやる余り大切なことを忘れていた。

　楽園アルマス。

　まだ見ぬ荒こう野やの果て。目指すべき遥はるかなる目的地。

　そのために、慧太郎は正しく在あろうと決めた。だから最後まで走り抜くと誓った。

　手を差し伸べ、差し伸ばされる輪のなかにこそ、幸福な荒あれ園ぞのはあると信じて。

　だのに、正義の名を騙かたった利己的な価値観の押しつけなど……自分はまた同じ失敗を繰くり返かえすところだった。もしそんなやり方で欲するものが得られても、陰で不都合な誰だれかを踏ふみ躙にじったうえでの『救い』でしかないと、自分はもう既すでに学んでいたはずなのに。

「マルティナ」

「なに？」

「ありがとう。おかげで目が覚さめた」

　そう言い置いて部屋を出て行く寸前、背後からマルティナの呟つぶやきが追いかけてきた。

「……別に。ただ、ここにいない人間の代弁をしただけよ」

　それが誰のことかは言うまでもない。慧太郎は口角を浅く持ち上げた。

　向かう先はもちろん隣りん室しつ、アルノーの元だった。




　ドアを開けて部屋に入ると、さして広くもないそこは寝室で、アルノーはベッドに腰掛けていた。クロエは彼のすぐ傍かたわらに侍はべっていて、ヴィドックはしかめ面つらで壁かべ際ぎわに佇たたずんでいる。

　入室した慧太郎に、アルノーは無反応。クロエとヴィドックがそれぞれ言ってきた。

「ケイ……？　どうされました？」「おい、まさか何かあったのか？」

　だが、そんな二人を慧太郎は手で制し、続いてヴィドックのほうに軽く会え釈しやくして、

「すみません、ヴィドックさん。話の途中でしょうが、少し彼と会話させてください」

「？　お、おお、そりゃいいが……しかしそこの旦だん那な、殆ほとんど何も喋しやべらねぇぞ？　仕方ないっちゃあ仕方ないんだが、俺おれたちもどうしたもんか困ってたところだ」

　やはりそうか。何せ己おのれの死期が迫せまっているのだ。無理からぬ話だろう。

　それでも慧けい太た郎ろうはアルノーの前に立った。これから彼に語る言葉の数々を思うと、どうしようもなく足が震えてしまって、動どう揺ようを悟さとられないよう堪こらえるのは大変な苦労だった。

　もしかしたら自分は、それこそベノワなどよりもずっと、残ざん酷こくな男なのかもしれない。既に決着した悲劇を己のエゴで掘り返そうとしているだけで、本当は死しに神がみの主張どおり速すみやかなる介かい錯しやくで以もって、アルノーを楽に逝いかせてやるべきなのかもしれない。そんな不安があとからあとから湧わいてくる。正しさの在あり処かを探す声が脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。

　だが、それらはすべて結局のところ、押しつけがましい自分の泣き言でしかないのだ。

　確かめる必要があった。なんとしてもアルノーの意思を。だから──

「ムッシュ・アルノー、貴方あなたはこれからどうしたいですか？」

「……っ！」

　呼びかければ反応は劇的だった。自身を忌いむように屋内ですらシーツを被かぶったままだったアルノーが、こちらにはっきりと注意を向ける。背後でクロエとヴィドックが驚おどろく気配がした。

　やがてアルノーが、疲れ切った声音で呟つぶやいた。

「きみも……」

「？」

「きみも、あの男と同じことを言うんだな。そんなこと……私に決められるわけないじゃないか。私にはもう『これから』なんてないのに、どうするも何も……」

「いえ、まだ時間は残されています」

　ハッ、とシーツの奥でアルノーが俯うつむけていた顔を上げた。慧太郎は泰たい然ぜんと続ける。

「ほんの、僅わずかな時間かもしれませんが」

「き、きみは……」

　そこで若じやつ干かんの間が空いた。アルノーが徐々に怒気を膨ふくらましてゆくのが分かった。

「きみはッ、その僅かな時間で私に何をしろと言う!?　どれほどのことができると!?　何もできるはずがないだろう！　たかが数日だぞ!?　私はもうまともな姿でさえない！」

「〈裸蟲ミルメコレオ〉になったことで、何か困難が生じるというなら、僕がそれを取り除きます。いえ、あらゆる面で貴方の願いに沿うよう尽じん力りよくさせて頂きます。……ただ、『何ができるか』という質問には、僕は答えようがありません。たぶん、それを決められるのは貴方だけだ」

　なんて言い草だ。自分でさえそう思った。訊きくだけ訊いて「好きにしろ」など、とてもではないが良識ある人間の対応ではない。けれど、もしここでクロエが話してくれたベノワのやり口のように、『慧太郎が望む答え』へと彼を誘導するような真ま似ねをすれば、きっとそれは誰だれにとっても悔いが残る結果に繋つながる。本当の意味でアルノーの望みを聞き出したかったのだ。

「たった……たった数日なんだ！」

「それを単に短いと捉とらえるか、かけがえのない時間と捉えるかは、貴方次第です」

「私はどっちみち死ぬ！　もうじき死ぬんだぞ!?」

「だからあとは、ただ死ぬのを待つか、ベノワの手にかかるか、最さい期ごまで生き足あ掻がくかです」

「その三者にどれほどの違いがある!?　すべて苦しいだけじゃないか！」

「ええ。でも、どの苦しみを得るかは貴方あなたが選べる」

「そんなの……そんなの、私に選べるわけがないだろうッッッ！」

　涙ながらに訴え、アルノーがこちらに掴つかみかかってくる。背後でたまらずクロエとヴィドックが動こうとしたのを、しかし慧けい太た郎ろうは振り返らずにやはり手だけで押し留めた。

　胸倉を締しめ上あげてくるアルノーを、動じずに真っ向から見み詰つめる。

「それでも、選んでください」

「ッ!?」

「選ばずに……何も決められずに、流されて終わるのだけはやめてください。時間にも、死しに神がみにも、他の何にも大切な選択を委ゆだねないでください。これだけは僕の勝手なお願いです」

　一つ言葉を口にするたび胸が軋きしんだ。下っ腹には幾いくつもの錘おもりが投げ込まれ、痛みと悲しみと無力感で呼吸困難に陥おちいりそうだった。アルノーを本当の意味で救えたらどんなにいいか。彼の死の運命を都合のいい奇跡で覆くつがえし、自分も救われた気になって何もかも丸く収まれば、世界はどれほど幸福か。そんな惰だ弱じやくな戯ざれ言ごとさえ心中で唱となえずにはおれなかった。

　けれど、今このとき誰だれよりも苦しんでいるアルノーを前に、他ならぬ慧太郎が僅かでも揺らぐわけにはいかない。歯を食くい縛しばって込み上げてくる感情を封じ込め続けた。

　ほどなく、アルノーの手から力が抜ける。次いで搾しぼり出だされた声は、もう何年も口を利いていなかった老人のように、ひどく嗄かれ果はてていた。

「妻に……」

「はい」

「妻に、謝あやまりたい」

　彼は言った。掴んでいたこちらの襟えり首くびを放し、まるで懺ざん悔げでもするかの如ごとく。

「一言で、いいんだ。妻に会って、たくさん苦労をかけたことを……たった一度の失敗で自じ暴ぼう自じ棄きになって、八つ当たりまでしてしまったことを……ただ、心から謝りたい」

「それが、貴方の望みですか？」

「……ああ。こんな姿で会いに行ったら、彼女は私を化ばけ物ものと蔑さげすむかもしれないが」

　フードのなかで、ふっと息の抜ける音がした。おそらくアルノーが僅かに笑ったのだろう。

「元々、すべては妻に会いたいがためだったんだ。彼女に家を出て行かれて、自分の行いを強く反省して……なのに私は、そこから自力で這はい上あがることもできず、胡う散さん臭くさい連中の口車に乗せられてしまった。魔ま術じゆつが使えるようになって、その力で自分と同じように苦しむ人たちを救えれば、胸を張って妻を迎えに行けると思ったんだ。……はは。馬ば鹿かだな、私は」

　救い。またしても救い。誰もがそれに踊らされている。

　他者を救って、自分も救われたい。たったそれだけの願いが叶かなわずにいる。

　どうしようもなく、ままならない世界だ。何かにつけて不幸ばかり目立つ時代だ。

　それでも自分は、『いずれ』が来るその日まで、あらゆる理り不ふ尽じんと戦うと決めたのだ。

「……ムッシュ・アルノー。僕は、貴方あなたを救えません」

　拳こぶしを固く握にぎり締しめる。それを口に出して認めるのは、これまで以上に勇気が必要だった。

「ベノワだけでなくバチカンの聖せい騎き士しまで断言していた以上、魔ま本ほんを読んだ人間の死は本当に不可避のものなんだと思います。残念ながら僕には、それをどうすることもできない」

「…………ああ。そう、なのだろうね」

「それでも──」

「？」

「それでもこんな僕を、頼って頂けますか？」

　矛む盾じゆんした台詞せりふだ。アルノーがそれをどう受け取ったかは分からない。ただ、再び暫しばらく間が空いたあと、彼は下ろした両手をもう一度持ち上げて、震わせながらこちらに伸ばしてきた。

　慧けい太た郎ろうはその手を取る。虫の特徴を取り込んだ、多くの人々に振り払われる異形の手を。

「わたしを、妻に会わせてくれ」

　言葉を詰つまらせながら、嗚お咽えつで何度も噎むせ返かえりながら、けれど彼ははっきりと言った。

「死しに神がみから護まもってくれ。バチカンから護ってくれ。妻に侘わびるまでのひとときでいい。それによって生ずる苦しみにも耐える。だからどうか、救われぬ私を『救って』くれ……っ！」

　繋つながった手から伝わってくる熱を思う。

　遠からず失われることが定められている、彼の生の証あかしを身体からだの隅々にまで刻みつける。

　救われぬと知りながら、なおも『救い』はあると信じた彼に、やがて慧太郎は祖国の礼に基づいて深く頭こうべを垂れた。背後のクロエに聞かれるのも構かまわず、力強く自みずからの本名を告げる。

「しかと承うけたまわりました。不肖、秋あき津つ慧太郎。微力ながら貴方にお力添えさせて頂きます」

　自分のなかで揺れ続けていた剣けん尖せんが、やっと確たる方向にぴたりと据すわるのを感じた。

　そして──




　　　　○




　そして、クロエは今こうして思うのだ。いったいなぜなのだろう、と。

　数刻前のケイとアルノーのやり取りを想起し、クロエは自室の鏡の前に立って幾いく度どとなく同じ疑問を抱く。学園に帰ってからこっち、頭は常にそのことで一いつ杯ぱいだった。

　なぜ彼女は、あのときあんなにも決然とした態度を取れたのだろう？

　なぜアルノーを突き放すようなことまで言って、本当に正しい行いができたのだろう？

　自分には無理だ。あんな真ま似ね、到底できない。もし同じ状況に立たされたら、きっとアルノーに同情して「諦あきらめるな。希望を捨てるな。まだなんとかなる」と、そんな無益な慰なぐさめを口にしてしまう。自分が楽になりたい一心で、耳心地のいい嘘うそをついてしまう。

　本当は〈蟲ギヴル〉も〈裸蟲ミルメコレオ〉も嫌いなくせに。逆さか恨うらみに近い感情さえ持っているくせに。

　かつて同志たちをも裏切った、卑ひ怯きような『ムシ殺し』の末まつ裔えいのくせに。

　ひどく不純だ。自分は他者に評されるほど正しくないし、ケイのように己おのれの信念に準じ切れてもいない。ただ、自己の内面の都合の悪い部分から、いつも目を背そむけてきただけなのだ。

「……ケイ」

　クロエは今までずっと、自分と彼女は似た者同士なのだと思っていた。

　頑固で、不器用で、何かにつけて難なん儀ぎな性格で。唯ゆい一いつ、剣だけが取り得だから、逆に斬きるべきものが定まらない状況では手も足も出ない──それがクロエ・エマニュエル・ド・ラ・ロシュジャクランだ。そして、きっと秋あき津つケイもそうなのだろうと勝手に思い込んでいた。だから会った当初から強い同族意識が芽め生ばえて、わけもなく彼女に惹ひかれていったのだ。

　でも、違った。彼女は自分の予想を大きく超こえて強かった。

　胸が締しめつけられるほど潔けつ白ぱくで、一途過ぎていっそ怖いと感じてしまうほどに。

　あの寝室でアルノーと会話していたときのケイは、クロエからは背中しか見えないこともあってか、そのままどこかに行ってしまうのではないかと錯さつ覚かくするくらいに怖かった。

　彼女の進もうとしている道が、なぜか決して引き返せないものに思えてしまって。

「……誰だれかが、引き止めて差し上げるべきなのかもしれませんね」

　クロエは正しくない。たぶん、秋津ケイのようにはなれない。今日一日でそれを痛感した。

　けれど、彼女ほど正しくは在あれずとも、自分には自分の矜きよう持じがあり通すべき我ががある。アンリエットの言うとおり、例たとえ安いプライドでも長く連れ添えば、それはもう己おのれの一部だった。

「列からはみ出す困った生徒を見張るのは、やはり級長であるわたしの役目でしょうね」

　そして、迷子になった同級生を探して連れ戻すのも、やはり級長の仕事だ。

　民たみ草ぐさを護まもるのは騎き士しの務めで、戦場に赴おもむく仲間と轡くつわを並べるのは友の心意気。

　もちろん、飲まされた煮え湯も倍にして返す。これはたぶん、クロエ生来の気骨だった。

「──よし」

　ほどなくクロエは大きく頷うなずくと、愛剣の収まったケースを背負って部屋を出た。

　時計の針は午後八時の少し手前を指しており、そろそろ時間だったのだ。

　夜間の無断外出など初めてで、不ふ謹きん慎しんにも少し心が浮き立つ。消灯時間にはまだ早いため、廊下を歩く生徒たちや寮りよう監かんの目を逃のがれて、一階の窓から屋外に脱出するのは一苦労だった。

　そうやって学生寮をあとにし、学園をぐるりと囲う高い壁かべをよじ登って、敷地外に出てから暫しばらく歩けば、間もなく夜の街道に停車した一台の蒸じよう気きトラックが見えてくる。その荷台にはシーツを被かぶせた何か大きな荷物が乗せられていた。まぁ、だいたいの見当はつく。

　トラックの前で話し込んでいた二人が、こちらを目に留めて僅わずかに驚おどろきを露あらわにした。

　待ち合わせ場所に現れるはずのない自分が、こうして現れたのだから当然だろう。

　けれど、二人のうちの一方──ケイはこの展開を半なかば予想していたらしく、すぐに双そう眸ぼうをきつく眇すがめた。やはり昼間と同じく男装で、今は長い黒くろ髪かみを後ろで結っている彼女は、まるで本物の殿との方がたのようだ。ちょっと胸が高鳴る反面、厳きびしい面おも持もちにはなかなか迫力があった。

　怒鳴られるかもしれないな、と思う。ホテルで人払いをして為なされた彼女とヴィドックの打ち合わせを、不作法にも盗ぬすみ聞ぎきして無断でここにやって来たのだ。咎とがめられても仕方がない。

　ただ、言い訳というか参戦の理由というか、とにかく開き直る算段はもうついていた。

　なので、彼女が薄い唇を開いて何か言いかけた瞬しゆん間かん、得意のカウンターを仕掛ける。

「クロエ、いったいなんのつも──」

「無論、お二人と行動を共にし、死しに神がみの手からアンリエットを奪い返すつもりです」

　ケイが口をぱくぱくと開閉させた。しかし、即座に気を取り直したらしく再び、

「駄だ目めだっ、きみじゃ──」

「力不足ですか？　昼間、あの交差点でわたしに危あやういところを助けられたのに？」

　ケイが口をぱくぱくと開閉させた。今度はさすがに、すぐには二の句が継げないようだった。

　ぷっ、とクロエは思わず小さく吹き出す。なんだかとても可お笑かしかった。

　だって、さきほど「どこかに行ってしまいそう」などと心配したのが馬ば鹿からしくなるほど、そこにいたのが普段どおりの秋あき津つケイだったから。




　　　　○




　参ったな、というのが慧けい太た郎ろうが初めに抱いた感想だった。

　もしかしたらクロエがこの場に現れるかもしれない、とは疑っていたものの、まさかその相手が悪びれもせず逆に正論で攻めてくるとは。確かに予想外な攻こう撃げき法ほうやその正体に翻ほん弄ろうされたとはいえ、ベノワに一度後れを取っている手前、その件を持ち出されると少し弱い。

　と、そこで不意に隣となりから、さも痛快といったふうな哄こう笑しようがあがった。アンリエットの救出に同行することになり、蒸じよう気きトラックの運転手を買って出てくれたヴィドックだ。

「存外、強したたかな嬢じようちゃんだ。こいつは一本取られたなぁ、おい？」

「ッ、ヴィドックさん！」

「諦あきらめな。面つら構がまえ見りゃ分かる。その嬢ちゃんは梃て子こでも譲ゆずらんよ」

　ヴィドックが言うとおり、クロエの表情には凜りん冽れつな覇は気きが宿っていた。アンリが攫さらわれたことで一時はあれほど取り乱し、その後も暫しばらく意い気き消しよう沈ちんしていたのに、慧太郎がアルノーと言葉を交わした直後あたりから、急に何かを吹っ切ったように目の輝きを取り戻し始めたのだ。

　おまけに戦いくさ支じ度たくも既すでに万全のようで、夜道に佇たたずむ今の彼女の出いで立たちはひどく物々しい。

　てっきり乗馬服めいた例の格かつ好こうで現れると踏ふんでいたのに、長い裾すそを有す男物の外がい套とうにも似た丈夫そうな衣装を着込み、更さらにその上から身体からだの各所に軽けい鎧よろいを纏まとってさえいる。当然、背中には得え物ものが入った長方形のケースが担かつがれ、まさに完全武装といった趣おもむきだった。

　残る気はない、意地でもついて行く──言葉にせずとも、その気迫が伝わってきた。

「でもクロエ、ここから先は本当に命の保証が……」

「ならば逆にお尋たずねしますが、きちんと人手は足りているのですか？」

　またしても後ごの先せん。痛いところを衝つかれた気分だった。

「警けい察さつの方々は、もう殆ほとんど動かせないのでしょう？」

「……ああ、悪いな。バチカンの連中に見られたのがまずかったか、上から圧力が掛かって監視が厳きびしくなった。さすがに『辞職覚悟で俺おれに手を貸せ！』とは言えねぇしな。自由に動ける奴やつらは全員、ムッシュ・アルノーの護ご衛えいに回して、現在、イースのどっかに潜せん伏ぷく中ちゆうだ」

　そう答えたヴィドックが、個人でこうして自分に協力してくれているのは、クロエ同様、アンリが拉ら致ちされたことに、彼も少なからず責任を感じているからなのだろう。

「おまけに〈ゲオルギウスの剣〉が現れる可能性も高いのですよね？」

「……おそらく、だけど」

　仕方なく頷うなずく。ホテルの一室でヴィドックが言っていたのだ。死しに神がみが取り引き場所を告げるのを、あの裏路地で他の警官たちも聞いてるから、疑いたくはないが監察官に脅おどされて、すべて吐いた線も考えられる、と。だとすればヴァレリオたちは間違いなく姿を見せるだろう。

「でも、〈ゲオルギウスの剣〉の乱入は、何も不利にばかり働く要因とは限らないんだ」

「死神の提示した取り引きが、既すでにご破算になっているからですね？」

「ご破算、っていうか最初から不成立だわな。何しろブツの一方が手元にないわけだしよ」

　ヴィドックの言うとおりだった。魔ま本ほんはもうヴァレリオたちに渡してしまったのだ。今から取り返せる確率は天文学的な低さになるだろう。そして、アルノーをベノワの元に連れて行くのだって、言わずもがな絶対に承服できない。ならば必ひつ定じよう、やるべきことは決まってくる。

「……交換じゃなく一方的な奪だつ還かんでアンリを助け出す。〈ゲオルギウスの剣〉が起こすだろう混乱に乗じるんだ。もうそれしか手はない」

「たった二人でですか？」

　話が最初に戻ってしまい、慧けい太た郎ろうは思わず鼻白んだ。ヴィドックが再び胴どう間ま声ごえで笑う。

「……なあ、クロエ。本当に気は変わらないか？　できればきみには残ってもらいたいんだ」

「くどいですよ、ケイ」

　彼女がぴしゃりと言った。珍めずらしく強い語調だったと思う。

「昼間のときも思いましたが、貴女あなたはご自分は平気で傷つくくせに、他者が傷つくのは極端に嫌う傾向がある。戦えない者ならばいざ知らず、わたしは騎き士しであり貴女の『身内』でもあるはずだ。なぜ『共に傷ついてくれ』と仰おつしやってくださらないのです？」

「ッ、そんなこと簡かん単たんに言えるわけが──」

「エゴイストだからよ」

　慧けい太た郎ろうもつい語気を荒げかけたところで、第三者の台詞せりふが会話に割って入った。

　投げやりともいえるその口調で、新たな闖ちん入にゆう者しやが誰だれかはすぐに判ぜられた。判ぜられたからこそなおさら驚おどろいて、慧太郎はクロエの背後に視線を向ける。まるで闇やみと同化したような漆しつ黒こくのドレスを身に纏まとったマルティナが、いつの間にかすぐそこに気配もなく佇たたずんでいたのだ。

「マルティナ!?　きみまで来たのか!?」

　批難がましい訊きき方かたになってしまうのを止められなかった。何やら妙な装飾品を幾いくつも身につけているマルティナは、かくんっ、と首の骨が折れたかのような仕草で頷うなずき、

「ええ。アンリエットが心配だったの。食事も喉のどを通らないくらいに」

「いえ、あの……ならば、その右手に山盛り持っておられるのは？」

「マカロン」

　きっと寮りようの食堂から失敬してきたに違いない洋菓子を、マルティナが答えながらひょいひょいと口に運ぶ。舌の根も乾かぬうちから、どころの騒さわぎではなかった。

「わたしも当事者の一人よ。別について行ってもおかしくないでしょう？」

「おかしいとか、そういう話じゃない！　危険だって言ってるんだ！」

「平気よ。自分の身は自分で護まもれるもの。自信があるわ」

「……ちなみに根拠は？」

　さあ？　と平然と小首を傾かしげてみせるマルティナ。とぼけ方も堂に入ったものだ。

　今いま更さらといえば今更だけど、本当に得え体たいの知れない少女だった。慧太郎はつくづくそう思う。

　無む駄だ嫌ぎらいで、人間嫌いで、秘密主義で。そのくせ子供には優やさしくて、非道を目にすれば笑いながら怒って。ときには助言まで与えてくるし、あまつさえ友達の救援に現れもする。

　得体が知れない、というより純粋に不思議だった。慧太郎の目には彼女が矛む盾じゆんの塊かたまりみたく映る。なのに少しもブレを感じないのは、そこに本人なりのルールが働いているからなのか。

『──心配してもらわなくても、ちゃんと有意義よ。無駄だと思ったら来てないわ』

　こちらの疑問を顔色から読み取ったか、マルティナが傍かたわらを通り過ぎざまにラテン語でそんなことを呟つぶやく。そして、あとは勝手に蒸じよう気きトラックの助手席に乗り込んでしまった。何を言っても聞く耳を持ちそうにないのは明らかだ。続けて対面に立つクロエが語りかけてくる。

「たぶん、意外と本当にアンリエットのことを案じているのですよ、彼女は」

「……別にそこを疑うつもりはないよ。ああ見えて割と義理には厚いタイプみたいだから」

　本人が聞けばまた天あまの邪じや鬼くに否定するだろうが、昼間、ホテルの前でアンリの窮きゆう地ちを知ったときのマルティナは、かなり心掻かき乱みだされている様子だった。あれは演技ではないだろう。

　ただ、マルティナはなぜかバチカンが揉もみ消けしに奔ほん走そうしてきた魔ま本ほんの秘密や、それに関連する死しに神がみを始めとした諸もろ々もろに詳くわしかった人物でもあるのだ。ここで成り行きに進んで絡からんでくるとなると、そこにアンリのためだけではない、別の思惑も秘めているように勘かん繰ぐってしまう。

　ジャンのことや助言のこともある。できれば信じたい、とは思うのだけれど。

「……クロエも、やっぱりアンリのことが心配で？」

「ええ、もちろんそれもあります。あと、同級生に対する級長の義務感とか、アンリエットを残して逃げるしかなかった不ふ甲が斐いなさとか、理由は他にも色々と」

　でも、と彼女は少しだけ息をつき、

「一番大きいのは、やはりまだ喧けん嘩かの途中だったから、でしょうか」

「？　喧嘩？」

　なんの話だと眉まゆを顰ひそめる。そこで彼女は再び、ぷっと小さく吹き出した。

「はい、一世一代の大喧嘩です。言うだけ言って一人で納得して、それでこちらの反論も聞かずに消えるのは、さすがに少しずるいと思いませんか？　ケイ」

「い、いや、僕には意味がさっぱり……」

「だから」

　クロエが重ねて述べる。豊かな胸の中央に手を当てて、何か大切な表明でもするように。

「だから、わたしも言いたいことを存分に言ってやるつもりなのです。本当はまだ始まってさえいなかったわたしたちの関係を、一年越しにようやく一歩進めるために」

　彼女の晴れやかな、それでいて強い笑顔を見て、慧けい太た郎ろうの胸にもストンと理解が落ちた。

　ヴィドックは正しい。彼女はきっと梃て子こでも動かないだろう。更さらに言えば、もうあまり時間もない。慧太郎も覚悟を決めるべきだった。大切な友人を、戦いの場に伴う覚悟を。

「──分かったよ、クロエ。きみにも傷を負ってもらう」

「はいっ。これでも昔は腕わん白ぱくで鳴らしたので、ちょっとやそっとの怪け我がはお手のものだ。任せてください」

　クロエが快活に応こたえ、蒸じよう気きトラックに向かう。向かいながら途中でこちらに振り返り、

「それに、道々ケイに聞いて頂きたい話もあるのです。あと、逆に伺うかがいたいことも」

「僕に、話？」

「ええ。前者は明かすのに少し勇気がいりますが、ロシュジャクラン家にまつわる逸いつ話わと、わたしの欺ぎ瞞まんだらけの騎き士し道どうについて、ぜひ貴女あなたに知っておいてもらいたいのです」

　よく分からなかったが、彼女に続いて慧太郎も蒸気トラックの荷台によじ登る。運転席には既すでにヴィドックが乗り込んでいて、今しもエンジンに火を入れたところだった。

「だったら、僕に訊ききたいことっていうのは？」

「あぁ、そちらは簡かん単たんです。さきほどからケイは、アンリエットのことを『アンリ』と男性名で呼んでいますが、それは彼女の愛称か何かですか？　初めて聞きました。それにホテルでは、ムッシュ・アルノーにご自身のことを確か『ケータロー』とかなんとか……」

　慧太郎は軽く仰のけ反ぞった。最近、どうにも失言ばかりだったため、いつかは突っ込まれるだろうと思っていたが、まさかここでとは。上う手まく言い訳できるといいのだけれど。

「よーし、全員乗ったか？　乗ったら返事だ。パーティに遅れたら一大事だぜ、お嬢じよう様さま方がた」

　ヴィドックの気き障ざな言い回しに苦笑しながらも、クロエと一緒に「はウいイ！」と声を張り上げる。当然、マルティナは無言だった。やがて蒸じよう気きトラックが重々しい駆く動どうで発進する。

　夜よ霧ぎりの如ごとくスチームを噴出させて街道をひた走るトラックの上で、慧けい太た郎ろうは腰に差した愛刀・無む垢く嬢じよう矩のり安やすの柄つか頭がしらに手をかけた。そこにひどく重たいものが宿っているのを感じて。

　今宵こよい、自分はまた人を斬きる。

　駆かけ引ひきができるヴァレリオたちはともかく、おそらくベノワは不ふ殺さつの心こころ得えを捨てねば止められない。アンリを救出するため、アルノーとの約束を果たすため、自分はこれから再び暴力という過あやまちに頼る。その意味を一いつ瞬しゆんたりとも忘れたくなかった。

　目を閉じて少し深呼吸をする。そして誰だれにも聞かれぬよう、そっと決意の言葉を口にした。

「──行くよ、矩安。いずれお前を手離すために」

　瞼まぶたを開ければ、血ち腥なまぐさい夜を飾るにはあまりにも不似合いな、満天の星空がそこにあった。




　　　　○




「……模造品？　予言の、騎き士し？」

　薄暗いフォンタネル砦とりでの一室、壁かべ際ぎわに座り込んだベノワが言い放った台詞せりふに、アンリの思考が俄にわかに高速で回り出した。色々と考えて、まず最初に思い至ったのは、次のことだ。

「あんたのその胸の〈蟲天の瞳エレクトロン〉、どうも色が白みがかってると思ったけど、ひょっとして合成樹じゆ脂しか何かに虫の屍し骸がいを詰つめて作った、人工の虫入り琥こ珀はく？」

「聡さといな。ああ、きみの言うとおりだ」

　ベノワは再び胸元を開き、件くだんの品をこちらに見せながら、

「なかに収まっている虫も『起き源げん虫ちゆう』ではない。魔ま術じゆつの触しよく媒ばいとして用い、長いあいだ呪じゆ詛そに浸つけたのは確からしいが、本物のそれに比べれば歴史も呪的濃度も雲うん泥でいの差がある」

「なんでバチカンが、そんなものを……？」

「言ったろう。予言にある四人の騎士を再現するためだ」

　アンリは若じやつ干かん黙りながら、自分だけ立っているのもなんなので、寝台代わりに使っていた祭さい壇だんに腰を下ろす。次の質問はさすがに言葉を選ぶ必要があった。

「あのさ、その四人の騎士ってやつ。〈ブリュム・ド・シャルール〉と何か関係してない？」

「……なるほど。それも知っているか」

　慧太郎が言っていたのだ。あのジョゼフが生前、彼のことを『あり得ざるダルタニアン』と呼んでいた、と。その名前を聞けばフランス人として真っ先にピンとくる文学作品がある。

「デュマ・ペールが著あらわした彼かの小説になぞらえてのことかは私も知らん。が、確かに〈ブリュム・ド・シャルール〉の運営を取り仕切る実質的な指導者は代々三人で、役職に就ついた者は近年においては〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉と組織内で呼ばれるらしいな」

〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉──〈ブリュム・ド・シャルール〉の指導者にして、彼らとこれからも関わってゆくだろう自分たちにとっては、おそらく最大の敵。

　その単語を舌の上で転ころがしながら、しかしアンリは慌あわてて言葉を差し挟んだ。

「待って！　近年においては、って何？　以前は別の名前で呼ばれてたってこと？　でも〈ブリュム・ド・シャルール〉が現れたのはつい最近でしょ？」

「表おもて舞ぶ台たいに現れたのが、だ。しかしバチカンの連中の話し振りからするに、奴やつらはもう随分と昔から名を変え姿を変え、時代の裏で幾いく度どとなく暗あん躍やくしてきた節ふしがある」

「？　？？？」

　言っている意味がよく分からない。だって〈ブリュム・ド・シャルール〉は〈裸蟲ミルメコレオ〉たちの秘密結社であり、その〈裸蟲ミルメコレオ〉からしてそもそも一九世紀になってから認知された存在なのだ。無論、『ジェヴォーダンの獣けもの』の事件を例として見るまでもなく、それ以前から〈裸蟲ミルメコレオ〉が世に現出していたのは間違いないだろうが、だとしてもせいぜい一世紀程度の誤差に収まるはず。だが、ベノワの口振りは明らかにもっと古い時代の話をも含んでいた。

「バチカンで用いられる名称は古来より一貫している。〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉といずれ現れる最後の一人──『ダルタニアン』を合わせた四人を、奴らは『終しゆう末まつの四よん騎き士し』と呼び習わしていた」

「……終末の四騎士ぃ？」

　一挙に話が胡う散さん臭くさくなった気持ちで、アンリは思わず盛大に顔をしかめた。

「それってもしかして『ヨハネの黙もく示し録ろく』に出てくるアレのこと？　世界の終わりに現れるっていう？　まさか、あんたが言ってる『予言』ってヨハネの黙示録のことなの？」

　ヨハネの黙示録。新約聖書の最後に配された書であり、その内容は確かにひどく予言めいたところがある。けれど、そこに登場する四騎士の名称を、実在する〈ブリュム・ド・シャルール〉の親玉三人や慧けい太た郎ろうに冠かんするのは、あくまで〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉という名称と同じ外け連れん優ゆう先せんの通り名的な意味合いでしかないだろう。いかにも十字教らしい大仰さといえた。

「ムッシュ・アルノーから魔ま本ほんの話を聞いたときは、ひょっとしたら〈裸蟲ミルメコレオ〉の秘密に迫せまるような重大なことが書かれてるのかもしれないって期待したのに……まさかヨハネの黙示録からの引用だったとはね。じゃあ、やっぱり文章の内容自体は全部でたらめってことか」

「信じないのか？」

「当たり前でしょ。〈裸蟲ミルメコレオ〉とヨハネの黙示録を繋つなげて考るなんて──」

「だが、バチカンは信じている。少なくとも終末の四騎士を手ずから生み出そうとするほどには本気らしい。ここにいる私が生き証人だ。なぜ黙示録を欲するかは知らんがな」

　そう告げられ、さすがに言葉に詰つまる。ベノワは嘆息したのち言いい連つらねた。

「私は元はバチカンの修道士だった。だが、ある日、教きよう皇こう庁ちように『重要な仕事がある』と呼び出され、向かった先で自由を奪われて実験台にされた。教皇庁の隠し施設には、私と同じように運悪く選ばれた信徒や教職者たちの姿、そして何より大量の魔ま本ほんがあった」

「魔本が？」

「ああ。あれはそもそも、実験用の〈裸蟲ミルメコレオ〉を手っ取り早く確保するために産み出されたものだ。モルモットの数が少ないなら、いっそ作ってしまえ、とな」

　アンリは渋面を作った。今はどの国も〈蟲ギヴル〉関連の研究施設を密ひそかに有している時代だ。だからバチカンも例に洩もれまいとは踏ふんでいたが、まさかそこまでとは。

「……あんたも魔本で〈裸蟲ミルメコレオ〉に変えられたのね？　なら、なんで今も生きてるの？」

「一度は生死の境を彷徨さまよったさ。しかし、私はそこから奇跡的に復活を遂とげた。私と同じように、この出で来き損そこないの〈蟲天の瞳エレクトロン〉と適合を果たした被験者たちのなかには、やはり少数だが生き長らえた者たちがいたらしい。だから、そういうことなのだろう」

　アンリは暫しばらく考えてから納得する。〈蟲天の瞳エレクトロン〉の効能が未いまだはっきりしないため断定はできないが、確かに慧太郎のあの異常な回復力などを見るにあり得ることかもしれない。

「魔本がどうやって人間を〈裸蟲ミルメコレオ〉に変えるか、それはもう理解できているか？」

「ええ。重要なのは文章の韻いん律りつのほうね？」

　魔ま術じゆつの源は血だ。だが、例外も存在する。〈裸蟲ミルメコレオ〉然しかり、そして〈蟲天の瞳エレクトロン〉然り。

　慧けい太た郎ろうは〈蟲天の瞳エレクトロン〉を得て以降、事あるごとに魔術的な力を発揮しているが、そのように術者の血の代わりを担う呪じゆ物ぶつが、ごくごく少数だがこの世には存在している。常人でも発動できる極きわめて強力なそれらの品は、大抵、人の手ではなく自然界で生成されるのだ。

「でも、リズムやテンポそのものに魔ま力りよくが宿るなんて聞いたこともないわ。しかも『魔本を読めば誰だれでも〈裸蟲ミルメコレオ〉化する』ってことは、わざわざ口に出して詠えい唱しようしなくても、それを脳のうに刻むだけでいいってことでしょ？　無茶苦茶よ、そんなの」

「そうでもない。魔本に記されているのは『原始の詩』だ。それこそが人の腹の内で眠る『黄よ泉みの蟲むし』の眷けん属ぞくを呼び起こす。『詠うたい手て』が不在でも効果を発揮するよう、長年の解析で作り出された複製品のため、覚かく醒せいが半はん端ぱで当事者の肉体に負担が掛かり過ぎるがな」

　原始の詩？　黄泉の蟲？　その眷属？　人間のなかで眠っている？　詠い手？

　情報量が一気に──しかも大半がわけの分からない──増えて、さすがに混乱しかかった。

「ま、待って待って！　順番にいきましょ？　まず、その魔本が何かの複製品だってところから。……写本だっていうなら原本があるはずよね？　それっていったいなんなの？」

「写本、というほど正確な写しではない。私もオリジナルを見たことはないが、何しろきみ自身も言っていたとおり、文章それ自体に重大な示し唆さはあっても力はない。肝かん心じんのリズムに関しても、譜ふ面めんも音符もない時代に記された書物からでは──」

「だから！　そのオリジナルっていうのは何!?　結論を言いなさい結論を！」

　苛いら立だって先を促うながせば、ベノワが暫しばし沈黙した。だが、それもさしたる時間ではない。

　やがて、彼は言った。殊ことのほか厳おごそかな声で。

「──聖書だ」

「？　せい……え？」

「聖書の未開示部分だ。それが、魔ま本ほんのオリジナルだ」

　その瞬しゆん間かん、アンリははっきりと空気が凍りつく音を聞いた。




　今度の沈黙は長かった。ベノワはこちらの反応を待っており、アンリは告げられた言葉の意味を咀そ嚼しやくし、吟ぎん味みし、反はん芻すうすることで手て一いつ杯ぱいだった。完全に頭が飽和しかかっていたのだ。

　聖書？　その未開示部分？　確かに過去において聖書を自由に読むことが、教会によって禁じられていた時代はあった。だが、現在はそのすべてが大衆に開示されているはずだ。

　なのに、まだ明かされていないページが存在した？　しかも、それが魔本の原げん典てん？

「ちょ、ちょっと……待ってよ。そんなこと……あるわけが……」

「これで分かったろう？　バチカンがなぜ四よん騎き士しの出現を、病的なまでに信じているのか」

　アンリが未いまだ語る言葉を決められずとも、口を開いたことを合図と見なしたかベノワが言う。

「人類と〈蟲ギヴル〉の起源にまつわる原始の詩と、幾いくつかの予言を含む神託の数節が、ヨハネの黙もく示し録ろくの末まつ尾びに添えられていたことで、奴やつらは終末が現実のものになると確信したのだ」

　ベノワの言い方から察するに、その未開示部分とやらは、どうやらヨハネの黙示禄に関するものらしい。だが、今、問題なのはそんな瑣さ末まつなことではなかった。

　アンリはカッときて祭さい壇だんから立ち上がる。生物学者を志こころざす者としての意地がそうさせた。

「……ふざけないでッ！　狂信者どもが単に聖書の一部と現実をごっちゃにしてただけじゃなく、人を〈裸蟲ミルメコレオ〉化させるなんて実害のある技術が、そんな大昔の本に記されてるっていうの!?　そんな馬ば鹿かげた話、あるわけないでしょ！　〈蟲ギヴル〉も〈裸蟲ミルメコレオ〉も近代になってから存在が発覚した生き物なのよ!?　もしあんたの言ってることが正しいなら……っ！」

　今まで行なわれてきた〈蟲ギヴル〉関連の研究が、その根幹からして大きく揺らいでしまう。

　認めるわけにはいかなかった。断じて認められなかった、そんな世よ迷まい言ごとは。

「だが事実だ。現実にバチカンは研究の末に原始の詩の秘密の一端を解き明かし、不完全ではあるが人為的に黄よ泉みの蟲むしの眷けん属ぞくを覚かく醒せいさせる古いにしえの秘ひ儀ぎを復活させた。おそらく今現在、世でバチカンだけが可能な偉業だろうな。何よりの証明だと思うが」

　宣むべ々むべしく語って、ベノワも床から立ち上がる。そして、おもむろにこちらへ近づいてきた。言い知れぬ危機感を覚おぼえて、アンリは後あと退ずさりしながら、しかしそれでも相手に質ただす。

「な、なら、その黄泉の蟲っていうのは何!?」

「黄泉の蟲は、黄泉の蟲だ。バチカンは冥めい府ふの王たるハデスのことだとも言うがな。似たような逸いつ話わは、世界各地の神話や伝承に枚まい挙きよに遑いとまがない。最近、開国した彼かの東洋の島国にさえ、古い文献に『トコヨノムシ』なる記述が存在するそうだ。あらゆる生物のルーツだよ」

　また意味不明な解説。あらゆる生物のルーツ？　いったいいつの時代の話だ。

「じゃあ、眷けん属ぞくっていうのは!?　それが人間を〈裸蟲ミルメコレオ〉に変える原因なんでしょ!?」

「……分からないのか？」

　呆あきれたように吐息。だが、解答は間もなく提示された。

「世間で寄生虫と勘違いされている、例のシメーラとかいう〈蟲ギヴル〉のことだ」

　至し極ごくあっさりと、そう告げられた。

　今度こそ掛け値なしに、アンリの思考は真っ白になった。

　理解できなかった。本当に皆目、理解できなかった。一いつ瞬しゆん、またぞろベノワが理性を失ったのではないかとさえ思ったが、こちらに投げかけられる彼の目線は寧むしろひどく凪ないでいた。

　シメーラ？　シメーラが、黄よ泉みの蟲むしと呼ばれるナニかの、眷属？　外部から人間に寄生するのではなく、最初から人間の体内で眠っている？　それが魔ま本ほんで呼よび覚さまされる？

「…………な、にを…………」

　何を言っている？

　この男はさっきから、いったい何を言っている？

「さて、他愛のない話はここまでだ」

「ッ！」

　そう宣告され、没ぼつ我がから返れば、既すでに眼前にベノワがいた。アンリは自分の間抜けぶりに舌を打ちながら、話を切り上げようとするベノワを慌あわてて押し留める。

「ま、待って！　まだ聞きたいことが山ほど──」

「悪いがつき合えん。招かれざる客が徒党を組んでやって来たようなのでな」

　招かれざる客？　と疑問に思うのと同時、ベノワの腕がいきなり翻ひるがえり、こちらの喉のどを鷲わし掴づかみにした。アンリは衝しよう撃げきにたまらず咳せき込こむが、相手はそれを汲くむ気配もなく冷れい徹てつに続ける。

「昼間は雑ざつ踏とうに紛まぎれてしまい、警けい官かんたちの足音を聞きき逃のがした。が、この静けさのなかで幾いくつも時じ代だい錯さく誤ごな鉄てつ靴かの音が響ひびくとなれば、さすがに距離があろうと敵の接近にも勘づける」

「ッ、〈ゲオルギウスの剣〉……っ！」

「幸運だったな。これがもし警官たちだったなら、取り引きが無効になっていたところだ」

　アンリは半なかば宙ちゆう吊づりにされ、後ろの祭さい壇だんに背中を押しつけられる。苦しさの余り喘あえいだ。

「これから奴やつらの迎げい撃げきに打って出る。しかしその前に約束どおり、今度は私の質問に答えてもらおうか。──訊ききたいことは二つだ。一つ、きみは詠うたい手ての末まつ裔えいなのか？」

「う、た……？　なんの、話よ！　さっきも言ってたけどそれ……っ！」

「知らない、か。ならばいい。きみは『違う』ということだ」

　腕こきの魔ま女じよであり、〈蟲天の瞳エレクトロン〉の存在も知っているなら、あるいはと思ったが──そんな独白をベノワが零こぼすのを微かすかに聞いた。だが、すぐに彼は気を取り直したように、

「では二つ目だ。きみはいったい、どこで〈蟲天の瞳エレクトロン〉を見た？」

「……っ」

　これだ。できればこの質問を回避したかったのだ。

　あの少年の情報は爪つめの先ほどにもベノワに渡したくなかった。ベノワがバチカンに肉体を弄いじられてまで四よん騎き士しの『偽にせ物もの』にしかなれなかったのに対し、慧けい太た郎ろうは運命の悪戯いたずらでそうなったとはいえおそらく『本物』だからだ。両者が再び邂かい逅こうするのは甚はなはだ危険なことに思えた。

「どうやらきみは、本物の〈蟲天の瞳エレクトロン〉を目にしたことがあるらしい。私のようにバチカンの秘密施設から脱走した、他の被験者とどこかで会ったというわけではない。そうだな？」

「だ、誰だれがあんたなんかに……」

「そして〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉については、さほど多くは知らなさそうな素振りだった。となれば、答えは一つだ。きみは四人目を知っている。そうだな？」

　繰くり返かえされる問い。アンリはだんまりを決め込むが、直後、遂ついにベノワが爆ばく発はつした。

「答えろッ！　それは重要なことなのだ！」

「ぐっ……！」
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「もし本当に四人目の騎士が誕たん生じようしているなら、ヨハネの黙もく示し録ろくに語られる七つの封印のうち、既すでに四つまでもが解かれたことになる！　終末の喇らつ叭ぱが鳴るその瞬しゆん間かんが、もはや秒読みに入ったということだ！　私の救済の道もいよいよ終わりが見え──……？」

　昼間と同じく突然に激げつ昂こうしてみせたベノワ。だが、アンリが祭さい壇だんの上に組み敷かれて今にも窒ちつ息そく死ししそうになりながら、なおも断固として視線で回答を拒きよ否ひするので、ふと不審げな顔つきになった。いや、その表情さえも、すぐに改められる。次に浮かんだのは合点の色だ。

「──そうか。あの交差点にいた三人の娘むすめのうちの誰だれかだな？」

「ッ！　あ、あんたっ……!?」

「なるほど、図星か。だからそれほど庇かばうのか。ならば相手にも見当はつく」

　ベノワが首から手を離した。アンリは激はげしく噎むせ返かえりながら、祭さい壇だんから滑すべり落おちて冷たい石床に跪ひざまずく。ベノワはそんなこちらを尻しり目めに、部屋の出入り口へと向かいながら断言した。

「間違いない、あの男装の少女だ。やはり人間ではなく〈裸蟲ミルメコレオ〉だったか」

　それは違う。慧けい太た郎ろうは〈裸蟲ミルメコレオ〉ではない。そして〈裸蟲ミルメコレオ〉でない者が〈蟲天の瞳エレクトロン〉と同化することが、どうやら条理から外はずれた現象らしいことも、既すでにアンリはおおよそ理解が及んでいた。バチカンがベノワたち被験者を皆〈裸蟲ミルメコレオ〉化させようとしていたことや、ジョゼフの『あり得ざるダルタニアン』という呼び方などからも、そのあたりの事情が窺うかがえる。

　だが、ここでベノワの間違いを指摘したところで詮せんはあるまい。既に慧太郎の存在は知られてしまったのだ。例たとえこの一件が片づいても、両者の激げき突とつは後こう顧この憂うれいとして残るだろう。

「ちっきしょう……っ！」

　最悪の展開に呻うめくアンリを余よ所そに、ベノワが頑丈そうな木製の扉とびらに手をかける。それを押し開けて部屋を出て行く直前、彼がうっそりと呟つぶやいた台詞せりふが、奇妙なほど耳の奥に残った。

「愉たのしみだ。もしかすれば私は、今、黙もく示し録ろくの序幕に居合わせているのかもしれん」




　　　　○




　波の音が絶えず辺りに満ちている。思いのほか風の強い夜だった。

　煌こう々こうと輝く青白い月の下、猫ねこの額ひたいほどの面積しか持たないトリスタン島の西側に位置するフォンタネル砦とりでが、見るだに風雪の程が偲しのばれる朽くちかけた様相を晒さらしている。

　苔こけむした城じよう壁へきはあちこち崩くずれ、元はさぞ立派だったろう正門も、今は色いろ褪あせて何かの拍子に倒れかかってきそうだ。しかし、例え半壊した状態でもかつてはカトリック同盟が根城としていただけの砦。そびえ立つ姿には、未いまだ堅けん牢ろうさが失われていないことを主張するかのような、どこか古ふる強つわ者ものめいた風格が漂ただよっている。闇やみ夜よのなかで見れば、ある種、不気味なほどに。

　そんなフォンタネル砦から伸びる、ごつごつとした岩肌剥むき出だしの道、その脇わきに立てられていた観光客用の看板が、不意に大きく揺れて寂しげな軋きしみを発した。

　風ではない。いや、それもまんざら誤りではないのか。

　看板の傍かたわらを陣じん風ぷうの如ごとき速さで駆かけ抜ぬけ、そのまま砦へ向かってゆく幾いくつもの影がある。

　極端な前傾姿勢を保ち、奇き襲しゆうに備えてか決して一ひと塊かたまりにはならず、時折、犬の遠とお吠ぼえじみた奇声をあげて、互いに合図を取り合いながら進む白しろ装しよう束ぞくの群れ。

〈ゲオルギウスの剣〉──トリスタン島に投入された部隊のうち、指揮官たるヴァレリオに正面からの襲しゆう撃げきを指示されたのが、夜気を裂いて疾しつ走そうする彼ら第二分隊だった。

「──……オォォォォォゥ」

　分隊長が当とう該がい施し設せつが間近に迫せまったことを確認、声の調子を僅わずかに変えて部下たちに戦せん闘とうに備えるよう指示を送る。自身も懐ふところからスティレットを二本取り出し、それを両手に握りながらなおも走った。が、分隊長はすぐに違和感を覚おぼえて頭ず巾きんの下で顔を曇くもらせる。

　応答が、ない。

　いつ如い何かなるときでも、必ず即座に合図を返すよう訓練されている部下たちが、しかしなぜか一向に反応を示さない。つい数十秒前までは確かに、四方から速すみやかに声があがったのに。

　まさか聞こえなかったのか？　そう考えて再び声をあげるが、結果は同上だった。

　おかしい。暗がりでの戦闘、しかも相手が神しん出しゆつ鬼き没ぼつの死しに神がみということもあり、まず何より待ち伏せを警けい戒かいして、散開しながら自分たちは島を進んでいた。そこかしこに点在する、かつての建物の名残を遮しや蔽へい物ぶつとして利用しての、慎しん重ちように慎重を期しての進攻だった。当然、仲間の姿も目視できなくなるため、だからこそ合図による相互連絡は厳げん命めいしておいたはずだ。

　なのに、それが完全に途絶えたということは──

「……馬ば鹿かなっ」

　彼は吐き捨てて足を止めた。すかさず近くに建っていた、元は民家のものらしき壁かべに身を寄せ、隠れながら再三に渡って部下に合図を送る。何度も何度も、執しつ拗ように繰くり返かえす。

　だが、やはりいらえは一切なかった。自分の声だけが波音に混じって虚むなしく辺りに谺こだまする。

　周囲の闇やみが急に密度を増したように感じられ、分隊長はわけもなく背せ筋すじを震わせた。

　あり得ない。あり得るはずがない、そんな馬鹿げたこと。

　襲撃を受けた際は、緊きん急きゆう用ようの咆ほう号ごうを発する決まりだ。その暇いとまさえまったく与えず、しかも自分を中心に別方向へ散っていた四人の部下を、これだけの短時間で各個撃破するなど到底人にん間げん業わざではない。いくら敵が〈裸蟲ミルメコレオ〉といえど、そこまで常識外はずれな存在では──

「こんばんはボンソワール」

　背後、驚おどろくべき近距離から声がした。男か女かも判じ得ない、ひどく中性的な声だった。

　その時点で分隊長はあらゆる疑問を捨てた。培つちかわれた戦闘勘に従って身を低く捻ひねるや、振り返りざまにスティレットの一撃を見み舞まう。手加減など微み塵じんもない、頚けい動どう脈みやくを狙ねらった最速の一ひと薙なぎだ。例たとえ相手が何者であろうと、避けるはおろか防げもすまい。

　だが、絶対の自信を込めて放ったその一撃が、あろうことか空を切った。

　のみならず、

「ッ!?」

　とん、と振り抜いた先で短剣に加わる微かすかな重み。

　誰だれかがステイレットの剣身に一いつ瞬しゆん『跳とび乗のった』──そう理解が及んだ瞬間、分隊長は自分がこの歳としにもなって新兵みたく錯さく乱らんし、闇雲に剣を振り回すという不細工を演じるのではないかと危き惧ぐした。それが現実化せずに済んだのは、直後、後頭部に軽く衝しよう撃げきが走ったからだ。

　たちまち意識が遠のいた。膝ひざから力が抜け、なす術すべもなく地面が迫せまる。

　それでも気絶する間ま際ぎわ、分隊長は背後を顧かえりみた。結局、一度もこちらに捕ほ捉そくされることなく、第二分隊を全滅させた姿なき襲しゆう撃げき者しやを、せめて一目でいいから拝んでやろうと思ったのだ。

　だが、辛かろうじて残った意識の断片は、そこに思いがけないモノを捉とらえる。

　蟠わだかまる濃密な闇やみのなかに、ぼぅ、と朧おぼろげに浮かぶ琥こ珀はく色いろの人ひと魂だま。

　やがてそれは急速に現場を離れてゆき、そしてその頃ころには既すでに彼も完全に失神していた。




　　　　○




　くそっ、どうなっている？　フォンタネル砦とりでからやや南に建つ廃はい屋おくのなかで、人知れず待機していた第三分隊の隊長は、背後の部下たちに気づかれないよう小さく舌を打った。

　予定どおり事が進んでいれば、今頃はもう第二分隊が砦に侵入しているはずだ。

　しかし、それと同時に彼らの手で為なされるはずの城門の爆ばく破はが、いくら待てどもまったく起こらない。その爆音を号令代わりに、まず自分たち第三分隊が。続けて順次、他の分隊が砦のなかへ攻め込む段取りとなっていたのだ。なのにこれでは、出で鼻ばなを挫くじかれたも同然だった。

　何か不測の事態か？　いや、それは間違いない。問題なのは発生した困難の度合いだ。

　合図が少し遅れる程度ならまだいい。ただ、第二分隊が既に作戦続行不可能な状態に陥おちいっているなら、当初の打ち合わせどおり今すぐこちらも動くべきだろう。しかし、分隊長は判断に悩む。あまりに周囲が静か過ぎるからだ。殆ほとんどなんの騒さわぎにも発展しないまま、一個分隊が無力化されるという状況は、彼の常識からすれば些いささか以上に想定しづらい。

　どうすべきか──そう迷っていたところで、不意にどこからか異音が聞こえた。

　爆発音ではない。どっどっどっ、と下っ腹に響ひびく断続的な重低音。それと同時に、無数の金属が擦こすれ合あうような、ひどくやかましい音も耳に届く。只ただ事ごとでないのは確かだった。

「お前たち、一いつ旦たん散るぞ！　ここで固まっているのは何かがまず──」

　い、と言い切るよりも先に、彼らが身を潜ひそめていた廃屋の壁かべをぶち破って、何か巨大なものが現れた。あまりにも出し抜け且かつ意外な敵の登場に、即そく応おうし損そこねた部下の二人が一撃で吹き飛ばされ、そのまま室内の反対側の壁に叩たたきつけられる。咄とつ嗟さに残る二人の部下と共に身を退ひいていた分隊長は、眼前にそそり立つ天井まで届きそうな巨きよ躯くを見上げて叫さけんだ。

「じ、自じ動どう甲かつ冑ちゆう!?」

　自動甲冑だった。しかも明らかに民間用ではない。ボディの各所には黒光りする武装が設しつらえられ、ずんぐりした体形も質しつ実じつ剛ごう健けんそのもの。重機などによくありがちな、搭とう乗じよう者しやが剥むき出だしの状態になる、といった手抜かりもない。間違いなく戦せん闘とう行為を前提とした機体だった。

　それもそのはず。この自動甲冑はガルニエ社製の軍用機だ。やや古い型でフランス軍の主力機は既すでに世代交代しているが、それでも少数が警けい察さつなどに払い下げられて今なお現げん役えきで使われている。もっとも、首都のパリ以外でとなると、街まちで見かける機会は殆ほとんどないのだけれど。

「そんな馬ば鹿かな!?　なんでこんなものが!?」

　分隊長は悲鳴をあげた。冗談ではない。話が違う。自分たちは対〈裸蟲ミルメコレオ〉専門部隊だ。戦せん闘とう用の自じ動どう甲かつ冑ちゆうを仕留めるとなれば、それこそ〈蟲ギヴル〉用の大型装備が必要になってくる。

　そんな彼の慌あわてぶりがツボに嵌はまったか、自動甲冑の搭とう乗じよう者しやが拡声器で笑い声を立てた。

『だーはっはっは！　いや、さすがに俺おれもこれはちとズルイ気がしたんだがね！』

　言いながら自動甲冑が、両腕に二基ずつ備わっていた小型のワイヤーアンカーを射出する。逃げ場のない屋内で、至近からの攻こう撃げきだ。猛もう速そくで迫せまる砲ほう丸がん並みの質量を鎧よろいで防げるはずもなく、両りよう隣どなりに立っていた部下二名が呆あつ気けなく薙なぎ倒たおされる。わざと外はずしたのか、直撃ではなく衝しよう撃げきの余波による昏こん倒とうだった。でなければ人間など跡形も残らなかったろう。

『前のイナゴ事件で大被害を被こうむったんで、それを踏ふまえてイース警察じゃ実験的に数機、自動甲冑が配備されることに決まっててな！　昨日づけで倉庫に運び込まれてたコイツを、ツテを頼ってこっそり失敬してきたんだわ！　お前ら、タイミングが悪過ぎたぜ！』

「なっ……!?」

『ってわけで、卑ひ怯きよう上じよう等とうすまんな！　今夜の俺おれは推理より拳こぶしって気分なんだッ！』

　わけの分からない宣言と共に、いきなり振り回された自動甲冑の右拳。これを分隊長はなんとか床に伏せて躱かわした──かに見えたが、次の瞬しゆん間かん、その動きで引っ張られた先のワイヤーアンカーの衝しよう角かく部ぶが、時間差で背後から飛来したため、さすがにこれは避けられなかった。

　背中に途方もない衝撃。身体からだと意識の両方がいっぺんに吹き飛んだ。肺から根こそぎ酸素を奪われ、分隊長が半なかば床にめり込んで気を失する。そのあと、ただでさえ荒れていた廃はい屋おくを更さらにひっちゃかめっちゃかにした鋼はがねの巨人が、手近な壁かべに新あらたな出入り口を作って屋外に出た。

『さて、行きがけの駄だ賃ちん感覚で平らげちまったが、こうしちゃいられねぇ。バチカン共の相手は坊ぼうやに任せて、俺はあの馬ば鹿かでかいカマキリを探さんとな』

　金属の合唱と野太い搭乗者の声が、やはりけたたましくその場から遠ざかっていった。




　　　　○




「ッ、なんだ今の音は!?　第三分隊のほうか!?」

　五人組の先頭にいた騎き士しがそう叫さけんだときには、既にベノワは敵集団に肉迫していた。

　叫んだ姿勢のまま喉のどを裂かれて、おそらく隊長であっただろう男が、血ち飛沫しぶきを噴ふいて声もなく倒れ伏す。残る四人が騒そう然ぜんとなり、それぞれ得え物ものを抜くが、いかんせん遅過ぎた。続いて振るわれた両腕の鎌かまが、たちどころに骸むくろを四つ追加し、周囲を再び寂せき寞ばくたる静寂しじまへと還かえす。

「ふん、脆もろいな。浮き足立っていては当然か」

　両腕を振って鎌かまに付着した血ち糊のりを落としながらベノワは呟つぶやいた。どうやら、よほどの異常事態が発生したと見える。確かに何か複雑な機械のそれとおぼしき騒そう音おんが、さきほどから夜気を伝ってここまで届いてきていた。蒸じよう気き戦せん車しやか自じ動どう甲かつ冑ちゆうか、とにかく第三勢力の存在だ。

「軍、ではないな。さすがに動くはずがない。となれば国こつ家か警けい察さつか？」

　警察ならば、あの大男の差し金だろう。取り引きに応じる気はない、と態度で示したかたちだ。これでアルノーと魔ま本ほんの行方ゆくえを、再び自分の足で探さねばならなくなった。

「……手間だが、まぁいい」

　相手は約束を違たがえた。が、人質に取った例の娘むすめをどうこうする気は、実のところベノワにはない。情けからではなく、単にどうでもいいからだ。昼間は取り引きを迫せまるため殺す云うん々ぬんと脅おどしをかけたが、本人から聞きたいことも聞いた以上、あとは自分の知ったことではなかった。

　ベノワが拘こだわるのは〈裸蟲ミルメコレオ〉の命のみ。しかも現状、魔本で変へん貌ぼうした者に限定される。

　彼らがベノワの罪証そのものだからだ。

　魔本の犠ぎ牲せい者しやたちが生き足あ掻がき苦しむ姿が、そのままべノワの苦しみに変換されるからだ。

　目を瞑つむれば今も瞼まぶたの裏にくっきりと蘇よみがえる。過去の情景、バチカンの施設、寝台に括くくりつけられた被験者たち、血だらけの壁かべや床、悲鳴・悲鳴・悲鳴の連れん鎖さ──そして、何かの手違いか拘こう束そくが緩ゆるみ、研究者たちを蹴け散ちらして逃げ出す自分と、追おい縋すがってくる無数の懇こん願がん。

　助けてくれ、救ってくれ。

　この苦しみから早く解放してくれ。

　逃げても我われ々われはきみのようには生き長らえられない。

　ならばいっそ、今この場で──

「……っ！」

　思考が灼やける。風景が溶ける。閃せん光こうのように瞬またたいた短い想起から立ち返れば、そこは変わらず街灯一つない開けた平地。ただ、足元に転ころがる死し屍しが、その数を一〇に増やしていた。

　いつの間に新あら手てが現れ、いつの間に撃げき退たいしたのか。それさえ定かではない。今の自分は気を抜けばすぐにこうなる。刻一刻と精神が摩ま耗もうしてゆくのが分かる。

　限界が近いのだ。それがなんであるのかは不明だが、すぐそこまで迫っているという予感がある。胸に埋め込まれた紛まがい物ものの〈蟲天の瞳エレクトロン〉も、いつになく強きよう烈れつな熱を発していた。

「……ああ、分かっている。私は逃げない。決して、決してもう二度と……」

　だから赦ゆるしてくれ。だから救ってくれ。私も命尽つきるまで貴方あなたたちを救うから。

　ベノワは祈るように囁ささやき、直後には疾しつ走そうを開始する。岩肌を駆かける複数の鉄てつ靴かの音が、こちらに接近して来ていたからだ。性しよう懲こりもなく湧わいて出でる有う象ぞう無む象ぞうを一掃するため、ベノワは軽く指を噛かんで甲かん高だかく口笛を吹き鳴らす。さして間も置かず、上空から翅は音おとが聞こえた。

「ルドルフ！　お前はあちらで暴れているガラクタを片づけろ！」

　薄気味悪い〈蟲ギヴル〉の相棒に言い捨てて、ベノワは夜や陰いんに乗じて自みずからの敵に向かう。

　寸刻も足は止めない。止まれない。立ち止まれば過去に肩を叩たたかれる。救えなかった同どう胞ほうに足を掴つかまれる。だから走れ。ゆえに救え。他の処方など自分は持ち合わせていないのだから。

　意識を炙あぶる強迫観念に衝つき動うごかされ、ベノワは人間味をかなぐり捨てた雄お叫たけびをあげた。




　　　　○




　参った。八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

　フォンタネル砦とりでのどことも知れぬ一室で、アンリはがしがしと乱雑に頭を掻かき毟むしった。

「あ～もうっ、どうすりゃいいのよ！」

　ベノワが去ったあと、まず当然のように施せ錠じようされた扉とびらと格かく闘とうすること数分、そちらはびくともしないという結論に至った。鍵かぎ開あけの技術には少し心こころ得えがあったのだけれど、馬ば鹿かのように頑丈な閂かんぬきまで掛けられてしまっては打つ手がない。次にベノワが座っていた壁かべ際ぎわに、自分の荷物が置き去られていることに気づき、嬉き々きとして飛びついたものの、案の定、こちらも肝かん心じんの弾だん薬やくや呪じゆ物ぶつは何一つ残されていなかった。短たん銃じゆうやチョークはそれ単品では無用の長物だ。

　扉は開かない。火薬も自作した道具もない。魔ま術じゆつも使えない。室内は分厚い石組みのそれ。

　この部屋を自力で脱出するのは、ほぼ不可能と諦あきらめるしかなかった。

「～～～ッ、こんなことしてる場合じゃないのに！」

　先刻から何やら外が騒さわがしい。おそらく戦闘が始まったのだろう。しかも爆ばく音おんや機械の駆く動どう音おんらしきものまで混じっているとなると、島に上陸した勢力が〈ゲオルギウスの剣〉だけでないのは確実だ。自分を助けに来た何者か等を含め、三みつ巴どもえの混戦模様と相成っているらしい。

　誰だれが救出にやって来たのかは分からないが、普通に考えて単独ということはないだろう。

　そして、そのなかには間違いなく慧けい太た郎ろうがいる。別に思い上がっているわけではないが、彼がアンリ・ファーブルを放っておくという展開は、ちょっと想像しづらいものがあるからだ。

　しかし、だからこそ状況はいよいよ差さし迫せまっていた。

　このままでは慧太郎とベノワが激げき突とつしてしまう。〈蟲天の瞳エレクトロン〉の所持者同士がぶつかれば何が起こるか分からない。二人の対決が不可避のものだとしても、せめて自分はカバーが利くよう、それに立ち会う必要がある。こんなところで手をこまねいている場合ではないのだ。

「考えろっ、考えなさい、あたし！　逃げるなら今がチャンスなんだから！」

　こめかみを苛いら々いらと叩きながら、室内を右往左往していると──ガタンッ、と出し抜けに部屋の奥に鎮ちん座ざましましていた例の祭さい壇だんが、どういうわけか独ひとりでに大きく揺れた。

「っ！」

　思わず慄りつ然ぜんとなって身み構がまえるアンリ。弾たま切ぎれの短銃をそちらに向けて、固かた唾ずを呑のんで何事かと事態を見守る。そんななか、祭壇は更さらにガタゴトと音を立てて揺れ続け、ほどなく床をゆっくりと滑すべるようにして横に移動。半分ほど元の位置からずれたところで、今度はその下からひょっこりと誰だれかが顔を突き出した。アンリは現れた人物を認め、もう顎あごを落とすしかない。

「はて、ここはどこでしょうか？　こう暗くては何が何やら……」

「きゅ……きゅきゅ級長!?」

　素すっ頓とん狂きような声で相手を呼ばわれば、床から首だけを生はやしたクロエが、表情をぱぁっと輝かせた。こんな邪じや気きのない小犬みたいな笑顔を、まさか自分が向けられる日が来ようとは。

「アンリエット！　ようやく見つけましたよ！」




　　　　○




　愛刀を携えて月下を疾しつ駆くしていた慧けい太た郎ろうは、敵が徐々に混乱から立ち直りつつあるのを感じていた。目標であるベノワが既すでに砦とりでの外に出ていることから、〈ゲオルギウスの剣〉の面々が包ほう囲い陣じん形けいを解き、島の各所に散っていた味方を集め始めているのだ。口頭で仔し細さいを伝え合い、こちらの戦力や手法を把握して、数を活いかした戦術で仕切り直すつもりらしい。

「チッ、さすがに勘づかれたか……っ！」

　気け取どられることなく潰つぶせたのは三個分隊まで。ヴィドックや敵であるベノワが仕留めただろうぶんも合わせれば、これで〈ゲオルギウスの剣〉の戦力を半分くらいは削ったはずだ。

　まだヴァレリオが姿を見せていないことや、最難関と目されるベノワと会敵できていないことが悔やまれるが、あの無縁仏だらけの墓地で宣言されたとおり、今度は騎き士したちも本気であるらしくかなり手て強ごわい。これ以上、一人で無茶な立ち回りを続けるのは危険だった。

「……クロエ、無事にアンリを見つけられたかな」

　目下の心配事は、やはりそれだ。慧太郎とヴィドックが敵の撹かく乱らんと陽動を行ない、その騒さわぎに釣つられてベノワが現れたところで、クロエがもぬけの空となったフォンタネル砦に潜もぐり込こむ段取りとなっている。幸さいわいヴィドックが砦の見取り図を役所で入手してくれたおかげで、アンリを監禁できそうな部屋もだいたい目星はついていた。あとは時間との勝負だろう。

　そう考えながら夜よ闇やみのなかを駆かけていた慧太郎は、やがて自分たちの蒸じよう気きボートが停めてある島の北側に一いつ旦たん戻って来た。ボートは目立たないよう偽装を施してあるものの、もし発見されて沈められでもしたら事だし、何より見張り番として残った少女の身が心配だったのだ。

　海岸で彼女の姿を発見するなり、慧太郎は胸を撫なで下おろし、それでも一応の確認を取った。

「マルティナ、何か変わりは？」

「ないわ。とても退屈よ」

　僅わずかなりとも息が上がっているこちらに対し、マルティナはあっけらかんと返してきたものだった。彼女の背後で無む尽じんと広がる黒い海には、かなり大型の蒸気ボートが岩場の陰に隠れるようにぽつんと浮かんでいる。続けて彼女は、少し気け怠だるげな調子で言ってきた。

「月光浴くらいしかすることがないわ」

「……なんか余裕だな。こっちは結構しんどいよ」

「すぐにまた行くの？」

「ああ。休きゆう憩けいしてる暇ひまはなさそうだ。引き続き船の見張りは任せても──」

　と、そこで慧けい太た郎ろうはふと口を噤つぐんだ。こちらに接近してくる人の気配を感じたからだ。

　即座にそちらに視線を向ければ、海岸の先から白い残影を曳ひきつつ、〈ゲオルギウスの剣〉の騎き士したちが走ってくるのが見えた。数は五人。一個分隊だ。やはりヴィドッグが憂ゆう慮りよしていたとおり、こちらの逃走手段ボートを奪おうと海岸沿いを虱しらみ潰つぶしにしていた部隊がいたのだろう。

「マルティナ、退さがっててくれ。すぐに終わらせる」

「……待って。何か様子が変」

　マルティナの言葉に眉まゆを立てる。けれど、その意味はすぐに判明した。ややあってこちらの数メートル手前で立ち止まった騎士たちが、五人とも尋じん常じような雰ふん囲い気きではなかったからだ。

　まるで手負いの獣けもののよう、とでも言えばいいだろうか。全員が全員とも白目を剥むき、口の端からは幾いく筋すじも涎よだれを垂れ流して、フードで人相を隠そうともしない。握った得え物ものを構かまえるでもなく両腕をだらりと下げ、ただ腰を落として正面からこちらへにじり寄って来る。てんで隙すきだらけの足運びなのだが、それが却かえって慧太郎に警けい戒かい心しんを募らせた。

「……なんだ？　普通じゃないぞ、連中」

「たぶん、ドーピング。それも下へ手たをしたら、命を引き換えにするようなやつ」

　ドーピング!?　と目線だけで問い返せば、マルティナは早口にラテン語で続けた。

『宗教的暗殺者だもの。それくらいやるわ。相手も本気で形なり振ふり構かまわなくなってきたわね』

『命を引き換えにするかもだって!?　馬ば鹿かげてるッ、なんでそこまで！』

『いいから集中してっ。服用してるのが魔ま術じゆつ薬やくなら、戦せん闘とう力りよくが桁けた違ちがいに上がって──』

　珍めずらしく語気を強めたマルティナの台詞せりふが終わる前に、こちらの喉のど元もと目掛けていきなり刃風が迫せまった。騎士の一人が予備動作もなしで、恐るべき踏ふみ込こみを見せたのだ。無論、その程度で易やす々やすと不意を衝つかれる慧太郎ではなかったが、

「……っ!?」

　振るわれたスティレットの刃を受けた無む垢く嬢じよう矩のり安やすが、そのまま一気に押し切られそうになったため目を瞠みはる。力を込めにくいはずの小こ柄づかでこの威力。想像を絶する怪力だった。

　組み打ちは危険だ。そう判断して鍔つば迫ぜり合あいで相手を崩くずすや、直後、慧太郎は全力で後ろに跳とび退のいた。間かん一いつ髪ぱつ、右手から迫った別の騎士の十字短剣が、寸すん毫ごう前まえまで自分がいた空間を走り抜けてゆく。だが、反はん撃げきに転ずることはなおも許されない。今度は驚きよう異い的てきなスピードで背後に回り込んだ三人目が、相打ち覚悟だろう無茶な突撃を仕掛けてきたからだ。

　慧太郎は咄とつ嗟さに上体を沈めた。そして独こ楽まの如ごとく身を捩よじると、その回転に敵を巻き込むかたちで投げを打った。最小限の接触で相手を投げる柔術やわらの高等技術だ。

　物の見事に決まり、騎士が軽々と宙を舞まう。数メートルは飛んだその白しろ装しよう束ぞくが向かった先には、続けてこちらに迫せまって来ていた四人目と五人目の姿があった。人ひとりぶんの激げき突とつはさすがに受け止め切れなかったか、三人の騎き士しが鎧よろいを鳴らしながら揉もみ合あって転倒する。

　ここで騎士たち全員の初手をなんとか捌さばき終おえ、慧けい太た郎ろうはようやく得意の蜻蛉とんぼに構かまえた。

　敵が離れた間合いを再びじりじりと縮ちぢめ始はじめる。やはり連携を取ろうとか、駆かけ引ひきをしようとか、そういう意識は毛頭ないらしい。また同じことを繰くり返かえすつもりなのだ。

　まずいな、と内心で臍ほぞを噛かむ。攻め自体は単調な力押しだが、そのぶんこちらが打つ虚実も今の彼らには通じまい。痛覚も鈍にぶくなっているのか、転倒した三人も難なく立ち上がった。更さらにマルティナを護まもりながらとなれば、いよいよ峰みね打うちで事を済ませるのは厳きびしいだろう。

「……やむを得ないか」

　既すでに腹は括くくってある。未いまだアンリの安全は確保されず、おそらくベノワも健在。事態を一刻も早く収めるためには、ここで手間取っているわけにはいかなかった。

　ゆえに斬きるッ──そう決意し、いざ必殺の雲うん耀ようを放とうとした、そのとき。

「どいて、けーたろ」

　突然、背後のマルティナが真っ平らな声をあげて、こちらの傍かたわらをすり抜けて前に出た。

　愕がく然ぜんと目を剥むく。あまりに突拍子もない愚ぐ行こうだったため、さしもの慧太郎も咄とつ嗟さに彼女を引き戻し損そこねた。そのあいだに更に前進したマルティナは、もはや一息で騎士たちの凶きよう刃じんをその身に受けかねない位置だ。慧太郎は本気で悲鳴をあげかけた。

「ばっ……！」

「馬ば鹿かはそっち。これで三度目になるけど、やっぱりあなた、ひどいエゴイストだわ」

　だが、そんなこちらの焦あせりに構わず、マルティナが続けて冷静に言った。

「少しは周りを頼ることも覚おぼえて。子供じゃないんだから」

　同時、彼女は今夜に限ってなぜか大量に身に着けていた装飾品の一つ──手首に嵌はめたどこかの民族の工芸品らしき木製のブレスレットに手を伸ばし、そこからじゃらじゃらと伸びていた紐ひも状じようの飾りの先端を、ぷちっと引き千切った。そして、それを無造作に騎士たちに放る。

　次の瞬しゆん間かんだった。マルティナが、おもむろに喉のどを震わせたのは。

『────────』

　歌、だったのだろうと思う。

　なぜそう感じたのかは、よく分からないのだけれど。

　何しろ彼女の発した『ソレ』には音程もリズムもなかった。フランス語でもなければラテン語でもなく、慧太郎のまったく知らない言語で一つの音が、突き抜けるような高音域で放たれただけだったのだ。ただの絶叫クリエと評したほうが、表現としては適当かもしれない。

　なのに、慧太郎は『ソレ』を『歌』だと感じた。

　既存の歌か唱しようというカテゴリに何一つ当て嵌まるものがなくとも、聴きく者になんらかの意図を伝えて大きな感動を呼び起こす『歌』なのだ、と。

　異変が起きたのは、その直後だった。先んじてマルティナが投げたブレスレットの飾りが、地面に落ちるやいなや、そこに巨大な幾き何か学がく模様を広げたのだ。慧けい太た郎ろうは今度こそ叫さけんだ。

「ッ、魔ま法ほう円えん!?」

　驚おどろく間もあればこそ、その魔法円から凄すさまじい勢いで何かが噴ふき上あがった。
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　樹きだ。

　無数の細い樹の幹が大地に根を張ってめきめきと増殖し、そのまま寄より束たばなって一本の太い幹を形成すると、更さらに枝や蔦つたを四方八方に伸ばし始め、遂ついには青々と葉まで繁しげらせてなおも成長を続ける。あっという間に、すわ樹じゆ齢れい数百年かという大樹が、そこに屹きつ立りつしていた。

　そんなモノが足元で炸さく裂れつした騎き士したちは、ひとたまりもなかった。樹の成長に巻き込まれ、五人全員が頭上高くまで運ばれて、張はり巡めぐらされた枝葉の戒いましめに身動きを封じられている。意識は保っているようだったが、まず完全に無力化されたと見て良かろう。

　ほどなく、マルティナが歌うのをやめた。次いで少し困ったように首を捻ひねる。

「……ちょっと失敗。景気良く起こし過ぎた」

　起こす？　意味が分からない。いや、そんなことよりも重要なのは──

「マ、マルティナ！　きみはっ……魔ま女じよだったのか!?」

「ええ。言ったでしょ。『自分の身は自分で護まもれる』って」

　事もなげに応じた彼女は、次いで懐ふところから何か小さな布袋を取り出し、こちらに渡してくる。

「ん」

「？　な、なんだこれ？」

「匂におい袋ぶくろ。上の騎き士したちに嗅かがせて。強力な催さい眠みん作さ用ようがあるから」

　慧けい太た郎ろうは更さらに目を白黒させた。そんなこちらの反応をどう受け取ったか、マルティナはなぜか少し恥ずかしそうに俯うつむき、頬ほおをほんのり桃もも色いろに染めると、やがてこうつけ足した。

「……樹き登のぼり苦手なの、わたし」










　　　　○




「はぁ!?　マルティナも来てる!?　冗談でしょっ、なんであの子が──ぅわ!?」

　幽ゆう閉へいされていた部屋から脱出し、クロエと共に砦とりでのなかを駆かけていたアンリは、危あやうく壁かべの張り出しに頭をぶつけかけた。辺りの暗さときたら、まったく一寸先も見通せないほどだ。

　さきほどクロエが現れた、あの礼拝堂の祭さい壇だんの下に繋つながっているこの道は、敵に攻め込まれた際に用いる隠し通路か何からしく、ひどく狭いうえ明り取りさえどこにもない。幸さいわいクロエが、慧太郎から預かったという自分の装備一式を持って来てくれたため、ホタルを模した人じん工こう精せい霊れいを数匹生み出し道を先導させていたが、それも気休め程度の役にしか立っていなかった。よくこんな場所をカンテラ一つで通ってきたな、と少し前をゆく鎧よろい姿すがたの級長を見て思う。

　で、その彼女が言ってきた。先の質問の回答を、なぜか殆ほとんど喧けん嘩か腰ごしで。

「マルティナも貴女あなたのことが心配だったからに決まっています！　他に理由がありますか!?」

「あの子があたしの心配ぃ？　な～んか微妙に想像しづらいんだけど……」

「彼女だけではありません！　ケイも、ムッシュ・ヴィドックも、それにわたしも！　皆、貴女を助けるために来たのです、アンリエット・ファーブル！」

「……分かってるってば。それは感かん謝しやしてる。けどあんた、なんでそんなに怒ってるのよ？」

　さっき再会したときは、半泣きになって抱きつきまでしてきたくせに。

「時間が経って冷静になったら、なんだか段々と腹が立ってきたのです！　皆が貴女のために頑張っているというのに、貴女という人は周まわりに隠し事ばかりして！」

「は？　隠し事？」

「本来の性格や、ケイとの関係！　魔ま女じよであること！　それに『アンリ』という愛称だってそうです！　わたしの祖父と同じ名でケイに呼ばれているなど、知りませんでしたよ!?」

「……あいつ、バラしやがったわね？」

　大おお方かた、何かの拍子に口を滑すべらして、それを聞きき咎とがめられたとか、そんなところだろう。このぶんだと慧太郎の本名もバレているかもしれない。まさか性別まで明かしてないだろうな？

「それに……っ！」

「？」

「何より赦ゆるし難がたいのは、わたしのことを一年前から嫌っていたくせに、その理由を今日まで黙っていたことです！　なぜそうならそうと早く仰おつしやってくださらなかったのです!?」

「え？　や、だってそれは……」

　アンリは言葉を途切れさせた。答えに少し窮きゆうしたからだ。誰だれにとっても面白いものでないはずのこの話題を、クロエが蒸し返してきたことにも驚おどろいていた。

　暫しばしのあいだ沈黙が互いの隙すき間まを埋める。その間かんにアンリたちは隘あい路ろを抜け、ようやく通常の通路に出た。砦とりでを脱出するポイントも最初から決めてあるのか、クロエが見取り図と睨にらめっこしながら迷うことなく先を進んでゆく。その背を追いながら、やがてアンリは呟つぶやいた。

「……だって、言ってもしょうがないでしょ？　あたしとあんたは水と油みたいなもので、どうしたって反発し合うしかないんだから。結果が見えてるんなら意味ないわよ」

　本当はずっと黙っているつもりだったのだ。こちらがクロエを嫌っていることは態度ですぐ分かるだろうし、自分の虫や〈蟲ギヴル〉に対する愛着を相手に教える気もなかった。けれど、最近になって慧けい太た郎ろうが現れたおかげで、自分の『孤高の仮面』がクロエには見破られつつあり、おまけに今日の騒そう動どうでアルノーに対する彼女の反応を見て、はっきりと溝の深さを再認識してしまった。破は綻たんが見えているのに、距離を縮ちぢめるのは悲劇でしかないと、そう思ったのだ。

　だから言った。すべて話した。期待されても応こたえられない、と。

　なのに──なのにクロエは、それでも眦まなじりを吊つり上あげ、声を大にして確かくと叫さけぶのだ。

「結果が見えているなんて誰が決めたのですか！　勝手なことを言わないでほしい！」

「なっ……!?」

「貴女あなたがどれほど聡そう明めいかは知りませんが、すべてを分かった気になって、やる前から物事に見切りをつけるのは感心しない！　それは無意識に相手を侮あなどっているのと同じことだ！　何が『あんたはそういう奴やつよ』ですか！　ロシュジャクラン家のことを少し調べて、一年間たまに喋しやべっても喧けん嘩かばかりで！　それだけでわたしを理解したと!?　呆あきれましたね、アンリエット！　そういうのを『知ったかぶり』と言うのです！　貴女はとんでもない自うぬ惚ぼれ屋やだ！」

　絶句している隙に一挙に捲まくし立たてられ、さすがにアンリも沸ふつ々ふつと怒りが湧わいてきた。

「な、何よっ、急に言いたい放題！　だって……ッ、全部ほんとのことでしょ!?　あたしは虫や〈蟲ギヴル〉が好きで、あんたはそのどっちも嫌いで許せなくて！　心のなかじゃムシが好きな女のことなんか、理解できなくて気味が悪いと思って──」

「だからッ、『わたしに理解させてほしい』とお願いしているのです！」

　まだ途中だった反論が止まった。止めざるを得なかった。これで二度目の絶句だ。

　丸々と目を身開くこちらを、クロエが肩越しに振り返ってくる。強い意思を込めた碧へき眼がんは、けれど微かすかに笑んでいた。そして、彼女がやや気勢を落として続ける。

「アンリエット、貴女は昼間こう仰っていましたね？　我われ々われはどちらも譲ゆずれない部分を持っている、と。……違いますよ、それは。わたしには胸を張って『譲れない』と豪ごう語ごできるだけの信念などありません。だって、最初から生き方が決められていたようなものなのですから」

　ロシュジャクラン家の凋ちよう落らくを招いてまで反乱に荷か担たんしておきながら、それさえ最後まで貫き通せなかったアンリ・ド・ラ・ロシュジャクラン。そのせいで「本物の貴族たれ。生きつ粋すいの騎き士したれ」と、そう己おのれに言い聞かせながら生きてきたクロエは、きっとそんな自分に幾いく度どとなく疑問を抱いてきたはずだ。果たしてこれは、本当に『自分で選んだ道』なのか、と。

「……思えば情けない話です。始まりがどうあれ、そのために努力し、邁まい進しんしてきたことが確かなら、もっと自信を持てても良さそうなものなのに……わたしは、いつも心のどこかで疑いを覚おぼえてしまう。疑ってしまうから、〈蟲ギヴル〉や〈裸蟲ミルメコレオ〉を不当に恨うらみもする」

「でも、だったらなおさら──」

　譲ゆずるわけにはいかないはずだ。信念がない、という彼女の自己評価が正しいのかどうかはともかく、譲れないだけの『理由』はある。けれど、クロエはかぶりを振った。

「間違いは正すべきだと思います。他ならぬ、わたし自身のためにも」
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「………………」

「わたしはケイほど潔けつ白ぱくにはなれなくとも、今より少しだけマシな騎士になりたいのです」

「……そんなに簡かん単たんに、これまでの自分を変えられる？」

　簡単に、という言い草は非礼に過ぎたかもしれない。口にしてからそう気づいた。そんな心情が顔に出てしまったか、クロエが「ええ、難しいでしょうね」と苦笑し、

「第一、その、わたしは……家や祖父のことがなくとも、虫はあまり得意ではないもので。なんと言いますか、あの足がたくさんある造形がどうにも……」

「なのに、あたしに合わせるっていうの？　あたしとお近づきになりたいから？」

「はい。時間はかかるかもしれませんが。……信じて頂けませんか？」

　馬ば鹿かね、信じるわよ。当然でしょ？　だって昼間は嫌いな〈裸蟲ミルメコレオ〉のために戦って、逃げるときは肩まで貸して。おまけに理解できないムシ好き女を助けに、命いのち懸がけでこんな場所までやって来るくらいなんだから。そんな屈折しまくりの正直者、信じるしかないじゃない。

　だが、アンリはそれらの心情を実際に口に出しはしなかった。

　先を越された──そんな気持ちがあったからだと思う。

　同じく慧けい太た郎ろうの正しさに惹ひかれて、けれど自分は生なま半なかにはそんなふうになれなくて、だから憎らしさと愛しさも一ひと入しおで、なのにクロエは一足先に己おのれを変えようとしている。

　それが、なんとなく悔しかったのだと思う。負けた、と感じてしまって。

　だから対抗心も手伝って、代わりに口にしたのは、まったく別のことだった。

「……いいわ。だったらあたしも、ほんっっっの少しだけど、泣く泣く譲じよう歩ほしてあげる」

「ッ、待ってください、アンリエット！　それはいけない！　わたしは既すでにケイから聞いて知っているのです！　昆虫や〈蟲ギヴル〉の研究に、貴女あなたがどれだけ心血を注いでいるか──」

「違うっ、そっちじゃないわよ！　ことそれに関しちゃ、あたし断固として譲ゆずらないわよ!?」

「な、ならば譲歩というのは……？」

「貴族嫌いと金持ち嫌いのほうよ！　あんたはその両方に当あて嵌はまるけど……し、仕方ないから、ちょっとだけ対応を緩かん和わしてあげる！　それで今は我が慢まんしときなさい！」

　なんだか急に恥ずかしくなってきて、後半なんてもうグダグダだ。これまで喧けん嘩かずくめだった相手と、今いま更さら改まって「お友達になりましょう」とか、これではまるで人づき合いが苦手な子供みたいではないか。いや、確かにそのとおりではあるのだけれど。

　クロエも暫しばらくきょとんとしていたが、ややあって耐えかねたように小さく吹き出すと、

「──はいっ。お手柔らかにお願いします、アンリエット」

「～～～ッ、そ、その顔なんかやめて！　身体からだ中じゆうむず痒がゆくなるでしょ!?」

「ふふん、照れてますね？　そういうところは割と可愛かわいらしいのです、貴女は」

「う、うっさい！　それよりっ、出口はまだなの!?」

「そろそろです。この通路を抜ければすぐに──」

　しかし、回答よりも先に通路の終わりが来た。会話に夢中で行き先はクロエ任せにしていたのだけれど、そこで一気に視界が開けて星明かりが瞬またたく夜空と対面することになる。

　外に出たのだ。といっても未いまだ砦とりでのなかであることに変わりはなく、どうやらここは誘い込んだ敵兵を城じよう壁へきの上から矢で挟きよう撃げきするための中庭か何からしい。煩わずらわしい石いし壁かべの圧迫感からようやく解放され、アンリは駆かけながらも僅わずかに人心地をついたが、

「ッ、アンリエット！」

　それも束つかの間ま、不意に前を走っていたクロエが足を止め、こちらに注意を呼びかけてきた。

　理由は明白だった。視線の先、中庭のほぼ中央付近に、三つの人影が佇たたずんでいたのだ。

「──おや、また貴女あなたですか。なんか行く先々で物ぶつ騒そうな女の子にぶつかる日ですね」

　厄やく日びかな？　と中央にいた男がまず口を開いた。軽けい薄はくそのものの言い様だが、手には抜き身の長剣を提さげている。彼の両りよう隣どなりにいる白しろ装しよう束ぞくの騎き士したちも、既すでにスティレットを抜いていた。

「……ヴァレリオ・ベルスコーニ」

「どーも。半日ぶりですね、ロシュジャクランのお嬢じようさん」

　クロエが緊きん張ちようも露あらわに名を呼ばわれば、やはりバチカンの聖せい騎き士しは飄ひよう々ひようとした仕草で挨あい拶さつしてみせた。アンリは二言三言喋しやべっただけの、〈ゲオルギウスの剣〉の指揮官だという男だ。

「なるほど？　人質のお嬢さんは無事取り返したわけですか。こりゃ先を越されましたねぇ」

「ムッシュ・ヴァレリオ、貴方あなたがなぜここに……？」

「いや、最初は潜せん入にゆう班はんたちが失敗したときに備えて、後ご詰づめ役やくとして一足先に乗り込んでたんですけどね？　外の仲間が気配を悟さとられて、ベノワさんに先手打たれちゃったもんで。だったらまぁ、指揮官の俺おれはこのまま安全な砦とりでのなかで、部隊に指示を出すのが得とく策さくかな、と」

「……なら、そこを通してくれない？　あたしたち今、すごく急いでるの」

　アンリは背負っていたマスケット銃じゆうを引き抜きながら言った。彼が首を縦に振らないことなど分かり切っていたからだ。「先を越された」という前言の意味を考えればすぐに分かる。

「そりゃ無理ですよ。今ちょうど俺たちも貴女のことを探してたんです。ま、ロシュジャクランのお嬢さんまで一緒だったのは意外でしたけど」

「あら、あたしに何か用でもあるわけ？」

「ええ、簡かん単たんなお願いです。外で暴れ回ってる例の女サムライさんとか、おっかない軍ぐん用よう自じ動どう甲かつ冑ちゆうのなかの人とか、今すぐ投降するよう貴女のほうから頼んでもらえませんかね？」

　やはりそういうことか、とアンリは口をへの字に曲げた。砦に残されたであろうベノワの人質である自分を、更さらに人質として利用しようと画策していたわけだ、この男は。

「どいつもこいつも人を物みたいに……っ！　お断りよ！　あたしは捕らわれのお姫様なんてガラじゃないの！　一人だけお荷物になるなんて間抜け、もうまっぴらご免だわ！」

「あぁ、そりゃ残念。この期ごに及んで平和的に交渉で、ってのはやっぱりムシが良過ぎましたかね。でもまぁ嫌だろうがなんだろうが、こっちは従ってもらわなきゃ困るんで──」

　未いまだ外では戦せん闘とうが継続中だからか、本当に残念そうにぼやきこそすれ、直後には表情を引ひき締しめてヴァレリオが前に進み出る。両隣の騎士も言うまでもなく指揮官に倣ならった。

「──とりあえず、手足の一、二本くらいは覚悟してくださいね？」

「そんな不届きな真ま似ねを、わたしが許すとお思いですか？　ヴァレリオ・ベルスコーニ」

　至し極ごくあっさりと火ひ蓋ぶたを切って落とそうとする相手に、だが決意も高くそう応じたのはクロエだった。彼女は既すでにケースを下ろし、そこからレイピアとマンゴーシュを取り出している。

「まさか。さらさら思いませんとも、コウモリ貴族のロシュジャクラン。目先の正しさに釣つられて最後には大ゴケするのが貴女あなたの一族の家風でしょう？　だから、やっぱり事の落としどころも考えず、ここでもお友達優ゆう先せんで頑張るわけだ。ま、らしいっちゃあらしいですよ」

「っ！」

　クロエの肩が大きく揺れる。アンリは慌あわてて叫さけびかけた。「安い挑発だっ、聞くな！」と。

　しかし、その前にクロエが言った。水を向けられたのは、ヴァレリオではなくアンリだった。

「……アンリエット。さきほど貴女は、わたしに譲じよう歩ほすると仰おつしやってくださいましたね？　ならば、ついでと言ってはなんですが、もう一つ図々しいお願いをよろしいでしょうか？」

「？　な、何よ藪やぶから棒ぼうに。逃げろとか抜かしたら、ただじゃおかないわよ？」

「言いませんよ。呼称についての件です」

「呼称？　まさか、あたしのことを『アンリ』って呼びたいとか？」

「あぁいえ、そちらもなかなか捨すて難がたいのですが、さすがに祖父と混同しそうなので。──お願いしたいのは、わたしの名前のほうです。それを、この戦いの報ほう酬しゆうとして頂きたい」

　静かに戦意を漲みなぎらせながら、クロエが剣を構かまえて近づいて来るヴァレリオと相対する。必然的に残った二人を、自分が引き受けることになるだろう。クロエが何を欲しているのかも理解できたので、アンリはマスケット銃じゆうの銃じゆう把はを握にぎり締しめながら首しゆ肯こうした。

「……いいわ。今はまだ好きになれない『級長』。あんたがもしあいつに勝てたら、そのときはちゃんと名前で呼んであげる。その代わり──負けたら『負け犬』に格下げよ！」

　隣となりでクロエが笑った。余計な事々をすべて吹っ切ったような、力強い凄せい愴そうたる笑みだった。

「委い細さい承しよう知ち！　実に貴女らしい高こう慢まんちきな物言いだ！　俄が然ぜん、やる気が湧わいてきましたっ！」

　同時、クロエが草地を蹴けって走り出す。同時、ヴァレリオが長剣を振りかぶる。

　二人の騎き士したちは激げき突とつした両者を無視し、こちらを捕らえようと放たれた猟りよう犬けんの如ごとき勢いで迫せまり来きて、アンリはその敵影目掛けて過あやまたずマスケット銃の引き金を絞しぼった。




　　　　○




「ッ、今の音は!?」

　慧けい太た郎ろうは慄りつ然ぜんとあさっての方角を振ふり仰あおいだ。見れば城じよう砦さいの一部から、夜目にも明らかな土煙が上がっている。順当に作戦が進んでいれば、砦とりでのなかで戦せん闘とうが起きるはずはないのに。

「たぶん魔ま術じゆつ。一いつ瞬しゆん、それっぽい光が見えた」

　そう言ったのはマルティナだった。駆かける慧太郎の腕のなかに、割と居心地良さげにすっぽりと収まっている。薬物投与で強化された騎士たちを鎮しずめるには、彼女の魔ま女じよとしての力が必須と考え、仕方なくこうして連れて来たのだ。蒸じよう気きボートを見張る人間がいなくなるのは少し痛かったが、最悪、ヴァレリオたちが乗ってきた船を奪うことも計算に入れての判断である。ただ、まさか『お姫様抱っこ』を要求されるとは思わなかったけれど。

　ともあれ、慧けい太た郎ろうは言った。マルティナの言葉は、二つの可能性を示し唆さしていたからだ。

「魔ま術じゆつ？　それはつまり、ヴァレリオの？　それとも……」

「アンリエットの魔術よ。典型的な簡易型近代西洋魔術。なまじ素養が高いせいか馬力頼みで、術の構成そのものはちょっと雑ね。火薬も併用してるし、癖くせがあるからすぐ分かる」

　言いい淀よどんだ事実を、マルティナがごく自然に先回りしたため、慧太郎はつい顔をしかめた。

「……アンリが魔ま女じよだってことも知ってるんだな。なら、彼女もきみのことを？」

「知らないわ。訊きかれなかったから教えてないもの」

　あっけらかんとそう答えたのち、マルティナはラテン語に切り替えて続けた。

『あの子、日ひ頃ごろから魔術に頼り過ぎなのよ。何か手て酷ひどい失敗をすると、薬で他者の認識や記き憶おくを操そう作さするものだから、たまに独特の匂においをさせてる。気づく人間なら気づくわ』

『もう何度この質問をしたか分からないけど……マルティナ、きみはいったい何者なんだ？』

『嫌ね。他ひ人との過去を掘り返そうとするなんて。不作法だわ』

　案の定、まともな答えは返ってこなかった。人に抱えられていても彼女のマイペースは変わらない。腕から伝わる震動がちょうど良い按あん配ばいなのか、たまに寝入りそうな顔さえ見せるし。

『それより、どうするの？　アンリエットが魔術を使ったなら、あなたが寮りようから持ってきた装備を、あの子が受け取ったということよ？　でも同時に今、砦とりでのなかで戦いも起きてる』

　確かに悩みどころだった。アンリがクロエと合流できたからとはいえ、それだけで予断できる状況ではない。だが、こちらもまだ敵が残っているのだ。ベノワも未いまだ見つかっていないし、ヴィドックも現在は位置が分からない。手て筈はずどおりいくか、それとも臨りん機き応おう変へんにいくか。

　と、そこで慧太郎は数メートル先の闇やみのなかに五つの白い影を発見し、

「マルティナ！」

　呼びかければ、マルティナが首飾りの一部を引き千切り、それを集団のほうへ指で弾はじき飛とばした。次の瞬しゆん間かん、再びあの叫さけびとも悲鳴ともつかない『歌』が彼女の唇から紡つむぎ出だされ、地面に落ちた装飾品の一部が猛もう烈れつな勢いで成長を開始。攻勢に出る暇ひまさえ与えず、広がった根や枝が敵方を呑のみ込こむ。それでも海岸で見たあの巨木に比べれば随分とその規模は小さかった。

　慧太郎はすかさずマルティナを一いつ旦たん降ろし、身動きを封じられた騎き士したちに駆かけ寄よって、預けられていた匂におい袋ぶくろで彼らを昏こん倒とうさせてゆく。手間だがこればかりは惜おしんでいられない。

「ん」

　そして事が終わったあと、マルティナがまた当然の如ごとく手を伸ばしてきた。多少の恥ずかしさを押し隠して、慧太郎は彼女の矮わい躯くを抱き上げ、再び即座に疾しつ走そうを開始する。

　走りながら後ろを振り返れば、理屈は不明だが成長した植物が急速に葉を変色させ、幹や根を瞬またたく間まに痩やせ細ほそらせて、今度は逆に枯かれてゆくのが見えた。どうもマルティナが歌うのをやめると、短時間でああなってしまうらしい。よく分からない話だ。

　とはいえ、これで同じ手法で既すでに四分隊を片づけた。あまりの呆あつ気けなさに戦せん慄りつさえ覚おぼえる。

『……やっぱり凄すごいな。ヤドリギの種だっけ？　あれも「簡易なんとか魔ま術じゆつ」なのか？』

『簡易型なのは認めるけれど、呪じゆ物ぶつに頼り過ぎる近代魔術と一緒にしないで欲しいわね。わたしはもっと由ゆい緒しよ正しい魔ま女じよの血統なの。ケルト魔術なんて最近じゃ使い手は珍めずらしいわ』

　そうなのか。ケルト魔術などと言われても、ちんぷんかんぷんだけれど。

『これはさっきも言ったことだけれど、わたしが魔女であることは誰だれにも秘密よ？　同じ在野の魔ま術じゆつ師しであるアンリエットにも教えては駄だ目め。いいわね？』

『分かってるよ。それが力を貸す条件なんだろ？　秘密は僕の胸にしまっておく』

『結構よ。──で、もう一度尋たずねるけれど、砦とりでのほうはどうする気なの？』

　そう訊きかれて僅わずかに迷う。だが、すぐに決心はついた。〈ゲオルギウスの剣〉の兵力はもうかなり減らしたはずだし、ヴィドックもあの頑強そうな自じ動どう甲かつ冑ちゆうがあれば、そうそう〈蟲ギヴル〉にも後れは取らないだろう。ここは心情的にもアンリとクロエを優ゆう先せんしたかった。

　けれど、そのときだ。再度、砦のほうから爆ばく音おんが聞こえた。今度のものは先のそれよりも小さく、ここからでは煙が上がっているのどうかさえ確認できない。ただ、夜空に一瞬煌きらめいた光は、暗い青あお紫むらさき色いろをしていたように思う。慧けい太た郎ろうの脳のう裏りに昼間の交差点での一戦が蘇よみがえった。

　事実、マルティナがこちらの予測を補完するように告げてくる。

「……今の魔術光はアンリエットのと違う。たぶん、十字教由来の聖せい霊れい魔術の一種だと思う」

「ッ、じゃあやっぱりヴァレリオか!?　くそっ……！」

　もはや迷う理由は何一つなくなった。慧太郎は速すみやかに進路を変え、自分の友人たちが待つフォンタネル砦へと向かう。マルティナがこちらの左目を見上げてきて、僅かに腕のなかで身を固くしたが、既にそんなことを気にしていられる場合でもなかった。




　　　　○




　夜よ霧ぎりを裂いて銀光が迸はしる。ときに華か麗れいに、ときに獰どう猛もうに、ただの一息とて休むことなく。

　まるで空間に無数の網あみ目めを描くように。さながら横なりに降り注ぐ豪ごう雨うのように。

　一いち撃げきに重きを置くあの黒くろ髪かみの少女とは違う、ただただ疾はやさのみに特化した剣技。元がスポーツじみた貴族同士の決けつ闘とうで用いられた技のため、殺し合いのなかで純化され切れず少々お綺き麗れいなところがあるが、それもこの手数と剣速で迫せまるならば帳ちよう尻じりは合う。甚はなはだ厄やつ介かいな話だった。

「……まったく、面倒ばっかりだ。あっちのお嬢じようさんにしてもそうですよ」

　閃ひらめく剣けん刺しをいちいち長剣で払っていては埒らちが明あかぬと、小刻みなフットワークと上体の振りでなんとかクロエの連撃をいなしながら、ヴァレリオは視界の隅で自分の部下二人と例のアンリエットとかいう娘むすめの姿を捉とらえる。部下たちが攻めあぐねているのは瞭りよう然ぜんだった。何しろ相手はマスケット銃じゆうばかりか榴りゆう弾だんや魔ま術じゆつまで併用している。二人掛かりでは難しいかもしれない。

「やれやれ、まさか魔ま女じよだったとは。今日は本気で厄やく日びですね」

「賢さかしらに口を動かしている暇ひまがお有りか！」

　そこへクロエが気を吐き、得意げに接近してきた。ヴァレリオは闇やみを巻くように身体からだを半回転、やや大振りになった一刺しをやり過ごしざまに踏ふみ込こんで、腰こし溜だめに渾こん身しんの突きを見み舞まう。それを辛からくもマンゴーシュの盾たてじみた鍔つばで受けた少女が、しかし踏ん張りどころを間違えて危なっかしく後退した。無論、ヴァレリオはそれを見み逃のがさず、容赦なく攻め立ててゆく。

「ほらほら、どうしましたお嬢じようさん！　俺おれなんかにやられてちゃ家名が泣きますよ！」

「くっ……！」

　クロエが唸うなりながら更さらに退ひき、なんとか体勢を立て直そうとするそこへ、ヴァレリオは籠こ手てから剣身へ指を滑すべらし、自分が聖せい騎き士しなどというご大層な肩書きを賜たまわるに至った原因を発動。魔力の斬ざん撃げきが袈け裟さ懸がけに飛び、横へ逃げようとしていた相手の機先を制した。

「ッ、なぜまだ任務に拘こだわるのです!?　もう貴方あなたたちに勝ち目はない！　承知のはずだ！」

「ええ、でしょうね！　何しろここで貴女あなたたちに手間取ってるあいだも、たぶん外じゃ仲間がばかばか死んでる！　もうベノワさんの始末どころじゃないって話ですよ！」

「ならばどうして!?」

　いかにも若者らしく正論ばかり口にする彼女へ斬きり込こむ。交差した二本の剣と、ヴァレリオの長剣が火花を散らして噛かみ合あい、図らずも鍔つば迫ぜり合あいの状態になった。得え物もの越しにこちらを睨にらみつけてくる碧へき眼がんは、まったくうんざりするほど実直だ。なんというか見ていられない。

　なのでヴァレリオは至近から彼女に囁ささやいた。別段、隠し立てすることでもなかったからだ。

「バチカンの他に居場所がないからですよ。俺たちみたいなどこの人間の血が混じってるかも分からない落ちこぼれ集団は、一度でも失敗したらそれでハイサヨナラなんだ。にも拘かかわらずこうしてしくじった以上、無能な指揮官としてはもうケジメを取るっきゃないでしょう？」

「なっ……？」

「──とかなんとか言えば、少しは揺らいでくれますかね？　そしたら儲もうけものなんですが」

　平然と掌てのひらを返して相手の腹部を膝ひざで猛もう烈れつに蹴けり上あげる。鎧よろいを着込んでいなければ、どうなっていたか分からない強打だ。くの字に身体からだを折ったクロエが、そのまま咄とつ嗟さに屈かがんで地を後転し、間合いを空けたところで速すみやかに立ち上がる。だが、さすがにかなり効いたらしい。剣を構かまえてこちらを警けい戒かいしながら、げえげえと吐と瀉しや物ぶつを撒まき散ちらす。お姫様のような顔が苦痛に歪ゆがみ、涎よだれと未消化の食べ物で頬ほおをべとべとに汚していた。酷ひどい有様だ。

　なのに、こちらを見る目はそれでもなお不屈。ヴァレリオのほうが虚むなしくなってくる。

「あ、貴方という人はッ……今のは口からでまかせですか!?」

「まさか。全部ほんとの話ですよ。俺みたいな若造が率いてる部隊ってことからも察しはつくでしょ？　自分の尻しりを拭ぬぐわせるなら分相応の肥こえ溜だめ育ちに、ってのが上の方針なんだ」

　そう、そのために自分たちはいる。そのために拾われて訓練された。魔ま術じゆつの素養があるヴァレリオなどはまだマシなほうで、他の部下たちは過去どんな目に遭あわされたか知れない。

「なのに、そんなバチカンの命に唯い々い諾だく々だくと従うと!?」

　しつこいな、と内心で吐き捨て、ヴァレリオは駆かけた。未いまだ蹴けりのダメージから立ち直れないクロエに肉迫し、右へ左へ頼りなく泳ぐその体たい躯くへ、ここぞとばかりに連れん撃げきを送り込む。

「従わざるを得ないでしょうよ！　なんだかんだ言っても相手は世界最大の宗教派は閥ばつだ！　裏切ったらどうなるか分かりゃしない！　逃げられないし、間違えられない！　そういう身の上なんですよ、俺おれたちは！　どうです、同情しますか!?」

「馬ば鹿かげたことを……っ！」

　精彩を欠いた動きでなんとかこちらの攻撃に応じるクロエ。ヴァレリオは重ねて捲まくし立たてた。

「俺の最大の誤算はね！　貴女あなたたちが想像よりも遥はるかに青あお臭くさくて、もう死ぬことが分かり切ってる〈裸蟲ミルメコレオ〉なんかのために、最後まで俺たちの障害として立たち塞ふさがるような阿あ呆ほうだったことですよ！　彼をベノワさんにさっさと引き渡していれば、お友達も無事に返ってきたかもしれない！　なのに、よりにもよって『戦う』ことを選ぶとは！　ハッ、傑けつ作さくだ！」

　叫さけびながら剣けん戟げきの合間に魔術も織おり交まぜる。不用意に近づくことも退ひくことも許さない。ひたすら疲労させ、最後の最後に牙きばを剥むいて縊くびり殺ころす。狩しゆ猟りようとはそういうものだ。

「ロシュジャクラン、貴女だけはもう少し分別を弁わきまえてるかと思ったんですがね！　何しろ過去にあんな真ま似ねをしでかした男の孫だ！　多くの弱者に泣きつかれて、そいつらを見捨てられないばかりに、最後にはすべてを失った哀あわれな道化！　そんな先祖の過あやまちを僅わずかでも省かえりみる気があるなら、もっと大局を見み据すえて動けても良さそうなもんですよ！　なのに……ッ！」

　なのに？　なのに、なんだ？　なぜこれほどまで自分は憤いきどおっているのか。この貴族の娘むすめにしろ、あの東洋人の少女にしろ、どうしてここまで癇かんに障さわる？

　ヴァレリオは解の分かり切った自問に、剣を振るいながら自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

　あぁ、まったく面倒だ。本当に嫌な仕事だ。早く家に帰って寝たい。もう楽になりたい。

「わたしは…………わたしは、だとしても……っ！」

　いよいよクロエの動きが怪しくなり始めた。紙かみ一ひと重えで均きん衡こうは保っているものの、鎧よろいに保ほ護ごされていない身体からだの各所には、既すでに幾いくつもの斬きり傷きずが刻まれている。いずれも軽傷だが、血が流れれば、それだけ集中力が弱まる。緊きん張ちようの糸が切れた瞬しゆん間かん、彼女の命脈も尽つきるだろう。

　けれど、そのときだった。クロエの後方から、不意に大音声があがった。

「さっきから何いいように言われっ放しになってんの、あんた！　格かつ好こう悪いったらないわ！」

「アンリ、エット……？」

　あの魔ま女じよの娘だ。煤すす塗まみれになっている彼女の足元には、ぴくりとも動かない部下たちが転ころがっている。死んだのか気絶しているだけか。どちらにしても遂ついに自分は一人になったらしい。

　魔女が続けた。わやくちゃに乱れた枯かれ葉は色いろの髪かみもそのままに、しかしどこまでも気高く頑とそこに仁に王おう立だちして。思わず攻め手を休めて見入ってしまう居住まいだった。

「何が正しくて何が間違ってるかなんて、そう簡かん単たんに決められるものじゃないでしょ!?　結果がどうなるかなんて誰だれにも分かるわけないでしょ!?　例たとえどれだけ上う手まく立ち回ったって、報むくわれない結末が来るときもあるわよ！　でも、だからって『何もしない』ことを選ぶの!?」

「────ッ！」

「やる前から物事に見切りをつけるのは感心しない！　そう言ったのは、あんたでしょーが！言ったからには根性見せなさい、級長！　あたしは負け犬の友達なんて欲しくないわ！」

　既すでにあちらは片がついているにも拘かかわらず、なぜか彼女は自らの友人に加勢しないようだった。ただ、説教だか応援だかよく分からない叫さけびを昂こう然ぜんとぶち上げると、あとはその場で腕を組んで観戦するような素振りを見せ始める。ヴァレリオには理り解かいし難がたい行動だった。

　だが、しかし──

「ふふっ」

　果たして、クロエは笑った。

　これほどの逆境のなかで、まるで小鳥が囀さえずるように小さく、けれどこのうえなく爽そう快かいに。

「──ええ。分かっていますとも、アンリエット。例え何があっても『それ』だけはない。終わりの是ぜ非ひに怯おびえてその場にただ蹲うずくまり、自みずから選択を放ほう棄きしてしまうような過あやまちだけは決して……ケイとムッシュ・アルノーが、わたしに教えてくれたことだ」

「……何を言ってるんです？　頭、大丈夫ですか？」

「わたしは、今度こそ己おのが意思で『選ぶ』と言っているのですよ」

　ヴァレリオが訝いぶかしげに質ただせば、彼女は緩ゆるくレイピアの切っ先を持ち上げてみせた。

「二度と後悔に惑まどわされぬよう、今ここではっきりと、自分がこれより進む『道』を」

「………………」

　なぜだろう？　未いまだクロエは息が上がったまま、疲労からも殆ほとんど回復できていない。手足は情けなく震え、満まん身しん創そう痍いの弱々しい姿だ。だのに、こちらを凜りん然ぜんと射る双そう眸ぼう──烈れつ火かと燃ゆる彼女の翠すい緑りよく色いろの瞳ひとみが、なぜかこのときばかりはひどく高こう潔けつで、恐おそろしいものに感じられた。

　かつて誰にも『救って』もらえず、だから自分が『救う』側に立つと息巻いて。

　けれど気づけば真逆の行いにばかり手を染めている己おのれに気づき、やがて薄笑いを浮かべることしかできなくなった、こんな自分の胸にさえ何かが込み上げてくるほどに。

「……貴族、ですか」

　今や名ばかりとなった空っぽの存在。過去においてすら真にその呼称に見合う者がいたかどうか疑わしい張はり子この虎とら。しかして本来は地位でなく、『魂たましいの特権』を有すがゆえの貴とうとき者もの。

　クロエが笑みを深めた。ようやく気づいたか、と言わんばかりの風情で。

「思い知って頂こう、ヴァレリオ・ベルスコーニ！　これがクロエ・エマニュエル・ド・ラ・ロシュジャクランの『騎き士し道どう』だ！　わたしは──後先考えて動けるほど利口ではない！」

　叫さけぶと同時、クロエが一直線に走り来る。あまりに素直な踏ふみ込こみに、だがヴァレリオも真っ向から応じた。応じざるを得ない何かを、目の前の少女から既すでに受け取っていたからだ。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、彼女が取った行動には、さすがにヴァレリオも瞠どう目もくした。

　髪かみだ。

　後ろで小さく纏まとめていた髪を、なぜかクロエが走りながら解いた。

　ふぁさっと広がった長い金きん髪ぱつが、月光を受けて地に落ちた綺き羅ら星ぼしの如ごとく輝く。だが、その意図は皆目見当がつかない。白兵戦では動きの妨げになるだけだろうに。

「……っ！」

　否いな、もはや悩む必要などない。勝ち負けさえどうでもいい。ただ、仲間を死なすだけ死なし一人おめおめと生き残ってしまった指揮官として、最後まで任務に殉じゆんじて己おのが失態の始末をつけるだけだ。ヴァレリオは柄がらにもなく咆ほう哮こうし、得え物ものごと相手を断つ勢いで斬きりかかった。

　高らかに鳴る金音。こちらの会心の一いち斬ざんは、マンゴーシュの鍔つばに阻はばまれた。しかし、そんなものは見え透いた手だ。結局、この少女にできるのは防御と同時のカウンターだけ。

　ヴァレリオは既に準備を終えていた魔ま術じゆつを、零ぜろ距きよ離りからマンゴーシュ越しに解き放った。

　青あお紫むらさき色いろの斬線が走る。殊ことのほか頑強に鍛きたえられている盾剣とて、至近からこれを喰くらえば薄うす紙がみも同然だ。その先のクロエも難なく斬断せしめるだろう。しかしその数瞬前、こちらの剣を押し返していた手て応ごたえが、ふっと唐突に消えていた。眼前に存在していた敵の気配と共に。

　ヴァレリオは嗤わらった。それもまた見え透いた手だったからだ。

「逃がすか──っ！」

　夜よ闇やみに瞬またたいた魔術の閃せん光こう。そのなかでヴァレリオは、確かに視認していたのだ。

　光に紛まぎれて体たいを横に捌さばき、こちらの側面に回り込もうとするクロエの姿──いや、正しくは視界の端を掠かすめるように横切った、彼女のあの美しい『金髪の先』を。

　まさか見間違えるはずもなかった。だからもはや相手に向き直る手間さえ省はぶいて、ヴァレリオは横よこ薙なぎの一いち撃げきを予測した空間に叩たたき込こむ。逃のがれようのない速度の斬り返しだ。

　刹せつ那なのなかで勝利を確信する。せめて一矢は報いたと、内心で卑ひ屈くつな喝かつ采さいがあがった。

　もはや胸の前で十字を切ることも忘れて久しい生なま臭ぐさ坊ぼう主ず。そんな自分の最後を飾るに相応ふさわしい、クソッたれのクソ仕事でクソのようなオチだ、と。

「ッ!?」

　だが、その寸すん毫ごうあとだった。

　まったく予期しない方向、あろうことか真正面の、しかも足元ぎりぎりとさえ思われる低所から、レイピアの剣けん尖せんがこちらの胸板を深く斬り上げていったのは。




　　　　○




　アンリの見守る前で、ぱっと血ち飛沫しぶきが中庭に舞まい、一方が膝ひざから崩くずれるように倒れた。

　最後の剣けん戟げきは速過ぎて、素人しろうと目めにはもう何が何やらだ。けれど、順当に立っている側を勝者とするならば、それは紛まぎれもなくクロエ・エマニュエル・ド・ラ・ロシュジャクランだった。

「……目にばかり……頼っているからですよ。ヴァレリオ……ベルスコーニ」

　草生えの地面に伏ふく臥がし、身じろぎ一つしないヴァレリオに、クロエが息も絶え絶えになりながら語りかける。勝利の余よ韻いんに浸る力も残されていないのか、直後、彼女が両手から得え物ものを落として大きくよろめいた。それを危あやういところでアンリが横から支えてやる。ここまで耐えに耐えて傍ぼう観かんに徹てつした手前、決着がつくと見るやクロエに駆かけ寄よっていたのだ。

　クロエが言った。こちらの肩に凭もたれかかってきながら、それでも心の底から嬉うれしそうに。

「は、はは……見ていて、くださいましたか？　やりましたよ、アンリエット……」

「──ええ、お疲れさま。ま、そこそこ大だい金きん星ぼしなんじゃない？」

　なるべく、なんてことないふうを装って告げる。しかし、実をいえばアンリも安あん堵どの余り膝が笑っていた。クロエにとって重大な戦いだと感じたからこそ横よこ槍やりを控えたが、もし彼女がそれで命を落とすようなことがあれば、たぶん自分は一生、己おのれを許せなかったろうと思う。

「や、約束は……守ってもらい、ますからね……」

「分かってるわよ。だから無理して立ってないで、とっとと寝ちゃいなさい。あとでちゃんと起こしてあげるから。え～っと……わ、分かった？　クロエ！」

　そう名前で呼んでやれば、クロエが満面の笑みを浮かべた。たかだか自分みたいなムシ好き女に認められて、何がそんなに嬉しいのやら。幼い子供みたいな明け透けな笑顔だった。

「……すみません……では、お言葉に甘えさせて……もらい、ます……」

　その言葉を最後に、クロエが完全に脱力する。アンリは一気に倍化した重みを慌あわてて両手で支え、すやすやと寝息を立て始めた彼女を地面に寝かせた。次いで辺りの惨さん状じように首を巡めぐらす。

「あ～、やっぱり騎き士しどもはみんな治ち療りようしてやんなきゃ駄だ目めかぁ」

　クロエは命に関わるほどの怪け我がではないため後回しでいい。けれど、自分が魔ま術じゆつ弾だんで吹っ飛ばした二人やヴァレリオは、放っておくのは少しまずい状態だった。死なれたら寝ね覚ざめが悪いので、仕方なく腰に装着していたポーチを漁あさって、なかから魔術薬を取り出そうとする。

　しかし、それよりも早くいきなり──

「アンリッ！」

　という叫さけび声ごえと凄すさまじい轟ごう音おんが、ほぼ同時にそれぞれ別々の方向から聞こえた。

　声の主は秋あき津つ慧けい太た郎ろう。昼にイースの交差点でちらりと顔を見て以来、なんだか久しぶりに会う気がする女顔の助手は、なぜかマルティナを抱っこして城じよう壁へきの上に佇たたずんでいた。おそらく立たち塞ふさがる壁かべをすべて乗り越え、最短コースでここまでやって来たのだろう。

　対して轟ごう音おんは、それとは真逆の方向──アンリの背後側にそびえ立っていた城じよう壁へきで響ひびいた。

　振り返ってみれば、黒い塗装の軍ぐん用よう自じ動どう甲かつ冑ちゆうと断頭カマキリが、絡からみ合あうようにしてそこに倒れている。壁に大穴が開いているところを見ると、どうやら戦いながら外壁をぶち破って砦とりでのなかに進入してきたらしい。どちらも死し闘とうのあとを物語るように壮絶な有様となっていた。

　断頭カマキリのほうは、たぶんもう長くない。圧のし掛かかる自動甲冑の下から自力で這はい出だすこともできず、身体からだ中じゆうの傷も再生が追いついていないようだった。対する自動甲冑も、破損箇か所しよから蒸じよう気きとアンフィニーネを噴ふき散ちらすばかりで、もう殆ほとんど動けない様子だ。

　が、ほどなくその自動甲冑の上部がぱっかりと開き、なかからヴィドックが姿を現した。よほどの無茶をやったのか、額ひたいから血の筋すじを垂らし、千ち鳥どり足あしでどうにか機体から降りる。

　断頭カマキリを一いち瞥べつしたあと、ヴィドックがこちらに気づいて手を上げた。その頃ころにはもう慧けい太た郎ろうもこちらの隣となりまで来ていて、抱えていたマルティナを地面に下ろしたところだった。

「よう。どうやら全員、無事らしいな。どいつも運にゃ見放されてなかったと見える」

「……はい、本当に。ヴィドックさんもよくご無事で」

　慧太郎がしみじみ応じる。続けて彼はこちらを向くと、不安げな顔でしつこく訊きいてきた。

「アンリ、きみは？　どこも身体は痛くない？　やせ我が慢まんとかしてないだろうな？」

「へ、へーきだってば。相変わらず心配性ね……あたしとしては余よ所そ行きのドレスが一着、完全に駄だ目めになったことのほうが遥はるかに痛いわよ」

「スカートは自分で破いたくせに」

　抑よく揚ようなく言ったのはマルティナだった。クロエが語るところによれば、これでも自分を心配して来てくれたらしいので、軽く手を上げて挨あい拶さつしておく。すると、向こうも同じように手を上げてきた。今日は微妙にノリがいい気がして、知らず口元を綻ほころばせてしまう。

　次いで慧太郎が、中庭の破壊跡や伏しているヴァレリオたちを見て呟つぶやいた。

「ヴァレリオは、まさかクロエが斃たおしたのか？」

「そ。あたしは見てただけ。一人でいいとこ全部持ってったわ」

「……そうか。僕の見立ては完全に的まと外はずれだったんだな。彼女の怪け我がの具合は？」

「見た目ほど酷ひどくないわ。大丈夫よ」

　そう請うけ合あったのち、アンリはふと自動甲冑の下敷きになった断頭カマキリのことが気になり、そちらに視線を送った。とうとう化石化が始まったらしく、体たい躯くの末端が白く変色し出している。そんなこちらの反応をどう感じたか、ヴィドックが決まりが悪そうに弁明した。

「すまんな。お前さんの気持ちも考えて、できれば撃げき退たいするくらいに留めておきたかったんだが、とてもそんな余裕はなかったよ。ご覧のとおり自動甲冑を一機、引き換えにしてようやくだ。痛めつければ途中で退ひくかと思ったんだが、妙にしつこく絡んできやがってな」

「……そう。たぶん自分の意思でベノワに忠誠を誓ってたからね」

「自分の意思で？」

　慧けい太た郎ろうが驚おどろく。彼はまだ何も知らないのだから無理もない。だが、アンリはもう気づいていた。ベノワが魔ま術じゆつも使わず〈蟲ギヴル〉を使し役えきできていたのは、慧太郎がスカラベ・ケプリや高たか脚あしアメンボを斬きって屈服させたあと、『彼ら』と心通わせていたような節ふしがあったのと、おそらく同じ現象だからだ。〈蟲天の瞳エレクトロン〉の力が関係しているのだろうと思う。

「慧太郎、もうベノワとは……？」

「？　いや、まだ遭そう遇ぐうしてない。これから探し出してケリをつけるよ」

「なら待って、慧太郎っ。その前に聞いて。あいつはね、あんたと同じで──」

　しかし、肝かん心じんの言葉を告げようとしたところで、慧太郎が急に顔つきを険けわしくさせて、あらぬ方角を睨にらみつけた。たった今、アンリも顧かえりみたばかりの、自じ動どう甲かつ冑ちゆうと断頭カマキリが倒れているあの場所だ。果たしてそこに、ふらりと彷徨さまようような足取りで、人影が一つ現れた。

　ベノワだった。

　レインコートと両腕の鎌かまを返り血で汚し、まさしく死しに神がみそのものの風情と成り果てた。

　密ひそかに〈ゲオルギウスの剣〉と共倒れになっていてくれることを期待していたのだが、やはりそう都合のいい展開にはならなかったらしい。慧太郎が無言で刀の柄つかに手をかける。

　けれど、ベノワは一いつ瞬しゆんだけこちらに視線を投げはしたものの、即座に戦せん闘とうに移るようなことはしなかった。今にも完全に化石化してしまいそうな、断頭カマキリの元へ近づいてゆく。

「……ルドルフ」

　その傍かたわらに跪ひざまずき、そっと呼びかける。複雑な感情が垣かい間ま見える声音だった。

　応じるようにか細く鳴いた断頭カマキリの、もはやひしゃげて逆三角形の体ていを為なしていない頭部を、ベノワは血ち塗まみれの手で優やさしく撫なでてやる。ルドルフが再び鳴いた。ただの感傷かもしれないが、今度は少し嬉うれしそうな声だった。ベノワがフードの奥で低く陰いん鬱うつに言う。

「……醜みにくく哀あわれな化ばけ物ものめ。だから私になど懐なつくなと言ったろう？　愚おろか者ものの求ぐ道どうにつき合ったばかりに、お前までこの始末だ。せっかく拾った命を無む駄だにしおって」

　ルドルフが鳴く。何度も何度も鳴く。ベノワの語りかけに、命尽つきるその瞬間まで、応こたえようとするかのように。彼を独ひとり残して先に逝いくことを、まるで心から侘わびるかのように。

　やがて、化石化が頭部にまで達した。己おのれを映しながら音を立てて白く固まってゆくルドルフの複眼に、ベノワがそのとき何を見たのかは知らない。ただ、彼は小さく微笑しながら、相棒に別れの言葉を手た向むけた。それが、アンリが初めて見るベノワの笑みだった。

「ああ、そうだ。お前はもう死んですくわれていい。共に辛つらいばかりの生だったな」

　キュィィィィ……ルドルフが一ひと際きわ高く鳴き声をあげた。

　断だん末まつ魔ま、だったのだろうと思う。それっきり『彼』は動かなくなったから。

　あとにはただ、土にも還かえれぬ〈蟲ギヴル〉の宿命として、異形の化石が転ころがるだけだ。

「………………」

　暫しばらくのあいだ、誰だれも声を発さなかった。ベノワがなかなかルドルフのそばを離れようとせず、アンリたちも立ち入れないものを感じて動くに動けなかったからだ。死しに神がみとまで呼ばれる非情な男が、黙然と友の死を悼いたんでいるその時間を、いったい誰が邪じや魔まできるというのか。

　しかし、ほどなく──ベノワはすっくと立ち上がり、こちらに向き直った。

「待たせたな」

　短く言ってフードを払はらい除のける。カマキリのそれと融合した彼の面おも差ざしには、既すでに今しがた見せた哀あい愁しゆうなど一片も残っていない。鋭利に結けつ晶しよう化かした殺意だけがそこにあった。

　けれど、それでもアンリは思わず尋たずねてしまう。どうしても気になってしまって。

「……あんたと『彼』は、その、どういう関係だったの？」

「ルドルフとの馴なれ初そめか？　おかしなことを訊きく。奴やつはプロイセン王国で救った魔ま本ほんの所持者の屋敷に飼われていたのだ。ルドルフという名もその男がつけた」

「飼う？　断頭カマキリを!?」

「オカルト品を収集する趣味がある富ふ豪ごうでな。魔本もその関係で手に入れたらしい。ルドルフの他にも、あの男は多くの〈蟲ギヴル〉や果ては〈裸蟲ミルメコレオ〉の子供まで、ペットとして檻おりのなかで飼育していた。密輸で海外から取り寄せたモノも多い、と語っていたな」

　ベノワの言に慧けい太た郎ろうが過敏に反応した。アンリも他ひ人と事ごととは言い切れないその話に唇を噛かむ。つい数日前、知ち己きのジャンが同じように密輸業者の餌え食じきになりかけたばかりだったからだ。

「気き紛まぐれに解放してやれば、あれは私に恩義を感じたらしい。それからいくら突き放してやっても、しつこく私のあとをついて来た。……手に入れた自由を進んで捨てる馬ば鹿かな〈蟲ギヴル〉には、同じく捕らわれの身の馬鹿な〈裸蟲ミルメコレオ〉の苦悩が分かったのかもしれん」

　それはアンリだけが理解できる話だった。かつてバチカンの秘密施設を脱走して自由の身になったはずのこの男は、しかし今も『救い』という名の牢ろう獄ごくのなかにいる。

　こちらに歩を進めていたベノワが、やがて一定の距離を置いて立ち止まった。それに当然のように応じて、慧太郎もまた前へ踏ふみ出だす。踏み出しながら、彼はぽつりと告げた。

「ムッシュ・アルノーからの伝言だ」

「？　なんだと？」

「『私は最さい期ごまで苦しむ』。そうお前に伝えてくれと頼まれた」

　途端、ベノワの表情が憤ふん怒ぬに染まった。詳くわしい経いき緯さつを知らないアンリにも分かった。アルノーは──もう余命幾いく許ばくもない彼は、しかしそれでも死神の誘惑を拒きよ否ひしたのだ。

「……余計な入れ知恵をしたな!?　善意の押し売りで、彼を惑まどわせたかッ！」

「いいや、僕は何もしていない。ただ、それが彼の選択だっただけだ」

「選択……？　選択だと!?　そんなものを迫せまったのか!?　それこそもっとも悪あく辣らつな仕打ちではないか！　死しか残されていない状況で、ただ苦しみを長引かせてなんになる!?」

　ぎりっ、と慧太郎の掌しよう中ちゆうで刀の柄つかが軋きしみをあげる。彼の背に怖い気配が膨ふくれ上あがるのが分かった。けれどそれは、なぜかベノワではなく己おのれ自じ身しんに向けられた感情だったように思う。

「私の話を聞いただろう!?　穢けがれたモノなのだ、〈裸蟲ミルメコレオ〉とは！　〈蟲ギヴル〉と共に愛あい玩がん動どう物ぶつのように扱われても文句すら言えん！　そのうえ魔ま本ほんの読者は命の残高さえ奪われる！　ひと思いに楽にしてやる以外の『救い』があるか!?　もしあると言うなら──」

「生きることが、そんなに怖いのか？」

　果たして、ベノワの台詞せりふの合間に差し挟まれた慧けい太た郎ろうの声は、常になく低く静かな響ひびきを孕はらんでいた。いつもの彼ならもうとっくに、相手の言い様に爆ばく発はつしていてもおかしくないのに。

「生に向き合うことが、そんなに恐おそろしいのか？」

　口泡を飛ばして喚わめき散ちらしていたべノワが、慧太郎の言葉に一切の動きを止めていた。

　なぜかは分からない。ただ、向けられた言葉がよほど衝しよう撃げき的てきだったのか、落おち窪くぼんだ眼がん窩かをぎょろりと剥むき、爛らん々らんたる瞳ひとみで慧太郎を凝ぎよう視しするばかりだった。

「生きるのは、たぶん苦しむのと同じだ。誰だれにとってもそうなんだ。でも、だからこそ悩んで迷って、勝ち取ったものに価値が生まれる。僕はそれが『戦う』ということなんだと思う」

「………………」

「戦うことが、そんなに怖いのか？」

　再三の問いかけ。糾きゆう弾だんするような口振りではなく、分かっているはずだと念を押すように。

「明日、戦いが終わるから、今日、戦いをやめるのか？　まだ『生たきたらかれえるる』のに？」

「……ッ」

「戦わずに済むのは、本当に『救い』なのか？　何もかも擲なげうって楽になることは、本当に人にとって幸福なことなのか？　僕には……とてもそうは思えない」

　ベノワの面おも持もちが先に倍する怒りに彩いろどられてゆく。これまでの突発的な激げつ昂こうとは違う、より深い部分に根差すところで、今ようやく『自分の敵』を見み出いだしたような──秋あき津つ慧太郎という存在を、初めて正しく視野に入れたような、そんな鬼き気き迫せまる表情だった。

「……よりにもよって、貴様のような者が……四人目だと？」

　やがて、ベノワの口から罅ひび割われた声音が洩もれた。何も知らない慧太郎が「……四人目？」と目を眇すがめる。しかし、ベノワは構かまわず自分の胸に手を当てて吼ほえ猛たけった。

「ならばっ……ならば私はどうなる!?　貴様を生み出すために消費された多くの命は!?　いずれ来たる黙もく示し録ろくこそが、この世のあらゆる悪徳と悲劇を……〈裸蟲ミルメコレオ〉の穢れた魂たましいでさえも天上へ洗い流すと信じていた私たちはッ、いったいどうすればいい!?」

「待て、ベノワ。何を言っているのか──」

「慧太郎！　そいつは〈蟲天の瞳エレクトロン〉を身体からだに持ってるの！」

　アンリは叫さけんだ。慧太郎が愕がく然ぜんと振り返る。今ここで真実を告げれば、必然的にマルティナやヴィドックにも話を聞かれてしまうが、もはや四の五の言ってはいられない状況だった。

「本物の所持者を生み出すために、バチカンで実験されて偽にせ物ものの〈蟲天の瞳エレクトロン〉を身体に埋め込まれた、いわば『もう一人のあんた』なの！　そいつにはもう、何もさせちゃ駄だ目め！」

「ッ！」

　もう一人のあんた──こちらが特に深い意味もなく用いたその言葉に、慧けい太た郎ろうがどういうわけか内心で激はげしく狼ろう狽ばいしたのが分かった。ほぼ同時、傍かたわらでマルティナが嘆息し、「……酷ひどい共食いね」と小声で独白する。そして、ベノワがもはや我が慢まんならんとばかりに腰を落とした。

「認めんッ！　断じて認めんぞ！　私が待ち望んでいた最後の騎き士しは、貴様のような者ではない！　終わりを否定する貴様こそ、四人目を騙かたる紛まがい物ものだッ！」

　対して慧太郎は、じっと何かに耐えるように数秒ほど瞑めい目もくしたあと、

「……そうか。マルティナの言葉は、正せい鵠こくを射いてたんだな」

　謎なぞの呟つぶやき。だが、彼はすぐにその迷いを断ち切ったようで、腰の黒くろ鞘ざやからすらりと刀を抜いた。続けてそれを右肩に担かつぐように構かまえ、持ち前の声量で手加減抜きの大だい喝かつを放つ。

「──来い、ベノワ！　戦うことをやめたお前に、戦うことしか能がない僕が、引導を渡してやる！　お前が言うところの『救い』をだ！」

　刹せつ那な、大気が爆はぜ、地面が割れた。

　音速の壁かべを突き破り、足で地に穴を穿うがちながら、両者が同時に瞬しゆん発ぱつしたのだ。

　アンリがそう気づいたときには、もう慧太郎たちの姿は見える範囲から消きえ失うせていた。

「な、なんだぁ……？　二人ともどこ行きやがった？」

　慧太郎の掛け値なしの本気、殺せつ生しようの戒いましめを解いた状態での強さを知らないヴィドックが、呆あつ気けに取られたように呟く。まさか彼がベノワと共にこの場を大きく離れ、既すでに砦とりでの外にまで移動しているなどという事態は、夢にも思わない様子だ。かなりの距離を隔へだてて響ひびいてくる鋼はがねの悲鳴が、その二人の剣けん戟げき音おんだと説明したところで、ただの冗談としか感じないだろう。

　アンリは歯は軋ぎしりした。できれば慧太郎の援えん護ごに回りたかったのだけれど、とてもではないが自前の脚あしで追いつけるものではない。せめて馬でもあれば良かったのだけれど。

　しかし、そこでマルティナがやおら北の方角を指差した。

「二人を追って、アンリエット」

「え？　いや、でも……たぶん、慧太郎たちが向かったのはそっちじゃ……」

「北の海岸よ。ここからなら近いわ。貴女あなたの箒ほうきを持って来てある」

「……箒？」

　目を瞬またたかせる。自分らしからぬ察しの悪さというか、理解に数秒ほどの時間を要した。

「そ、それって!?」

「飛べないムシ好き女は、ただのムシ好き女よ。どっちにしろ特とく殊しゆだわ」

　ほっとけ！　アンリは内心でそう叫さけびながら、マルティナの示した方向に走り出した。
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　もう一人の自分──それは感情的にはひどく認みとめ難がたい、けれど理性では頷うなずかざるを得ない事実だった。慧けい太た郎ろうは忸じく怩じたる思いを胸に、トリスタン島を離れて海上を疾しつ走そうする。

　確かにベノワと自分は似ているのだろう。マルティナの言うとおり、ただ至る行動が正反対というだけで、他者の生命に向き合う姿勢は酷こく似じしている。同時に、その向き合い方がどこか歪いびつな点もだ。慧太郎は他者を救いたいと願う。だが、そこに自己満足や逃避願望が含まれないかといえば嘘うそになる。ただ『自分が』良心の重さに耐え切れず、現実の凄せい惨さんさを受け止め切れず、それらを否ひ定ていしたいがために、余人に手を差し伸べていたという側面はあったはずだ。

　慧太郎が他者を救うことで、自分も救われたいと願っているのは、紛まぎれもない事実だった。

　だから認めよう。納得できない、馬ば鹿かを言うな──そう声を荒げる己おのれの狭量さも含めて。

　それは歪ゆがみではあっても決して罪ではないのだ。多かれ少なかれ誰だれもが持ち合わせているだろう、生きていくうえで必要な垢あかであり泥であるはずなのだ。人ひとり殺あやめている自分がまさか清せい潔けつな人間だなどと思ったことはないが、それでもまだ無意識に小こ奇ぎ麗れいなものばかり追おうとする軟なん弱じやくさからは抜け切れていなかったらしい。そのことに慧太郎は胸中で自じ嘲ちようする。

　大切なのは、相手の顔をきちんと正面から見ているか、だ。

　相手の欲するものを理解したうえでなお、自分が欲するものも得られるかどうか、だ。

　己の目にしか映らない正しさなど、他者に突きつけてもなんの救いも齎もたらさない。差し伸べた手が相手の手ではなく、胸倉を掴つかんでいたのでは、『いずれ』など永遠にやって来ない。

　だから、慧太郎は見た。暗い夜の海を走りながら、常に相手に救いを押しつけてきた男の顔を。それで自分も救われると語りながら、しかし一握ほどの幸も見当たらない死しに神がみの表情を。

　正面からしっかりと、過あやまたず目に焼きつけた。

「なるほどな！　その左目が貴様の〈蟲天の瞳エレクトロン〉か！　確かに輝きが違う！」

　こちらと並走しながらベノワが咆ほう哮こうする。彼の胸の中心からは、やや白みがかった琥こ珀はく色いろの光が洩もれ出だしていた。足元で小さな雷かみなりを発生させ、水上を駆かけている点も自分と同じだ。

　アンリから聞いたときは、まさかとも思った。だが、もう疑念を差し挟む余地はあるまい。

「やはり、お前も〈蟲天の瞳エレクトロン〉を──」

「ああ、そうだ！　そうだとも！　私は、貴様に辿たどり着つくためにバチカンが生み出した、多くの失敗作のうちの一つだ！　貴様は自分の足元に築かれた屍しかばねの山を知るまい！」

　水みず飛沫しぶきを蹴け立たてながら、ベノワが進行方向を変えて急加速。一挙に懐ふところへ入り身して来るや、両腕の鎌かまを縦じゆう横おう無む尽じんに振り回し、こちらの首と胴を泣き別れにせんとする。だが、それを慧太郎は地上となんら遜そん色しよくない動きで躱かわし、更さらに水面を滑すべるように後ろへ退ひいて対応。相手の連れん撃げきに生じた微細な綻ほころびを見み逃のがさず、蜻蛉とんぼに構かまえるや裂れつ帛ぱくの気合いと共に攻勢へ転じた。

「チィ……！」

　拝おがみ打うちに振り抜かれた一刀を、ベノワが寸でのところで回避する。が、突進の勢いのままに慧けい太た郎ろうが仕掛けた当て身は避け切れず、腹部に掌しよう底ていを貰もらって勢い良く後方へと吹き飛んだ。

　さながら水を切る石の如ごとく海面を幾いく度ども跳はねながら飛んだベノワは、すぐに胸から膨ぼう大だいな電でん撃げきを発散して海の上に足を吸いつけるように止まる。だが、その顔には苦く悶もんが滲にじんでいた。

　慧太郎はなおも止まらなかった。まるで一枚の木の葉に変じたかのような足あし捌さばきで前に出るや、継ぎ足の間隔を随時変えつつ敵の目測を眩げん惑わくし、かと思えば重心を突とつ如じよ横に突き飛ばして踏ふみ込こみの方向を変える。軸足を中心に練ねり上あげておいた螺ら旋せん運うん動どうを腰の捻ねん転てんと同時に解放し、浅く弧こを描く軌き道どうで相手の左側面より急迫すれば、あまりにも精妙かつ唐突過ぎる間合いの踏とう破はにベノワはまったく対応し切れない。それでも〈裸蟲ミルメコレオ〉ならではの動体視力の高さで、こちらの残像程度は捕ほ捉そくしたか、遮しや二に無む二にに左腕の鎌かまで太た刀ち筋すじを防ぎにかかるが、

「──轟ごうッ！」

　無む駄だだ。半はん端ぱな気き構がまえで行なう防御など、激げき甚じんたる雲うん耀ようが一撃の前では無に等しい。

　スパンッ！　と抵抗らしい抵抗さえなく藁わら束たばのように腕の鎌を寸断され、ベノワが喉のどを引ひき絞しぼって凄すさまじい悲鳴をあげる。腕骨の一部を丸ごと斬きり落おとされたのだ。それも当然だろう。しかし、その悲痛に歪ゆがんだ顔面に、慧太郎は間かん髪ぱつ入いれず追い打ちの蹴けりを叩たたき込こんだ。

　再度、痩そう躯くが吹き飛ぶ。今度は立て直すはおろか、受け身を取ることも叶かなわなかった。噴火めいた水の柱を立てて、ベノワはそのまま真まっ暗くら闇やみの海中に没する。

　慧太郎は待った。左目に意識を集中し、足裏から放つ雷を知覚の糸と為なして、それを海のなかまで伸ばしながら。

　海草、魚、潮しおの流れ、そして真下から急浮上してくる物体が一つ。

　直後に迸ほとばしった斬ざん光こうは、こちらを股また下したから頭頂部まで、一刀両断にする軌跡だった。が、その刃圏に慧太郎の姿は既すでにない。斬り上げながら跳ちよう躍やくしたベノワの脇わき、未いまだ海面から数センチほど宙に浮いた状態にある敵影に、ぴたりと寄り添うようなかたちで音もなく移動している。

　相手もこれは予測の内だったか、突如、中空で全身から水滴を振ふり撒まきつつ旋せん転てん。先の蹴りの意趣返しか、遠心力を活用した後ろ回し蹴りを、こちらの額ひたい目掛けて打ち込んできた。

　対して慧太郎は構わず半歩前に出るや、振り下ろされた相手の右足の膝ひざ裏うらに、手の甲をそっと押し当て捻ひねりを加えつつ手前に釣つる。たったそれだけの動作で、必殺の蹴りが軌道を大きく逸そらされ、そればかりか既に限界まで回転力を得ていたベノワが、更さらに過か剰じような勢いを付加されて宙をきりきりと舞まった。放り投げられた赤あかん坊ぼうのように無防備になったその一いつ瞬しゆん、ベノワが事態を把握しかねて激げき闘とうの最さ中なかとは思えぬ呆ほうけた顔を晒さらす。そこへ──

「噴ふん──ッ！」

　背中に拳けん打だ。握った無む垢く嬢じよう矩のり安やすの柄つかごと、急所に捻ねじ込こむように打ち込んだ。

　再び派手に水柱が上がる。今度の飛距離はゆうに一〇メートルを越えた。またぞろ奇き襲しゆうを掛けられる可能性も考こう慮りよし、用心だけは怠おこたらず待ち続ければ、ほどなく沈んだのと同じ場所に灰色のレインコート姿が浮かび上がる。海面に立ったベノワが、慄おののくような仕草を見せた。

「……馬ば鹿かな。擬ぎ態たいも解かずに、この強さだと……？」

「昼間も言ったけれど、僕は〈裸蟲ミルメコレオ〉じゃない。ただの人間だ」

　そう応こたえながら徐々に間合いを詰つめてゆく。ベノワの両目が畏い怖ふと激げき憤ふんに濁にごった。

「まだそんな戯ざれ言ごとを……っ！　それほど自分が〈裸蟲ミルメコレオ〉と知られるのが嫌か!?　だとすれば、お笑い種だ！　〈裸蟲ミルメコレオ〉を化ばけ物ものと肯こう定ていしているも同然の態度ではないか！」

「──もう一度言う。僕は〈裸蟲ミルメコレオ〉じゃない。そして、もし仮に僕が〈裸蟲ミルメコレオ〉であったとしても、人間であることに変わりはない。お前と同じモノだ」

「違うッ、私は偽にせ物ものだ！　だから貴様を待っていた！　四人目の騎き士しの登場によって始まる終末を！　黙もく示し録ろくを！　なのに肝かん心じんのその貴様が、なぜ終わりを受うけ容いれない!?　それ以外にすべてを救済する方法はもはやないのだと、どうして気づかない!?」

　決まっている。『いずれ』を信じているからだ。アンリの唱となえる楽園アルマスに憧あこがれているからだ。

　その前に終わらせてたまるものか。死以外の救いが〈裸蟲ミルメコレオ〉にはないなど決して納得するものか。彼らを「穢けがれた魂たましい」などとは誰だれにも呼ばせない。

「──ふっ！」

　慧けい太た郎ろうは短く呼気を抜き、おもむろに蜻蛉とんぼに構かまえるや飛ひ燕えんさながらに疾しつ駆く。ベノワが我が武む者しや羅らに叩たたきつけてきた右腕の鎌かまを、しかし無拍子で高く跳ちよう躍やくするや下方に流し、がら空きとなった敵の側頭部に鉄てつ鎚ついもかくやの踵かかと落おとしを見み舞まう。

　三度目の爆ばく発はつ的てきな水柱が上がった。上空からエンジン音が響ひびいたのは、そのときだ。
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　それは、ある意味、予想どおりの展開だった。

　トリスタン島の北海岸に停泊していた蒸じよう気きボート、そこに積み込まれていた愛用の赤いシエルバレで即座に島を飛び立ったアンリは、それから間もなく洋上三キロの地点で慧太郎とベノワを発見した。俯ふ瞰かん視点で眺めても両者の姿が幾いく度どとなく視界から掻かき消きえる、常人の認知力を凌りよう駕がした人外の領域ともいえる決けつ闘とうだ。けれど、肝心の趨すう勢せいのほうはといえば──

「……殆ほとんど一方的ね」

　やはりベノワは、あの戦せん鬼きジョゼフよりは幾ぶん格が落ちるのだろう。慧太郎が一貫して押していた。こちらの存在は既すでに悟さとっているだろうに、頭上を一度として振ふり仰あおごうとはせず、ただ猿ましらの如ごとく襲おそいかかる敵にのみ専意している。

　これが秋あき津つ慧太郎の真骨頂だ。周囲に庇ひ護ごすべき対象がいない状況下で『斬きる』と覚悟を決めた、あのお人ひと好よしの本当の実力だ。しかし、だからこそアンリは焦あせらずにはおれなかった。

「あの馬ば鹿か、また悪あく癖へきを……っ！　そこまで差があるなら一いち撃げきで終わりにできるでしょ!?」

　先刻から見ている限り、慧けい太た郎ろうは殆ほとんど刀を使おうとしない。打撃だけでベノワを圧倒している。戦ううちに思いのほか彼ひ我がに地力の差があることに気づいたからだろう。斬ざん殺さつも辞さない覚悟は未いまだに持ち続けているようだけれど、それでも徹てつ底ていして弱らせればあるいは──そんな虚こ仮けの一念を抱きつつあるのが分かった。アンリとしては気が気ではない。

「どこまで難なん儀ぎな子なの、あいつ！　敵に塩を送り過ぎよ！」

　優やさしさは彼の美点だけれど、今だけは信条を捨て去って欲しかった。なぜなら、これほどの明確な実力差を目まの当あたりにしてもなお、アンリの胸むな騒さわぎが一向に静まらなかったからだ。

　どうしてかは分からない。かつてなく強い光輝を発している慧太郎の左目と、それと同調するようにして、やはり際限なく光を強めてゆくベノワの胸元の一点が、その原因であるのかもしれない。特にベノワの〈蟲天の瞳エレクトロン〉は少し様子がおかしい。あれだけ強きよう烈れつに輝いているのに、時折、ふっと芯しんを燃もやし尽つくした蝋ろう燭そくのように、光量を著いちじるしく弱めることがある。名めい状じようし難がたい予感はいや増してゆくばかりだった。

「……ッ」

　アンリは迷った。これ以上、対決が長引くようなら、隙すきを見て自分が魔ま術じゆつ弾だんでベノワにとどめを刺すべきかもしれない。実際、短たん銃じゆうは既すでにホルスターから抜いてある。

　だが、自分が手を下せば慧太郎は、きっと二重の意味で怒り、そして悲しむだろう。

　それを思うとどうしても二の足を踏ふんでしまう。彼の悲しむ顔を見るのは辛つらい。何より殺人行為に対する抵抗もやはりある。自分も慧太郎のことを、とやかく言えた義理ではなかった。

　アンリはやむなく空中を旋回しながら叫さけぶ。

「慧太郎、お願いよ！　早く決着をつけて……っ！」




　　　　○




　しぶとい。相手が〈裸蟲ミルメコレオ〉であり〈蟲天の瞳エレクトロン〉まで有すなら、その回復力は常識の埒らち外がいであろうとは考えていたが、ベノワの強きよう靭じんさは少し異常だった。もしかすれば精神的な要因が大きいのかもしれない。しかし、さすがにそろそろ限界が見え始めたようだ。

「これがっ……これが紛まがい物ものと本物の差か！　これがッ！」

　幾いく度ど打ち、幾度投げ、幾度実力差を思い知らせたか分からない。数メートル先の海面に佇たたずむベノワは今や憔しよう悴すいの色濃く、どうあっても届かない境地を前に、身震いせんばかりだった。

　そこへ慧太郎は愛刀を手に、夢幻と揺らめく運足で、油断なく間合いを詰つめてゆく。こちらを憎悪も露あらわに睨ねめつけながら、ベノワはなおも吐き捨てるように叫んだ。

「わたしはッ……わたしは、かつて仲間たちを見捨てた！　もはや死を待つしかなく、それでも最さい期ごの瞬しゆん間かんまで人体実験の苦痛に苛さいなまれることが決定していた、魔ま本ほんで〈裸蟲ミルメコレオ〉化した者たちをだ！　施設から逃げ出す私に、彼らは泣きながら『救ってくれ』と希こいねがっていたのに！」

「………………」

「あれ以来、片時も彼らの叫さけびが止やむことはなかった！　一人だけ生き長らえた私を、常に彼らが耳元で責め立てた！　バチカンから逃げ隠れ、擬ぎ態たいが叶かなわぬあいだは人々にまで追い立てられ……過去さえ私を許してはくれなかった！　地じ獄ごくのような日々だったさ！　あの忌いまわしい魔ま本ほんが世に出回っていると、風の噂うわさで聞いたのもそんなときだ！」

「……罪滅ぼしのつもりだったのか？」

　足は止めないまま、慧けい太た郎ろうは静かにそう訊きいた。ベノワは無言でこちらの言を肯こう定ていし、

「だが、結局はそれも一いち時じ凌しのぎでしかない！　彼らが本当の意味で報むくわれるのは、その犠ぎ牲せいに価値があったと証明できた瞬しゆん間かんだけだ！　今の世の荒こう廃はいぶりを見ろ！　世界も終末を求めている！　なのに……ッ、貴様はその先触れではないのか!?　神はまだ私に苦しめと!?」

　慧太郎は目を据すわらせた。やはり、この男はもう生に飽あいているのだ。辛しん苦くしかない戦いを一刻も早く終わらせたがっている。けれど、かつて仲間を見捨てて生き残った経緯があるため、自みずから命を絶つこともできない。だから黙もく示し録ろくを求めるのだ。罪過の重みを和やわらげるために魔本とその読者を狙ねらいながら、しかし真に『救い』を得るには完全なる過去の払ふつ拭しよくが必要だから。

「……ベノワ、やっぱりお前は許しちゃいけない奴やつだよ」

　慧太郎は蜻蛉とんぼに構かまえながら呟つぶやいた。同情の余地がないとは言わないが、それでもこの男の行状は、思想は、行き着こうとしている果ては、絶対に許してはいけないものだった。

　しかし、だからこそ──できれば死なせたくないとも思う。

　マルティナに言わせれば、きっとこれも『傲ごう慢まん』な考え方になるのだろうけれど。安易に死に救いを見出し、多くの人間を手にかけた男だからこそ、誰だれよりも生きて戦って別の答えを見つけてほしいと慧太郎は願う。その責任があるのではないかと憤いきどおる。

「前言を撤てつ回かいさせてもらう。引導を渡すのはやめだ、ベノワ」

「なっ……？」

「『救い』なんて高こう尚しようなもの、今のお前には似合わない」

　ベノワが双そう眼がんを滾たぎらせた。だが、慧太郎はそれを最後の問答に、神経を研とぎ澄すましてゆく。

　次で決める。全力の雲うん耀ようでこの戦いにケリをつける。今の疲ひ弊へいし切ったベノワならば、おそらく峰みね打うちでも勘所さえ誤らなければ、意識を刈り取って無力化できるはずだ。

　しかし、いざ決意と共に踏ふみ出だそうとした、その寸前──

「……ッ！」

　まったくの出し抜けに、左目を突き抜けるような痛みが襲おそった。

　一ヵ月前、フランスに流れ着いた直後に感じたのと同じ、あの焼やけ串ぐしを差し込まれたような激げき痛つうだった。なぜ今いま頃ごろになってぶり返したのかは不明だが、とにかくベノワにとって絶好の隙すきであることに違いはない。慧太郎は左目を押さえながら、反射的に大きく後方へ跳ちよう躍やくした。

　だが、ベノワは動かなかった。痛みに集中力を乱みだされる慧けい太た郎ろうの前方で、同じように胸元の〈蟲天の瞳エレクトロン〉を手で押さえて苦鳴の声をあげている。そこから発される輝きが、なぜか今は忙せわしく明滅を繰くり返かえしていた。周囲ではバチバチと音を立てて激はげしい放電現象が起き、海水が蒸じよう発はつして辺りに薄く白煙の幕を張る。こちら以上に尋じん常じようではない様子だ。

　しかし、異変はなおも続いた。ベノワの背後の空間が、突とつ如じよ、ぐにゃりと歪ゆがんだのだ。

　最初はベノワの姿と半なかば重なるように、しかし次第にはっきりと像を結び、厚みを帯びながら、つい数すう瞬しゆん前まえまでは間違いなく何もなかった虚こ空くうに、徐々に巨大なモノが姿を現し始める。

　慧太郎は一瞬、自分が幻げん覚かくを見ているのではないかと疑った。

　やがて完全に姿形を伴った『ソレ』が、灰色の体色を有す一匹のカマキリだったからだ。

　あのルドルフよりも更さらに大きい、およそ一〇メートルは体長があろうかという。

「……まさか、あれがアンリの言ってた〈儚きものエフエメラ〉か……？」

　慧太郎自身はまだ未確認なのだが、以前、ジョゼフと戦ったとき自分の左目が赤いトンボの幻像を生んだ、とアンリが語っていたのだ。しかし、だとしても妙だった。ベノワの背後に突如生まれたあのカマキリは、しっかりと質量を伴っているように見える。鎌かまを備えた一対の前足も、大気を攪かく拌はんして巨体を浮かせる薄うす翅ばねも、とてもまやかしには思えなかった。

「お、おぉ……」

　まだ左目の激げき痛つうが引かない慧太郎に対し、ベノワは謎なぞの不調からいち早く立ち直ったらしい。

　なぜか彼の胸元からは、今や完全に光が消えていた。その点に気づいているのかいないのか、後ろを振り返ってそびえる威容を目にしたベノワは、わななきにも似た感嘆の声をあげる。

「……し、信じられん。〈儚きものエフエメラ〉は終しゆう末まつの騎き士しだけが喚よべる存在ではなかったのか？」

「くっ、ベノワ……！」

　慧太郎は知らず呼びかけていた。ベノワの生み出した〈儚きものエフエメラ〉こそ、自分の左目を襲おそうこの痛みの原因である気がしてならず、それがひどい不安感を呼び起したからだ。

「ベノワ、今すぐソレから離れろ！　何か……ッ、何か嫌な感じがする！」

「愚おろかなことを！　これは私が生んだ、私の騎士たる証あかしだ！」

　こちらの言葉に耳を貸さず、ベノワは眼前の〈儚きものエフエメラ〉を誇るように見上げた。その動きに触発されたか、カマキリ型の〈儚きものエフエメラ〉が傅かしずくように頭こうべを垂れる。鎌首をもたげるその頭部を、迎えるように両腕を広げたベノワは、タガの外はずれた声で高らかに哄こう笑しようした。

「は、ははははっ！　合点がいった！　そうかっ、神は私に更なる難業をお与えになったわけではなかった！　私に『本物の騎士になれ』と、そう仰おおせだったのだな!?　不ふ甲が斐いない貴様に代わり、私が四人目となって黙もく示し録ろくを始めよ、と！　そうか、そうだったのか！」

　ベノワはなおも狂くるったように笑い続け、そんな彼にカマキリの巨大な頭部が更に寄せられる。

　慧太郎の全身に悪寒が走った。それは破滅的と言ってもいいほどの第六感の導きだった。

　意思など読み取れようはずもない〈儚きものエフエメラ〉の複眼、しかしそこに何か凶きよう暴ぼうな煌きらめきが宿ったのを確かに見た気がして、慧けい太た郎ろうは力の限り声を張ってベノワに諫かん言げんを飛ばす。

「駄だ目めだ、ベノワッ！　逃げ──」

　だが、あまりにも遅過ぎた。

　忠告も虚むなしく慧太郎の見ている前で、ベノワの上半身が消失した。

　比ひ喩ゆではない。文字どおりそのままの意味で、大きく口こう腔こうを開いた〈儚きものエフエメラ〉に腰から上を丸ごと齧かじり取とられて、ベノワの上半身が彼の命と共に世界より──消えた。

　残った下半身だけが暫しばらく波間に佇たたずんでいて、まるで悪質な手品でも見ているようだった。

　腰部の断面から噴出した鮮血が緋ひ色いろの雨となって降り注ぐ。だが、やがてそれは白い小石の雨に変わり、下半身も間もなく化石化しながら海のなかに沈んでいった。

「…………ぁ」

　慧太郎は身動きが取れなかった。あまりにも唐突過ぎる惨さん劇げき、赦ゆるし難がたくとも簡かん単たんに死なせていいはずもなかった男の、呆あつ気けない現世からの退場に心がまるでついて来ない。上空でアンリが何か叫さけんでいるのが聞こえたが、それもどこか遠い世界の出来事のように感じていた。

　直後だ。ぼこっ、と不意にそんな奇妙な音が聞こえた。

　慧太郎は半なかば虚脱したまま、けれどなんとか意識だけは現実に帰き還かんさせ、自みずからの生みの親を喰くらった不孝者を見やる。今となってはもう本当に〈儚きものエフエメラ〉であるかどうかさえ疑わしいソレは、既すでにカマキリという既存の形態すら捨て始めていた。

　ぼこっ、ぼこっ、とまるで沸ふつ騰とうする湯のように、体表に幾いくつもの腫はれ物ものが出来上がり、それが無数のイモムシの如ごとく蠢うごめき回まわって、更さらに膨ぼう張ちようして体たい躯くを隙すき間まなく覆おおってゆく。さしもの慧太郎も生理的嫌悪を催さずにはいられない、醜しゆう怪かいな肉にく達磨だるまがそこに形成されつつあった。

「慧太郎っ、乗って！」

「……ッ」

　再びアンリの声。今度は反応できた。そちらに向けば、赤い機影が海面すれすれを、低速でこちらに飛ひ翔しようしてくる。慧太郎はあらゆる疑問を棚たな上あげにして、シエルバレが傍かたわらをすり抜けざまに、その後部シートに飛び乗った。機体が一気に速度を上げて急上昇を始める。

「アンリ！　あれはいったいなんだ!?」

「知らないわよ！　あたしのほうが聞きたいってば！　あんなの見たこともない！」

　腰に掴つかまりながら訊きけば、彼女も大いに混乱しているのだろう。切せつ羽ぱ詰つまった声で、そんな答えを返してきた。しかし、続けて彼女は片手に握っていた短たん銃じゆうを眼下に向けると、

「──でもまぁ、とりあえず撃うっとくでしょ！」

　一声吼ほえて発はつ砲ぽう。海上で無秩序に変形を繰くり返かえしていた肉にく塊かいに魔ま術じゆつ弾だんが炸さく裂れつし、視界がひととき真っ青に塗ぬり潰つぶされる。やったか、と慧太郎はようやく痛みが引き始めた左目を眇すがめた。

「嘘うそ!?　いない!?」

　アンリが動転したように叫ぶ。確かに光が消えた先に、あの肉にく塊かいは存在しなかった。閃せん光こうに目を灼やかれた僅わずかなあいだに、忽こつ然ぜんとその姿を消失させていたのだ。だが、慧けい太た郎ろうは気づいていた。何せあれほどの巨体だ。移動すれば寧むしろ位置に気づくなというほうが無理であり、

「後ろだ、アンリ！　右に避よけろ！」

　純粋にこちらの警けい告こくに従ったか、アンリが機体を急速に横よこ滑すべりさせる。

　次の瞬しゆん間かん、シエルバレの側面を何かが猛もう速そくで擦さつ過かしていった。飛び道具ではない。撓しなりを帯びた長い──そう、まるで鞭むちのようなものが、背後から襲おそいかかってきたのだ。空気を裂いた正体不明の攻こう撃げきは、すぐに後ろへ引き戻されてしまう。慧太郎はその行方ゆくえを目で追った。

　機体のすぐ真後ろにいた。ほんの十数メートルほどの距離だ。

「……なんだ、こいつは……？」

　自分の声が他人のもののように響ひびく。もはや不定形でもなければ一〇メートルどころの騒ぎでもなくなっていたその巨きよ躯くは、しかし他に可能性が考えられない以上、さきほどの肉にく塊かいが変じたものと判断すべきだろう。だが、果たしてソレをなんと形容したら良いものか。

　大まかな外見は蛇へびに近い。あるいは、偶像上の龍りゆうになぞらえてもいい。つまり、そういった円筒状の長い胴どう体たいを有す姿だ。ただ、より正確に見たままを語ろうとすれば──

　ワーム。

　というのが、もっとも適切だろう。

　二〇メートルを超こえるのではないかという長蛇の胴に十数枚もの翅はねを備え、更さらに腹の側から先の攻撃の正体であろう無数の触手を生はやした、そんなワームが存在すればの話だけれど。

　途方もなく大きな頭部には、ぽっかりと一つ口こう吻ふんらしき空くう孔こうが穿うがたれている。目や鼻に相当する器官はない。すぐ眼前に開いた洞どう穴けつの如ごときそれを拝おがんだ慧太郎には、てらてら濡ぬれ光ひかる粘ねん液えきに塗まみれた肉にく襞へきが、大きく蠕ぜん動どうする瞬間までもが、殊ことのほかはっきりと捉とらえられた。

　咆ほう哮こうが大気を震わす。外見にそぐわない恐おそろしく高い音。可か聴ちよう域いきぎりぎりの鳴き声だった。

　歓喜の産うぶ声ごえ、だったのだろうと思う。




　シエルバレが急加速したのは次の瞬間だった。

　その理由は明白だ。巨大なワームの腹から簾すだれのように下がっていた例の触手が、一いつ斉せいにざわめいて攻撃の意思表示らしきものを見せていた。前に座ったアンリが「慧太郎！」という声と共に、先端に鉤かぎ状じようの金具を備えたロープを渡してくる。逆端は既すでに機体に取りつけてあるようなので、慧太郎はそれを素早く腰のベルトに引っ掛けて、なけなしの安定性を確保すると座席の上で反転し片かた膝ひざ立だちになった。触手が雪な崩だれを打って襲いかかってきたのは、その直後だ。

　いったいどういう原理なのか、既にかなり距離を空けていたにも拘かかわらず、触手の群れは明らかに元の長さを逸いつ脱だつしてこちらに迫せまり来きた。一本一本が細い樹きの幹ほどもあるそれらを、このときばかりは『二の太た刀ち要いらず』とはいかず、手数重視の連撃で慧太郎は片っ端から斬きり払はらう。斬ざん線せんが躍おどり狂くるい、断たれた触手の先や腐ふ臭しゆうを放つ体液が、ざぁっと夜空に散った。

　そのあいだもシエルバレは全速力で直進し続け、やがてようやく追おい縋すがる触手の津波を完全に振り切った頃ころ、慧けい太た郎ろうは肩で息をしながら先と同じ質問をアンリにぶつけていた。

「なんなんだ、あれは!?　まさか、あれも〈蟲ギヴル〉なのか!?」

「そんなわけないでしょ!?　あんな〈蟲ギヴル〉いやしないわよ！」

　アンリも相当冷静ではないらしく、返ってきた叫さけび声ごえは殆ほとんど裏返っていた。回答は概おおむね予想どおりだったが、ならばあれだけの巨大な生物を、他にどう説明づけたらいい？

　アンリが厳きびしい面おも持もちで肩越しに振り返った。ぐんぐんと距離を離してゆく件くだんの怪物をじっと見やりながら、「ただ……」と些いささか歯切れの悪い口調で続ける。

「あれ、少しシメーラに似てる気がするわ」

「シメーラに？」

「ええ。もちろんシメーラに翅はねや触手なんて生はえてないけど……でも、それを取っ払ってサイズに目を瞑つむれば、前に博物館で見た化石化した標本に近い気がする」

「なんで、シメーラが……」

「そ、そこまでは分かんないわよ！　ただ、なんとなくそう思うってだけで！」

　と、そこでまた視界の彼方かなたでワーム──シメーラもどきが、管楽器の音色を数百倍にしたような雄お叫たけびをあげた。触手はやはり伸長できる範囲に限界があるのか、既すでに元の寸尺に戻っており、これだけ距離があればまず安心と、どこかでそう高たかを括くくっていたからこそ、遠近感に狂くるいが生じそうな巨きよ躯くが大きくうねり、夜空を泳ぐように移動を始めたときは目を剥むいた。

「ッ、速い!?」

　シメーラもどきが予想を裏切る速度で、耳を聾ろうする翅は音おとを立てながらこちらへ迫せまる。シエルバレは未いまだに直線で翔かけているのに、彼ひ我がの距離が見る見る縮ちぢまり出だした。アンリが慌あわてて機首を急旋回させ、機動力で撒まく戦術に切り替えるが、そこへ再び触手の群れが殺到する。

「ちょっと！　あのガタイでこっちより直線スピードが速いって、どういう理屈よ!?」

「……ぐッ！　アンリ、なんとか距離を取ってくれ！　このままじゃ保もたない！」

　慧太郎は愛刀を手に必死で触手の群れに応じるも、斬きったそばからたちどころに再生が始まるため休む暇ひまがない。ただでさえ足場が悪く自由が利かないこの状況では、こちらが先に息切れを起こすのは必至だった。アンリも危機感を覚おぼえたか、やおら腰の後ろに手を回し、

「しゃーない！　こうなったら苦肉の策よ！　──慧太郎、衝しよう撃げきに備えて！」

　叫びながら彼女が握った銃じゆう把はは、一ひと際きわ、野太い榴りゆう弾だん発はつ射しや機きのそれだった。

　間かん髪ぱつ入いれず引き金が絞しぼられ、押し寄せる触手に過あやまたず榴弾が直撃。アンリの「苦肉の策」という言どおり、こちらも被ひ爆ばくを覚悟した至近からの一撃だ。吹き荒れた灼しやく熱ねつの風に、たちまちシエルバレが激しく煽あおられて墜つい落らくを始めた。それでもどのような神かみ業わざか、海面に叩たたきつけられる土ど壇たん場ばでアンリは自機の制御を取り戻し、機首を強引に引き起こす。

　頭上に大きな影が差したのは、次の瞬しゆん間かんだった。

「ッ!?」

　立ち込めていた爆ばく煙えんと推進剤の緞どん帳ちようを突き破り、シエルバレの進路上にシメーラもどきの巨大な口こう腔こうが立たち塞ふさがったのだ。もはや切り返す暇ひまなどないタイミングだった。

　上昇中のこちらを丸まる呑のみにせんとする大口、その度ど外はずれた迫力たるや目め眩くるめく悪夢のよう。

　並みの胆たん力りよくの持ち主ならば尻しり込ごみしていたろう。だが、アンリは迷わず更さらに機体に鞭むちをくれた。ここで減速などすれば一巻の終わり。ならば前に出るしか活路はないと踏ふんだのだ。

　生死を分かつ交こう錯さくの一いつ瞬しゆん、シエルバレが捻ひねり込こみをかけ、シメーラもどきの口こう吻ふんのすぐ真横をすり抜けるように飛び過ぎる。同時に放たれていた触手は、慧けい太た郎ろうがまとめて薙なぎ払はらった。

　しかし、頭部に続いて蛇じや腹ばらのように波打った胴体部は、さすがに完全には回避できなかったらしい。機体に激はげしい衝しよう撃げきが走る。やり過ごしざまにどこかを擦こすったようで、ぞっと鳥肌が立つような不吉な軋きしみが座席の下であがった。だが、幸さいわいにして飛行に支障をきたすほどではなかったか、シエルバレはそのまま全速力でシメーラもどきの傍かたわらを翔かけ抜ぬける。

「慧太郎っ、支えてて！」

　九死に一生を得るやいなや、今度はやにわにアンリが叫さけんだ。振り切った後方のシメーラもどきが、小回りが利かず即座に方向転換できないのを、またとない好機と見て取ったらしい。シエルバレの操そう縦じゆう桿かんから手を離し、こちらに凭もたれかかるように身体からだを委ゆだねてくる。しっかりと両手で支えてやれば、僅わずか数秒でアンリがさきほど撃うった短たん銃じゆうの発射準備を完了させた。

　威力よりも速度を取ったのだろう。呪じゆ文もんを唱となえる間さえ惜おしんで、半身になって構かまえられた銃の筒つつ先さきが、鮮せん烈れつな青色の火を吹いた。再び烈れつ光こうが視界を灼やき、魔ま術じゆつ弾だんが目標に突き刺さる。

　いや、突き刺さったかに見えた。だが、それよりも数瞬早く──

「ッ、魔ま法ほう円えん!?」

　アンリが悲鳴をあげた。シメーラもどきが三度吼ほえ声ごえを奏で、まるで己おのが巨体を護まもる盾たてのように、空間に馬ば鹿かげた大きさの魔法円を描き出したからだ。魔術弾はその超ちよう弩ど級きゆうの魔法円にぶつかり、破滅の奔ほん流りゆうを無為に散らすに終わる。シメーラもどきはまさかの無傷だ。

「抵抗コンフリクトした!?　魔術を使うの、あいつ!?」

　そこまで高度な知能を有しているのか──暗にそう語るアンリの声を聞いた慧太郎は、しかし次いで俄にわかにズボンの裾すそに湿り気を感じ、その意味をすぐさま悟さとって視線を下に落とした。

　案の定、シエルバレの下部から後方に向けて、何やら黒い水が勢い良く噴ふき出だしている。

「……くそっ！　アンリ、燃料メーターを確かめてくれ！」

「え？　なんでそんな──嘘うそ!?　なんか凄すごい勢いで減っていってる！」

「さっき奴やつと接触したときだ！　アンフィニーネが下からどんどん漏もれてる！」

「ま、まずいわよこれ！　この感じだと、あともう三分も飛んでられない！」

　最悪だ。敵は未いまだこちらを獲え物ものと見定めており、反撃の糸口すら掴つかめていない現状で、更さらに時間制限まで設けられてしまった。もしシエルバレが墜つい落らくすれば、あとは遮しや蔽へいのない広大な海原を、慧けい太た郎ろうがアンリを抱えて走るくらいしか手がなくなる。まず逃げ切れるものではない。

　天てん佑ゆう尽つきたか──そんな言葉が脳のう裏りに浮かんだ。

　けれど、そのとき慧太郎の頭のなかで響ひびいた声は、なぜかもう一つあった。

『……救いだ』

　心の声、などではない。明らかに第三者の、それも聞き知った声だった。

　慧太郎は直感的に後方を振り返り、こちらに襲おそい来くる機を狙ねらい済すましてか、夜空を悠ゆう然ぜんと飛び回るシーメラもどきを目路に据すえる。今度は、よりはっきりと声が聞こえた。

『救いだ。救いが必要なのだ。誰だれもが願っている……願っていながら、届かない』

「っ」

　息を呑のんだ。間違いない。空耳であろうはずもない。それはベノワの声だった。

「アンリ！　今、頭のなかでっ──」

「分かってる！　あたしにも聞こえた！　たぶん『蟲むしの報しらせ』と同じ念話だと思う！　でも……ッ、信じられない！　あんな状態でまだベノワの意識が残ってるっていうの!?」

　そう言ってアンリがかぶりを振るあいだも、ベノワの声は鼓こ膜まくを介さず直接脳に染み透ってきた。感情もなければ他者に聞かせる意図もない、独ひとり言ごとと呼ぶにも虚無的に過ぎるそれは、この世ならざる場所に繋つながれた者が響かす妄もう執しゆうの嘆きエコーなのか。

『届かないならば、与えるしかない……救いを、誰かが救いを……』

「ベノワ……」

『私だ。私が、救ってやる……そうすれば私の心も、きっとこの荒れ果てた世界から……』

　ベノワの声は続く。その内容は徐々に支離滅裂になってゆく。しかし、それでも慧太郎の胸には、喩たとえようのない苦味が広がった。自分のなかの脆もろい部分が、ベノワの痛みに膿うんだ共感を覚おぼえているのだと、そう分かってしまったからこそ涙が出そうだった。

　降り積もる悲しみに息を詰つまらせ、心地良い空気を求めて眼前にぶら下がった『自分が信じたい正義』を、ただ愚ぐ直ちよくに信じ込もうとした過日の秋あき津つ慧太郎が、確かにそこにいたからだ。

「この、大おお馬ば鹿か野や郎ろうが……っ！」

　腹の底から湧わき上あがる激げき情じようの練ねり物ものが、いつしか嚇かく怒どの雄お叫たけびとなって口から迸ほとばしった。

　悔しくてたまらなかった。ひたすら過去から逃げることだけに苦心し、それを『救い』と称して正当化してきたこの男を、最後まで自己の殻からに閉とじ籠こもらせたまま逝いかせることが。こちらの気持ちを何一つ届けられず、もはや相手の望みどおりにする以外他に方法がないことが。

「そんな姿になってもまだ同じことを言うのか、ベノワッ！」

　慧太郎は万感の想おもいを込め、シエルバレの上で蜻蛉とんぼに構かまえた。左目から発された雷らい光こうがこれまでにない強さで周囲を走り、闇やみ夜よの底をいっとき真昼の明るさへと変える。

　やがて、すぐ背後に何か尋じん常じようならざる気配が生まれた。

　とてつもない圧力。それでいて、どこか揺蕩たゆたうような、摩ま訶か不ふ思し議ぎな存在感。

　こちらの背に現れたモノを見み咎とがめたアンリが、サッと顔色を変えて口早に告げてきた。

「駄だ目めよ、慧けい太た郎ろう！　左目はもう……ッ、〈儚きものエフエメラ〉は使わないで！」

　彼女の言いたいことは、無論、慧太郎もよく弁わきまえていた。ベノワのあんな末路を見たあとでは、自分の左目に住まう謎なぞの意思──今、背後に『片かた翅はねの紅あかいトンボ』として像を結んでいるだろうこの〈儚きものエフエメラ〉も、いつこちらに牙きばを剥むくか分かったものではない。

　けれど、それでも慧太郎は左目の力を解放し続けた。

　アルノーを死なせるしかなく、ベノワさえこれから手にかける。そんな死しに神がみの如ごとき自分にできることは、もう手のなかの太た刀ちにすべてを托たくすことだけだったから。

「アンリ、行ってくれ！　このまま真っ直ぐ、奴やつのところへ！」

「ッ、正気なの!?」

　アンリが唖あ然ぜんと訊きき返かえしてくる。次いで彼女は、前方のシメーラもどきを見やって生なま唾つばを飲み、すぐにもう一度こちらを振り返った。その瞳ひとみから葛かつ藤とうは消えないままだったが、今こうして無意味に飛んでいるあいだも、シエルバレからは燃料が漏もれ続つづけている。迷えるだけの時間がもうないのだ。だから、彼女もほどなくハシバミ色の双そう眸ぼうに、強い決意の火を灯ともした。

「……いいわ！　やったろうじゃない！　あんたを信じるからね、慧太郎！」

　直後、シエルバレが無む謀ぼうな吶とつ喊かんを開始した。紫し電でんで大気をのべつ幕なし打ち鳴らし、機影とそれに追従するトンボの影で、夜空に鮮やかな紅くれないの尾おを曳ひきながら。

　自分に向かって一直線に翔かけて来くるシエルバレに、シメーラもどきも反応して大きく身をくねらせる。この世に残った唯ゆい一いつの縁よすがを手た繰ぐり寄よせんとするかのように、やはり正面から猛もう烈れつな速度でこちらへと突っ込んできた。翅はねが巻き起こす突風が、衝しよう撃げき波はとなって虚こ空くうを渡る。

『──救いだ。救いが来る。私の救いだ……ずっと待っていた。ずっとだ……』

　再び脳のう裏りでベノワの虚うつろな呟つぶやきが聞こえた。このときばかりは微かすかに歓喜を帯びていたその声に、しかし慧太郎はありったけの声量で喝かつ破ぱを叩たたきつける。

「違うッ！」

『っ……』

「こんなものは救いでもなんでもない！　こんなっ……こんなどうしようもない結末が、人の救いであってたまるものか！」

　地平線に沿って降り落ちる一条の紅き箒ほうき星ぼし。その上に佇ちよ立りつし愛刀を掲げ、慧太郎は迫せまる魔ま蟲ちゆうを、肺はい腑ふを焼く怒りと共にしかと見み据すえる。無数の触手が再び唸うなりをあげて襲おそい来くるが、左目から刀身へ伝った雷いかずちの乱らん舞ぶが、それらを徹てつ底てい的てきに焼やき尽つくした。アンリはこちらの無茶な注文どおり、決して進路を変えることはない。敵目掛けて最短距離で自機を駆かり立たてる。

「──楽園アルマスへ行くんだ！」

　慧太郎はなおも叫さけんだ。ベノワの意識の残片に、せめてこれだけは刻みつけようと。

「誰だれもが主張や正義を奪われずに済む、当たり前に願った救いを手た折おられずに済む、そんな世界に！　どれだけ時間が掛かっても、生きるたたかうことをやめないすべての人たちと一緒に！」

　野の放ほう図ずと言われてもいい。夢物語と蔑さげすまされてもいい。それが、慧けい太た郎ろうの理想だった。

「だから、その行く手を邪じや魔まするお前を……僕は、斬きる──っ！」

　シメーラもどきは既すでに眼前だった。巨大な口が漏ろう斗と状じように広がり、こちらを一飲みにせんと待まち構かまえる。アンリは今や殆ほとんど操そう縦じゆう桿かんにしがみつくような格かつ好こうで、けれど一度としてシエルバレを減速させることなく、恐きよう怖ふを押して見事に敵へ肉迫してくれた。

　シエルバレはそのまま更さらに直進し続け、遂ついにはシメーラもどきの口のなかに飛び込む。

　ばっくりと閉じられた口こう腔こうは、だが直後、眩まばゆいばかりの光に縦に貫かれた。

「雄お雄雄ぉぉぉぉおおおおおおおおあああああああッ────」
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　天をどよもす爆ばく声せい。轟ごう烈れつなる落らく雷らいの一いち撃げきが、世界の色彩を反転させる。

　慧太郎はただ手にした刀を振り下ろしただけ。刃圏に収まり切ろうはずもない敵の、どことも言い切れぬ部位へ向けて、しかし乾けん坤こん一いつ擲てき、持ち得る力のすべてを注いで。

　逆巻く烈れつ風ぷう。溶ける時間。紙縒こよりの如ごとく研とぎ澄すまされた神経が、しかし刹せつ那なのなかで己おのが一太た刀ちの為なしたる成果を、しっかりと見届ける。打ち放たれた稲いな妻ずまが視界を閉ざしていた闇やみを晴らし、立たち塞ふさがる肉の壁かべを左右に断ち割って、シエルバレと共になおもひた迸はしってゆく。

　背後のトンボの〈儚きものエフエメラ〉が何かしたのか、雷いかずちの波は涛とうに乗って飛ひ翔しようするシエルバレは、本来の性能を大きく超こえて、もはやそれ自体が暗天を横一文字に裂く刃やいばのよう。

　すべては瞬しゆん間かんの出来事だ。示じ現げん流りゆうにおける刻ときの概がい念ねんになぞらえれば、手の脈が四回と半分打つのと同義である『分』の遥はるか先。

　分の八分の一の『秒』、

　秒の十分の一の『絲し』、

　絲の十分の一の『忽こつ』、

　忽の十分の一の『毫ごう』、

　そして毫の十分の一たる極限の速度領域。

　雲うん耀よう。

　ゆえに、あたかもそれは風ふう神じん雷らい神じん図ずが顕けん現げんの如ごとく！

「────ぁぁぁあああああああッッッ！」

　抜けた。シメーラもどきの体内に潜もぐり込こんだシエルバレは、そのまま蜿えん蜒えんたる体たい躯くを真っ二つに斬きり裂さいて尾おにまで達し、慣性に押されて放り出されるように外へと飛び出した。

　慧けい太た郎ろうは無む垢く嬢じよう矩のり安やすを振り下ろした姿勢のまま動かない。後方で墜つい落らくを始めたシメーラもどきの屍し骸がいを顧かえりみることもなく、姿を消した〈儚きものエフエメラ〉や光輝を収めた左目を意に介すこともなく、ただ俯うつむいて胸を刺す寂せき寥りよう感かんを噛かみ締しめ続つづける。

　声が響ひびいていたからだ。やはりどこからともなく、頭の奥で声なき声が。

『……あぁ、寒い……ひどく、寒い……苦しみも、しがらみも……温もりさえ、私から離れてゆく……そうか。これ、が…………』

　それが、本当に最さい期ごの言葉だった。

　辺りが一挙に静まり返り、二つに分かたれたシメーラもどきが海に墜おちる音が、僅わずかに遅れて耳に届く。だが、そのときにはもう既すでに、慧太郎の意識は限界を迎えていた。

　いよいよ燃料が尽つきたのか、シエルバレも徐々に高度を下げ始めており、それをなんとか軟着陸させようとアンリが四苦八苦していた。機体が大きく傾かしいだ拍子に、慧太郎は座席から投げ出されて重力に掴つかまるが、もはやどうすることもできない。自分の名を叫さけぶアンリの声を聞きながら、ぐるぐると廻まわる視界のなか、星降るような空を漠ばく然ぜんと仰あおぎ見みる。

「…………遠いな」

　星の数ほど存在する人の想おもい。まだ叶かなわないものも、既に潰ついえたものも、すべてがそこに揃そろっているのだと感じた。ただ、伸ばした自分の手だけが、未いまだそのどれにも届かない。

　ベノワもまた、かつてこの夜空を幾いく度どとなく見上げ、そのたびに身を震わせたはずだった。

「遠いよ……」

　ほどなく衝しよう撃げきが訪れる。海面に勢い良く叩たたきつけられ、意識が抗あらがいようもなく吹き飛んだ。

　それでも黒く染まった視野のなかで、確かにまだ星々は痛ましいほど輝き続けていて。

　例たとえ夢でもいい、慧太郎はその輝きを掌てのひらのなかに、そっと握り込んだ。













　　　　エピローグ







　都会を離れて実家に帰って来てから一年と半年、どうにも時間の感覚が麻ま痺ひしてきたように思えてならない。

　家の戸を叩たたく控ひかえ目めなノックの音で目を覚さましたニナ・アルノーは、安あん楽らく椅い子すから立ち上がり玄関に向かいながら、まだ薄ぼんやりしている頭の隅でふとそんなことを考えた。

　時計を見れば時刻は正午過ぎ。居間で編み物をしているうち、いつしか深く寝入ってしまったらしい。この時間は父も母も畑仕事に出ているため、今、来客に応じられるのはニナしかいない。玄関の扉とびら越ごしに「どなた？」と問えば、すぐに力のない声で応が返ってきた。

「……やあ、ニナ。ひさしぶりだね。私だ、ヤニックだよ」

　ヤニック？　驚おどろいて扉の覗のぞき窓まどから相手を確認すれば、確かに別居中の夫がそこにいた。

　一年半前と比べてひどくやつれた感があったが、持ち前の気弱げな笑みは記憶のなかの彼と寸分違たがわず重なる。無論、失業して荒れる前の彼と、だ。だから懐なつかしいと思う反面、あまりにも唐突な来訪に警けい戒かい心しんが先に立ち、ニナは自分の声が自然と硬くなるのを感じた。

「何をしに来たの？」

「きみに謝あやまりに。信じてもらえるかは、分からないけれど」

　その率そつ直ちよくな言葉に、ニナはまた驚かされる。

「……都合のいい話ね。みっともなく飲んだくれて周まわりに八つ当たりばかりしていた人が、一年以上もわたしのことをほったらかしにしておいて今いま更さら？」

「ああ、そうだな。分かっている。そう言われても仕方がないと思う。ただ……少しでいいんだ。私の話を聞いてくれないか？　ちゃんと顔を合わせて、きみに謝りたいんだ」

　真しん摯しな声音だった。本当に昔の誠実な彼が戻って来たかのように感じられて、ニナは暫しばらく躊躇ためらった末にそっと木製の扉を押し開ける。両親がいない今でなければ、彼ときちんと話し合う機会は、これから先なかなか得られないだろうと思ったからだ。

「……いいわ。なかに入って。今、父さんと母さんはいないから、少しくらいなら平気よ」

「そうか。できればお義と父うさんたちにも一言、挨あい拶さつしたかったんだが……」

「馬ば鹿かなこと言わないで。父さんが帰ってきたら貴方あなた、こっぴどく殴なぐられるわよ？」

　少し脅おどかすように告げてみるも、ヤニックは寧むしろそうされるのが当然だとばかりに頷うなずいた。ニナは思わず目を丸くしてしまう。そのうえ彼は、続けてこんなことを言ってきた。

「ありがたい話だけれど、家のなかにまでお邪じや魔まするのは遠えん慮りよしておくよ」

「え？　でも、今なら……」

「いいんだ。ここでいい。それより、もっときみの顔をよく見せてくれ」

「…………ヤニック？」

　なぜだろう？　ひさしぶりに会った彼は一貫して穏おだやかなのに、初めに抱いた警けい戒かい心しんとは別の胸むな騒さわぎが──喪そう失しつ感かんのようなものが、突然、ぽっかりと心の内に浮かんでくるのを感じた。

「ねえ。何かあったの、ヤニック？　今日は連絡もなしに急にやって来るし、なんだか貴方あなたさっきから様子が……」

　しかし、言い差したそのときだった。不意に家のなかから、物もの凄すごい泣き声が聞こえた。

　近きん隣りん一帯にまで響ひびき渡わたろうかというそれは、誰だれの耳にも疑いなく赤あかん坊ぼうの泣き声だった。

「あぁ、いけない。ちょっと待ってて。あの子が起きちゃったみたいだから」

「あ、あの子？　待ってくれ、ニナ。きみはもしかして、もう誰か新しい人が──」

「馬ば鹿かっ！　貴方の子に決まってるでしょ！」

　勘違いも甚はなはだしい妄もう言げんを遮さえぎり、ニナは慌あわてて家のなかに取って返す。ヤニックは更さらに面食らったようで、「……私の、子供？」と半なかば自失の体ていで呻うめいていた。その間かんに居間まで戻ったニナは、揺ゆり籠かごのなかで泣きじゃくっていた愛まな娘むすめを、慣れた手つきで抱きかかえる。あやしてやりながら再び玄関に向かえば、案の定、ヤニックはまったく同じ姿勢と表情でそこに固まっていた。仰天、としか言いようがないその風情が可お笑かしくて、思わず吹き出してしまう。

「わ、私の子供？　その子が？　ならきみは、家うちを出たときにはもう……？」

「ええ、妊にん娠しんしてたの。──ほら、やっと会いに来てくれたパパンに挨あい拶さつして、セリア」

　セリア・アルノーは誰に似たのか気分屋で、すぐに泣くけれど泣なき止やむのも早い。腕のなかで息づくまだ一歳さいにも満たない幼子は、もう機き嫌げんを直しておしゃぶりに夢中の様子だった。

「セリア……女の子、なのか……」

「そうよ？　貴方がもっと早く心を入れ替えて来てくれたなら、一緒にこの子に名前をつけてあげることもできたのに。何度も言うけれど、一年半は待たせ過ぎよ」

　こちらの言葉が聞こえているのかいないのか、ヤニックは恐おそる恐るといった調子でセリアに手を伸ばす。人差し指を小さな手でぎゅっと握られ、たったそれだけで彼の顔が大人げなく滅茶苦茶に歪ゆがんだ。もちろん、それは悲しみとはまったく逆の感情の発はつ露ろだったのだけれど。

「こ、こんな……こんなことが……こんな幸福が、私のような甲か斐い性しようなしに……」

「ちょっと、いくらなんでも大おお袈げ裟さよ？　せっかくセリアが泣き止んだのに、今度は貴方が泣いてどうするの？」

「す、すまない。でも、あまりに嬉うれしくて……わ、私は、もう少しで何も知らないまま……そう思うと、すまない、上う手まく言葉に……すまない、すまない……」

　遂ついには顔を覆おおって泣き始めたヤニックを、ニナは微ほほ笑えみを浮かべて優やさしく見守る。頼りなくて涙脆もろい、けれど伴はん侶りよになると心に決めたかつての夫が、紛まぎれもなくそこにいたからだ。

　だから、胸に開いたままの不吉な空白には、努めて気づかないフリをした。
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　語り合いたいことは山ほどあった。けれど、どうしたって時間は有限で、やがて終わりのときはやって来る。この世のあらゆるものが、ごく自然にそうであるように。

　ヤニック・アルノーが妻の生家を出たときには、もう空は一面が綺き麗れいな夕焼け色に染まっていた。ニナには泊まっていけばいいと強く勧められたが、どうしても外はずせない用事あるため今日のところは帰ると、後うしろ髪がみ引かれる思いで今しがた彼女と別れてきたところだ。

　さんざん迷った挙句、去さり際ぎわに一言「愛ジしユてテいーるム」と伝えると、聡さとい妻はやはりこちらの様子が何かおかしいことに気づいたらしい。しつこく念を押すように訊きいてきた。

　──ねえ、ヤニック……また、来てくれるのよね？

　──今度はわたしとセリアを、ちゃんと迎えに来てくれるんでしょう？

　その言葉に頷うなずくのは、大変な苦労を要した。彼女を騙だましているという負い目もあったし、何より娘むすめの存在を知ったあとでは、とっくに覚悟は決まっていたはずなのに、未練ができてしまって仕方がなかった。またぞろ緩ゆるみそうになる涙るい腺せんを堪こらえるので精せい一いつ杯ぱいだったように思う。

　けれど、悲しいかな時間は有限なのだ。不可逆で、無む慈じ悲ひで、決して止まってはくれない。

「……ふふ、ちっちゃい手だったなぁ」

　妻の実家を含め農家が数軒立つばかりの小集落を出たアルノーは、近くの駅舎には向かわずそのまま真っ赤な草原を独ひとり漫そぞろ歩あるく。まだ掌てのひらのなかには、幼い命の感触が残っていた。

「セリア、か。ニナはいい名前をつけてくれたな……」

　未練はやはり、まだある。なくなるはずもない。妻とやり直し、娘を入れた三人で新しく始める生活を、例たとえ叶かなわないものだとしても夢想せずにはいられない。しかし、心は不思議と澄んでいた。普通に考えれば自分のような小心者は、もっと取り乱してもいいはずなのに。

　本音を言ってしまえば、救いなどもはやないと、心のどこかでそう思っていた。

　自分は最さい期ごまで死に怯おびえ、喚わめき散ちらしながら逝いくのだろうと、諦てい観かんのうちに考えていた。

　だが、ある少女が自分のために命いのち懸がけで作ってくれた僅わずかな猶ゆう予よ。それがまさかこんなにも劇的に胸の内を安らがせてくれるなんて。こんなにも得え難がたい気持ちにさせてくれるなんて。

「ありがとう」

　呟つぶやく。どこをどう歩いたか、小高い丘の上に辿たどり着つき、そばに立っていた樹きの根元に腰を下ろしながら。もはや息をするのも辛つらかったが、それでもアルノーは力を振ふり絞しぼって続けた。

「本当に、ありがとう。きみのおかげで、私は最後に大切な妻ひとと再会できた。大切な娘ひとと巡めぐり会あえた。救われたと、今なら胸を張って言えそうだよ」

「……いえ、僕は何も。すべては貴方あなたが、ご自分の勇気で手に入れられたものです」

　応じた相手は、すぐ隣となりにいた。逆光で表情は窺うかがえなかったものの、声は引ひき潰つぶれたように低く掠かすれている。きっとこんな自分の死に、心を痛めてくれているのだろう。彼女の背後には、同じくここ数日のうちに出会った三人の少女たちが、寄り添い合うように佇たたずんでいた。

「それに──」

「？」

「たぶん、救われたのは僕のほうですから」

　彼女の言い様に破顔する。少し、風が強まり出したようだった。

　あぁ、とアルノーは喘あえぐように息をつく。

　死にたくない。死にたくない。

　もっと生きていたい。

　こんなにも幸せだから、この時間を少しでも長く噛かみ締しめていたい。

「……ニナ……セリア……」

　妻よ。娘むすめよ。愛しい二人よ。どうか愚おろかな私を赦ゆるしてくれ。

　きみたちを遺してゆく不ふ甲が斐いない私を、勝手な言い分だろうが赦してくれ。

　そして最後に、もう一度だけ言わせてくれ。

「ありがとう」

　かけがえのない家族に、隣となりに立つ恩人の少女に、たぶんもっと大勢の人たちに。

　今いま際わのきわに縺もつれる舌で、けれどアルノーは心より感かん謝しやの言葉を送った。

「……ありがとう。わたしは、本当に…………幸せ、だっ……た…………」

　ほどなく、目に映っていた景色がぷっつりと闇やみに閉ざされた。

　どうやら完全に陽ひが落ちたらしい。ならば、少しだけ仮眠を取ろう。なぁに、起きたらまた頑張ればいい。今度はニナとセリアも一緒に、三人で手を取り合っていつまでも────
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　斯かくして、ヤニック・アルノーは息を引き取った。

　この世の生きとし生けるものが、ごく自然にそうであるように。

　嬉うれしそうに微ほほ笑えみながら。悲しそうに涙を溢あふれさせながら。人間らしく後悔と無念、ささやかな満足を胸に、慧けい太た郎ろうの見ている前で音を立てて、ゆっくりと化石化していった。

　それと同時、認識の改かい竄ざん薬やくが効果を失ったか、アルノーの姿が常人から〈裸蟲ミルメコレオ〉の外見に戻る。誰だれの目にも触れさせるわけにいかなくなった彼の遺体を前に、慧太郎は暫しばらくその場に立たち尽つくしていた。未いまだ夕陽は沈まぬまま、眼下には燎りよう原げんの如ごとき平野が広がっている。

「…………慧太郎」

　背後からアンリの声。分かっている。アルノーから頼まれた最後の約束を果たさねばならなかった。そのために自分は、この数日間、彼の身辺にずっと張りついていたのだから。

　無言で鞘さやから無む垢く嬢じよう矩のり安やすを抜く。刀身が斜陽を受けて強く輝きを放った。

　いつの間にか辺りには、寂しげな歌声が響ひびいていた。振り返って確認するまでもない、喉のどを震わせているのはマルティナだ。戦せん慄りつの歌姫は何を思ってか、学園の礼拝堂で聴きいたときとは打って変わった、驚おどろくほど優やさしい調べで死者に鎮魂歌レクイエムを手た向むけていた。

　僅わずかに嗚お咽えつを洩もらしているのはクロエ。アンリは必死に涙を堪こらえているようだった。

　やがて、慧けい太た郎ろうは蜻蛉とんぼに構かまえる。ここで少しでも迷いを見せれば、それは孤独な戦いに打ち勝ったアルノーに対する冒ぼう涜とくだろう。ゆえに、速すみやかに刃やいばは振り下ろされた。

「あっ」

　アンリが再び声をあげた。そのとき一ひと際きわ、強い風が吹いたからだ。

　砕くだかれた化石は風に乗って粉雪のように舞まい上あがり、そのまま期せずして彼方かなたへと運び去られてゆく。ヤニック・アルノーが〈裸蟲ミルメコレオ〉化していたという証拠を、彼の縁者にまで累るいを及ぼしかねないその事実を、何者かが微かすかに慈じ悲ひを見せて世界から隠そうとするかのように。

　誰だれにも気づかれず、誰にも迷惑をかけず、ただひっそりと消えてなくなること。

　それが、アルノーの最後の頼みだった。

「──良い旅を、ムッシュ」

　慧太郎は口のなかの塩しお辛からいものを飲み下し、懸けん命めいに感情を抑えながら呟つぶやいた。

　もう誰も貴方あなたから奪えない。もう何者も貴方を脅おびやかせない。

　貴方が死しに際ぎわに浮かべた微笑の意味を、この場に居合わせた僕たちは十全に心こころ得えている。永遠となった貴方の想おもいを、胸の奥に秘め置いて決して忘れはしない。

　だから、良い旅を。

　どうか……どうか、良い旅を。

　弔とむらいの歌がしめやかに続く。泣きじゃくるクロエに釣つられ、とうとうアンリも小さく声をあげ始めた。慧太郎もまた、餞はなむけの言葉を送り終えたあと、熱いものを頬ほおに伝わせる。

　空に無数に散った雪の切片は、今はもうどこにも見当たらない。

　風だけがその行方ゆくえを知っていた。
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　そうして、ありふれた日常がまた変わらずやって来る。

　どれほど深い悲しみが訪れようとも、日々は地続きで留まることを知らない。当事者の心境などお構いなしに、世界は残ざん酷こくなほど滞とどこおりなく回る。自分たちは息を詰つめて平和を甘受する。

　けれど、何一つ不変のままかといえば、当然それは間違いというものであり──

「アンリエット、一緒に食事などいかがでしょう？」

「あんたねぇ……」

　昼食どき。聖カトリーヌ学園の教室で、毎度の如ごとく図書館に向かおうと、バスケットを持っていそいそと席を立ちかけたアンリは、正面から掛かった声に思わず半眼になった。

　見上げれば、そこにクロエがいる。未いまだ包帯が巻かれたままの手に弁当箱らしき包みを持ち、なぜかお日様みたいなぴかぴかの笑顔を浮かべていた。正直、かなりうざい感じだ。

「……いったい、どういうつもりよ？」

「は？　どういう、とは？」

「とぼけんな！　あんたね、なに考えてこんな場所で……っ！」

　ついつい荒げかけた語気を、しかしアンリはなんとか自制する。何しろ我われらが級長サマがよく通る声で周囲に憚はばかりなく呼びかけてきたものだから、各々賑にぎやかに食事を摂とり始はじめていたクラスメイトたちが揃そろってこちらを凝ぎよう視ししていたのだ。注意や叱しつ責せきではない、ごく普通の友人みたいな対応で彼女が自分に接することなど、今まで一度もなかったのだから無理もない。

　甚はなはだ居心地の悪い注目に晒さらされ、アンリは仕方なくクロエに顔を寄せて小声で詰きつ問もんした。

「思いっきり目立ってるじゃない！　なんで教室で話しかけてくんのよ!?」

「む。だって仲良くしてくれると仰おつしやったではないですか」

　唇を尖とがらせるクロエ。そりゃ言った。言ったけど子供か。アンリは呆あきれながら続けた。

「確かにあんたには猫ねこ被かぶりやめるって宣言したけど、他の連中にまでお愛想を振ふり撒まいてやる約束なんてしてないわよ！　だいたいあんた、いつもは慧けい太た郎ろうとご飯食べてるじゃない！」

「いいではないですか。今日はアンリエットという気分なのです。それに、ケイなら授業が終わってすぐに教室を出て行ってしまいましたよ？　何か用がおありの様子でしたが」

　もちろん知っている。だが、候補が慧太郎と自分のどちらかだけ、というのがそもそもおかしいのだ。彼が転入してくるまでは、クロエは他の生徒と昼食を共にしていたのだから。

「……あたしなんかに構かまってばっかりいると、そのうち周まわりの信用なくすわよ？」

「ご心配なく。まだ何人か誘うつもりですから。大勢で和わ気き藹あい々あいと卓たくを囲めば、きっと貴女あなたの本当の人柄もすぐに知れ渡る。大丈夫、皆の誤解はきちんと解けますよ」

「なんの太たい鼓こ判ばんよ、それは!?　別に誤解ってわけじゃないし、他人にどう思われようとあたしは全然っ……づあ～もう！　あんたって女はどこまで面倒くさいの、級長！」

「はて、級長？　誰だれですかそれは？　そんな他人行儀な呼ばれ方をされる人は知りませんね」

「こ、この女……っ！」

　まずい。なんだか力関係が逆転しつつある。以前なら相手をからかって煙けむに巻くのは自分のほうだったのに。さてはこいつ、こちらの秘密を幾いくつか握って、調子に乗ってやがるな？

「とにかくっ、あたしは約束以外のことまでは知ったこっちゃないから！」

　もうつき合ってられんとアンリは席を立ち、クロエの傍かたわらを抜けてそのまま教室の外に向かう。が、肩かたを怒いからせ足早に廊下を進んでいると、途中で音もなく隣となりに並んだ人影があった。

「分かりました、仕方がありませんね。では、わたしも今日は皆で食事を摂るのは諦あきらめ、アンリエット一本に絞しぼりましょう。ところで、どちらに向かわれるのですか？」

「な、なんでついてくんのよ!?　このっ……馬ば鹿かクロエ！」

「ふふ、ようやく名前で呼びましたね？　そう、わたしはクロエ。騎き士しの家系ロシュジャクランが血統だ！　一度食いついた獲え物ものは意地でも逃がしませんよ、アンリエット！」

「それ絶対、騎士と違う！　ただ粘ねん着ちやく質しつなだけでしょ!?」

　アンリは悲鳴をあげて駆かけ足あしになる。クロエもこちらに倣ならって当然の如ごとく駆け足。どうしてこんな展開になるのかはさっぱりだが、急きゆう遽きよ、乙女おとめたちの全力追いかけっこが始まった。そんな二人の姿をクラスの女子たちが、教室から顔を出して皆一様にぽかんと見送る。

　そう、変わらないものなど何もない。いつまでも変わらないままではいられない。

　アルノーの死から既すでに三日。暫しばらく心を癒いやすのに時間が掛かったアンリたちの元にも、ようやくいつもどおりの、けれど少しだけ違う毎日が戻ってこようとしていた。
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『──ふぅん、なるほどね。それが事の顛てん末まつか。なら、そっちは一段落ってことかな？』

『ええ。本を回収できなかったことについては、悪いと思っているわ』

『別にいいさ。そもそもきみの本来の仕事じゃない。たまたまイースに魔ま本ほんが一冊入ったから物のついでに頼んだだけだ。さて、死しに神がみも既すでに彼岸へ渡ったし、そうなるとあとは──』

『〈ゲオルギウスの剣〉は？　まだ半分くらいは生き残っていたはずよ』

『あぁ、そちらも問題ない。我われらが首相殿が上う手まく処理すると請うけ負おってくれたよ』

『アドルフ・ティエール？　あのタヌキに借りを作り過ぎるのもどうかと思うけれど』

『仕方がないさ。今はまだあの男の力が必要だ。フランスで自由に動き回るためにも、バチカンの動向を探るためにも。ほら、先月の暗殺のときだって大いに役に立った』

『……エドアルド・ヴァルテス・コルアーノ枢すう機き卿きよう。魔本を流出させた張本人、ね』

『正確には彼を含む一部の強硬派だけれどね。十字教の復権を狙ねらって色々やってたみたいだけど、魔本を使って〈裸蟲ミルメコレオ〉を増やして社会不安を煽あおるのも、数ある計画のうちの一つだったみたいだ。まったく、小物のくせに起こす厄やつ介かい事ごとだけは一級品だから困るよ』

『まるで他ひ人と事ごとみたいな言い草ね。その小物に最終的に手を下したのは貴方あなたでしょう？　イース全体を巻き込んだ先月の一件について、わたしはまだ怒っているのよ？』

『だろうね。きみの素敵な笑顔が目に浮かぶよ。でも、僕を責めるのはお門違いだ。あれに関しては一応、僕もジョゼフと同じで反対票を投じたクチでね』

『……ムッシュ・ジョゼフを殺した〈蟲天の瞳エレクトロン〉の持ち主は、まだ見つからないの？』

『ああ、さっぱりだよ。まぁティエールが何か知っているだろうから暫しばらくは様子見かな。どうもフィニステール県──きみの縄なわ張ばりに潜せん伏ぷくしている可能性が高そうなんだけれどね』

『あら、意味ありげね。もしかしてわたし、あらぬ疑いをかけられているのかしら？』

『とんでもない。女王のお気に入りに楯たて突つくほど僕も馬ば鹿かじゃないさ』

『だといいけれど』

『それより報告は？　きみの本来の任務の進しん捗ちよくをまだ聞かせてもらってないな』

『変化なしよ。やっぱりロシュジャクランの末まつ裔えいは、ヴァンデの反乱の「真相」について何も知らないと思うわ。彼女をこれ以上、監視する必要が本当に────待って』

『？　どうかしたかい？』

『……誰だれか来たみたい。もう切るわ』




　　　　○




　図書館の奥まったスペースに辿たどり着つくと、彼女はつくねんと椅い子すに腰掛けて本を開いていた。

　まだ開放前の館内は薄暗く、唯ゆい一いつ、窓のカーテンを薄く開けて外の光を取り込んでいるその一画だと、彼女はまるで切り取られた影絵の如ごとく周囲から浮いている。足音でこちらの接近に気づいたか、やがて小さな頭が億おつ劫くうそうに振り返った。

「何か用？」

「用がなきゃ会いに来ちゃいけないってこともないだろ、マルティナ」

　慧けい太た郎ろうが苦笑しつつそう応じれば、マルティナ・ロセリーニは息をつくように「そ」とだけ口にして、あとはまた何事もなかったかのように読書に戻ってしまう。慧太郎も既すでにそんな彼女の態度には慣れたものだったから、別段めげることもなく対面の席に腰を下ろした。

「相変わらずだな。なんで僕がここに、とか気にならない？」

「だいたい察しはつくもの。密告者はあの子でしょ？」

　あの子、というのはアンリのことか。ならば正解だ。彼女からマルティナの居場所を聞き出し、内緒で作ったという図書館の合あい鍵かぎを貸してもらって、慧太郎はここにやって来た。

「で、何か用？」

「？　いや、だから別に用なんて──」

『わたしがここでいることは基本的に秘密なの。アンリエットもそう口が軽いほうじゃない。納得できる理由でもなければ、あの子が鍵まで貸すとは思えないわ』

『……バレバレか。きみはたまにムッシュ・ヴィドックみたいになるな』

　ラテン語で探たん偵ていの如く追及され、慧太郎もラテン語で犯人のように降参した。

『一言、お礼を言っておこうかと思ってさ』

『いらないわ。魔ま本ほんをあげた件に関してなら、あとでちゃんと取り立てるから』

『や、それだけじゃなくて。他にも助言のこととか、アンリを救うのに協力してくれたこととか、なんか色々世話になっちゃったから。おかげで助かったよ、マルティナ。ありがとう』

　マルティナが本から顔を上げた。こちらを見み詰つめる黒こく瞳どうが、眼鏡めがねの向こうで僅わずかに泳ぐ。

『……礼を言われる筋すじ合あいはないわ。わたしはわたしの思おも惑わくで動いただけだもの』

『思惑？』

『ええ。個人的に魔ま本ほんよりも重要な事こと柄がらがあって、それを見み極きわめるのを優ゆう先せんした結果、たまたま貴方あなたに手を貸すかたちになっただけよ。謂いわれのない感かん謝しやはやめて』

　見極める？　よく分からない話だ。が、ともあれ今はそんなことはいいと思い直して、

『なら、ムッシュ・アルノーに宛あてた弔ちよう歌かは？　あれにも裏があったって言うのか？』

　あの日、夕暮れのなかで聴きいた哀切と慈いつくしみに満ちたメロディーを思い出し、慧けい太た郎ろうは胸の奥の痛みを誤ご魔ま化かすように小さく笑う。さすがにそれは無理があるだろう、と。

　果たして、今度こそはっきりと、マルティナの白い頬ほおに朱しゆが差した。

『上う手まく言えないけど、本当にすごい歌だったよ。僕もあの歌のおかげでムッシュとの約束をきちんと守れた気がしてる。きみが死を美化したりせず、でもこれは次の始まりなんだからって、背中を強く後押ししてくれたように思えてさ』

『お、お人ひと好よしも大たい概がいにして。わたしは、そんなつもりで歌ったわけじゃ……』

『いいんだよ。僕はそう受け取ったんだから。だから──ありがとう、マルティナ』

　改めてもう一度礼を言うと、彼女は深く俯うつむいて表情を隠し、何やら忙しそうに本のページを捲めくり始はじめた。なんとも微ほほ笑えましい反応だ。慧太郎も既すでに理解していた。目の前に座るこの謎なぞ多き少女が、冷静で奸かん智ちに長たけた風情に見えて、その実、意外と情に厚い性分だということを。

　相変わらず訊ききたいことは数あま多たあったが、どのみちマルティナはそのいずれにも答えてはくれまい。ならば今は、彼女の人となりを僅わずかでも知れただけで良しとすべきだろう。

『……アンリエットの気持ちが少し分かったわ』

　やがてマルティナが呟つぶやいた。まだほんのりと赤い顔で、口調をやや悔しげに揺らしながら。

『あなたを見ていると、胸がやきもきしてくる。そんな誤解を招きそうな笑顔を気安く相手に向けていると、そのうち色いろ恋こい沙ざ汰たが原因で女に刺されるわよ？　でなければ、何も知らず近づいてきた真っ当な趣味の同性に、事がバレたあと逆上して撃うたれるかね。気をつけなさい』

『？　いや、なんで急に色恋沙汰の話がここで──』

　反はん駁ばくしかけたところで、慧太郎は台詞せりふの後半を呑のみ込こんだ。強きよう烈れつな違和感を覚おぼえたからだ。

『僕に近づいて来る、真っ当な趣味の……同性？』

『ええ。あなたを女と勘違いして声をかける男はさぞや多そうだもの』

『ッ!?』

　慧太郎は目を剥むいて椅い子すから腰を浮かす。一いつ瞬しゆん、聞き間違いではないかと疑った。けれどマルティナは小さく鼻を鳴らすと、無表情のまま、しかしどこか嗜し虐ぎやく的てきに告げてくる。

『気づいてないとでも思った？　だとしたら、とんだ甘ちゃんね』

『な、なんで……？』

『身体からだの骨格が男性のもの。喉のど仏ぼとけも分かりにくいけれど確認できる。抱きかかえられたとき胸が硬かった。更さらに言えば、わたしには免めん疫えきがあって魔ま法ほう薬やくの効果が薄い』

　淡々と列挙された看破の理由に、慧けい太た郎ろうはもはや絶句するしかない。特に最後のは決定的で、だとすると以前、大浴場で顔を合わせたとき、彼女の目には自分の姿が──

「あれから暫しばらく、夜、悶もん々もんとしたわ。ごちそうさま」

「あのときの不可解な反応はそういうことかああああッ！」

　フランス語に戻って、どこで憶おぼえたのか合がつ掌しようまでしてくるマルティナに、慧太郎は頭を抱えて仰のけ反ぞりながら大だい絶ぜつ叫きようする。というか、ごちそうさまってなんだ!?

　まずい。さすがに本来の性別がバレるのはまず過ぎる。こうなったらまだアンリにも披ひ露ろうしたことがない土下座の最終奥義を解禁し、彼女を是ぜが非ひでも懐かい柔じゆうするべきだろうか？

「心配しなくていい。誰だれにも言わないわ」

「あ……え？　ほ、本当か!?」

「わたしが魔ま女じよだって秘密にしてくれるんでしょ？　なら、あともう一つお願いを聞いてくれたら、それで貴方あなたが妖よう怪かい・見せびらかしであることは、みんなに黙っておいてあげる」

「妖怪なんて日本語よく知ってるな……あぁいや、それよりもお願いって？」

「これからも入浴日には、ちゃんと大浴場に来て」

　慧太郎はぴたりと動きを止めた。嫌な予感を覚おぼえつつも、やや間を置いてから尋ねる。

「ど、どうして？」

「後学のためよ」

「………………」

「代わりにわたしのも見ていいから。嫌とは言わせないわ」

「いや、言うよ!?　見せ合いっこすれば済むって問題じゃないし!?」

　どこまで本気か分からない発言に、掴つかみかけたと思っていた彼女の性格が、猛もうスピードで掌てのひらから飛び去ってゆく。と、そこで出し抜けに横合いから、妙に溌はつ剌らつとした声が聞こえた。

「おや、ケイではありませんか。それにマルティナも。二人ともご一緒だったのですか？」

「？　クロエ？　なんできみが図書館に──うわっ」

　振り向いて驚おどろく。書しよ棚だなの陰から現れたのはクロエで、隣となりには腕をがっちり掴つかまれたアンリがいた。そして、そのアンリがなぜか疲れ切った面持ちで、どんよりと肩を落としていたのだ。

「え、え～っと……何か、あったのか？」

「……このおっぱい、しつこいの。逃げ切れなかったの」

「ふふ、今日のわたしはひと味違う。開き直った者は強いのです」

　アンリはるーと涙を流しながら、クロエはいたく満足げに、それぞれ返してくる。わけが分からなかった。続けてクロエは、アンリの手を引いてこちらの隣に着席しながら、

「しかし、この四人が学内で期せずして揃そろうとは。これも何かの縁だ。あの戦いをくぐり抜けた者同士、今日はここにいる皆で昼食を摂とりましょう」

「こンの仕切り屋、また勝手に決めて！　教室に帰りなさいよ、あんたは！」

「謹つつしんでお断りします。──ときにケイ、普段この時間帯は図書館は閉まっているはずなのですが、貴女あなたとマルティナはどうやってこちらに？　扉とびらが開いていましたが」

「へ？　あ、あぁいや、それはその……」

「秘密の合あい鍵かぎがあるの。けーたろが、アンリエットから借りたわ」

「……アンリエット、まさかそれは学園に無断で作った鍵ですか？　正直に言いなさい」

「マルティナの裏切り者ーッ！　あんただって鍵、持ってるでしょ!?」

　などと、たちまちのうちに場が騒さわがしくなり、慧けい太た郎ろうはなんだかなぁと頬ほおを掻かく。対面を見れば、自分の罪状からクロエの目を逸そらすため、友人をあっさり人ひと身み御ご供くうに差し出したマルティナも、ちょっと辟へき易えきとした表情を浮かべていた。無論、アンリの抗議には知らぬ存ぜぬだ。

「……なんだかだんだん、ここも煩うるさくなってきた」

「いいじゃないか。たまには主義を曲げて、みんなで同じ時間を共有するのも」

　え？　とマルティナが訝いぶかしげな顔をする。人間嫌いの少女に、慧太郎は言葉を連つらねた。

「この四人でしか分かち合えない想おもいがあるんだ。クロエの言うとおり、これも何かの縁だと思ってさ。今日くらいはつき合いなよ、マルティナ」

　慧太郎は思う。未いまだアルノーやベノワのことを引ひき摺ずっているのは、たぶん自分だけではないのだ。だから皆、事情を知る仲間を求め、自然とこうして集まった。アンリやクロエはもちろん、マルティナだって早々にこの場を立ち去らないのだから、きっと気持ちは同じはずだ。

　ほどなくマルティナは、いかにも嫌々といった調子だったものの、許容の溜ため息いきをついた。

「……いいわ。今日だけね。ちょうど空腹になってきたところだったし」

「おや、そうなのですか？　しかしマルティナ、貴女は食事の用意がどこにも──」

「それ」

「……なぜわたしのお弁当箱を指差すのでしょうか？」

「あはは！　ざまぁね、クロエ！　マルティナの底なしの胃袋に恐おそれ慄おののくといいわ！」

「アンリ、勝ち誇ってるとこ悪いけど、きみも今まさにサンドイッチ強奪されてるからな？」

　賑にぎやかに食事が始まる。姦かしましいやり取りが、新しい関係の上に成り立つ日常が、独ひとりでは耐え切れない悲痛を僅わずかに和やわらげてくれる。長らく仲なか違たがいしていた二人と、孤独を愛する少女が一堂に会したこの場は、おそらく奇跡的に調和が保たれた小さな楽園アルマス。いずれもっと多くの人たちに広げなければならない、本当は誰だれもが求めて止まない、ささやかな救いの輪。

　今はまだ遥はるか遠くに仰あおぐしかない理想を、しかしカタチだけならば既すでに慧太郎は知っている。

　手のなかで確かに息づく、それは色鮮やかな星の欠片かけらだった。





〈Ｆｉｎ〉












　　　　あとがき




　ヒーホウ！　最近めっきり寒くなってきましたね？　早くもコタツが恋しい物草です。

　はい、そんなわけで『ミス・ファーブルの蟲ノ荒園アルマス・ギヴル２』、前巻から随分あいだが開いてしまい、申し訳ない気持ちいっぱいでお届けします。またぞろ性しよう懲こりもなく分厚いですが、「ふとっちょも嫌いじゃないぜ？」という特殊な方は、本ほん棚だなの片隅にでも置いてやってくださいませ。

　あとがきから入る方のために例によって例の如ごとく、ざっくり内容に触れておきますと、テーマは『救い』『姦かしまし』『〈蟲ギヴル〉って何さ？』の三本。あと、おまけで『お風ふ呂ろ』。

　おっぱい騎き士しともっさり眼鏡めがねも今巻から本格参戦し、みんなで衝しよう突とつしたり和解したりしながら〈蟲ギヴル〉という存在の根幹に微妙に迫せまりつつ、慧けい太た郎ろうがまたもや壁かべにぶち当たってヤダ難儀な子……っ！　みたいな流れになっております。前巻で多くの読者の方々を落らく胆たんさせたろう、肌色満載のウッハウハも今回はばっちり完備し、安心して好きなおっぱいを愛めでられる仕様。湯気フィルターにやきもきしながら、ぜひぜひご賞味くださればと。

　あと、個人的にすげー気になってるんですが……カラーイラスト、これ、何気に慧太郎の胸が脹ふくらんでませんか？　『認識の改かい竄ざん薬やくが効果を発揮している状態』が絵に起こされたのでしょうが、編集さんの指示と絵師さんの茶目っ気、果たしていったいどちらだろう？（笑）

　ちなみに僕は関与していません。やらかした犯人も追及していません。

　まったく人の知らないところで……いい仕事なんじゃないかな!?

　おし、皆さんの賛同が得られたところで、毎度のように虚きよを衝つく変わり身の早さで謝しや辞じです。

　今回もまた悪あく癖へきの『書き過ぎちゃった病』が出て、担当の清きよ瀬せさんを始めとする拙せつ作さくに携わってくださった多くの方々に、たくさんのご迷惑をおかけしました。毎巻毎巻こう迷惑が続くと、もういっそ開き直って「謝あやまらなくてもいいんじゃね!?」とか思ってしまいがちですが、確実に錯さつ覚かくなのでゴメンナサイ。生温かい目で見守って頂けるうちになんとか改善したい。

　イラストを担当してくださった藤ふじちょこ先生には、両手いっぱいの花はな束たばのような感謝を。ドレスを纏まとったアンリたちが、とても華はなやかで素敵なのです。文章で色が指定されているマルティナはともかく、アンリとクロエの衣装もイメージばっちりで驚きました。

　そして、こんな僕を応援してくださる読者の皆様。本当にありがとうございます。これからも頑張っていく所存なので、何とぞよろしくお願いします。

　ではでは皆様。どうやら次も出せそうなので、三巻でまたお会いしましょう。

　せーのっ、力の限りヒーホウ！





二〇一三年　一一月某日　　　　　物もの草ぐさ純じゆん平ぺい
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